
 

北海道釧路市 こどもエコクラブくしろ 

壁新聞のタイトル：エコ通信 釧路湿原から２０１５       早稲田大学賞 01-01 

 
こどもエコクラブくしろのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

小見出しやレイアウト、イラストにいたる細かいところまで、こだわりが感じられ、活動 20 年にふさわしい

新聞に仕上がっていると思います。活動スケジュールに天気と気温が書かれているところなども、日本

中の友達が新聞をみるのでとても参考になります。7 月、8 月の夏でも 30℃を超えていないので、北海

道のすずしさが分かります。 

トンボは観察イラストとなっていますが、写真をさつえいしてそれを見ながら描いたのでしょうか？胸部の

もようまでスケッチしているので、トンボの観察になれていることがうかがえます。イラストを描くことは、ト

ンボを見分けるためのとくちょうを覚えるのにとてもいいですね。 

私の住む神奈川では、県内の水辺のある自然豊かな公園では、アキアカネ、ナツアカネ、マユタテアカ

ネ、コノシメトンボなどをよく見かけます。赤トンボではありませんが、よく間ちがえられるショウジョウトン

ボとウスバキトンボはとても多く飛んでいます。ウスバキは北海道では 9 月頃でしょうか？！ 

私の生まれ育った関東では、子供の頃からザリガニといえば、アメリカザリガニでした。ニホンザリガニやウチダザリガニを野外で見る

ことはありません。そのアメリカザリガニも外来種であり、日本中に広がっていますね。駆除するための活動もいたるところで行われて

いますが、あっという間に広がったほど日本の環境に適応していて繁殖力が高いので、ゼロにするまでは大変です。釧路湿原の水辺

環境とそこにくらす在来生物を守るためにも、ウチダザリガニの調査防除活動をこれからもがんばってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

たくさんの「こどもエコクラブくしろ」のメンバーが新聞作りをしてくれたことと思いますが、文章は自筆ではないのでそれぞれの記事や

イラストは何人くらいでどのような分担で書いてくれたのかが分かりません。新聞のスペースもあると思いますが、記事の最後にかっ

こ（ ）で担当してくれた代表者の名前を書いたりして工夫をしてみてください。 

外来生物３原則として書いてある「飼ったり」「捨てたり」「広めたりしない」は大切ですね。ミシシッピーアカミミガメは大量に捨てられる

恐れもあり、特定外来生物への指定が見送られています。一度、人の生活に入り込んでしまう（例えばペットとして）と色々なことを考

えないといかなくなります。外来生物の問題だけでなく環境問題は、正解がないものもたくさんあるので、ぜひ意見を発信していってく

ださい。 

 

北海道羽幌町 北海道海鳥センター・ジュニアレンジャー 

壁新聞のタイトル：自然保護戦隊 ジュニアレンジャー       01-02 

 

北海道海鳥センター・ジュニアレンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

ポスターのように配色が目立って、鳥たちが遠くからでも目にとまる新聞です。色紙を切りとって鳥を

はり付けているので、立体的に見えます。記事をそれぞれの鳥（巣箱やネコ）の中に書いてあるのも

いいアイデアだと思います。マガンが 1 万 4000 羽もとんでくるとはすごいですね。フンをうけてしまう

こともいい経験です。ところでこの飛んでくるマガンの数はどのように数えるのでしょう？飛んでいると

きというより、飛び立つときあるいは沼にもどってくるときに数えるのかな。こんなにたくさんのマガン

がくるのも、田んぼにエサがあるからなので、田んぼも含めた地域の自然を大切にしてください。 

天売島での海鳥観察を通して、海鳥の生活環境や生態が分かってくると思います。絶滅危惧種であ 

るウミガラスが暮らせる島でありつづけてほしいですね。ウトウは穴だらけのがけに帰ってくることや、ケイマフリがウトウの巣

の近くにある岩場に昼間いることなど、ジュニアレンジャーのみんなにとっては当たり前の光景かもしれませんが、なかなかで

きる経験ではありませんし、観察力もすばらしいと思います。 

年間をとおして、いろいろな観察の他に、巣箱や松ぼっくりクリスマスツリーつくりで自然と触れ合い、ゴミ拾いや海岸せいそうを

するなど、たくさんの活動をしてくれました。これからも楽しく、海鳥のくらす環境を見守ってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ネコの保護の活動は、海鳥を保護することにつながるのですね。ネコは元々は飼われていたものでしょうか？ネコが野生動物

を食べてしまう問題は他の地域でもききますが、ネコの飼育のモラルの問題も含めていろいろな考えがあります。ネコは飼い主

さんと家の中で暮らすのが良さそうです。人間のくらしに野生動物が関わることによっておこる問題はたくさんありますので、そ

ういう問題にぶつかってしまったら、よく考えて話し合ってみてください。 

スノーシューをはいての冬の動物さがしは、足あとを追ったり、木の冬芽をみたりとよい経験をしましたね。写真にうつっている

みんなも暖かそうなジャケットを着ていますが、見つけた冬芽はどうでしたか？寒さから大切な芽をどのように守るかは種類に

よってさまざまなので、今度の冬もたくさん探して比較してみてください。動物の足あとをみると、動物に出会うことができなくて

も、どのように歩いて何をしたのか分かったりするので、想像をめぐらせてみてください。 



 

青森県青森市 おおぼし保育園エコフレンド 

壁新聞のタイトル：わたしたちのまちをきれいにしましょう       02-01 幼児 

 

おおぼし保育園 エコフレンドのみなさんは、保育園の小さな子どもから児童クラブの小学５

年生までが活動されています。特にごみ分別や回収、清掃活動などを中心に、みんなで協

力しながら活動を続けておられます。 

壁新聞は全体がカラフルで、写真もたくさんあり、活動の様子がよくわかってとても見やすく、

ステキですね。あちらこちらに星☆★でかざってあるのは、おお〝ぼし“保育園だからでしょう

か？ とてもかわいいですね。保育園の写真もあり、みなさんがどんなところにいるのかがわ

かりますね。 

たくさん集めたペットボトルキャップは、みなさんで洗って、かわかして、きれいにまとめて送

られている様子が良くわかります。キャップを集めるのに協力してくれた人たちも、これを見

たら「なるほど、きれいにしてから送るのか！」と感心してくれると思います。 

それから、清掃活動の様子もわかりやすいですね。町にはタバコが落ちていることが多いこ

となどがわかります。ごみを捨てないでくださいと呼びかけをされているのも良いですね。 

あと、照明を LED にかえたということなので、電気が少なくてすみますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

    ● ペットボトルキャップは、とてもたくさん集まりましたね。どれぐらいの期間に、どれぐらい集まったのでしょうか？ 何個

集まったのかを数えるのは大変ですが、袋にいれた状態で重さをはかってみると簡単です。回収に協力してくださった人たちに

「○ｋｇも集まったよ、ありがとう！」と伝えられるとステキですね。 

    ● みんなが一番伝えたいことや言いたいことを、壁新聞のタイトルにして大きく書いてみるのも良いと思います。たとえば

「わたしたちのまちをきれいにしましょう」など。ついでに、この壁新聞をいつ作ったのかや、エコフレンドは何人いるのかなどみ

なさん自身のことについても少し書いてあると、見る人にわかりやすくなりますね。 

ごみを少なく、町をきれいにするみなさんの活動が、周りの人たちに広がっていきますように。これからも、大きい子も小さい子

も仲良く、楽しく活動を続けてくださいね。 

 

青森県青森市 おおぼし保育園エコフレンド 

壁新聞のタイトル：わたしたちのまちをきれいにしましょう        

 
★☆サポーターの方へ☆★ 

「エコキャップ運動」については、もともと賛否両論ある活動なのですが、2015 年に報道があったことをきっかけに、ここ 1 年特に話題になりました。インター

ネットでちょっと検索するだけでも、いろいろな立場から様々な意見・情報が出てくるので、もしかしたら戸惑われることもあったかもしれません。否定的な意

見を見たり聞いたりすると、子どもたちが一生懸命取り組んでくれた活動までも否定されたような気がして、悲しい気持ちになってしまうこともあります。 

否定的な意見はあっても、エコキャップ運動の全てが良くないというわけではありません。それに、エコキャップ活動以外のエコ活動や支援活動などについて

も、100％完璧な活動というものは、なかなかないと思います（例えば、リサイクル工作を「ごみでゴミを作ってどうするの？」という方もいます。リサイクル活動

についても「ペットボトルのリサイクルを頑張るよりも、そもそもごみを出さないように水筒などを使うようにすべきでは？」「キャップを集めるために必要以上

にペットボトルを買っていない？」という意見もあります。震災などの被災地へ物資を送るときにも、現地で必要とされていないものが大量に届いてしまうと迷

惑になることもあります）。 

そういう状況だからこそ、ぜひ大切にして頂きたいのが、「活動の目標を明確にすること」と「活動を通じて、子どもたちや周囲の協力者に何を伝えていきたい

のかを明確にすること」です。 

応募用紙を拝見すると、清掃活動やごみ分別などの興味関心を深めることをテーマに、きちんと目標を明確にしていらっしゃるご様子なので、これから書くこ

とは釈迦に説法かもしれませんが、念のため、もしかしたら参考になることもあるかもしれないので、一応さっと目を通していただければ幸いです。 

ペットボトルキャップ（PP または PE）とペットボトル本体（PET 樹脂）は、別の素材のため、別々にリサイクルした方が良い。 

キャップは水に浮き、本体は（空気が入らないようにしたら）水に沈むので、キャップと本体を一緒に回収しても、その後の処理で分別することは可能である

（機械で砕いたあと、水に浮いたものと沈んだものを分別する。ただし、おおぼし保育園の地域のリサイクル処理工場に、そういう機械が入っていれば可能、

ということになります）。 

ペットボトルキャップを外して回収に出すということは、ペットボトルの中身（液体）が入ったまま回収に出される可能性が低くなる。そのため、回収作業をする

方に液体がかかって汚れたり、リサイクル処理の機械が汚れたりすることを防ぐことができる。 

回収や処理の途中で、容積を減らす為にプレス機を使用することがあるが、キャップが閉まったままだと潰しにくく、場合によってはペットボトルが破裂するこ

とがある。 

ペットボトルの本体とキャップを分別して、それぞれリサイクルすることは、不純物が少ないリサイクルにつながったり、キャップの分別を通じて支援活動がで

きるということもありますが、他にもゴミ収集やリサイクルに関わる人たち・機械の負担を減らすということにもつながります。 

小学校高学年の子どもたちは、もしかしたら学校の勉強で地域のごみ処理施設見学などをしているかもしれませんね。小さな子どもたちには難しいですが、

高学年の子どもたちと、ペットボトルのキャップと本体を水に入れて素材の違いを感じたり、ごみや資源の分別回収をする時の注意点などを話し合ったりでき

ると良いかもしれませんね。 

この壁新聞をつくるときにも、物を大切にすること・ゴミ分別・あまった野菜でスープを作るなど、話し合いをされたとのこと。日頃から身近な活動を継続的に

取り組んでいらっしゃっていて、それが子どもたちの身についているのだろうなと思います。これからも、楽しく無理なく続けていただければと思っております。

がんばってください！ 



 

青森県弘前市 HEP21 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちとだんぶり池の仲間たち       環境大臣賞 02-02 

 

HEP２１エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

HEP21 エコクラブのみんなが作った壁新聞「ぼくたちとだんぶり池の仲間たち」は、トップに酸性雨コーナーを、そしてその隣に

水質調査を、そしてみんなが活動した 1 年間の出来事を一人一人が絵日記に書いて、新聞のまわりをエコかるたで囲ってあり

ます。こんなすばらしい壁新聞をサポーターの支援は少しはあったでしょうが、4 歳から 14 歳（中学 2 年生）、高校 2 年生も入

って、メンバーが力を合わせて作ったとは、本当にびっくりしました。感動しました。すごい！すごい！ 

酸性雨の調査は、小学 2 年生から中学 2 年生まで、エコクラブの一年間の絵日記は、幼稚園児（4 歳）から中学・高校生まで、

そしてエコかるたは、4 歳から 12 歳までと、それぞれが力を発揮できることを分担してやっていることもすばらしいです。 

ｐH、伝導度の測り方のすばらしさは、昨年も言いましたが、ともあらいをして、測定しているとは、とても立派なやり方です。専

門的なやり方をちゃんとやっているのはすばらしいです。ｐH 測定器や伝導度測定器の値のチェックもちゃんとやっていると思

います。1 回だけ校正して、そのままにしていないと思います。数値の正確さがこの調査では、命ですから、ともあらいとサンプ

ルびんを 2 回あらう、そして測定器もそのつどあらう、校正をするなどをちゃんとやっていると思います。こんな大変な調査をみ

んなは良くやっていることに敬服します。 

雨や雪のｐH や伝導度だけでなく弘前公園のお堀の水の調査もやっています。HEP21 エコクラブのみんなは、水の調査の専門

家、ベテランになっているようですね。ここで学んだ技術を活かして中学、高校など上の学校などでも力を発揮してすばらしい研

究者になることを期待しています。 

エコかるたは、みんなが日ごろ、身近でやっていることを書いてくれたようですね。きょうそうして、1 人で何枚も書いてくれたよう

で、楽しいかるた作りだったようですね。１まい１まい読んでみるととっても感心することが書いてありました。たとえば、ゲーム

より 外で遊ぼう あせかいて、ちゃんとたべてね たべものなくよ たべのこし、使えるよ 点数悪いが テストの紙、トイレでは 

べんざのふたも しめましょう、脱いで着て 暑さ寒さは 自分でするよ、古くても 修理をしたら 元どおり などなど。お家の人

といっしょにやっていることも書いてくれました。自分がやっていることを絵にして、書いてみるといっそう自分でかくにん出来

て、けいぞくしてやるようになると思います。とても良い活動だと思います。 

壁新聞のちょっとしたすきまにもカナヘビやカエル、トンボなどの絵を書いて、どこもむだにしないで新聞作りをしました、エコ新

聞ですね。みなさんの意気込みも感じられました。 

来年もみなさん一人一人の活動を書いて、楽しい壁新聞を送ってください。待っています。 

 

 

青森県弘前市 HEP21 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちとだんぶり池の仲間たち        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

トップ記事の酸性雨コーナーは、全国フェスティバルで約束した過去のデータと

一緒にして考えてみよう、ということでせんぱい達が調べた 2002 年か ら 2007

年までのデータをのせてくれました。鶴見先生の指導で、測定した値を横軸を伝

導度、縦軸をｐH でプロットして、夏と冬の季節のちがいを見つけま した。夏はｐ

H は 5.6 以上が多くて普通の雨だった。しかし、秋から冬になるとｐH が 5.6 以下

の酸性の雨や雪が多いと言う貴重なデータが得られました ね。これはどういう理

由だろうか？秋から冬は北西や北風が吹いて、大陸の空気の影響のように思え

ますね。大陸の空気の中に酸性雨のもとになる窒素酸化物や 硫黄酸化物が多

く含まれているのかな？黄砂や北京スモッグの情報もみんなは調べましたね。大

陸の影響がはっきり出ていると考えた方が良いようですね。 

も う一つ、せんぱい達の調べたデータとも比較しました。棒グラフで酸性雨が観

察された割合を赤色で書きました。みんなも発見したようですが、昔と比べると今 

の方が酸性雨の割合が多いですね。この理由もみんなは気が付いたと思いま

す。大陸の国で産業が活発になり、暮らしも良くなり、工場や自動車からの排ガ

スが 増えたのではないだろうか？ 

このようか仮説を持って、国ごとの産業や工場の数、自動車の普及台数などの

年ごとの変化と調べた日の風 向や風の強さを調べて比較すると何か分かると思

います。本当に大陸の国からの空気、排ガスが原因であると断定するには、もっ

と正確なやり方がありますが、 みんなができることは限られているので、できる

範囲で原因を考えてみることも、ぜひ、やってみると良いと思います。ここまで調

べて酸性雨コーナーのデータ 解析をして、調査報告書にしたら、それだけでもす

ごく立派な報告書（論文）になりますよ。小学生がやったと言ったら専門家も拍

手！拍手！でほめてくれると思います。 

 



 

青森県弘前市 HEP21 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちとだんぶり池の仲間たち        

 

1 年間の活動の中から自分が感動したことや印象に残ったことを絵日記にしました。一人一人が自分のことばで、自分の字

で、自分の絵で書いてくれまし た。カナヘビが印象深かった人が多かったようですね。４さいのひなこちゃんも書いてくれまし

た。しっぽが長かったようですね。絵日記を読んでみると、だん ぶり池の仲間たちを良く観察していることがすばらしいです。自

然観察では 5 感：見る（目）、聞く（耳）、味わう（口）、触る（手）、ニオイは？（鼻）をは たらかせることがだいじです。みんなの書

いてくれた絵日記には、ちゃんとこのことが書いてありました。カナヘビはしっぽを触るとつるつるしていなかった。 トウホクサン

ショウウオのたまごはぶよぶよしていた。じゅくせいさせたくりはあまかった。オオルリは羽があざやかな青色、オオルリボシヤ

ンマははねがきら きらひかっている。コブハクチョウはひくくて太い声かなと思っていたが、高い声を出しているのでびっくりしま

した。 

あれ？においのことを観察したのがないですね。この次はにおいのことも良く観察して報告してください。 

 

★☆サポーターの方へ☆★ 

この壁新聞はサポーターの方が表に出ないで、たぶん枠組みの構成は指導したのだろうと思いますが、こども達だけで新聞を

作成するよう指導、アドバイスをしたのだと思います。 

大変すばらしいやり方だと思います。それとメンバー全員が参画できるように絵を書く、短い文章を書くことでこども達もやる気

を出して完成させたようです。 

これからもこのような本来のやり方で、こども中心の活動を進めてください。 

 

青森県八戸市 下長中エコクラブ 

壁新聞のタイトル：①ごみから資源へ～捨てないで！もっと使えるよ！！～ ②ストップ温暖化 ③下長エコクラブ新聞 ④ゴミを

減らそう！ ⑤エコ新聞 ⑥エコ新聞 ⑦エコ新聞       02-03（推薦）、02-04～02-09、全 7 枚 

 

下長中エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

中学校の科学部で取り組んでいるとのこと、さすが中学生らしくしっかり

とした考察の下に書かれています。 

青森県の一人当たり出すゴミの量が全国で 2 番目というのは初めて知り

ました。リサイクル率は全国 44 位。これを聞いては県民としては看過で

きない気持ち、よくわかります。ただ、そうは思っても普通はなかなか行

動に移せないものです。それをこのような形で行動できることが何よりも

すばらしく感じます。このような形（新聞）で、同じ問題をそれぞれの視点 

で訴えていくのも効果的です。これからの活動にも大いに期待しています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

①～⑦までそれぞれが、青森県のごみのリサイクルについて、新聞で訴えてくれてい

ます。それだけ深刻な問題なのですね。この件に関してはよく伝わりましたので、次回

はそれぞれが違う問題を取り上げて、いろいろなテーマで、現在青森県で起きている

環境問題について書いてくれると、また読む人の視点が広がるのではないかと思いま

す。 

⑦ではロッテが取り組んでいる環境への取り組みについての紹介もありますので、他

の企業もどんなことを行っているかを取り上げてくれると、それぞれの企業が環境問

題の解決に向けてどんなことをしているかがわかり、読者もさらに興味を持ってくれる

のではないでしょうか。環境問題の解決に協力している企業は応援していきたいです

ね。なので、そういう企業を取り上げるのもお互いにとっていいことだと思います。 



 

青森県十和田市 緑と太陽の保育園グリーン・キッズ 

壁新聞のタイトル：①みどりとたいよう グリーンキッズ ②グリーンキッズ ミニ       02-10、02-11 全 2 枚 幼児 

 
緑と太陽の保育園 グリーン・キッズ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

グリーン・キッズさんは、毎年続けて活動して、昨年で９年目の活動となったそうですね。保育園ですから、

メンバーは入れ替わっていきますが、続けることでエコ活動が当たり前のことになってきたのかなと思いま

す。散歩での会話から、「ごみがどうなるんだろう」と自然に疑問を持ったことも、それを表しているようです

ね。その疑問を、先生たちやみなさんで考えてみたことは、とてもすばらしいと思います。疑問が解決した

よろこびやおどろきが壁新聞からよく伝わります。きっと、保育園を卒園した子たちも、学校や家でエコ活

動ができているんじゃないかと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ごみと思っていた空き缶やプラスチックも、きちんと分別すれば役に立つことができます。みなさんがいつ

も行っている分別は、そのためにとても大切です。これからも大きいクラスの子は年少さんに教えてあげた

りして、みんなで分別をしていきましょう。お家や近所の人にも、ぜひ呼びかけて下さいね。 

  

緑と太陽の保育園 グリーン・キッズ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

グリーン・キッズミニの壁新聞では、育てた植物についてまとめてくれました。トマト、アサガオ、ゴーヤとい

ろいろな植物を観察したり、食べたりすることができましたね。観察日記のように日付が書いてあって、と

てもわかりやすいです。みんなでワクワクしながら植物の成長を観察できた様子が伝わります。 

廃材を使った制作も、いろいろなものができましたね。壁新聞の縁やタイトルも空き箱を使って、普段から

物を大切にしていることがよくわかります。すてきな工夫ですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

来年度はどんな植物を育てようか、みんなで相談するのでしょうか。いくつか候補をあげた紙を作って、シ

ールをはって投票してみるのもいいですね。 

昨年度と同じ植物でも今回のように日付など記録を取っていくと、年による成長のちがいも発見できるかも

しれませんよ。 

 

宮城県石巻市 イオン石巻 イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：STOP 地球温暖化～みんなで救おうぼくらの地球       04-01 

 

イオン石巻チアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

新聞で伝えたいテーマはタイトルにある「STOP!! 地球温暖化」だと思いますが、テーマを意

識して記事をかいてくれましたね。新聞全体で地球温暖化防止にむけたストーリー性のある

構成になっているので、それぞれの記事がまわりの内容をひきたてているように感じます。 

地球温暖化がこのまま進むとコーヒーが飲めなくなるという記事にはびっくりします。コーヒー

は熱帯のものというイメージがあるからです。現在たくさんコーヒー豆として使われている種

類のコーヒーの木が温度上昇に弱いということなのでしょう。コーヒーの木が育つ自然環境と

それに関わる生き物たちの変化もあるかもしれません。 

宮城県の大豆についてはこの新聞を読んでよく分かりました。コーヒー豆の生産量がおちて

いるように、温暖化が大豆の生産量にえいきょうする可能性もありますね。難しそうな環境問

題を、人の生活な身近なものへのえいきょうに置きかえて考えているので、とても説得力が

感じられます。 

ゴーヤの苗をプレゼントはいいアイデアです。種をまくよりもすぐに植えてくれる人が多いような気がします。苗も早めにプランタ

ーなどに植えかえは必要でしょうが、種を引き出しにいれてしまう人がいても、苗をしまう人はいないでしょう。グリーンカーテンは

日差しをさえぎって室温を下げてくれるだけでなく、身近な緑がふえ、光合成により二酸化炭素を吸収してくれるので、ぜひグリー

ンカーテン活動を続けてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「Let’s モニタニング」のように何か調べてから実行するという取り組みがすばらしいと思います。この調査はたくさんの取り組

みのひとつなので、これだけでも十分ですが、調査結果を分析したりする場合は、もっとたくさんの人や様々な年代の人に聞い

てみるといいですよ。 

地球温暖化の防止のために、自分たちでできることをいくつも考えてくれました。環境の問題は、自分たちにできることから始め

るのが大切なのでぜひ実行してください。 



 

秋田県秋田市 マックスバリュ東北秋田イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：GREEN UP！！自然と文化 驚異の旅ｉｎ秋田 2015       05-01 

 

マックスバリュ東北秋田イオンチアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

紙面いっぱいに、活動内容をしっかり書き込んでくれていますね。すばらし

い！県内各地でそれぞれに楽しい活動ができていて、写真をみると、どの活

動もとっても楽しんで取り組んでいることがよくわかります。いいですね。 

まげわっぱ作りにみんな熱心に取り組んでいますね。熱心に取り組む様子

が写真に写された表情からうかがえます。いいですね！作るのに底とふち

をあわせるのに力が必要だって書いてくれてありますね、うまくまげて形を作

るのにコツがあるのかな？むずかしそうだね。 

「自分で作ったまげわっぱの上に乗せたパンはいつもよりおいしい」ってありました。そうなんだよね、自分で作ったものに乗せ

ると、つもと同じものが十倍も二十倍もおいしくなります。作った作品に愛情が込められているからだね。いい体験をしました。 

ツリークライミングにも挑戦しましたね。実は私も体験したことがあります。ロープを使って足でこぐ形で少しずつ上部に上がっ

ていくんだよね。見える景色もちょっとずつ変わってきて、その変化がとても楽しかったことをおぼえています。みなさんもそうだ

ったかな？10 人もの人を支えるケヤキ、すごいね。その木も、育つ環境によってそれぞれ違っていて、同じものはないというこ

とも学びました。木も人も同じってことかな。楽しいだけじゃなく、大切なこともたくさん学ぶことができましたね。よかった。 

みなさんの新聞でとてもいいなと思ったのは、実際に活動している様子、そこで学んだこととあわせて、ちゃんと自分たちで調べ

学習もしているというところ。やりました、楽しかった、だけでなく、その裏付けとなるところをちゃんと調べてそのことも書き込ん

でくれてありますね。調べてみる、やってみる、感じてみる。まとめてみる。どれもきちんと取り組まれていてとてもいいと思いま

した。あわせて、どこの HP を見て調べたかについても、ちゃんと書かれています。とっても大事なことです。それができていて、

とってもいいと思いました。これからも元気に活動していってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの活動そのものについてはよくわかりました。これらの活動はいつ行われたのでしょう。日付と、できればもう少し具体

的な場所について書かれているといいなと思います。 

来年度の活動予定も書かれていていいですね。次はどんな活動になるのでしょう。報告が楽しみです。 

 

福島県郡山市 湖南エコクラブ 

壁新聞のタイトル：湖南エコクラブ新聞       07-01 

 

湖南エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

私は、猪苗代湖はテレビや本などでしか見た事がありません。湖の場所によって地区の名前

が違うだけでなく、水質や環境もけっこう違っているようですね。特にみなさんの地域に近い

「鬼沼」の水質があまり良くない事は心配ですよね。 

「水質調査」「生物調査」「浄化センターの見学」と、たくさんの活動をしているだけでなく、今回

の活動で気づいた事や過去の調査をあわせて考えていますね。自分たちの考える力に結び

付く経験が出来ていて、みなさんの活動が今後どのように発展をするのか、とても楽しみで

す。 

この壁新聞を読んでいると「私たち湖南町に住んでいる人にはなじみがある」「これからも調べ

ていく必要がある」「ぼくたちにできることは、ごみを減らしたり拾うこと」と、前向きな気持ちが

見られるので頼もしい限りです！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

私は毎月一回、地域の小学生と一緒にビオトープの調査や管理をする活動をしています。そのビオトープには、猪苗代湖とは

比べものになりませんが、いろいろな生きものがすんでいる小さな池があります。そこでもやはり毎年調査をしていると、水が汚

れたり変化が見られる事があるのです。そんな時は水が汚れた原因を特定して、その原因を減らしたり無くす事が、水質を回

復させる方法だと思います。 

地域の自然を守る事は、日頃から変化を見たり感じている、そこに住んでいる人たちが一番頼りです。もっと言えば、これから

も変化を見続けて活動できる世代、つまりみなさんのような環境に関心を持っている子どもたちが最も大切と言っても良いでし

ょう。 

これからも猪苗代湖や鬼沼のための活動を続けていって、大人になったら会社の人や子どもたちに「湖をきれいにするため

に、こんな事をやってみようよ！」と言えるような、自然を守るリーダー的存在になって欲しいと思います。始めにも書いたよう

に、みなさんの今後を楽しみにしています！ 



 

福島県いわき市 いわき市立藤間中学校 

壁新聞のタイトル：藤間中 JRC 部活動記       07-02 

 

いわき市立藤間中学校 JRC 部のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

この壁新聞を読むと、みなさんがどのような活動を行っていて、それがどのようにエコなのか、

それがよく分かります。上手に要点をまとめる事、そしてそれをわかりやすく伝える事、それら

は自分たち自身が活動の意味をよく理解していないと出来ない事です。さすが中学生だと感じ

る内容ですね。 

ベルマークやボトルキャップを集めている所も多いですが、みなさんは集めた後の事にまで触

れている所も注目すべき点です。エコな取り組みや環境問題の言葉だけは知っていても、その

背景にある物事まで充分理解している人というのは、意外とそう多くありません。これからもこ

の壁新聞では、取り扱った事柄の大切なポイント、本質の部分まで広めていってほしいと思い

ます！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

花壇活動として、緑化や植樹にも取り組んでいるようですね。マクロな視点で環境問題を捉えると、ほとんどの事は何らかの形

でつながっていると言っても過言ではありません。ごみや 3R 関係だけ、または自然や生きもの関係だけでなく、幅広いテーマ

を持って活動するのはとても良い事ですし、これまで実際にそのような気付きもあった事でしょう。 

私の仕事もごみや 3R、自然や生きもの、食やエネルギーなど、正に環境問題全般を扱っています。その中でも大きなウェイト

を占めている業務に「ビオトープ管理」があります。ビオトープの基本的な理念である、外来種や園芸種ではない「地域の野生

生物が暮らす生息空間」を創出し保全する事を目的として、日々管理しています。 

園芸種は見た目がとても華やかで、見た人に「自分も花や緑を育ててみたい」と思わせる効果は大きいと思います。さらにみな

さんが植えていたチューリップやパンジーなどにも、昆虫は実際に寄って来ます。しかし、一区画だけでも地域の自然にこだわ

ったエリアを作ってみるというのはどうでしょうか？きっといろいろな学びや発見が期待出来ると思います。 

地域の自然を保全してゆく事は、健全な環境を保全する事とも密接に繋がっています。物事を伝えるレベルが高いみなさんだ

からこそ、学校や近隣の多くの人に向けて「地域の自然を大切にする」という観点からのアプローチにチャレンジしてみてほしい

と思います。 

 

茨城県水戸市 しんそう世界だいすきクラブ 

壁新聞のタイトル：いのちのつながりを学ぼう       08-14（県推薦１位決定） 

 

しんそう世界だいすきクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

しんそう世界だいすきクラブの壁新聞「いのちのつながりを学ぼう」は、読みやすくて、面

白くて、役に立つことが書いてあるすばらしい新聞です。 

新聞がすばらしいことの一つ目は、クラブのメンバーが一人一人、記事を書いてくれたこ

とです。本当にクラブの壁新聞であることが実感できました。 

二つ目は、一粒のタネ～命のつながり・グリーンカーテン、エコクッキング、エコプロダクツ

2015、保和苑の生き物、たつわれ山・十王ダムなどのようにみんなの活動と活動の結果

を四角く区切ってまとめて書いてくれたので、読みやすく、分かりやすかったことです。 

三つ目のすばらしさに私は感動しました。それはみんなが活動したことやその結果を記事

にしただけでなく、そこには大変注意深い観察結果が書いてありました。たとえば、やごは

水中で下くちびるをすばやくのばして虫やさかなをとらえると書いてありました。ヒキガエル

とニホンアカガエルの卵のちがいをちゃんと観察しました。オニヤンマは同じ所をいたりき

たりすることに気が付きましたね。ザリガニは後ろににげるので、にげる場所を予想してつ

かまえたよ、すばらしい観察です。 

グリーンカーテンの記事も感動しました。一人の人がなぜすずしいのだろうか？と疑問を持ちました。そしたらほかの人が、葉っ

ぱから水がじょうはつするから、すずしくなるのだよ、と書いて教えてくれました。グリーンカーテンは、葉っぱで太陽の光をさえ

ぎって日かげを作ってくれて、すずしくもなるのですね。エコクッキングでは、きじをこねると手がべたべたになりました。これは

実際にこねてみなければ経験できないことですよね。そして水の分量をちゃんとするとべたべたせずにきれいにできました、と

解決策を教えてくれました。やはり温暖化？では 2013 年と 2015 年の氷と霜柱を比較して、問題提起をしてくれました。 

1 泊 2 日の宿泊学習は、とても楽しいことが山ほどあったようですね。たつわれ山に登った写真は、スタートから順番にみんな

の一言の説明がいいねー。ガタンゴトン、よいしょよいしょ、ざわざわ、イェーイ・・・みんなのようすがよく分かりました。たつわれ

山の名前の由来かな？太刀割れ岩の説明も忘れずに書いてくれましたね。 



 

茨城県水戸市 しんそう世界だいすきクラブ 

壁新聞のタイトル：いのちのつながりを学ぼう        

 

ホタルのこともたくさん勉強しましたね。キラキラ光ってきれいだけでなく、ゲンジボタルとヘイケボタルの大きさのちがいが分か

りました。とびかたのちがいも分かったのですね。ホタルがとんでいる所では、かいちゅう電灯はつけないようにしましょうという

ことも教えてもらいましたか？石に色をぬって、自分のお土産ができたようですね。石に色をつけると芸術作品みたいになりま

すね。宿泊学習でのいちばんの思い出は、たぶん、みんなとのつながりが強くなったことではないでしょうか？ 

宿泊学習の日記を書いてくれたのは、1，2 年生のお友だちかな？夜空の星を書いてくれたのかな？ホタルを見たときのようす

を書いてくれたのかな？一日、すごく楽しかった、と書いてくれました。良かったね。大洗水族館では魚とふれあい、イルカショ

ーで最高にうれしかったと思います。でも、海のイルカをつかまえて、いろいろな芸を見せるのは、これからはできなくなるみた

いです。イルカの命を守りましょうと言って、世界ではイルカの保護運動が大きくなっているようです。 

しんそう世界だいすきクラブのみんなは、自然をだいじにして、自然をこわさない人たちです。生き物もだいじにしてむやみに取

らない、取っても自然に帰してあげるなどとても評判の良いクラブですね。ですから、保和苑に入っても、一般の人が入れないと

ころも、入って良いよ！と言うことになっているようですね。 

これからもいのちのつながりを学んで、自然を、生きものをだいじにしてクラブ活動を続けてください。 

来年の壁新聞は、どんな楽しい思い出がいっぱい書いてあるか、楽しみです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

エコプロダクツ 2015 を見学に行って、ここでもたくさんのことが分かりましたね。 

マホービンのしくみも展示の係の人が教えてくれて、温度が冷め ない理由が分かりましたね。聞いたことをちゃんと忘れずに

書いたことがすばらしいです。清水建設では木打ちをする理由を教えてもらいましたが、これも忘れ ずに書きました。佐川急便

のようなにもつを運ぶ会社でも環境を良くする活動をやっていることは、ビックリする事だったと思います。エコプロダクツ 2015 

を見学して、今、日本では品物やエネルギーを作っている会社だけでなく、品物やエネルギーを運ぶ会社でも、品物やエネル

ギーを売る会社でも、また、品物や エネルギーだけでなく、お金をあずかってくれる銀行や電話やインターネットのような情報

を動かす会社などでも環境のことをやっていることが分かりましたか？ 

佐川急便では、ペットボトルをリサイクルしてせいふくにしている。エコだね―！では牛乳パックはリサイクルして、何になるのだ

ろうか？さかなややさいが 入っている白いプラスチックとれいは、何にリサイクルされるのかな？回収した新聞紙は何にリサイ

クルされるのかな？段ボールはリサイクルされると何に変身 するのかな？などなど、みんなのまわりの物もいろいろとリサイク

ルされているものがたくさんあります。調べてみるとおもしろいよ。 

 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①涸沼の食物連鎖 ②ホタル復活!! ③千波湖にすむ魚たち ④涸沼ラムサール新聞 ⑤よみがえれ MITO

のホタル ⑥千波湖の魚 SOS ⑦逆川・千波湖・七ツ洞 魚の調査 ⑧千波湖の生き物 ⑨英宏の泉 ホタル再生プロジェクト 

⑩逆川の昔と今と夢 ⑪ホタルを再生!英宏の泉 ⑫生まれ変わった英宏の泉 ⑬蝶と蛾を知りたい 2015       08-01 08-02 

08-03 08-04 08-05 08-06 08－07 08-08 08-09（推薦） 08-10 08-11 08-12 08-13（合計１３枚） 

 

逆川こどもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

涸沼(ひぬま)は，平成 27 年 5 月 28 日にラムサール条約湿地に登録されました。水鳥が生息す

る重要な湿地で，ヒヌマイトトンボなど絶滅危惧種が生息する涸沼の自然環境が，国際的に認め

られたことになります。その涸沼の様子を，壁新聞で詳しく説明してくれましたね。どんな生きもの

が生息しているのか，なかまごとに分けて示してくれたので，とても見やすくなりました。トピック的

に“絶滅危惧種”や“外来種”について書かれていたのも，よいと思いました。 

それから，それぞれ生きものについての解説も書いてくれました。調べることにより，より学習が

深まったと思います。ラムサール条約では，地域の人々の生業や生活とバランスのとれた保全を

進めるために，湿地の「賢明な利用（Wise Use:ワイズユース）」を提唱しています。涸沼の生きも

のと私たち人間が，どのように暮らしていったらよいか，これからも考えていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

タイトルにした“食物連鎖”は中学校３年生で勉強する内容ですね。中学校の教科書には，「ある種類の生き物を食べた生物

は，次は自分がほかの生物に食べられることがある。これらの関係を線でつないでいくと，鎖のように見えてくる。これを食物連

鎖という。」と書いてあります。涸沼の生きものについて，食物連鎖を詳しく見てみると，同じ昆虫でも花粉や花蜜を食べるなか

まがいたり，小さな昆虫を食べるなかまがいたりしますね。線でつなぐと非常に複雑になります。食物連鎖の図を正確に記すの

は，とても難しいですね。 

生産者である植物，消費者である草食動物，その草食動物を食べる肉食動物というように生きものを分けて，生物の数量をも

とにピラミッドを作ることができます。“生態ピラミッド”といいますね。“食う食われる”の関係を正確に調べることによって，生き

ものの世界の複雑さが分かってくると思います。次に壁新聞をまとめるときは，気にかけてください。 

 



 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①涸沼の食物連鎖 ②ホタル復活!! ③千波湖にすむ魚たち ④涸沼ラムサール新聞 ⑤よみがえれ MITO

のホタル ⑥千波湖の魚 SOS ⑦逆川・千波湖・七ツ洞 魚の調査 ⑧千波湖の生き物 ⑨英宏の泉 ホタル再生プロジェクト 

⑩逆川の昔と今と夢 ⑪ホタルを再生!英宏の泉 ⑫生まれ変わった英宏の泉 ⑬蝶と蛾を知りたい 2015        

 

逆川こどもエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

ひと目で，ホタルの再生活動の壁新聞だと分かりました。タイトルのつけ方が，すばらしいですね。 

ホタルが見られなくなった 3 つの理由や，ホタルが生息するためにはどのような環境が必要かも書

きました。どうすれば，ホタルが再生するか，簡潔にまとめることができたと思います。 

まとめのところでは，環境を守らないと「ホタルをはじめ様々な生物が生きていけなくなる」ということ

に気づいたと書かれています。ホタルだけを復活させるのではなく，ほかの生きものへも目が向け

られたのは，自然を守るときにとても大切なことです。色々な活動を通して，このことにも気づいたこ

と，とてもよかったと思います。 

逆川のホタルの活動は，いろいろなグループが行っていますね。皆で協力して，よりよい環境をつく

っていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞の記事で，ちょっと分からないことがありました。「逆川ホタレンジャーの成果」として，ゲンジボタルとヘイケボタルの発生

数のグラフがありますね。逆川緑地の発生数が増えていることは分かったのですが，いっしょに書かれている常願寺のホタル

の数はへっていますね。「常願寺とはどこにあるのか？ 寺なのか川なのか？ なぜホタルはへっているのか？」など，聞いて

みたいことが出てきてしまいました。これらが分かるように新聞をつくることも大切ですね。 

新聞をつくるときに大切なことがあります。“いつ，どこで，だれが・・・”といったことを，きちんと書くことです。このことをもとにし

て新聞を見直すと，逆川で見ることができるホタルは，“ヘイケボタルなのかゲンジボタルなのか”とか，“いつ頃見ることができ

るのか”といった内容を，追加して書くこともできますね。 

「ホタルを復活させるためにはどうしたらよいか」を中心にするなら，ちがった書き方もあるでしょう。どのようなことを，相手に伝

えたいかを考えることが大切ですね。 

逆川こどもエコクラブのみなさんは，いろいろなことに取り組んでいますから，壁新聞などを通して，どんどん情報を発信してい

ってください。期待しています。 

 
 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①涸沼の食物連鎖 ②ホタル復活!! ③千波湖にすむ魚たち ④涸沼ラムサール新聞 ⑤よみがえれ MITO

のホタル ⑥千波湖の魚 SOS ⑦逆川・千波湖・七ツ洞 魚の調査 ⑧千波湖の生き物 ⑨英宏の泉 ホタル再生プロジェクト 

⑩逆川の昔と今と夢 ⑪ホタルを再生!英宏の泉 ⑫生まれ変わった英宏の泉 ⑬蝶と蛾を知りたい 2015        

 

逆川こどもエコクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

青いもぞう紙に千波湖の魚についてまとめました。新聞の内容と紙の色がマッチしていて，分かり

やすいですね。すんでいる魚も写真でしょうかいしてくれたので，すぐ分かりました。 

千波湖には，ウナギもすんでいるのですね。ウナギは，数が少なくなり心配されている魚のひとつ

です。そのような魚がすんでいるのですから，千波湖は自然がゆ たかな湖ということになります

ね。しかし，もともとすんではいなかった魚も，たくさん記録されています。ブルーギルやタイリクバラ

タナゴなどですね。 

それから，千波湖で魚を調べているようすを，写真で見ることができました。湖の中に入って調べた

のですね。がんばったようすが，写真を通して感じ取れました。 

“まとめ”では，これからの目標を，しっかり書くことができました。自分で何ができるかを考えて，実

行していってください。 

 
とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

人の手によって，ほかの地域から入ってきた動物や植物のことを，外来生物といいますね。壁新聞では，千波湖にもともとすんでいた

魚と，ほかの地域 から入ってきた外来の魚について調べることができました。そして，“まとめ”のところでは，外来生物のことについ

て「外来種がいて，とても残念な結果」だと感想を書きました。そこで，ひとつお願いです。どうして外来種がいると残念なのか，その理

由が知りたいのです。たくさんの魚がいるといいことだと思われ がちですが，外来生物のことを知らない人にもわかるような，解説が

欲しいと思いました。 

それから，千波湖で調べたようすが写真で 分かりました。調査後の笑顔がよくとれていますね。じっさいに，千波湖の中で調べてい

ることも分かりました。写真を見て，調査のようすを知りたいと思いま した。いつ，だれが調べて，どのような魚がとれたのかについて

記録することは大切なことです。私がつとめている博物館で標本をあつめるときには，必ず“い つ，どこで，だれが”採集したかにつ

いて記録することにしています。次に，壁新聞をつくるときには，そのようなことも書いてほしいと思いました。 

自分で調べたことについてまとめることは，とても大切です。これからも，壁新聞などにまとめて，みんなにも知らせてください。 

 



 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①涸沼の食物連鎖 ②ホタル復活!! ③千波湖にすむ魚たち ④涸沼ラムサール新聞 ⑤よみがえれ MITO

のホタル ⑥千波湖の魚 SOS ⑦逆川・千波湖・七ツ洞 魚の調査 ⑧千波湖の生き物 ⑨英宏の泉 ホタル再生プロジェクト 

⑩逆川の昔と今と夢 ⑪ホタルを再生!英宏の泉 ⑫生まれ変わった英宏の泉 ⑬蝶と蛾を知りたい 2015        

 

逆川こどもエコクラブ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

とてもすてきなレイアウトだと思いました。それから，涸沼がラムサール条約湿地に登録された

理由やその意義などを，ストーリーがあるように順番立てて記したので，とても読みやすい新聞

となりました。それぞれの項目は，番号をつけたり箇条書きにしたりして，ひと目で内容が分かる

ように工夫されました。 

涸沼で注目する生きものの解説も，要点が分かりやすく書かれました。ヒヌマイトトンボの発見

者の廣瀬さんと小菅さんの若かりし頃の写真は，よく手に入りましたね。今の写真と比べなが

ら，お二人の長年の努力もうかがえました。涸沼に訪れるスズガモの個体数は，世界の１％にも

なるのですね。すごい数が生息できる涸沼は，自然豊かな水域であることが分かりました。 

涸沼には，豊かな自然が残されていることが分かりました。ラムサール条約湿地に登録された

ことで，さらに注目されるようになりますね。涸沼の自然を守っていくにはどうしたらよいか，みん

なで考えて実行していってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

涸沼がラムサール条約湿地に登録されたことと，涸沼の自然についてよく分かる新聞ができあがりました。これをまとめるきっ

かけになったのが涸沼学習会ですね。いつ，どんな勉強を，だれが行っているのでしょうか？壁新聞を見て，そんなことを知り

たくなりました。次回，壁新聞にまとめるときは，学習会の感想なども記してみましょう。 

写真をたくさん入れ込んだので，どのような生きものがいるのかが，一目で分かりました。ただ，これらの生きものがどんな生物

なのか，説明がなかったのは残念です。小さな写真をちりばめてきれいに見せるのも工夫なのですが，新聞ですから意図的

に，例えば絶滅の恐れのある種をまとめるようなことをすると，もっと内容のある新聞になりますね。 

全体的に，とてもきれいにまとまっている壁新聞だと思いました。これに，自分たちが自ら学んだことを，自分の言葉で記せるよ

うになるといいですね。期待しています。 

自分で調べたことについてまとめることは，とても大切です。これからも，壁新聞などにまとめて，みんなにも知らせてください。 

 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①涸沼の食物連鎖 ②ホタル復活!! ③千波湖にすむ魚たち ④涸沼ラムサール新聞 ⑤よみがえれ MITO

のホタル ⑥千波湖の魚 SOS ⑦逆川・千波湖・七ツ洞 魚の調査 ⑧千波湖の生き物 ⑨英宏の泉 ホタル再生プロジェクト 

⑩逆川の昔と今と夢 ⑪ホタルを再生!英宏の泉 ⑫生まれ変わった英宏の泉 ⑬蝶と蛾を知りたい 2015        

 
逆川こどもエコクラブ⑤の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

10 年前に，ホタルの保全活動がはじまってからの様子が，年代ごとにまとめてあり，大変よく分かりま

した。逆川こどもエコクラブの皆さんが，ホタルの保全活動をしていることは，いろいろな場面でうかが

っていました。今回，壁新聞を見て改めて活動の様子を知ることができました。 

10 年の歩みを見て，活動が長く引き継がれた要因を考えてみました。ホタルの出現に欠かせない環

境をはじめに整備し，ホタルだけではなく，まわりの自然を見直すことができました。そして，ホタルが

毎年発生するようになり，活動が続いたのだと思いました。大きな視点で活動を見通せたのが，よかっ

たと思えました。 

たった 6 人ではじめた活動が，大きな広がりをみせ，大勢の参加者が加わった様子がよく分かりまし

た。メンバーの写真も掲載されており，成長した様子を見ることもできました。 

いろいろな機会に発表の場を得たことは，メンバーの資質の向上にもつながりましたね。活動をまとめ

て発表することで，自分の考えをしっかり持つことができたことと推測します。その結果として，各種の

賞を受賞されました。御祝い申し上げます。これからも，ホタルを通して逆川の自然を守る活動を進め

ていってほしいと感じました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ホタルの保全活動の様子が，時代ごとに記されていて，読み物としても面白く，かつ内容も豊富な新聞です。もう一つグレードアップ

するならば，メリハリのある紙面のレイアウトを考えることが大切でしょう。 たとえば，見やすくするために大きく年号を入れたり，各項

目に大きな見出しを入れたりするのです。新聞には“見出し”や“リード文”といったものがあります。それを見習い，紙面のレイアウト

を考えるとｚさらに読みやすい新聞になると思いました。参考にして下さい。 

 さて，逆川こどもエコクラブのホタル保全活動は，一区切りの 10 年を迎えました。メンバーも成長し，これからどのようにしていくか

考える時期になってきましたね。これまでの保全活動を継続するとともに，新たに加わるメンバーとどんな活動をしていくのかを考えて

いって下さい。さらなる発展を期待しています。 
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内容がコンパクトにまとまっているので，とても読みやすい壁新聞ができあがりました。“増え

ている魚”“変わらない魚”そして“へっている魚”と，魚を 3 つのグループに分けて紹介してく

れたので，伝えたいことがすぐ分かりました。それぞれの項目では，魚がなぜ増えたり減ったり

したかについて，その理由をきちんと書いてくれたので，納得しながら読むことができました。 

目的や方法をしっかりかいてくれたので，この壁新聞が，千波湖学習会をきっかけにつくられ

たかが分かりました。 

この学習会では，いろいろな分野の調査を行っているようですね。千波湖の仕組みを知るため

に，とてもよいイベントだと思います。また，イベントに参加するだけではなく，壁新聞にまとめ

たこともよいことだと思いました。教えてもらったことや，自分で調べたことをまとめると，復習に

なるし自分の考えをしっかり持つこともできますね。 

これからも，いろいろな体験をして，自然のしくみを学んでいってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

千波湖の外来種について知ることができました。外来種については，千波湖のような湖だけではなく，様々なところで問題が起

きています。外来種が侵入したことで，今まで生息している種がおびやかされているのですね。さて，外来種は，なぜ侵入して

きたのでしょうか。それは人間が，いろいろな理由で持ち込んでしまったからです。外来種に罪のないことは，知っていてほしい

ことです。一度，侵入してしまった外来種を駆除することは，とてもむずかしいことです。千波湖学習会などで外来種のことを勉

強していくことは，とても大切なことです。これからも続けてほしいと感じました。 

 小さな記事ですが，“地域の人々によってつくられたビオトープ”では，ビオトープのおかげでたくさんの魚が助かることが記さ

れていました。在来種の生存に欠かせないことかもしれません。このことについて，さらに深めれば，外来種の問題のひとつの

解決につながるかもしれませんね。さらに，調べてほしい内容です。がんばってください。 
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水戸市内にある 3 つの水域の魚を調査しました。ほかの場所と比べることによって，一カ

所のデータでは見えない事実が明らかにされましたね。 

よかった点を見直してみましょう。3 カ所の調査地で，とれた魚についてすぐ分かるように工

夫されていました。“3 カ所ともいた魚”をひとつにまとめたのも，見やすかったです。水質の

データも，表に分かりやすくまとめることができました。そして，調査した結果から分かった

ことを，自分たちの考えを入れながら記したことも感心しました。逆川，千波湖，七ッ洞公園

のちがいが，はっきり分かりました。 

逆川は，最もたくさんの魚が記録され，中にはきれいな川にすむ魚もとれました。サケが遡

上する川なんてすてきですね。逆川では，ホタルの保全活動など，さまざまな取り組みが行

われています。それらの活動が，生息する生きものにも反映しているように思えました。千

波湖など，水がきれいになるような取り組みをしていってほしいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

分かりやすくまとめた新聞です。よりバージョンアップするため，いくつかアドバイスをしましょう。 

まず，タイトルを工夫してみてはどうでしょうか。この新聞で伝えたいことは何かを考えればよいのです。自然豊かな逆川のこと

を強調したいなら「きれいな逆川が再認識 ～3 カ所の魚調査から～」というようなタイトルはどうでしょうか。伝えたいことをもっ

とアピールして下さい。そう考えると，リード文のような文章を挿入することも，工夫のひとつと考えられますね。 

それから，方法のところで，「指標生物のデータを参考にする」と書かれていましたが，どのようなことを参考にしたのかが分か

らず，ちょっと残念でした。魚の名前の所に，指標生物のランクの印をつけたりすると，内容がグレードアップしますね。 

逆川エコクラブの皆さんの活動は，いろいろなところから注目を集めています。これからも，がんばって下さい。 
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千波湖の生き物を調べてくれました。項目ごとに色分けしてあり，分かりやすいまとめ方をしてく

れたので，とても見やすい新聞が完成しました。新聞を見るのは他県の人もいるので，千波湖

がどんな湖なのか，きちんと解説してあるのもひとつの工夫ですね。 

千波湖で見つけた魚を，写真入りで分かるように記してくれました。絶滅の恐れのあるウナギや

メダカが，千波湖で記録されていることは知っていましたが，この学習会でも記録されました。豊

かな千波湖の自然をうらづける証拠ですね。ワカサギも記録されましたね。唐揚げにして食べて

みたくなりました。 

一方，アメリカナマズやブルーギルといった本来は千波湖にいない魚の記録も見られますね。こ

れらの魚とどう付き合っていくかは，難しい問題です。学習会を利用していろいろなことを学び，

みんなで考えていって下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

見やすい壁新聞ですね。読者をより引きつけるにはどうしたらよいか，ちょっと考えてみましょう。 

“まとめ”の欄をみると，外来種の存在を心配していることが分かります。最も伝えたい内容ですから，タイトルに外来種という言

葉を入れて，「外来種が増えてきた千波湖」のようにすれば，よりインパクトのある新聞になると思います。あわせて，「○月○

日，千波湖学習会が開催された。千波湖の生き物の調査が行われ 18 種が記録されたが，そのうち 4 種が外来種であった。」

というような，リード文を最初に記すのもよいでしょう。そうすれば，より新聞らしくなりますね。次回，壁新聞をつくるときの参考

にして下さい。 

逆川エコクラブの皆さんは，いろいろな活動を行っていますね。そして，活動を行っただけでなく，そのことを壁新聞にまとめる

作業を行っていますね。とてもよいことだと思います。これからも，いろいろな活動を行い自然について学んでいって下さい。期

待しています。 
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栄宏中学校の裏の荒れ地を復活させる様子が，手に取るように分かりました。たくさんの写真が順

序よく並べてあり，工夫の跡がうかがえました。 

不要な木を間伐したり雑草を取り除いたりして，森をきれいにしていくと，不法投棄が目立ってくると

いう記事に注目しました。5t ものゴミを搬出することができたとのこと，感動しました。 

さらに，PTA や公園協会，逆川エコクラブなど，多くのなかまの力によって，湿地を再生させること

ができたことも，素晴らしいと思いました。栄宏の泉が，多くの人々に見守られることで，保全活動

が永続しますね。 

それから，地元のホタルの再生を目指していること，生物多様性の保全の点からも評価できます。

これからの活動が楽しみですね。また，報告して下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞を見て，荒れた湧水が“栄宏の泉”として復活し，ホタルが再生していく道のりがよく分かりま

した。そこで，“栄宏の泉”をこれからどうしていくかが，これからの課題だと思います。 

ホタルの再生を目指して活動が始まりました。ゴミと取り除いたりホタルの幼虫を放流したりして，環境は整ってきました。つぎに取り

組むことは，“栄宏の泉”にホタルの幼虫を放流しなくても，永続的にホタルが発生するようにすることですね。里山の環境は人の手

が入らないと荒れ果ててしまいますが，そこに生きるホタルは手を加えなくても発生し続けます。どのような環境がふさわしいか，試行

錯誤を繰り返していって下さい。 

それから，ホタルだけではなく他の生きものの様子も観察していって下さい。豊かな自然は，たくさんの生きものが，お互いに関わりを

持ちながら生きています。特定の生きものを見るだけではなく，大きな視点からも自然を見ることができるようになってほしいと思いま

す。 

“栄宏の泉”には，たくさんのサポーターがいますね。その方々と協力しながら，どのような泉にしていくか考えていって下さい.期待し

ています。 
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タイトルに「逆川の昔と今」とあるので，逆川にはどんな変化があるのか，期待しなが

ら新聞を見させていただきました。渋井町の名前の由来や笠原水源のことを知ること

ができました。笠原水源は水戸黄門がつくったのですね。すごい歴史を感じることがで

きました。 

逆川緑地のホタルを再生する過程も知ることができました。40 年前は，まだホタルが

飛び交っていたのを知っておどろきました。また，水戸市のホタルマップも興味深く見

ました。町からちょっと離れた場所でも，ホタルの生息地があるのですね。いい環境が

整っていると思いました。 

逆川の魚も紹介してくれました。ウナギも見られたようですね。絶滅のおそれのある種

になっていますね。逆川の豊かな環境を思いうかべることができました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞を見ると，昔と今の水戸の様子が書かれており，興味深く見ることができました。内容が豊富だったので，ちょっと工夫す

ると見やすい壁新聞に変身します。考えてみましょう。 

水戸の「昔と今」がこの新聞のテーマですから，紙面を大きく 2 つに分けることができますね。左側に昔の様子，右側に今の様

子を分けて書くだけで，比べることが簡単になります。また，並べることによって，調査が足りない項目が見えてきます。そうした

ら，再調査すればよいのですね。項目を絞ることも大切です。何を読者に伝えたいのか考えながら，紙面を構成するとよいでし

ょう。つぎに新聞にまとめるときには，工夫してみましょう。 

逆川こどもエコクラブでは，いろいろな活動を行っていますよね。それが，どんな意味を持っているのか，たくさん勉強して下さ

い。ひとつひとつの経験は，皆さんの血となり肉となり，将来きっと役に立つと思います。さらにレベルアップした壁新聞にまとめ

ることを期待しています。夢に向けて突き進んでください。 
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読みたくなるようなキャッチーな見出しで，字が大きく目立つので効果的です。 

それから，ホタルの生息条件と，栄宏の泉を比較したことがよかったと思いました。自分たちで

一生懸命行っていることが，正しいかどうかを判断するとき，先例と比べるのは常套手段ですよ

ね。それから，一般の読者にとっては，生きものの姿を思い浮かべることがむずかしいので，住

んでいる生物の写真を掲載してくれたのは助かります。これから環境が落ち着いてくると，さらに

多くの生きものが記録されると思います。継続的に調査することをおすすめします。 

協力者の方がいらっしゃることも心強いですね。みなさんの協力を得ながら，栄宏の泉が発展し

ていくことを期待します。ただし，ホタルの再生に目をとられて，他の生きものをお座なりするよう

なことないようにして下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞をまとめたのは栄宏中学の生徒のみなさんなので，より新聞らしくするにはどうしたらよいかという視点に立って，コメン

トしましょう。 

新聞では，見出しを見て「お，この記事はおもしろそうだぞ！」と感じさせます。そして次のリード文を読んで「ふむふむ，だいた

いこういう内容が書かれているのか」と把握させます。見出しとリード文で興味を喚起し，そして詳しい内容の本文を読ませるよ

うな構成をとります。つまり，新聞では 3 段階で，だんだん深く理解させるように工夫しているのです。そのことを考えると，この

新聞には，リード文がありませんでした。詳しい内容（記事の部分）は，分かりやすく図表を使いまとめられていますので，問題

はないでしょう。“栄宏の泉とは”というような項目は，この記事をはじめて読む人にとっては大切ですよね。 

ちょっとした工夫で，より見やすい新聞ができます。栄宏の泉のその後がどうなったか，また報告してください。期待しています。 
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栄宏の泉が生まれ変わる様子がよく分かりました。遊水地というときれいなイメージがありますが，ゴミ

が散乱したり雑草が繁茂したりしていては，せっかくの泉が台無しですよね。よみがえった泉を見たくな

りました。 

紙面の構成を見ると，作業の様子が時間を追って書かれていたのが効果的でした。間伐して雑草を取

り除き森がきれいになるにつれ，不法投棄が目立ってきました。植物がゴミを覆い隠していたことに，

自然の懐の大きさを感じることができました。また併せて，このような里山の環境を維持するために

は，人の手入れが必要なことも改めて認識させられました。 

所在が分からないホタルではなく，地元のホタルを放流したことも，生物多様性の保全を考えると重要

なことですね。ひとつひとつの仕事が大切な意味を持っていますから，その意味を考えながらこれから

も活動を推進して下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞をまとめたのは中学生の生徒のみなさんなので，どんなことを書いたら読み手に感動される新聞なるかという考えに立

って，紙面を見直してみましょう。 

まず，新聞で何を訴えたいのかについて考える必要があります。栄宏の泉をよみがえられた経緯はよく分かりましたが，なぜホ

タルを再生したいと考えたのか，これからどうしたいのかという視点を明らかにして，もっと訴えることも必要だと感じました。一

連の活動を行ってみて苦労した点や，これから行いたい活動など，自分の言葉で記してはどうでしょうか。自分たちの気持ちを

込めて書いた文章は，読者にも感動を与えるものですよ。 

体裁を工夫することもおすすめします。タイトルを工夫することもできるし，字体を変えることもできます。写真を大きくして活動

の報告を視覚から訴える方法もあるし，自分たちの感想を書くこともできます。 

いろいろな工夫ができますね。皆で相談しながらよりレベルアップした次の新聞を期待します。 

 

 

茨城県水戸市 逆川こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①涸沼の食物連鎖 ②ホタル復活!! ③千波湖にすむ魚たち ④涸沼ラムサール新聞 ⑤よみがえれ MITO

のホタル ⑥千波湖の魚 SOS ⑦逆川・千波湖・七ツ洞 魚の調査 ⑧千波湖の生き物 ⑨英宏の泉 ホタル再生プロジェクト 

⑩逆川の昔と今と夢 ⑪ホタルを再生!英宏の泉 ⑫生まれ変わった英宏の泉 ⑬蝶と蛾を知りたい 2015        

 

逆川こどもエコクラブ⑬の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

アサギマダラの越冬個体の報告がありました。アサギマダラが越冬するのは茨城県が北限で，県内

で 6 カ所が報告されているのみです。貴重な越冬地ですから，環境の保全なども考えてほしいと思

いました。ジャコウアゲハの成長の様子もよく分かりました。採集したサナギを木にボンドでつけるな

ど苦労しましたね。木の上側につけたサナギは死んでしまうと予想しましたが，どんな理由からでしょ

うか？ちょっと知りたくなりました。オオムラサキなど，他のチョウと比べて観察しているので，よりジャ

コウアゲハの育ち方が分かりやすく記録できたと思います。 

スズメガの成長の様子も，良い観察記録です。羽化した記録だけではなく，羽化できなかった記録

を，きちんと書いているのもいいですね。所々に感想が記されていたり，思い出の写真がはってあっ

たりしたので，1 年間の活動の様子がわかりました。茨城県で最近見られるようになったラミーカミキ

リの紹介もありました。 

楽しく新聞を見ることができました！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

詳しい観察記録が，写真や図で説明されていたので，とても分かりやすく楽しく読むことができました。内容ごとに色分けがした

工夫も見られました。ちょっとした工夫で，さらに読み手を引きつける新聞に変身できると思います。 

今回の新聞では，大きな話題が 3 つありました。アサギマダラの越冬とジャコウアゲハの羽化，スズメガの羽化です。色分けさ

れていましたが，そこに中タイトルを目立つようにつけてみてはどうでしょう。ひと目で，この新聞の伝えたいことが分かります。

それぞれに，リード文をつけたりするのもよいかもしれませんね。丁寧な観察記録としてまとめられているので，次ぎにまとめる

際は，読み手にいかに伝えるかという視点でまとめて下さい。さらに，バージョンアップした新聞に進化すると思います。 

今年はどんな観察をしているのでしょうか？読み手を意識した新聞づくりを行って下さい。次の新聞も期待しています。 



 

茨城県水戸市 かみおおのアースレンジャー 

壁新聞のタイトル：①自然いっぱい新聞②上大野の自然大発見新聞       08-15（推薦）08-16 

 

かみおおのアースレンジャー①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

“自然いっぱい新聞”，すてきな新聞名ですね。緑豊かな上大野小学校を感じさせる題字です。思わず

読みたくなりました。 

“上大野小学校はいいところがいっぱい！！”という見出しにも引きつけられました。そしてリード文に

は，この記事の内容が読みやすく書かれていたので，つられて本文も一生懸命に見てしまいました。児

童も先生も，上大野小学校には自然がいっぱいあり，それを誇りにしていることが分かりました。自分た

ちの学校の良い点を見直すことができましたね。児童の皆さんは，バザーがあることを，先生方は理科

の自由研究をがんばっていることを良い点と考えているところにちがいがありました。そのちがいも，お

もしろいと感じました。 

“カイコの成長日記”は，日を追ってカイコが大きくなる様子がわかりました。「みん」という専門用語もありましたが，きちんと説

明しているところがよかったです。 

“上大野小学校へやってきたハクセキレイ”では，巣立ちの様子がよくわかりました。ヒナがいなくなってさびしく感じるのは，そ

れだけ愛情持って観察したからですね。 

“４の１にカブトムシが来た”では，サナギになったカブトムシやクワガタを優しく見守っている様子を感じることができました。 

“新川からやってきたカニ”では，カニの共食いをなくした成果が素晴らしいと思いました。まだまだ謎はあると思います。観察を

続けて下さい。 

“田んぼでつかまえたカエル”では，元気なカエルの様子が，生き生きと表現されていました。逃げたカエルはどうしたのか，ち

ょっと心配になりました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

見出しが，きちんと書かれており，とても良い紙面構成です。さらにバージョンアップした新聞にするには，ちょっとだけ加えてほ

しい内容があります。新聞の記事を書くときには，「いつ，どこで，だれが，なにを，なぜ，どのように」といった内容を漏らさない

ことが大切です。そう考えると，今回の新聞では，欠けているのが見えてきますね。それぞれの記事で，どこを直したら良いか

考えてみて下さい。次の新聞も期待しています。 

 

 

茨城県水戸市 かみおおのアースレンジャー 

壁新聞のタイトル：①自然いっぱい新聞②上大野の自然大発見新聞        

 

かみおおのアースレンジャー②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

“上大野の自然大発見新聞”，かっこいい新聞名ですね。上大野の自然を知ってほしいという，みなさ

んの意気込みが感じられる題字です。 

“鳥鳥鳥 大発見”という見出しに，まず引きつけられました。そして，ハクセキレイの大きな写真と連

続写真が，本文の解説をうまい具合に補助してくれました。ハクセキレイが巣立っていく様子が，よく

分かるようにまとめられたと思います。 

 “めずらしき「ヒカリモ」ここにあり”という見出しも工夫しましたね。ヒカリモが見られる年と見られない

年を比較してヒカリモの生態を考察したり，生育する環境を調べたりして，自分たちで研究した成果を

きちんと記すことができました。 

“新川のカニです！”では，3 年生の頃から飼育している様子がよくわかりました。いろいろな苦労が

あったと思いますが，これからも大事にしてあげましょう。 

“校長先生にとつぜんインタビュー”は，おもしろい企画ですね。校長先生にインタビューをするときは緊張しませんでしたか。校

長先生の優しい人柄が表れている記事にまとまりました。 

“ぼくたちの理科自由研究”では，上大野小学校の活動をアピールすることができました。私も，みなさんの自由研究の成果を

見たくなりました。“おもしろ道具のサイエンスコーナー”では，学校の様子を知ることができました。このような楽しいコーナーが

あるから，理科自由研究にも熱心に取り組むことができるのですね。 

 “みんなでかんさつ新川を”では，3 年生の頃から行っている観察会を知ることができました。これからも続けて観察して，また

新聞に書いてほしいと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

見出しが分かりやすく，新聞の発行日や取材した人の名前が書かれており，とても良い紙面構成です。さらにバージョンアップ

した新聞にするために，ちょっとだけ工夫してみましょう。新聞の記事を書くときには，最初に「必ず読んでほしいこと」を書きま

す。そのため，長い記事の場合は，見出しに続いて内容を簡潔に記したリード文という文章を書くことがあります。リード文を入

れる工夫などをすると，一層，魅力的な紙面に変身するでしょう。 

次の新聞も期待しています。 



 

茨城県龍ケ崎市 龍ケ崎市環境楽習講座 

壁新聞のタイトル：環境楽習講座 夏休みエコアクション       08-17 

 

龍ヶ崎市環境楽習講座のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

夏休みに講座で勉強した 3 つの活動について新聞にまとめてくれました。学習したこ

とを，このような新聞にまとめることによって，より深く理解することができます。良いま

とめができたと思いました。3 つの活動は，昔を知ること，自然を知ること，食を知るこ

とと幅広い分野の勉強をするようになっていました。環境のことを，大きな視点でみる

ことができましたね。 

龍ヶ崎市歴史民俗博物館では，エネルギーについていろいろな学習ができたようです

ね。自転車で発電したり実験したりしている写真を見ると，みんなが楽しく活動してい

ることが分かりました。うんちとおしっこを使って走っているバスがあることは，知りま

せんでした。おもしろいですね。 

霞ヶ浦環境科学センターでは，水の生きものの観察ができましたね。今まで知らなかった魚を覚えたり，生きもののつながりを

知ったり新たな発見がありました。また，身近で気づかなかった水の大切さも再認識できたようですね。施設を見学できたのも

勉強になりました。馴柴 CC では，エコ・クッキングを行いました。ドライカレーやオレンジかんてんを，楽しく調理している様子が

うかがえ，とてもおいしそうでした。私もごちそうになりたいと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

講座ごとに色分けがしてあり，説明がなくても活動の内容の見分けができました。新聞づくりが，それぞれの活動を振り返るの

に，良い機会になったと思います。 

新聞をよく読んでみると，この環境楽習講座が，“どのような集まりなのか”とか“どのような目的で施設を訪れたのか”という情

報を知りたくなりました。“楽習”という単語も，おもしろいですね。この新聞を見た人は，「みんなの活動がとても楽しそうなの

で，自分も参加したい！」と思うに違いありません。そんなとき，講座のことを記した記事があると役に立つと思います。今度，

講座について新聞にまとめるときには，ぜひ講座内容を書いてください。 

来年の新聞も楽しみにしています。 

 

茨城県大子町 八溝自然たんけんたい 

壁新聞のタイトル：里山あそびのできる大子町に       08-18 

 

八溝自然たんけんたいのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

みんなが作ってくれた壁新聞は、田んぼや用水の生きものしらべ、秋の里山、全国一斉水質

しらべと久慈川の生きもの調べと水質調べの 4 つの活動を写真にまとめて、みんなの活動

や大子町のすばらしい里山を報告してくれました。 

自然たんけんたいの名前にふさわしく、田んぼの草をかき分けて、あるいは久慈川、八溝

川、滝川、押川や田んぼのまわりの用水にも入って、たんけんをして、たくさんの生きものを

つかまえたり、見たりして、調べました。 

みんなの壁新聞のすばらしさは、みんなが活動して見つけた生きものをわすれないように、

そのつど“里山だより”として発行し、その里山だよりを壁新聞にはりつけてくれたことです。

里山だよりを読むと 4 枚の写真のなかみがよく分かりますよ！そしてびっくりしたことは、鳥

や魚や虫、あるいは植物の名前がしっかりと書かれていることと大子町にはこんなにたくさん

の生きものがいることです。サケもいるのですね。ビックリです。季節によって少しずつ生きも

のも違うようですが、非常にていねいに細かく観察して、記録してくれました。 

サポーターやまわりの人たちが名前を教えてくれたのでしょう。今では、たぶんみんなは鳥や

魚や虫や花、木の名前をみんなおぼえてしまったのではありませんか？ぼくはさなか博士で

す。私は鳥博士です。ぼくは虫はすぐわかります、というように八溝自然たんけんたいのみん

なは、生きものについては、だれにも負けないくらい知っているのではないかなと思います。 

私も鳥は好きです。毎日、庭に飛んでくる鳥を観察しています。シジュウカラ、カワラヒワ、ヤマガラ、メジロ、スズメ、キジバト、

カラスが飛んできます。コゲラも来たことがあります。でも、みんなの大子町にはもっともっとたくさんの鳥が飛んでいるみたいで

すね。トビやサシバやオオタカもいるのですね。うらやましーな。 

 



 

茨城県大子町 八溝自然たんけんたい 

壁新聞のタイトル：里山あそびのできる大子町に        

 

昔は大子町の川に魚も生きものもとってもたくさんいたようですが、このごろは少なくなっているらしいですね。どうして少なくな

ったのだろうか？川の水がよごれたためだろうか？まわりの自然が少なくなってエサが少なくなり、魚や生きものが少なくなった

のかな？トンボも赤とんぼが少なくなり、ウスバキトンボが増えているようですね。なぜだろうか？ 

私の家の庭に来るシジュウカラは今年も卵を産んで今、温めています。去年と比べると早くなっています。これもどうしてでしょ

うか？みんなも地球温暖化という言葉を聞いたことがあるでしょう。気温が少しずつ高くなっています。このような気候の変化が

生きものにもえいきょうしていることは、みんなも知っているでしょう。花の咲く時期が早くなっています。すると花のみつを食べ

る鳥や虫の活動も変化します。 

気候がおかしくならないように、みんなも里山だよりに暮らしの中で気を付けてほしいことを書いてくれました。自然を守ることと

気候が悪くならないように気を付けることは同じことですね。もちろん、自然を守ることは、私たち人間がむやみに森や木を切ら

ないようにすることも、その一つです。それと同じように地球温暖化をすすめないように、里山だよりにも書いてありますが、暮ら

しの中で私たちができることを少しずつで良いですから、実行することが大事だと思います。みんなもそんな考え、気持ちで里

山だよりに書いてくれたと思います。 

生きものと共存できる大子町を作る、サシバが安心して子育てできる田んぼや森の環境をつくる、みんなですみよい町にする

ために、今、みんながやっていること、そして暮らしの中で気を付けることが大事です。そしてこれらのことが地球温暖化を少し

でもおくらせることにつながります。 

あらためてみんなの活動の写真を見ると、楽しそうに、真剣にやっていることが分かります。さらにすばらしいのは、いろいろな

人といっしょに活動して、教えてもらったり、しつもんしたり、発表もしているようですね。 

また、来年もみんなの元気な活動を報告してください。期待しています。 

 

 

茨城県大子町 八溝自然たんけんたい 

壁新聞のタイトル：里山あそびのできる大子町に        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

夏になると私の庭の土の中からセミが出てきます。セミのカラをひろって、今年はどんなセミがなんびき出てきたかを私も調べ

ています。ニイニイゼミ、アブラゼ ミ、ツクツクボウシはすぐわかりますが、ミンミンゼミとアブラゼミは区別ができません。大子

町にはエゾゼミもいるのですね。今、地球が温かくなっていることで南のクマゼミが北上しているようですね。私（川崎市）のまわ

りにはまだ見つかりません。大子町にもいませんか？ 

田んぼや用水の生きもの調べでは、おじさんたちからいろいろと教えてもらっている情景が良いですねー。「ぼくが取った生きも

のをみてよ！」、という顔もすばらしい。秋の里山の赤いマンジュシャゲと田んぼの景色がとってもすばらしいです。こんなすば

らしい所にみんなが暮らしているのはうらやましいです。 

全国 一斉水質調べは、大人の人の協力がないとなかなかできないですね。おかあさんたちがとっても頼もしく見えます。久慈

川の生きもの調べは、みんなもさかなや 生きものを取ったようですね。網を使って上手く取れましたか？やなばに上がってき

た魚は手でつかんで取ったのでしょう。ぴちぴちはねて、元気の良い魚を取るのも大変ではなかったですか？ 

★☆サポーターのみなさんへ☆★ 

壁新聞の中にこども達の生の声が聞こえないのがちょっとさびしいです。こども達が魚やカニ、鳥やサシバが飛んでいる里山

（？）を書いてくれましたが、もっともっと喜びや大変さや叫び声も書いてくれるとうれしいです。 

里山だよりも大人の方が書いたのでしょう。一般の方に知ってもらうので、大人の人が書かざるを得ないのかも知れませんが、

こどもの声のコラムもあって良いのではないでしょうか？ご検討のほど、よろしくお願いします。 

なお、サポーターからのメッセージを読むとこども達の書いた絵日記のことが書いてありますが、絵日記とは里山だよりのことで

しょうか？そうであれば、上に書いたことが間違っていたことになり、大変申し訳ございません。里山だよりの文章は大人が書

いたように取れましたので、失礼しました。 

最後にちょっと気になったことは、「わたしたちの活動のねらい」のわたしたちとは誰のことでしょうか？八溝自然探検隊のクラ

ブのこども達のことでしょうか？ “子ども達の大切な豊かな人間性を育てる”というねらいは、大人の人の目線であると思いま

したので、ちょっと気になりました。 



 

栃木県宇都宮市 チームミネ 

壁新聞のタイトル：峰小中庭公園化計画       09-03 

 

チームミネのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

峰小学校 チームミネのみなさん、こんにちは！ 

みんなの活動の順序に写真が並べられ、石窯造りの活動内容がわか

る新聞になっています。 

今回の活動テーマは「石窯づくり」とのことですが、中庭を防災公園に

するということは、地震などの災害時に、電気やガスが届かなくても調

理などに使うことが目的でしょうか。そのため、地域のみなさんといっし

ょになって、石窯を作ったのですね。地ならしや、レンガを積んでゆくよ

うすがよくわかりました。窯が半円形にうまくできるものだと感心しまし

た。８月２日から夏休みに、暑い中ごくろうさまでした。どのあたりが一

番むつかしかったですか？ 

できあがった石窯で、さっそくピザを作りましたね。しかも、学校農園で

できた野菜をトッピングしています。ピーマンやトマトが見えます。すば

らしい！ところで、ピザを焼くときの燃料は何を使いましたか？まき？

炭？拾い集めた小枝？紙？ここにあげたものは、化石燃料（石炭、石

油、天然ガスなど地中から取り出して使う燃料）ではないので、地球温

暖化を引き起こしません。地球温暖化は、重要な環境問題です。もう勉

強したかな？まだなら、自分で調べてみましょう。 

次の年には、防災ベンチとハーブ園造りを計画しているそうですが、活

動をまたかべ新聞で発表してください。 

 

 

栃木県宇都宮市 チームミネ 

壁新聞のタイトル：峰小中庭公園化計画        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ピザを作るときに、お父さんやお母さんと一緒に料理していますが、うちでも料理つくりのお手伝いをしていますか？材料のご

みは出ましたか？ゴミはどのように処理しましたか？なるべくゴミを出さない料理方法や食べ方を考えることも良いと思います。 

家 庭から出る生ゴミは、焼却したり、埋立てたりして処理しますが、食品のゴミだけなら堆肥（たいひ）にしたり、豚のえさにする

例があります。ピザを作る活動 にあわせて、こういうことも考えたり、友だちと話し合ってみるのも良いと思います。ゴミを少なく

することは環境を守るために欠かせません。 

自分たちで作った石窯で、自分たちで調理して焼いたピザの味は格別だったのではないですか？これから、石窯をどのように

使いますか？それを考えるだけでも楽しいですね。 

 

☆★サポーターの方へ★☆ 

中庭公園化の活動に絞って、写真を並べて分かりやすく表現しています。写真につけた短い説明も理解を助けていると思いま

す。 

中庭公園化の企画は、地域と一緒に活動することにより、保護者つまり父兄の参加により親子の接触が増えて、とてもよい活

動になったと思います。 

学校農園で野菜作りも行っています。草取りの写真がありましたので、除草剤を使っていないと推測しました。環境にやさしい

ですね。石窯が完成して、野菜のよい使い道が見つかりました。子どもたちも、自分たちが作った野菜であれば残さずに食べる

のではないでしょうか。食材のムダや生ゴミの処理など関連する問題点について子どもたちに考えるきっかけを与えていただく

と良いと思います。 

石窯の燃料についても同じです。写真では、燃料に何が使われているか分かりませんが、地球温暖化とエネルギーの関係、特

に二酸化炭素を発生するもの、化石燃料の持つ問題などを子どもたちに考えてもらい、二酸化炭素排出防止の行動につなが

ると良いと思います。 

子どもたちも活動を楽しんでいるようですので、これからもこの活動を続けて頂きたいと思います。 

最後に、写真の撮影と壁新聞に載せる写真の選択は子どもたちが行いましたか。もしそうでなければ、任せてみるのも良いの

ではないでしょうか。 



 

栃木県宇都宮市 東峰エコキッズ 

壁新聞のタイトル：①水生生物調査 ②いきものさがし ③ザリガニたべたよ ④しぜんだいすき ⑤おいしいとちおとめができた

よ       09-06、09-07、09-08、09-09、09-10→幼児 全 5 枚 

 

東峰エコキッズ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 
岡本師範から一言━─━━─━─━ 

壁新聞を見ると東峰エコキッズクラブのみんながとても楽しそうに活動しているのが分かります。生き物に触って、ほら、捕ったよとい

う笑顔がすばらしい！さしばの里協議会の人の話を聞くようすやタモを使って生きものを捕っているようすなど真剣な表情ももいいね

ー！アメリカザリガニのパエリアを見て、わーおいしそう！とびっくりしている顔もいいですねー。 

最初は誰でも尻込みするのでしょう。でも名前を知ったり、生きものの動きを見たり、目の前で生き物を実際に見たり、さらにタモの使

い方を教えてもらったりすると、今度は尻込みすることなく、自然の中や、生きものの中に入っていけるようになったようで、素晴らしい

ですね。最近は虫などの生きものに触れられないこどもだけでなく、大人の人も触れない人がいるようで、残念ですね。東峰エコキッ

ズクラブのように、生きものに触れる経験を作ってあげるのは、とても大切なことだと思います。 

川幅が１ｍ２０ｃｍで深さが５～３０ｃｍとこども達にはちょうど良い川がありましたね。川にはいって遊ぶのは、こどもには大変楽しい、

うれしい活動だと思います。遊ぶだけでなく生きものをつかまえる経験もしたのですね。そして生き物の名前も分かると楽しさ、うれし

さが何倍にもなるでしょう。捕まえた生きものの一覧表がありましたが、こんなにたくさんの種類の生きものを見つけたとは、驚きで

す。まだまだ自然がいっぱいある川なのですね。このような自然が近くにある幼稚園・保育園は、こどもの成長、発達にはとても恵ま

れているのではないでしょうか？ 

タモでどうやって生きものをつかまえるか？水草の所を足でがさがさとタモの方に向かってやると魚などが飛び出してきてタモの中に

入ります。あるいはアメリカザリガニは後ろにさがる習性があるので、ザリガニの後ろにタモを置いて前から追いかけるようにすると、

ちゃんとつかまえることができるなど、いろいろと教えてもらったと思います。むやみやたらと網、タモですくってもなかなか捕れないで

すね。こんな経験や知識をこども達は学べたのでしょう。 

水質調査もやったのですね。こども達にはとても難しかったと思います。先生たちの勉強になったのではありませんか？でも色の変

化で水のきれいさ、きたなさが分かるということで、こども達も興味を持ったかな？ 

川の水調査というキットを購入して川のきれいさ、きたなさを調べました。リン酸態リン、アンモニウム態窒素、硝酸態窒素とか亜硝酸

態窒素とかなかなか難しい分析をしました。もっともこのキットは水を吸い込むだけで色が変化してきれいさ、きたなさが分かる簡便な

方法ですね。指を水につけてはいけない、温度によって色が付くまでの時間が違いますので、時間を守って色を判定するなどの注意

はちゃんと守ったと思います。 

来年の壁新聞にこどもの字があったらとてもうれしいです。待ってます。 

 

栃木県宇都宮市 東峰エコキッズ 
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よ        

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ・・・★ 

川のまわりに田んぼや畑があって肥料が流れ込んでリンや窒が

増えたようであると考えました。その通りでしょう。従って、肥料が

流れ込んで川の水が よごれたと考えるのが常識かと思います。

肥料をまかない冬場はリンや窒素は少ないことを調べることも良

いと思います。肥料の汚れだけだとまだ良いですが、 日本のあち

こちでは農薬をまいて、草や水が農薬で汚れて、生きものがとても

少なくなったり、絶滅したりしているそうです。みんなが調べた川で

は農薬の影響 はなかったですか？もっとも農薬で汚れていた場

合は、こども達を連れていくことはできませんね。畑や田んぼのお

百姓さん達とこどもたちがお話する機会も、 そのうちにやるのは

どうでしょうか？  

壁新聞は、幼稚園・保育園の先生方が書いて作ったかと思いま

す。まだまだこどもたちには難し いでしょう。よく分かりますが、こ

どもたちの喜びの声や楽しい声、うれしい声、ビックリした声なども

直接聞きたいですね。下手でも良いです。一言、こどもたちが書き

ましたというところも欲しいですね。 

とっても分かりやすい壁新聞であり、こどもたちが自然が大好きに

なった先生方の努力には敬意を表したいと思います。 
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東峰エコキッズ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

岡本師範から一言━─━─━━ 

東峰エコキッズクラブのみなさん、とっても楽しそうですね。私はアメリカザリガニを捕まえたよ。カエル

だってつかまえることができるよ。ビックリ！！ぼくもアメリカザリガニを捕まえたよ。ぼくは、魚を捕まえ

たよ。うれしいなー。生き物に触れられなかったみなさんが平気で生き物に触っているのが、良いです

ねー。 

タモで捕まえた生きものは何だろうと好奇心いっぱいで覗き込んでいるみんなの表情もいいですねー。

大人の漁師の人も網を引き揚げて何が捕れたかを調べる時は、みんなと同じように期待と不安でいっ

ぱいかと思います。こどもでも大人でもこの瞬間の気持ちは同じようですね。 

みんなに教えてくれるサシバの里協議会の人たちが守っているサシバの里が、守っていかなければい

けない大切な里地里山に選ばれたようで、良かったですね。みんなが勉強するところが非常に大切な

里地里山だったのですね。そんなところで自然の勉強、体験ができるみんなはうらやましいですね。こ

れからも毎年、自然探検や勉強をして自然大好き人間、生き物大好き人間になってください。 

東峰エコキッズクラブの壁新聞①と②は全く同じようですが、2 つの壁新聞を作ったということは、何か言いたいことや訴えたいことが

違うのだと思います。何が違うのでしょうか？ 

そこのところをはっきりと書いて頂き、新聞の構成も違えると良いと思いますが・・・ 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ・・・★ 

応募用紙にはサポーターの方が書いていま すが、自然が大好きなら、自然を守ろう＝自分たちができることは何かな？ということ

で、ごみはあまり出さない、ごみ箱に分別して捨てる、食べ物は、粗末に しないで食べるなど、自然とこどもたちの口から出てきまし

た、と書いてあります。このようなことを新聞にこどもたちの字で書いてくれると、もっと素晴らし い新聞になるのではないでしょうか？ 

水質調査は、壁新聞①でも書きましたが、こどもには難過ぎると思います。生き物さがしだけに活動をしぼっても良いのではないでし

ょうか？幼稚園児・保育園児の活動として壁新聞にした方が、こどもらしさが溢れ出ると思いますが、如何でしょうか？ 

幼稚園新聞、保育園新聞として保護者の方に活動を知ってもらうのであれば、このような新聞作りがふさわしいと思いますが、こども

エコクラブの活動を紹介するとなると、もっとこどもが前面に出る新聞作りにすることも考えて頂くと良いかなーと思います。 

 

 

栃木県宇都宮市 東峰エコキッズ 

壁新聞のタイトル：①水生生物調査 ②いきものさがし ③ザリガニたべたよ ④しぜんだいすき ⑤おいしいとちおとめができた

よ        

 

東峰エコキッズ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 
西谷師範から一言━─━─━──━ 

ザリガニたべたんですね！！おいしかったかな？みんな「いただきます」「ごちそうさま」をしてたべたんだね。 

パエリアはおいしかったでしょうね。 

このかべしんぶんは、じょうずにつくりましたね。なにがかいてあるのかがすぐにわかっていいとおもいます。 

みんな、ザリガニをたべたはなしがきになって、しっかりみてくれるでしょう！しんぶんをよくよむとザリガニのことの

ほかにもいろんなことがかいてあってためになるとおもいます。とれたてのやさいはおじさんもだいすきです。 

これからも、こどもエコクラブのかつどうやおうちでも、たべもののことやたべているいきもののこともしっかりべんき

ょうしてまたかべしんぶんにしてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

ザリガニはおじさんも食べたことがありますよ。とうきょうの「つきじいちば」という大きないちばにもうっていますよ。 

よくかんがえたら、みんながたべているおこめもやさいもくだものもおさかなもカニやエビも、にわとりやうしも、ぜんぶ、いきものですね。ザリガニとお

なじでいきていたんですよ。 

スーパーやおみせやさんにうっているときは、もうたべられるようにきってあったり、パックされていますが、もともとは海や川や田んぼやぼくじょうで

はいきていたんです。 

せかいじゅうには、たべものがなくてこまっている人がたくさんいます。いきものもへっているそうですよ。 

だから、たべものをたいせつにしてほしいので、みんなもじぶんたちがたべているものをまたいろいろしらべてみましょう。そしてたべものはだいじな

ので、のこさないようによくかんでおいしくたべましょうね！！ 

☆★サポーターの方へ★☆ 

分業が進んだ現代は、食料はきれいに洗われたり切り身にされて店に並んでいます。電話やインターネットでも購入できる時代です。ですから私た

ちは生きていた生きものを食べていることや命を食べていることを忘れてしまうことが多いと言われています。 

今回の活動は、難しいところや苦労したことも多いと思いますが、命を食べているという大事なことを考えたり、気が付いてくれた子どもたちも多いと

思いますしサポーターや家族の方、保育園の先生も大切なことを思い出された方も多いのではと思います。 

お米も野菜も果物も魚も肉も、ザリガニとおなじようにぜんぶ、生きていたことを子どもたちが考えれくれたら日本の食糧問題や環境問題も少しずつ

理解者が増えていくと思います。 

これからもサポーターの皆さんも子どもたちとエコ活動やこどもエコクラブの活動を楽しんでください。 

 



 

栃木県宇都宮市 東峰エコキッズ 

壁新聞のタイトル：①水生生物調査 ②いきものさがし ③ザリガニたべたよ ④しぜんだいすき ⑤おいしいとちおとめができた

よ        

 

東峰エコキッズ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

岡本師範から一言━─━ 
東峰エコキッズクラブのみんなが作ってくれた壁新聞：しぜんがだいすきは、とってもすばらし新聞にな

っていますよ。何がすばらしいかというと、やまの中で、川の中で、水の中で、どろんこの中で、石がい

っぱいある川原で、きのぼりをして、火にちかづいて、などなどみんながたいけんして、いっぱいきがつ

いたことがありました。おとなの人がおしえてくれたのではありません。みんながきがついたことを、み

んなの字で、ことばでかいてくれました。とってもいいよー！！ 

さいごにみんなは「しぜんがたいせつ」「ちきゅうがたいせつ」と、きがついたので、かべしんぶんに書い

てくれましたが、なぜ、たいせつなのか、をもう ちょっとくわしく書いてくれるとうれしいなー！やま、か

わ、のはらだいすきで、ぼくたち、わたしたちのたからものですと、きがついて、書いてくれました。 や

ま、かわ、のはらのたからものはなんですか？こんなすばらしいけいけん、たいけんをした東峰(ひがし

みね)エコキッズのみんながしぜんがだいすききになるのはあたりまえですね。やまがすき、かわがす

き、のはらがす き、いきものがすき、はながすき、木がすき、いろんなものがすきになってくれました

ね。だからみんなはしぜんをこわさないように、だいじにして、まもって ください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・ 

サポーターの人たちがかんがえてくれて、こどもたちにはじっさいにたいけんさせ、けいけんさせることが、とってもだいじです。おとな

がしんぱいすることをこどもたちはちゃんときがついて、木にのぼっちゃダメ、川はあぶないよ、そこへいっちゃだめ、火はあぶないか

らいじってはダメ、などなどがじっさい にけいけん、たいけんすることで、こどもがきがついたようですね。とってもすばらしいやり方だ

とおもいます。おとなのひとがやっちゃダメだよ、というのをこどもたちはやりたがりますね。そこを細心のちゅういをはらいながら、こど

もにたいけんさせることが、サポーターやほごしゃの方がやることですと言うのを、この新聞はよく表現しています。 

時にはすこしけがをするのも良いけいけんになるでしょう。いたさがわかると、このつぎからはこどもはきをつけるようになりますね。ナ

イフはけがをするからダ メ、火はやけどをすることや火事になるからダメ、川はながされるからダメ、生きものはあぶないからさわっち

ゃダメ、など大きなけがやいのちにかかわること はぜったいにさけるべきでしょうが、少しのことなら、こどもたちがけいけん、たいけ

んすることが、のちのち大きくなって役にたつのですね。 

くわしく書いてくれると、あーそうか！とみんながわかると思います。 

 
 

栃木県宇都宮市 東峰エコキッズ 

壁新聞のタイトル：①水生生物調査 ②いきものさがし ③ザリガニたべたよ ④しぜんだいすき ⑤おいしいとちおとめができた

よ        

 
☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

このような経験、体験の場を与えてこどもたちに気が付かせる素晴らしいやり方をこれからも続けてください。 

この次の壁新聞では、字は全部こどもたちが書いたよ！という新聞を期待したいですね。 

それと大人がダメと言うことは、どうしてか？をこどものことばで表現できるようになると、もっと素晴らしいですね。こどもたちはどうし

て大人がダメと言う か、分かったようですが、具体的にその理由を書いてみるとどうでしょうか？間違っていてもいいのではありませ

んか？こどもが考えたこと、そのことが大事であり、素晴らしいことですから。 

 

東峰エコキッズ⑤の新聞を書いてくれたみなさんへ 

浅井師範から一言━─━─━─━ 

ひがしみねエコキッズのみなさん、すてきな かわいい かべしんぶんですね！ 

なまゴミを ミミズくんがたべて そのウンチが ひりょうになるって、すごいですね。 

ミミズくんの つくったひりょうと、かがくひりょうでは、いちごのなえの そだちかたも ちがってくるのですね。 

かがくひりょうと ミミズくんのつちでは、とちおとめの あじまで ちがうということに、とてもびっくりしまし

た！ おもしろい ステキな じっけんをしましたね！みなさんの いちごを たべた かんそうも、とても わ

かりやすいです。「うえのほうが すっぱい」なんて、こまかいところまで かんさつできていて、すごいです

ね。みなさんの にがおえや、ミミズくんのえや、いちごのえなど、とてもステキで、きにいりました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・ 

ミミズくんは、ミミズくんのいえ（コンポスト）のほかにも、じめんのなかに たくさん いますね。いろいろな しゅるいの ミミズが いま

すね。ミミズくんの ほかにも、つちのなかには たくさんの ちいさな いきものが いますね。もし みつけたら、かんさつしてみてね。 

かわいい すてきな かべしんぶんを、みんなで きょうりょくして つくってくれて ありがとう。これからも、たのしくかつどうしてくださ

い！ 

★☆サポーターの方へ☆★ 

ミミズ堆肥を使っての栽培だけでなく、化学肥料と比較して、味比べ実験をするというアイデアに驚きました！ 子どもたちも、とても楽

しかったのだろうなと思います。壁新聞にもたくさんの工夫があり、素敵でした。子どもたちができるところを一生懸命頑張って作ってく

れたんだな、と伝わってきました。ぜひこれからも、楽しい活動を続けてください！ 



 

栃木県宇都宮市 環境未来館こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①自然たっぷり宇都宮エコ新聞 ②しぜんたいけん宇都宮エコ新聞       09-01、09-02 全 2 枚 

 

うつのみや自然探検隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

うつのみや自然探検隊のみなさん、こんにちは！なかまがとてもたく

さんいるクラブですね。 

おとなの人といっしょに、いろいろな活動を通じて自然をたいかんして

いることが、かべ新聞にはってあるたくさんのしゃしんから、よくわかり

ました。宇都宮には、すばらしい自然がたくさんあるのですね。 

同じクラブのかべ新聞なので、①②いっしょに読みました。 

魚つりたいけんやれんげまつりには、ひづけがかいてあるのでいつ

やったか、新聞をよむ人にもわかります。参加しなかった友だちのた

めに、しゃしんにどんな活動をしているところか、遠くたらとった写真が

多いので、かんたんな説明があるとよいと思いました。 

どんぐり工作では、なにを作ったのかな？できあがった作品のしゃし

んがあるといいですね。 

ネイチャーゲームの「はっぱでじゃんけん」では、いろいろなはっぱが

集まったことでしょう。大きさ、かたち、いろ、みんなちがいますね。な

ぜちがうのか考えてみましたか。 

これからも自然を感じる、すばらしい活動を続けてください。 

 

 

栃木県宇都宮市 環境未来館こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①自然たっぷり宇都宮エコ新聞 ②しぜんたいけん宇都宮エコ新聞        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

①の自然観察はどこでやったのかな？はやしの中ではなにを見つけましたか？湿原のような水たまりがありますね。魚やザリ

ガニやかえるが見つかりまし た。かえるがいると、それをたべるへびもいるんだね。おたまじゃくしの絵がかいてあるけど、ザリ

ガニはおたまじゃくしをたべます。しゃしんのような自然のなかでは、おたがいに、たべたり、たべられたりしていますね。この中

ではいちばん強いへびも、とびなどの大きな鳥に食べられます。このようにたべものでつながっていることを、「しょくもつれん

さ」といいます。サポーターの方から聞いていると思います。自然はこうしたつながりでなりたっていることが、観察することによ

ってわかります。 

②のせみがだっぴするきれいなしゃしんはすばらしいですね。夜の観察、みんながんばりましたね。せみを応援しました。せみ

がからから出てくるようすがよくわかります。どのくらい時間がかかったかな？ 

 

☆★サポーターの方へ★☆ 

サポーターが子どもたちと同数いるのは、心強いですね。今回のかべ新聞２枚は、たくさんの活動を写真によりじょうずに表現

していると思います。自然を体感することを中心に、活発に活動されているようすがよくわかりました。活動の対象はバラエティ

があり、農業・林業とのつながりも理解できる良い活動をなさっていると思いました。子どもたちも楽しんだことと思いますが、子

どもたちが楽しかったということを写真で表すのは、なかなか難しい点がありますね。（正面の写真はなく、遠景が多い。）写真

の撮影は、だれが受け持ちましたか？壁新聞に載せる写真を選んだのは、こどもたちですか？こどもたちが関心を持つ対象が

わかり、その活動に参加していない他のこどもたちにも状況がわかるように、解説があった方がよいと思われる写真（例：自然

大すき、れんげまつり）もありました。 

新聞を見ると、水辺あり、生きものいっぱいの森や里山もあります。十分ご承知の事と思いますが、屋外活動の持つ自然に潜

む危険（毒虫、有毒植物、熱中症等々）に配慮されて、今後の活動を進めていただきたいと思います。 



 

栃木県宇都宮市 清原ねいちゃーきっず 

壁新聞のタイトル：清原エコ新聞       09-04,09-05 全 2 枚 幼児 

 

清原ねいちゃーきっず①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

鬼怒川のそうじをみんなでしているのですね。がんばってますね。おじさんも家のちかくの川で、そうじやいきものさが

しをしていますよ。 

ほうちょう や ちゅうしゃき もあったのですね。タバコやライターもおおいのですか。びっくりしました。ながれてきたの

かな？ そこですてられたのでしょうか？おじさんのちかくの川では、レジぶくろやおかしのふくろ、おべんとうのいれも

のやペットボトルがおおいです。ひろわないと海までながれていくのでひろっていますが、ひろってもひろってもきりが

ありません。みんながかいてくれているように、ごみはごみばこにすててほしいですね。ごみばこがなければ、もってか

えってほしいです。 

川ですてなくても、どうろやこうえんですてられたごみもかぜや雨で川にあつまり海までながれていくので、みんなでこ

れからもがんばってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

かべしんぶんにもかいてくれていますが、ごみをすてないようにすることがだいじです。ごみをふだんからへらすようにくらすことがたいせつだからみ

んなもそうしてください。 

みんなでがんばってね。おうちのひとやおともだちにもおしえてあげてください。ポスターをかいてみんなによびかけることもとてもだいじですよ。 

こんなごみがありましたよ。すてないで！ っていろんな人にしってもらえるようなポスターづくりやかべしんぶんづくりをこれからもがんばってほしい

とおもいます。 

コイのしゃしんがありましたが、ほかにもいろんないきものがいるかもしれません。 

みつけたいきものをみんなにしょうかいすることも、ごみをへらしたり川をまもることにつながるとおもいます。 

また川にいったらどんなごみがおおいかしらべたり、どんないきものがいるかしらべてみんなにおしえてくださいね。 

☆★サポーターの方へ★☆ 

私も自宅近くの川や海岸、神戸市内のいくつかの川でしていますが、クリーン作戦を継続しても捨てる人、放置する人が減らないと川や海のごみは

なくなりません。川や海に捨てなくても公園や道路に捨てられたごみも風や雨で川や海に流れ込んでいつまでも蓄積されます。是非ともこどもエコク

ラブや地域の活動でがんばってほしいです。 

子どもも大人も一人でも多くの人が実際に経験することが大事だと思いますのでポスターをかいたり作文にして発表したりしてみんなに呼びかける

ことが大切です。 

私の家の近くの小学生はポスターをかいて、近くのスーパーにはってもらいました。 

捨てないことだけでなく、そもそもごみが減る生活、ライフスタイルをみんなが工夫することが一番大切です。 

プラスチックのごみはいつまでも腐ることなくごみのままです。世界中で問題になっています。こどもエコクラブで、みんなで楽しく学びながらがんばり

ましょう。 

 

栃木県宇都宮市 清原ねいちゃーきっず 

壁新聞のタイトル：清原エコ新聞        

 
清原ねいちゃーきっず②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

鬼怒川のそうじをみんなでつづけてますね。がんばってますね。このかべしんぶんは、くろうしたでしょうね。かんしんし

ましたよ。 

おじさんも海や川のごみをひろっていますが、ひろったあとにごみをわけるのはたいへんなのでみんなのたいへんさ

が、かべしんぶんをみるだけでわかります。よくしらべたとおもいます。ごみのおおさをふくろのかずでグラフにしてい

るのにかんしんしました。 

ほいくえんやようちえんでも、しょうがっこうにいっても、こんなごみがありましたよ。すてないで！っていろんな人にしっ

てもらえるようなポスターやはっぴょうをがんばってほしいとおもいます。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

こんどは、できたらどんなものがあったかをしゃしんでとって、はっておいたり、すこしかべしんぶんでしょうかいしたら、みんながどんなものがおおい

かよくわかって、ごみをすてる人がへるかもしれません。 

ごみがおおいときやすくないときがありますが、どうしてそうなるかもまたしらべてみてください。 

おおいときのりゆうがわかったら、ごみをへらすほうほうがみつかるかもしれません。 

ごみをすてないようにすることや、ごみをふだんからへらすようにくらすことがいちばんたいせつだからみんなもそうしてください。おうちのひとやみん

なでがんばってね。ポスターをかいたりしてみんなによびかけることもだいじだよ。 

 

☆★サポーターの方へ★☆ 

クリーン作戦を継続しても捨てる人、放置する人が減らないと川や海のごみはなくなりません。ほんと取り組んでいる人のみんなの思いだと思いま

す。みんなに注意してもらうためにも、どんなごみがいつおおいかを知ることはとても大事なことだと思います。 

ごみの種類や量を調べることは本当にご苦労が多いと思いますが、子ども達と一緒に頑張ってください。 

子どもが捨てたお菓子の容器もありますが、大人が捨てたごみも多いのでなんとか解決したいですね。 

多いごみの写真を少しでも残すようにして紹介したり原因を考えることができたら有効な対策を見つけることができるかもしれません。 

原因を考えながらポスターをかいたり作文にして発表したりしてみんなに呼びかけることが大事だと思います。 

プラスチックのごみはいつまでも腐らないのでごみのままです。みんなでがんばりましょう。 

少しでもたくさんの人に興味を持ってもらうため、ごみと生きものをテーマにして活動している団体が多いですが、これからも是非、こどもエコクラブ

の活動でも頑張ってください。 



 

栃木県栃木市 イオンとちぎチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：植物を育てて食べてみよう       09-11 

 

イオンとちぎチアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

チアーズの畑での活動を教えてくれてありがとうございます。３ｍの円の大きさとはいえ、自分

たちの畑があるというのは、野菜がどのくらい大きくなったかな、とわくわくしたのではないでし

ょうか。 

ささげ豆は５月から９月までに畑全体をおおうほど大きく成長したのですね。写真とともに日付

をかいてくれたことが良かったです。日付を書くと記録としても貴重なものになるので、これか

らも記録には日付をぜひ書いてください。 

「畑づくりは大変」という感想がありますが、どんなところが大変でしたか？水やりでしょうか？

それとも雑草がたくさん生えてきたのかな？ふだん何気なく食べている野菜をつくっている人

の大変さを気付いただけでもすばらしいことですが、畑づくりで工夫したことがあったらぜひ教

えてください。 

また、野菜を育てるとき、料理をするときにもエコ活動として工夫したことがあれば新聞に書い

てくれると、全国で活動している人に知ってもらうことができますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

春に畑を作って、夏にはささげ豆を育てたり、冬には白菜を育てたりしてよい経験ができましたね。今回の体験活動の目的と、

どんな作業をしたのかを新聞に書いてくれると、もっと活動内容が分かりやすくなると思います。 

畑で育った野菜をおいしく食べたことが写真からも伝わってきます。自分たちで作った野菜を食べたわけですが、地元の野菜を

食べることはエコにつながると思いますか？ 

エコにつながるとしたら、どういった点か考えてみましょう。 

例えば、地元からはなれた場所で作った野菜が手元に届くまでには、車で長いキョリを運ぶ必要があるのでガソリンがたくさん

必要です。地元でとれた野菜は遠くまで運ばなくていいので、エネルギーの節約になります。 

 

栃木県真岡市 真岡児童館やさしクラブ 

壁新聞のタイトル：「輪」エコでつながる希望の環       朝日新聞賞 09-12 最優秀賞 

 

真岡児童館やさしクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

昨年度の壁新聞道場のメッセージで「人」をテーマにしてみては、と書いた提案を受けて壁新

聞を作ってくれたなんて、大変うれしいです。そして、「人」について考えて、今回の壁新聞で

は「外国人とのエコ活動」と「台風 18 号」の２つのことについてくわしく報告されていて、大変

興味を持って記事を読みました。 

「外国人とのエコ活動」の記事ではみんなの身近にいるブラジル人の日本でも活動を知り、

またブラジルの環境活動を知ることもでき、メンバーにとっても新しい発見があったようです

ね。私自身、真岡市にブラジル人の方など外国の方が多く住んでいることは知りませんでし

た。私の周りの外国人のことを調べてみよう、この記事を読んで思いました。 

また、「台風 18 号」の記事では、台風の被害にあった地域のために義援金を送ることになっ

た理由と、みなさんが児童館ショップの売り上げを義援金として真岡市長に渡したことがよく

分かる記事になっていますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

真岡児童やさしクラブさんの今回の２つの記事から、みなさんの 1 年間の活動をしたのか、そしてどんな気持ちで活動できたか

もよく分かり、とても良い壁新聞になっています。テーマを 2 つに絞ったところもいいですね。 

ただ、最初に壁新聞全体を見たとき、「わっ、字が小さい」、「読みにくいとこもある」と感じました。「じっくり読みたい」､と思う人は

一生懸命読んでくれるでしょうが、「ちょっと読んでみようかあ」、くらいの人には、「ちょっとこれは読むの大変だ」と感じて、結局

全部見てもらえない気がします。 

次回作るときは、自分たちが読む側に立って、新聞作りのレイアウトや文字の大きさや太さなどもう一度確認して、作ってみてく

ださい。 

私としては、今度は児童館ショップでどんなアイディアエコ商品を出しているのか、ショップをするまでの準備はどうしているの

か、当日はどんな様子だたのか、どんな人が商品を買ってくれているのか、など詳しく知りたいなあと思いました。いずれにせ

よ、これからも活動がんばって下さいね。 



 

栃木県大田原市 森の小人 

壁新聞のタイトル：楽しく学んだエコ活動 2015       09-13 

 

森の小人のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

大きな木のデザインに、たくさんの活動が紹介されています。かわいく見やすく、ステキなデザインの壁新聞ですね。 

森の小人のみなさんは、小学１～３年生のガールズスカウトで活動されているとのこと。植樹にリサイクルバザーにキャンプに

コンサート、一年間でびっくりするぐらい盛りだくさんの活動ですが、それぞれとても分かりやすいですね。森のこと、水のこと、

リサイクルのこと、エネルギーのこと。それぞれの活動で、子どもでも身近なことでできることが色々とあって、ステキだなあと思

いました。おまつりなどで、自分たちの活動を紹介したり、エコクラフトを教えたりなど、たくさんの人とお話しすることも多いので

すね。 

足尾の山へ木を植える活動は、11 年目とのこと。今まで森の小人のせんぱいが植え

た分も考えると、とてもたくさんの木を植えてこられたのですね。木を植えたあと、どん

な気持ちになりましたか？ 緑がたくさんの山になるといいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

●「これはむずかしかった」「こうするとかんたんだよ」「○○がたのしかったよ」など、

みなさんの感想をぜひ知りたいなあと思いました。たくさんの活動をされているので、

書き込むスペースがせまくてむずかしいかもしれません。全部でなくても良いので、一

度チャレンジしてみてください。 

●たくさんの活動のなかで、メンバーのみなさんが特に気に入っている活動はありま

すか？ 気に入っている理由は、どんなことですか？ ぜひ教えてください。 

活動するなかで気づいたことを、お家の人やお友達にも教えてあげてくださいね。これ

からも、大自然の中でのびのびと、楽しく活動を続けてください。 

 

栃木県大田原市 ガールズ 

壁新聞のタイトル：キラキラ ガールズ～育てよう心と環境～       09-14 

 

ガールズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

足尾にはげ山があることをこの新聞で知りました。新聞のサブタイトルに「～育てよう心と環境

～」とありますが、足尾の歴史を、「学んで」、実際の山を「見て」、植樹を「体験」することで、まさ

にサブタイトルを目指した活動内容だと思います。 

植樹活動を通した感想をたくさん書いてくれました。木が少ないことにびっくりしたようで、「山らし

い」という表現がいくつかありましたね。普通の山には木があることがあたりまえのようですが、

そのあるべき姿が大切だと改めて感じます。また、「木も命がある」という気付きがありました

が、植物が生きていることだけでなく寿命があるということを覚えておきましょう。日本全体でみ

たときに、現在山には家を建てたりするのに適した年齢の木であふれています。使わないで（木

を切らないで）そのまま山に残しておくといずれ寿命がきてしまいます。必要な分だけ木を使っ

て、若い木を植樹するというくりかえしができるようになるといいと思います。 

植樹の方法をイラストで描いてくれたので、どんな風に植樹をしたのかがとても分かりやすいで

すね。ここでの植樹活動は石だらけで大変のようですが、足尾の山を緑でいっぱいにするという

みんなの思いが毎年つながっていけば、森になる日がきっとくるはずです。 

水についての話を聞いてみて、飲み水の少なさにびっくりしたことでしょう。日本には四季があり降水が多く、川や湖もたくさん

あるので、水にめぐまれています。普段の生活で自分にできる節水を始めてみましょう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

キャンプでの調理ではエコにつながるいろいろな工夫をしてくれました。なぜ、エコなのか考えてみましたか？答えは１つではあ

りませんし、人それぞれいろいろな考えがでてくることもあります。 

例えば、ビニール袋で料理をしたときに、そのビニールは使ったあとはゴミになりますか？お皿を紙でふくと水という資源を節約

することができますが、紙はゴミになりませんか？自分で考えることも大事ですし、まわりの人の考えに耳を傾けることも参考に

なると思います。 



 

栃木県大田原市 大中戦隊エコレンジャー 

壁新聞のタイトル：大中戦隊エコレンジャー エコ活動結果報告       09-15 優秀賞 

 

大中戦隊エコレンジャー（大田原中学校）のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この壁新聞は、見た目はきれいに、中身は簡潔に、とても上手くまとめられていて読みやすかっ

たです。そして肝心の取り組みのテーマも「ごみ」「リサイクル」「グリーンカーテン」「地球温暖化」

とバランスが良い上に、それぞれに手応えのある結果が出ている所も素晴らしい！これはきっ

と、学校の生徒・生徒の家庭・地域のお店など周りの人の協力と、活動を個人ではなく地域の範

囲まで広げたみなさんの着眼点が、成功を収めた要因です。 

大人にとってはみなさんのような中学生と話す機会は普段あまり無いので、日常の行動を見直

す大きなきっかけになりますし、中学生も親や学校の先生などの大人に言われるより、同じ中学

生同士から注意される方が効果的な場面も多くあるんじゃないでしょうか？ 

中学生のみなさんだからこそ、大人以上の成果が出せる可能性があると思います。これからも

異なる場所、異なる年齢の人など、様々な人を刺激しながら環境に対する活動を続けて下さ

い！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ペットボトルはどの家庭でも本当に多く出る物ですよね。ペットボトル回収の取り組みでは、とりわけ大きな CO₂削減の効果が

得られていて、とても素晴らしい結果だと思います。 

私が働いている環境教育の施設では、小学校 4 年生に対して定期的にごみの 3R の学習をしていますが、どの生徒もペットボ

トルの分別方法を正しく答えられるので、それだけ普段から多くのペットボトルを分別しているのだと感心しています。しかし一

方で、実は少し危惧している点もあります。 

3R で考えると、生産→流通→回収→再資源化といろいろな所でエネルギーを使うリサイクルよりも、生産や処理自体も減らす

「リデュース」の方が、CO₂削減効果が高いと言われています。今回の活動でどのくらいの量のペットボトルが集まったかが分か

ったので、次に機会があった際には、資源回収と同時にペットボトルそのものを減らす呼びかけも行ってみてはいかがでしょう

か？回収した量と減った量を合わせれば、きっとさらに CO₂削減量がアップすると思います。 

これからも、たくさんのエコな取り組みを頑張って下さい！ 

 

栃木県壬生町 なかよしエコクラブ 

壁新聞のタイトル：森は生きている       09-18 

 

なかよしクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

「森は生きている」という申し分のないタイトルがついています。学校林で学んだことか

ら，いろいろなところで気がついたこと，感じたことを一人一人に記入した「ふきだし」に

しているのはもっといいですね。さらに一人で何枚も感想を書いていますが，いろんな

きょうみを引くものが「北っこの森」にあったということになります。タイトルとコメントの

みのシンプルな様式にしたことが目を引きつけます。 

自然の森にはいろいろな植物や動物が住んでいます。そのせいたいもふくざつなもの

があります。普段の生活とはなじみの少ない生き物がいるため，せんもんのサポータ

ーに同定（属（ぞく）や種（しゅ）をきめること）をたのみ，きちんとした出現種一覧（しゅ

つげんしゅいちらん）をまとめておくことが，科学としての第一歩です。壬生町でもいろ

いろな場所で，このプログラムを広めてはいかがでしょうか。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

全体の写真とふきだしの文字の配置（はいち）がリズミカルで，思わず夢中（むちゅう）

になって読んでしまいましたが，タイトルの次の行に何のために学校林の観察（かんさ

つ）をしたのか，そのことが紹介（しょうかい）されていませんね。 

例えば応募用紙の＜アピールしたいこと＞の中に「太陽のふしぎ」を学んだ時に，子ども達は「いつまでこの地球は呼吸（こきゅ

う）していられるんだろう」と疑問（ぎもん）を抱いています。そこにこの新聞のテーマがあると思います。 

たとえばふきだしの紙に色紙を使って，感想，気づき，発見などで色分けしたり，植物・動物で色分けしたりすると，どんな分野に

発見があったのか，子どもたちの興味（きょうみ）はどこに向かっているのか，そんな傾向が見えてくると思います。また，写真は

よくとれてれているのですが，その場で活動している子供たちの姿がありませんね。今度は元気な子供たちの笑顔も見せて下さ

いね。 



 

栃木県壬生町 わくわくクラブ 

壁新聞のタイトル：北っ子の森を生き物がすみやすい森にしよう       09-19 

 

わくわくクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

新聞中央にたてに流れるようにタイトルとサブタイトルがはり付けてあっ

て，とてもよく目を引きます。葉っぱの形の切りぬき文字と後ろの色紙の組

み合わせが調和していてすてきですね。特にここでは「カブクワスタジア

ム」（この名前はだれが考えたのでしょうか，子どもは天才です），森に鳥を

よぼう，ゴミのない森をめざして，大切なじゅもくをみんなで守ろう，生きも

のが住みやすい土とは，とテーマ別に記事を囲んで判り易くし，それぞれ

に目的，方法，感想などでまとめています。つまり，ここでは科学の手法が

使われています。やがてみんなの中から科学者が出るかもしれませんね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

5 つのテーマがばらばらにならないように，中央にタイトルと「北っ子の森」

を生きものが住みやすくするために」と副題があります。この壁新聞が主

張したいことを良く現れていると思いました。すばらしい発想だと思いま

す。サポーターのみなさまには，今後も身近な環境に意識を向けつつ，子

どもたちを育てて下さい。壁新聞をよく見るとちゃんとした（大人でもおどろ

くような）研究のきかく書がはり付けてあるんですね。どなたのアイデアな

のでしょうか？培養土やゴミの勉強をしていますね。気づいたことはすぐに

でも調べてみようという熱心なたんきゅう心は大切なことです。これからも

楽しい研究，世の中に役立つ勉強を続けて下さい。 

 

栃木県壬生町 きらりクラブ 

壁新聞のタイトル：たのしかったよ秋まつり       09-17 

 

きらりクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

秋を感じさせるデザインや工夫がすばらしいと感じました。感想を書いてはって

ある葉っぱは、色は紅葉や黄葉をイメージしていることが分かります。また、何

枚かの葉っぱは虫くいで、欠けているところが気に入りました。いつも自然とふ

れあってよく観察していますね。 

秋祭りにきてくれたおじいちゃんを、おばあちゃんたちの感想をつけてくれたこと

も新聞のアイデアとしていいと思います。自分たちがおこなったイベントがどうだ

ったのかな、ということを感想をきいて振り返ることは大切です。よろこんでもら

えて良かったですね。世代間のコミュニケーションを通して、おじいちゃん、おば

あちゃんたちから昔からのエコの知恵を聞くこともできそうです。 

木の実、種子のイラストをたくさん描いてくれましたが、アクセサリーもいろいろな種類の素材を使って作ることができたことでし

ょう。 

イラストをみるとクリやマテバシイのドングリが多かったのかな。わんぱく北っ子の森にはこんなにたくさんのどんぐりがあるとい

うことは、どんぐりの芽がどこかに出ているはずです。芽生えたばかりのときは、どんぐりの殻がくっついているのでぜひ今度探

してみてください。春になってしまうと、成長して殻がおちてしまい、どれがどんぐりの芽生えが見つけるのがむずかしくなってし

まうので、秋がおすすめです。この森がいつまでもどんぐりいっぱいの森であり続けるように、どんなところにあるどんぐりが芽

生えているか、調べてみるとみんなの大好きな森のことがもっと分かるようになりますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

たくさんの感想を新聞にはってくれましたね。さらに分かりやすい新聞になるためのアドバイスとして、いくつかに感想をグルー

ピングして枠で囲んだり、サブタイトルをつけたらどうでしょうか。 

例えば、（１）きらりクラブのみんなの感想、と（２）おじいちゃん、おばあちゃんの感想、を分けて、さらに、きらりクラブの感想は

①しんぶんバック、②アクセサリー作り、③秋祭本番、に分けるといった感じです。ぜひ、同じ内容を“あつめて、まとめる”という

工夫をしてみてください。 



 

栃木県壬生町 キラキラクラブ 

壁新聞のタイトル：きたっ子の森のひみつ       09-16 

 

キラキラクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
キラキラクラブのみんなが作ってくれた「きたっ子の森のひみつ」壁新聞は、とってもすばらしいで

すよ。なにがすばらしいかというと、春、夏、秋の 3 つの季節にわけて、その季節のすばらしさを

発見してくれたことです。もう一つ、新聞のタイトルの文字、森を木のえだでかいてくれたことで

す。 

あつい、さむい、風がゆっくりとふく、台風のように強くふく、雨がしとしとふる、雨がざーざーふる

などで季節を感じることもあるでしょう。でもキラキラクラブのみんなは、きたっ子の森の中で季節

をさがしました。森の中に入るとあつさ、さむさもやわらぎます。風もゆっくりとなります。雨もふっ

てるのか、と感じるように少しになります。町の中で感じる季節が森の中では、ちがうところにある

ようです。 

そんな季節を森の中でさがしてくれました。 

春は冬のさむいときにねむっていた虫が動き出すのかな？ヘビもカエルもねむりからさめて、うご

きだしたようですね。木や草の葉っぱもかれていたのが、わかばがめを出しましたね。シイタケも

大きくなってきたようですね。キラキラクラブのみんなが春をいっしょうけんめいさがしてくれたよう

すがよくわかります。 

カエルやヘビはこわかったかな。でもかえるを手で持っている子もいましたね。そっとさわればかえるも安心しているみたいですね。ハ

チは手でおいはらうなどするとこうげきしてくるから気をつけましょう。しずかにみまもっているとこうげきはしてきません。カエルやヘビ

やハチだって、にんげんはこわいと思っているのでしょうから、何もしないよ！としていればだいじょうぶです。なかよしになりましょう。 

夏はやっぱり虫や生きものがたくさんいますね。それとくさのせがたかくなって、くさむらはかくれんぼをするには、ちょうどよいかな？

みんなのだいすきなクワガタやセミも見つけましたか？森の中にいると風がすずしいとみつけてくれた子もいました。よく気がつきまし

たね。森があるだけで風がすずしく、きおんもひくいですよ。しょうらいは栃木県も日本も世界もきおんが高くなるようです。森がいっぱ

いあるときおんもそんなに高くならないでしょう。木をだいじにしたいですね。 

おやこかんきょうきょうしつで、森であつめたざいりょうでしゃしんたてをつくりました。 

木のえだをくふうしたり、葉っぱもつかってみました。木のみもかざりました。みんなのさくひんをおうちのひとにあげるととてもよろこん

でくれたと思います。おうちの人といっしょにつくりました。のこぎりもつかえましたね。しゃしんたての中に入れるしゃしんは何を入れる

のかな？しゃしんたてをおうちのげんかんにおくのもいいね。みんなのべんきょうするつくえにおいてもいいなー。だいじにしようね。 

 

 

栃木県壬生町 キラキラクラブ 

壁新聞のタイトル：きたっ子の森のひみつ        

 

秋はやっぱり森の中にはたからものがいっぱいあったようですね。そうです！どんぐりがいっぱいおちていました。ドングリマラ

カス、ドングリケーキのペンダント、ブレスレッドやネックレスもつくれたようですね。ドングリだけでこんなにいろいろなものがつく

れるのですね。みんなのくふうする力がすごいです。秋のもう一つのたからは、葉っぱがみどりからきいろやちゃいろ、あかいろ

になるのもあるよね。いろがへんかした葉っぱもくふうするとおもしろいものにへんしんすることを、みんながおしえてくれまし

た。おめんができました。きんぎょすくいにつかうのはびっくりです。たからものをかくすことにもつかえるのだね。わたしは、か

れはをいっぱいあつめて、山のようにして、そこにうえからとびこむことをみんなでやりました。かれはプールといいます。とって

もきもちがいいですよ。こんどやってみたらどうでしょうか？きょうしつは森の中！ってかいてありましたが、そのとおりですね。

いろいろくふうできるものが、森の中にあります。みんながざいりょうをさがす目とくふうするあたまをつかって、おもしろいものが

できますね。 

私はおりがみでモミジをつくります。夏のモミジはみどりいろのおりがみをつかいます。そうすると葉っぱがみどりいろのモミジに

なります。秋のモミジをおるときは、赤色やきいろのおりがみをつかいます。とってもきれいなモミジになります。こんどみんなに

あうときがあったら、おりがみでつくったモミジをあげたいです。 

このつぎのかべしんぶんでは、なにをみつけてくれるかな？たのしみにまっていますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

おじいちゃん、おばあちゃんのかんそうにもかいてありましたが、みんながくふうしてプレゼントをつくったことがたいへんすばら

しいことです。これからも、みんなはじぶんのまわりをよくみて、たからものやきせつをさがしてください。 

さがしかたのヒントは、目、みみ、口、はな、そして手やあしやほほをつかって、かんじることでたからもの、きせつをさがすこと

です。目で見る、みみできく、 はなでにおいをかぐ、口であじをかんじる、手やあしやほほでさわるの５つのちからをつかうとい

ろいろなものがみつかるはずです。 



 

栃木県壬生町 にこにこクラブ 

壁新聞のタイトル：ＳＡＶＥ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ       09-20 油漏れが酷い 

 

にこにこクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

にこにこクラブが作った壁新聞“SAVE THE FUTURE”は、みんなが実践・実行したことがかん

けつに表現してあり、たいへん分かりやすい新聞になっています。 

みんなが作った壁新聞がすばらしいことの一つ目は、かんけつに表現してあり、実行したことを

写真にすることでみんなの活動のようすがよくわかることです。 

二つ目は、「めあて」に書いてある“自分たちができる身近なことを考えて、実践する”ということ

です。自分たちで考えて、実践・実行する、これほどすばらしいことはありません。人から言われ

てやるのではなく、自分たちで考える、良いですねー。 

三つ目は企画書を書いたことです。頭の中だけで考えるだけでなく、文字にしてみる。考えたこ

とがまちがっていないか？ぬけていることはないか？やるじゅんばんはこれでいいか？だれが

やるか？などがはっきりします。紙に書いてみることは、みんなが大きくなって社会に出てかつ

やくするときに、おなじようなけいけんをすると思います。今からこのようなくんれんをしておくの

は、たいへんすばらしいことです。 

間伐をする！なぜ、間伐が良いのか？そうです、木と木の間を広げて、太陽の光がすべての木

にあたり、元気よく木がそだち、のびるのですね。木がそだち、のびるということは、木が二酸化

炭素ＣＯ2 をよく吸収することです。地球温暖化の原因の一つが、空気中にＣＯ2 がたくさん増え

たことです。そのＣＯ2 を吸収すれば、温暖化の進みがおそくなります。 

木や草を切るのは良くない！自然のままが良いのだと言う人がいますが、そんなことはありません。昔の人たちは、自分たちのうらや

まの木を間伐して、切った木を炭にして、自分たちのエネルギーとして使っていました。里山です。余分な木を切ることで里山の森林

は、長い間、健康で元気にそだち、生き物もたくさんいました。生き物と人間と自然が調和してなかよく生きていました。 

間伐をするだけでなく、切った木からコースターを作りました。一人一人が好きな絵をかいたようですね。記念品ができてよかったです

ね。コースターを見るたびに自分たちがやったことを思い出し、その意味（地球にやさしいことを実践した）を考えることにつながりま

す。 

植樹をする、グリーンカーテンを作ることも実践しましたね。間伐をした後、あるいは、木が少なくなった山や土地に植樹をすることが、

ひつようなことはみんなもよく分かっているようですね。 

 

栃木県壬生町 にこにこクラブ 

壁新聞のタイトル：ＳＡＶＥ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥ        

 
今回は、土にかえる紙ねっこんをつかって、なえ木を植えたのですね。ちょっとむずかしかったようですが、早く大きくなってりっぱな木

になると良いですね。グリーンカーテンもそうですが、木、植物が元気にそだつためには、土づくりがとても大切です。みんなも大きくり

っぱな大人になるためには、自分のまわりの人の環境、自然の環境、勉強の環境、いろいろなしせつの環境、生活の環境などが良い

ことがひつようだと思います。木や植物の土と同じです。 

グリーンカーテンで温度がどのくらい下がるかも調べましたね。0.5℃くらい下がったようですね。エアコンの温度を少し上げても

良いのでは、という結果かと思います。私たちの生活の中では、エアコンを使うエネルギーが一番大きいようです。ＣＯ2 をたく

さん出しています。エアコンは温暖化をすすめる電気器具です。グリーンカーテンの植物として、ゴーヤを植えたようですね。少

しすきまがありますね。もっとすきまなくそだつようにできますので、グリーンカーテンとしての効果は、もっと上げることが出来る

と思います。来年はがんばってください。 

地球温暖化の進みを少しでもおそくするためには、ＣＯ2 を出さないことと出てしまったＣＯ2 を少なくすることです。今回、みん

なが実践した間伐や植樹は、出てしまったＣＯ2 をへらすことにつながります。グリーンカーテンは、エアコンの温度を下げる、

あるいはエアコンを使わなくてもすずしくなるとしたら、ＣＯ2 を出さないことにつながりますね。 

廃油からローソクを作ることは、資源をムダ使いしないことにつながります。資源は無限にあるわけではありません。ムダ使い

しないことを経験しました。身の回りでムダに使っていることはないだろうか？と考えるきっかけになるとても大切な実践になっ

ていると思います。 

自分達だけで環境の問題を解決するのは大変です。みんなも考えているようですが、まわりの人たちもまきこんで多くの人と力

を合わせて、温暖化の問題やエネルギーの問題、資源の問題などを進めていこうとしているのは、大変すばらしいことです。 

来年の壁新聞では、どのようなことに取り組み、実践しているのか、報告が大変楽しみです。 

なお、二酸化炭素のＣＯ２の２はＣＯの上側ではなく、下側に書くようにして下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

使った油を有効活用するということで、せっけんを作ったり、ろうそくを作ることが出来ます。みんなはろうそく作りにチャレンジし

たのですね。クレヨ ンでいろいろな色にしました。からあげのにおいも良いけれど、アロマオイルでにおいをちょうせつするなど

の工夫もしたようですね。みんなで作ったろうそく は、クリスマスの時やお祝いの時にでもつかうのかな？楽しみですね。 

私は、木のみきにくっついていて、はんしょくしている黄色のこけを使って黄色のろうそくを作りました。こけの名前はろうそくご

けと言って、ヨーロッパでは昔、黄色のろうそくを作るのに使っていたそうです。みんなも試してみたらどうですか？ 



 

栃木県壬生町 すまいるクラブ 

壁新聞のタイトル：ＳＡＶＥ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥⅡ～地球の未来を救い隊の仲間を増やそう～       09-21 優秀賞 

 

すまいるクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

すまいるクラブの壁新聞「SAVE  THE  FUTURE Ⅱ」を見て、これが小学 6 年生が作った壁新聞かと、そのすばらしさにとてもびっく

りしました。そして大変感激しました。 

2012 年にエネルギー問題・省エネをやり、13 年には３Ｒを、14 年には地球温暖化防止を、そして 15 年にはエコで国際協力をメイン

テーマとして実施して来ました。こんなにたくさんの活動をして、エコの良さ、楽しさ、必要性を十分に身に染みたのだが、地球環境を

良くし、明るい未来を創るのは、何かもう一つレベルアップした活動が必要だと感じたようですね。 

そうです！環境問題を一緒に取り組んでいく仲間をもっと増やさないといけない。すばらしいことに気付きましたね。そこで増やす仲間

の人数目標を作りました。自分達 36 人の 10 倍にしよう、目標は 360 人としました。目標はできるだけ具体的な方が良い。その点か

らもみんなのすばらしさが分かります。 

次は目標達成のためにどうやるかです。そうだ！エコもりフェアに出展して、自分たちの活動を紹介すると共に仲間になってくれる人

を勧誘しよう。一つだけではダメだ！エコバザーにも参加しよう。参加するからには、ほかの人たちみんなが喜ぶ、欲しい、結構いいじ

ゃないと感心してくれる物を売ろう。たぶん、そうみんなが考えたのだと思います。 

そして実行しました。当日の様子にみんながどうやったか、どうだったか、がくわしく書いてありました。ここを読んでもみんなの工夫が

いっぱいありました。 

エコもりフェアでは、協力してくれた人に手作りのグッズをあげました。参加者に体験してもらうことをしました。ドラマの上映もしまし

た。小学生がやっているよ、ということで参加者はビックリし、感心しました。それで予想外にたくさんの人が来てくれたようですね。す

まいるクラブのみんながおどろき、うれしく、うろうろしてとまどっている様子が目にうかびます。良かった！良かった！ 

仲間が増えて 591 人になりました。目標を大きく上回りました。おめでとう！ 

来場者アンケートの結果も数字ではっきりとエコもりフェアでのみんなの活動が、すばらしかったと出ています。 

エコバザーで売上金が 9,526 円出ました。そして緑の羽根に募金しました。みんなの気持ちが地球を救うことに役に立ちます。 

こんなにすばらしい結果が出たすまいるクラブの活動は、もっといろいろな所で発表し、栃木県だけでなく、日本全国のこども達に知

らせたいですね。 

サポーターの方たちのアドバイスやバックアップなどがしっかりできているからだと思いますが、サポーターの顔が見えないのは、どう

いうことですかね？ちょっと残念な気もします。 

すまいるクラブのみなさんのようなこどもが日本全国で増えると、未来の日本は明るいなーと感じました。 

 

 

栃木県壬生町 すまいるクラブ 

壁新聞のタイトル：ＳＡＶＥ ＴＨＥ ＦＵＴＵＲＥⅡ～地球の未来を救い隊の仲間を増やそう～        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

エコバザーでは、やっぱり地元の北っ子の森の木を使った手作り品を販売エ

コグッズとしましたね。栃木県だからとちまるくんきんちゃくを旗の再利用で作

りま した。目の付け所がすばらしいです。ここでも販売するだけでなく、体験

コーナーを置きました。みなさんは、エコバザーに参加するに当たり、お客さん

の目線 に立って、物の置き方や説明の仕方を考えました。そしてもう一つ大

事なこと、お客さんが楽しんでもらうには、どうすれば良いかもしっかりと考え

たようで す。お客さんの目線と楽しんでもらう、こんなことを考える 6 年生の

みなさんの立派さに、私は本当にびっくりしました。ふだんからこういうことを

考える習慣 が出来ていなければ、できないことです。みなさんは来年は中学

生ですね。少し大人の仲間に入るのですね。相手の目線に立つ、楽しくなけ

ればいけない、この ことは大人になっても忘れないで、いろいろな場面で思

い出してください。 

私からのみなさんへの提案は、地球を救おう！から未来の地球を創ろう！に

考え方を進化させたらどうかなということです。未来はみなさんが創るのです。

みなさんは、そんな気概があふれたこども達だと思います。 

どうですか？ 

来年はみなさんの次のこども達が、どんな壁新聞を作って、送ってくれるか楽

しみです。 



 

群馬県太田市 スター☆クラブ 

壁新聞のタイトル：スター☆クラブ新聞       10-01 

 

スター☆クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

一年間楽しく活動することができましたね。また、それぞれしっかりと活動

内容が書かれていて、充実していた様子が伝わります。 

開講式では、地元のごみ分別について学んだのですね。お菓子の箱の

ビニールは取りはずす、といったこまかいところまで書いてあります。紙

ごみにも、ビニールがついていたりテープがついていたりして、捨て方に

まようことがあります。みなさんが学んだことを、ぜひまわりの人にもしっ

かり伝えてほしいと思います。 

エコリンピックの種目はみなさんが考えたのですか？エコを考えながら、

競争になるような種目でとても楽しそうです。色々オセロというのは、名

前が面白そうですがどんな内容なのかな？ぜひ次の機会があれば紹介

してほしいと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの活動内容に、日づけか月を書くと読む人にわかりやすくなる

と思います。月に 1 回活動しているとのことなので、日付があると継続し

て活動していることがよく伝わりますよ。 

みなさんで分担して壁新聞を書いたのはとても良いことだと思います。そ

の中でも、活動タイトルだけは同じわくでくくるとか、同じ色の紙を使うと

かすると、さらにまとまりが出て、チームワークも表現できると思います

よ。 

 

群馬県沼田市 しらさわエコキッズクラブ 

壁新聞のタイトル：尾瀬へ行こう・しらエコ活動報告・みどりをふやそうぜ       10-02、10-03、10-04 全 3 枚 

 

しらさわエコキッズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

地元の貴重な自然である尾瀬についてていねいに書かれていますね。 

全部で 3 つの壁新聞がありますが、「写真を使わないで書く」と決めてい

るとのことで、自分たちで全て書くこだわりを感じます。書くだけでなく、ト

ンボやミズバショウは紙で作っているのもいい工夫ですね。尾瀬でみら

れる植物、動物について読んでいて勉強になります。尾瀬に行く時の服

装なども書かれていて、ぜひたくさんの人に読んでもらって、尾瀬に行っ

てほしいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞など、たくさんの人に読んでもらうものには、ぜひ活動の日づけを

書いてほしいと思います。尾瀬に行った日や何人で行ったか、天気など

基本的な情報ですが、読む人がイメージをもちやすくなります。 

植物についての紹介も、観察した日が書いてあれば、その時期に行けば

見られることがわかります。みなさんが実際観察できた植物と、観察はで

きなかったけど尾瀬に特有の植物とあると思うのですが、それは分けて

書くといいと思います。 

 



 

群馬県沼田市 しらさわエコキッズクラブ 

壁新聞のタイトル：尾瀬へ行こう・しらエコ活動報告・みどりをふやそうぜ        

 

しらさわエコキッズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

尾瀬での活動と、ポイ捨て禁止の看板作りについて書いた壁新聞です。尾瀬については「自然と向き合うことでい

やなことが頭からきえて新しいことが頭に入ってきたかんじ」と、なかなか興味深いことが書かれていますね。その

ような自然が地元にあることは、素晴らしいことだと思いますので、これからも大切にしていきましょう。ポイ捨て禁

止の看板は 60 枚も作ったそうで、びっくりです。がんばりましたね。ごみが少しずつ減っているような気がする、と

いうのは良いことです。みなさんの看板の成果が出ているのだと思いますよ。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

こちらの壁新聞でもそうですが、ぜひ活動した日づけを書きましょう 

。看板は 60 枚も作ったそうなので、多分一日では完成しませんね。日づけを書けば、何日もかけてがんばって

作ったことがよく伝わります。また、全体的な紙面の使い方を考えると、もう少し字を大きく書いてもいいかなと思

います。ちょっとむずかしいことですが、「読む人に親切」という点もこれからぜひ考えてみてほしいと思います。

みなさんは活動歴の長いクラブですので、そういったことも挑戦していくと、もっと活動を多くの人に伝えられると

思います。 

  

しらさわエコキッズクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

この壁新聞では、ポイ捨て禁止の看板作りと緑を増やすことについて書かれています。色々なキャラクターが作

ってあって、かわいらしいですが、女の子が多いグループなのかな？地球温暖化について学んだこともていね

いに書かれていますね。今年も大雨が降ったり、逆に雨が少なかったりと気象の変化がおきていることを感じま

す。みなさんが書いているように、まずは身近なところから、できることに取り組んでいきたいですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ポイ捨て禁止の看板を作るときに、どんなことが大変でしたか？60 枚とも違うイラストにしているのかな？絵の構成を考えたり、描いたりす

るのに大変だったことや、楽しかったこと、看板を作ってみての感想を書いてみるといいと思います。 

また、ポイ捨てをしないために、みなさんは普段どんなことをしていますか？ごみ袋を持ち歩くとか、ペットボトルをなるべく使わないとか、実

際にみなさんが取り組んでいることを書いてみましょう。壁新聞や看板を見た人が「これなら自分もできるな」と思えることを書いてみるといい

と思います。 

 

埼玉県三芳町 竹の子エコクラブ 

壁新聞のタイトル：竹の子エコ新聞 2015       11-01 

 

竹の子エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

大層大人数のエコクラブですが，ピンク色の壁新聞は手書き文字と切り

ぬいた文字でとても明るい色調で見とれてしまいました。「季節のこぶし

の里斜面林」，「未来の自然を守る世界の子ども達」，「竹で作ったけん

玉」のクラフト教室や地元の河川「柳瀬川」にすんでいる生きものなど多

様なメニューを実行するのは大変ですね。 

柳瀬川や斜面林は季節の変化がありますので，季節で見出しの色を変

えるなど工夫すると，もっと見やすくなるのではないでしょうか。 

壁新聞全体を見ると文字と写真のバランス，記事のつながりと切れ目な

どがはっきりしていて，とても読みやすい新聞になっていると思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

こぶしの里では，わずか 5 日間でコブシの赤い実がなくなってしまったこ

とに気がついています。 

花が咲いたり実ができたりすると皆さんはその木を観察にいくのではあり

ませんか？自然はわずか 1 週間でも大きく様変わりします。せめて週に

1 度，同じ木を観察して枝先の変化を追いかけると，植物だってダイナミ

ックに変化し続けていることに気がつきます。身近な木の変化をしんぼう

強く観察してみて下さい。きっと新しい発見があると思いますよ。 



 

埼玉県宮代町 MIYASHIRO エコ☆スターズ 

壁新聞のタイトル：エコ★スタ Let's 地産地 Showcook       11-02 

 

MIYASHIRO エコ★スターズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

最近はやりの黒地の壁新聞に白文字を選び，タイトルは「エコ★スタ Let’s 地

産地 show cook」と長いタイトルがついています。メンバーは 16 人いるけれど，

この壁新聞制作にあたったのは小学 6 年の 3 人とありました。よくできました。 

よく読んでみると，地産地消のイベントなのだということですね。イベントの目的

やその成果がすこしわかりにくくなっていますね。こんな時は，「このイベントの

ねらい・目的」とか「えられた成果」などと見出しを作って，短くてもいいので文章

で書くといいですね。 

後半には反省会のことが取り上げられています。このような反省会報告が書か

れることは少ないので，スタッフの担当やガスコンロの使い方などとても重要な

ことが話題にされています。次回のイベントを良くしていくためには重要なヒント

になると思いますので，これからも続けて下さい。 

  

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

集合写真をみて，とても楽しそうだなと思いました。サポーターも準備などが大

変だったと思いますが，準備からあとかたづけまでがイベントの全体です。手分

けして子どもたちにできることは任せて，自主的に行動できるように指導をお願

いします。細かいところでは壁新聞のタイトルが応募用紙のタイトルと少しだけ

ちがっています。ご注意下さい。 

反省会報告はすばらしい取り組みです。これは続けて下さい。サポーターの

方々にお願いですが，包丁を使わないということができないのであれば，前もっ

て会場に救急箱を用意するなど，対策（たいさく）を講じて下さい。何よりもけが

をしないように包丁を使う技術もこれを機会に子供たちに教えて下さい。できな

いことができるようになることは，子ども達にとって大変重要な進歩です。 

 

千葉県佐倉市 さくらほいくえん つきぐみ スマイルクラブ２ 

壁新聞のタイトル：さくらいほいくえんつきぐみスマイル新聞       12-01 幼児 エコまる賞 

 

さくらほいくえん つきぐみ スマイルクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

さくらほいくえん つきぐみ スマイルクラブのみなさん、こんにちは。 

このかべしんぶんを よんで、まずさいしょに「たのしそう！」と おもいました。ゴ

ーヤもおいもも たくさんできたのですね。やさいを そだてることは むずかしい

けど、ちゃんと おおきくそだっていて、すばらしいですね。みんなで いっしょう

けんめい あいじょうたっぷり そだったゴーヤとおいもは、ぜったいにおいしい

ね！ 

それから、エコのこともべんきょうしたんだね。これからは、みんなで のこさずた

べること、がんばってね！ペットボトルのキャップも、たくさん あつまるように お

うえんしています。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作製お疲れ様でした。とても可愛らしくて見やすい壁新聞でした。子ど

もたちの字がメインで書かれているため、頑張りが伝わってきました。 

ゴーヤとおいも、それぞれどこがエコなのか、どんなことをテーマにしていたか、

が書いてあると良いと感じました。 

また、エコなことを保育園の頃から学んでいる事は素晴らしいと思います。なぜ

リサイクルが大切なのか、なぜ無駄を無くさないといけないのか、などを書ける

と良いかもしれません。子どもたちにとっても壁新聞の作製が、復習となると思

うので、ぜひお試しください！ぜひ次回も素晴らしい壁新聞期待しております！ 



 

東京都中央区 中央エコキッズ 

壁新聞のタイトル：すばらしい工夫エコ新聞       13-01 

 

中央エコキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

中央エコキッズのみなさん、こんにちは。みなさんは中央区立環境情報センターで活動して

いるんですね。私も別の区の施設で、いつも小学生に環境のイベントや講座をやっている

ので、何となく想像が出来て親近感を感じます。 

今回は環境情報センターも入っている「東京ガーデンスクエア」の全体を見たという事です

が、こんなにも緑のあるビルがあるなんておどろきですね！あの辺りはビジネス街というイ

メージがありましたが、みなさんの壁新聞は写真が上手にのせてあったので、どんな場所

かがとてもわかりやすかったです！ 

これだけ緑が多ければ、生きものもあつまってくるでしょうし、クールスポットとしての効果も

ばつぐんですよね！これからも、東京の真ん中にあるみりょく的な環境を、壁新聞で伝えて

いって下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

私は自然や環境の事を「楽しく」「わかりやすく」多くの人に伝える仕事をしています。その仕

事をしている中で「自然が多い場所なら、誰でも自然を見つける事が出来るけれど、都会

の中では自然見つけられる人は少ない」という言葉を耳にした事があります。 

当然、大自然の中の方が多くの種類、多くの数の植物や生きものが見られます。しかし自然が少ない場所では、どのような環

境なのか、そしてどんな生きものが集まってくるかを普段から見て理解していないとわからないですよね。 

その点、みなさんは都会で生活し、都会で活動をしているので、周りの自然や環境をよく見ていると思います。そういった事を理

解しているみなさんは、都会の環境を将来良くしてくれる可能性をひめた、とても貴重で頼もしい存在です！ 

まだまだ学年が上がってたくさんの事を学ぶと思いますが、これからも「都会で見られる自然」や「都会の環境」などをもっと追

究し、都心だからこそ意味があるみなさんの取り組みを全国に広めていってほしいとねがっています。 

 

東京都新宿区 こどもエコ広場新宿 

壁新聞のタイトル：こどもエコ広場新宿新聞       13-02 

 

こどもエコ広場新宿のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

とても良いデザインの壁新聞ですね！写真と文字のバランスが良く、それぞれの活動の

中身がよくわかります。見たり、聞いたり、物を作ったり、食べたり、とにかく毎月体験がも

りだくさんですね！とってもうらやましいです！ 

私は小学生の頃の学校の授業はあまり記憶にありませんが、小学生の頃に体験した楽

しかった思い出は、大人になった今でもよく覚えています。このように文字で勉強する事と

ちがって、体験するという事はずっと思い出にのこります。みなさんのように、環境のこと

を体験して学ぶというのはとても良い方法です。これからも、たくさんの面白い活動の報

告をのせて、読む人にも楽しさを分け与えてくれる、そんな壁新聞を期待しています。 

 
とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんの壁新聞は見やすくて読みやすいだけでなく、感想や読む人へのメッセージもしっか

りと書かれていますね。とても完成度が高いので、こうした方が良いだろうという注文も特に無

いのですが、ひとつだけ疑問を持った事を聞いてみたいと思います。 

みなさんへの一言でも言った事ですが、毎月どれも楽しい体験をしながら、幅広い環境問題のテーマを学べているのは、とてもすご

い事です！これらのテーマは、どうやって決めているのでしょうか？ 

私のはたらいている所では、どんなプログラムをやるかを考える時に、なるべく「こんな事なら興味があったり、楽しんでくれたりするん

じゃないかな？」と、来る人の顔を想像しながら企画を立てています。しかし人というのは、みんなちがって、みんな良いものですよ

ね。なので、いろんな人が集まるイベントで、全員が満足する 100 点の結果を出すというのはある意味、永遠の目標です。100 点に近

づける方法はやはり、もっと多くのみなさんの意見を直接聞いて取り入れる事なのですが、それがけっこうかんたんなようで実現する

のがむずかしいんですよねぇ…。がんばらなくては。 

みなさんの場合はサポーターに当たる方々が、こんな気持ちの人がいるかも知れないので、日頃からエコな事や楽しい事にアンテナ

をはり、関心を持った事を周囲に発信してみましょう。自分自身でエコな活動をスタートする事は、周りの人も巻き込んでいくきっかけ

になって良いと思いますよ。もし、すでにみなさん自身でテーマを決めているとしたらごめんなさい、その方法でこれからもますますが

んばって下さい！ 



 

東京都青梅市 おうめこどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：自然の恵みありがとう       13-04 

 

おうめこどもエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

みなさん、こんにちは。去年も 2014 年度の壁新聞も見させてもらってゴシドウを

しましたが、今回も見る事が出来てうれしいです！ 

環境に配りょされた竹紙の利用や、いらない布を再利用したガーランド作りなど

は、私がはたらいている施設でも行ったので、作る大変さや楽しさが伝わってき

ます。エコプロダクツには出展していましたが、とても広いけど、どれもためにな

るので、全然時間が足りないくらいですよね！ 

今回はいろんな活動をピックアップしてくれていて、本当に多くの有意義な活動

をしている事がよくわかりました！内容も 3R から自然活動まで、いろいろな事

がのっていて、とても良い壁新聞だと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんは、毎回いろいろな経験をしているので、とても充実した活動だと思い

ます。中でも、山の現実を見て学び、木を暮らしに活かす取り組みや、青梅の

「梅」の復興など、地域に根ざした活動が毎年いくつも入っている点が、非常に

すばらしい事です。 

地域の事や生活の事と関係があれば、ただ勉強をするよりも環境をよく理解で

きますよね。そして自分の地域や生活と関係があるからこそ、環境問題を解決

するため取り組みを真剣に続けていけますよね。 

そうした取り組みを毎年出来ている事、しかもいろいろなテーマを体験して学べ

ている事は、みなさんの将来にとって絶対にプラスになると思います。これから

も自分に関係がありそうなテーマを調べて、積極的にやりたい事を考えてチャレ

ンジしてみて下さい！ 

 

東京都調布市 リトル・キャッツ・アイ 

壁新聞のタイトル：遊々新聞       13-03 

 

リトル・キャッツ・アイさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

2014 年度から担当させてもらっていますが、今年も非常にレベルの高い壁新聞ですね。

幼稚園の頃から年上のお姉さん方と同じ経験をつんできた、まさに集大成だと感じる内

容です。 

私が気になっていた「プロジェクト D」。2 年ごしに発芽したドングリを、ついに送り出せまし

たね。私も何かを育てている時にいつも思いますが、手塩にかけて育てた動植物は、自

分の家族同然に思えます。今回、ドングリの苗という家族を送り出した事で、コナラやブナ

などの樹に対して、深い深い思い入れが出来たと思います。環境を考える上では、そうい

った「自然を自分の事として捉えられる事」につながる体験はとても重要です。この経験で

またひとつ、自身の成長につながった事でしょう。 

そして中学卒業に伴い、幼稚園から続けてきたこどもエコクラブも卒業となりますね。お疲

れ様でした！ユースでの活躍を、心から期待しています！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

高校生に上がって、おそらくユースとして活躍している事と思います。高校生になると、行動範囲がぐっと広がる人が増えますが、

いろいろな場所に出掛けている、もしくは行く予定などはありますか？ 

私は環境の勉強を始めてから環境に関する仕事に就いた今までによく感じてきた事は、環境は人間の生活＝社会と密接な関係

があるという事です。今回の壁新聞で COP21 を取り上げているので理解していると思いますが、気候変動などは正にその最たる

例です。 

今後は人間社会に対する見識も少しずつ蓄積してゆけると、自ずと活躍の場も広がると思います。環境の事をよく知り、他者に発

信するためにも、社会の動きにも注目してみて下さい。 



 

神奈川県横浜市 港南台自然観察クラブ・クロロ 

壁新聞のタイトル：団地の生きものさがし２０１５       14-02 

 

港南台自然観察クラブ・クロロのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

港南台自然観察探見隊のみなさん、こんにちは！ 
少人数ですが、毎月、みぢかな団地周辺をおもな活動の場所として、“生きものさがし”を続けて

いるのですね。そんな一年間の活動のようすが、写真と説明によってよくわかりました。カレンダ

ーのような形にならべて季節の移り変わりが、分かるようになっています。“かつどう日のよう

す”として自然観察のやりかたをまん中に示しているのも、分かりやすかったです。身近な自然

の中にも、季節の移り変わりとともに新しいことが見つかりましたね。 

毎月、活動のねらいを決めて、一年間で木、花、葉、虫、鳥、などをテーマに自然観察している

こともいいと思います。 

見つけたものを、「自然観察カード」にきちんと絵をかいていますね。しかも色つきで。絵をかくに

は、よく観察しないと、かけませんね。 

セミのうかの観察で、ミンミンゼミかアブラゼミか気になったけど、じぶんで観察して、考えて、答

えを出しています。メジロがつばきに巣を作ったことについても、理由を考えてじぶんなりの答え

をだしました。こういう自分で考え、しらべるたいどは、すばらしいと思います。続けたいですね。 

11 月、12 月の葉っぱキャッチやつるを使ったつなひきも、こんな遊び方があるんだなと気づかされました。みんなが考え、くふうして

いることがわかりました。5 月の色つけマッチの活動は、保護色の実験ですか？自然の中で、てきに食べられないように、虫は、じぶ

んの色がまわりの色ににているところにかくれたりします。自然観察カードを、地図の上の見つけた場所にはり、ふりかえりでみんな

で意見を出しあうことも、とてもよいと思います。見方や、考え方の違いにも気が付く機会になります。 

みんなの住んでいるところの近くで、このような自然観察ができるのは、すてきです。これからも、この活動を続けてください。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

身近な自然を材料にして、良い活動を続けていらっしゃることに感心しました。特に、子どもたち自身がよく見ること、考えること、を習

慣づけていることは、素晴らしいと思います。自然観察カードは、見つけた場所や手ざわり、におい、おと、感じたことを記録して、名

前を教えるのではなく、図鑑で調べるように工夫されています。子どもたちの自主性を育む良いやり方と思いました。自然を守る活動

についても、載せていただくと良いと思います。 

 

神奈川県横浜市 のじま自然観察探見隊 

壁新聞のタイトル：たんけんたい新聞       14-01 

 

野島自然観察探見隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

野島自然観察探見隊のみなさん、こんにちは！ 

12 月の海岸は寒くないのかな？「冬の陣」の活動を紹介してくれてありがとう。 

6 色のふうせんが 26 こ。みんなの冬の陣の活動の感想が書かれたふうせんは、元気よく空

たかくとんで行ってしまいそうですね。おねえさんがしっかり糸をつかんでいますけど、とびは

じめているふうせんもあり、楽しさが伝わってくる新聞になっています。 

みんなが書いた楽しかったことを、まとめてみました。キャンドルファイアーが１番でした。２番

がおもちゃのはこコンサート。３番ががっき作り。どれも自分で何か作っていますね。うどん作

りやもちつきも楽しかったようですね。ものを作ることがたのしかったのかな？３つのマンガイ

ラストになりました。とてもじょうずに絵がかかれています。 

手作りのがっきでえんそうしましたね。あきかんやドングリのような海岸や森で拾い集めた材

料でがっきを作ると、どんな音がするのか聞いてみたいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いちばん楽しかったというキャンドル・ファイアの絵はなかったけど、思い思いの材料でじぶんだけのキャンドルを作ったと思い

ます。そのキャンドルに火をつけたときのうれしい気持ちは、想像できます。できれは、キャンドルファイアのイラストを入れてく

れるとよかったかな。うどん打ちやもちつきも楽しかったですね。みんなの感想も感じたことを素直に書いていますね。次の「冬

の陣」は、何をやるのかな？壁新聞を待っています。 

★☆サポーターの方へ★☆ 

今回、冬の陣（12 月）なので、自然の砂浜の活動のようすがよく分かりませんでした。貝がらを拾ったりしたようですが、砂浜の

活動があったら書いてほしかったです。 

新聞の体裁は、なかなかきれいで、良いと思います。一人一人の感想が素直に書かれていました。こういう新聞もありだと思い

ました。ただ、年齢が低い子供さんもいるようで、風船に書いた文字が読みにくいものがいくつかありました。活動の感想が書

かれているだけなので、活動のようすがわかりにくいです。そのへん工夫があるともっとよかったと思います。 



 

神奈川県藤沢市 大鋸児童館こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：大鋸環境新聞       14-03 

 

大鋸児童館こどもエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

大鋸児童館こどもエコクラブのみなさん、こんにちは！ 

こんどの新聞は、「バケツで稲を育て、米について学ぼう」がメインテーマで、

「水環境の全国一斉調査」と「藤沢メダカ」の記事があり、とても読みごたえがあ

りました。 

2 ヶ月たって育ちぐあいを観察して、感想を絵もまぜて書いてくれました。実った

9 月にも稲刈りの感想を書きました。ひとりひとりちがった感想で、おもしろかっ

たです。稲の高さの変化をはかって数字でしめした人がいました。1 か月だけで

けっこう大きくなったと書いた人もいました。米が 700 になるというのは、こめつ

ぶのことかな？１つぶから、品種にもよるけれど 500～1000 つぶのお米が取れ

るそうですよ。‘きもいなぞの生きもの’ってなんだろうな？刈り入れの音に気づ

いた人、だっこく、もみすり（野球ボールを使う方法は知らなかった！）、の事を

書いた人、みんな気になるところがちがうこともわかりましたね。 

12 月に玄米のおにぎりを作って食べた感想があります。いつものごはん(白米)

と味がちがうことはみんな同じでしたね。ねちょねちょという感想が多かったけ

ど、たくときに水をふやし過ぎたかな。（げんまいでは、水を少しふやします)すき

きらいは意見が分かれました。味のほかに、においやはごたえまでちがいを感

じていて、すごいなと思いました。 

お米は、長い時間をかけて作られていることがよくわかったと思います。 

プロジェクト D 活動は、たいへんよい活動ですね。どんぐりの里親ですか。どん

ぐりのめが出て育ってくれてよかったね。福島でも、きっと大事にうえてくれたこ

とでしょう。福島の公園で育った木を見たいですね。 

 

 

神奈川県藤沢市 大鋸児童館こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：大鋸環境新聞        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなは稲を育てたのは初めてですか？5 月 16 日に苗を植えるとありますが、苗はどこから手に入れたのかな？お米は、い

ろんな名前の品種があるけれど、きみたちのお米は何かな？バケツに入れる土はどこの土ですか？そんなことも知りたくなり

ました。 

水環境全国一斉調査、ごくろうさま。ありがとう。昨年と比べて水質が悪くなったそうですが、COD がふえましたか。その原因を

考えてみましょう。御幣公園の水と滝ノ川の水は同じでしたか？そのことも書いてくれるとよかったと思います。 

藤沢メダカの勉強をしました。藤沢メダカのとくちょうはなんですか？大きさ、いろ、かたち、オス・メスのちがいなど観察できまし

たか？みんなはメダカをどうしますか？新聞を読んで藤沢メダカを知った人は、みんながどんな活動をするのか知りたいと思い

ますよ。 

みんなの活動がよく分かる新聞です。感想を書くときに、もうすこしていねいに字を書いてくれるとよかったと思います。 

 

★☆サポーターの方へ★☆ 

新任のサポーターさん、ありがとうございました。 

あえてまとめをしないで、子どもたちの感想を新聞に載せています。読む方 は、ちょっと手間ですが、子どもたちの素直な気持

ちがよくわかります。感じ方の違いも、わかりました。写真や、イラストのバランスもとれていると思います。一部、注意した方が

よい表現がありました。（メダカ）直すのがよいのか、迷いますね。 

稲の栽培に取組み、日本人の主食であるお 米がどのようにしてできるか知ることは、大切な事と思います。イネの栽培は、長

期間にわたる活動ですので、たいへんですね。観察のポイントなどは、事前に 子どもたちに伝えるのでしょうか？２年生にとっ

ては、少しむつかしいテーマなので、上級生の助けが必要かもしれません。 

子どもたちに、環境のいろいろな面を知ってもらう良い活動になっていると思います。 

また、壁新聞に応募してください。 



 

新潟県新潟市 栄光チャレンジ隊 

壁新聞のタイトル：ちゃれんじしんぶん       15-01 幼児 

 

栄光チャレンジ隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

みなさん、こんにちは。 

ちゃぼ、ざりがに、むし、いろいろないきものをみたり、そだてましたね。「かわいい」という、

すなおなきもちがかいてあって、うれしくなりました！ 

いきものを「かわいい」とおもえることは、いきものにやさしくする、だいいっぽです。そのきも

ちを、ずっとたいせつにしてくださいね。 

ほかにも、そだてたおはなのはっぱで、ハンカチにいろをつけたこと。 

たくさんのやさいを、そだてたり、たべたこと。 

それは、しぜんをたいせつにするだいいっぽです。 

おおきくなっても、わすれないでくださいね。 

どのしゃしんも、みんなステキなえがおで、かわいいしんぶんをありがとう！ 

  

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

みなさん、とっても良い笑顔ですね！読んでいて、思わず笑顔になってしまいました。 

私の仕事は「環境教育」と言葉にすると固く見られがちなのですが、施設に来館した親子連れの園児や、時には幼稚園に出張

してプログラムを行うなど、幼稚園児のみなさんとも接する機会は多くあります。 

自然や生きもの、リサイクルなどいろいろな事柄をテーマに取り上げていますが、関心を持った物事に対しては積極的に疑問

を投げかけてきたり、進んで本を読んだりと、非常に吸収が早いですよね。 

一度、生きたザリガニを部屋に用意して、ザリガニのクイズをした事がありましたが、やはり動くザリガニに夢中で、あまり話を

聞いてもらえなかった事もあります…。笑 

サポーターのみなさまは、おそらく環境教育よりも幼児教育が専門かと思いますが、今回の壁新聞で見られる内容は、環境教

育的にも非常に意義のあるテーマだと感じました。 

これからも、たくさんの園児のみなさんに環境に興味を持ってもらえるような活動を継続していって下さい。 

新潟県魚沼市 三ツ星エコクラブ 

壁新聞のタイトル：三ツ星 エコクラブ       15-03 

 

三ツ星エコクラブさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

三ツ星エコクラブのみなさん、こんにちは。 

初めて作った壁新聞を見させてもらえた事を、なんだかうれしく思いながら読ませてもらい

ました。 

とてもていねいに作られていて、初めてとは思えないくらい上手にまとめられていますね！ 

特に「読みやすさ」「わかりやすさ」「はなやかさ」は、お手本と言っても良いくらいです。いろ

いろな壁新聞などを調べたり、レイアウトを考えたり、がんばった努力の量が伝わってきま

す。 

自然観察やリサイクルの工作、そして個人の活動と、様々なエコを実践していますね！ 

今頃は加入してから 1 年がたったと思いますが、こどもエコクラブの活動は楽しいですか？

もっと調べてみたいと思うことはありましたか？ 

環境というものは無限に感じるほど多くのことと関係していて、知れば知るほど楽しくなって

くると思います。これからも 2 年目、3 年目とステップアップして、どんどん環境のおもしろい

活動に挑戦してみて下さい。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

改めて、とても読みやすくてわかりやすい壁新聞でした。 

そして活動内容やテーマも、どれも良い体験だなと感じます。 

私が勤めている施設でも配りょしていますが、このような幅広いテーマを扱う事は非常に良いことだと思っています。 

活動内容ややテーマ決め等はサポーターのみなさんが行っているのでしょうか？ 

それとも子どもたちの発言や関心から決められているのでしょうか？ 

テーマを 1 つに絞る方が効果的な時もありますが、活動初期は特に幅広いテーマで活動してみて、子どもたちの興味や可能

性を見つけて、グループの色を付けていってあげると良いのかなと思います。 

そして今後の目標にもありますが、少しずつ仲間を増やして、少しずつ活動の輪を広げていけると良いですね。 

これからも、ぜひ長くがんばって下さい！ 



 

新潟県南魚沼市 第二上田小学校エコクラブ 

壁新聞のタイトル：登川とわたしたちのくらし       15-02 

 

上田エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

読み終えて、まず最初の感想は「すごい！」です。 

川に関係する多くのことについて、これだけはば広く調べた壁新聞は、今までにもなか

なかないんじゃないかと思います。それでいて、どれもきちんと調べてある点もすばら

しいことです。 

魚や水生昆虫、そして公園や砂防ダム。いろいろな要素があって、今の登川があるの

だと思います。最近は台風や大雨の影響で川が氾濫(はんらん)する事も多いですが、

もし砂防ダムが無ければ、私たち人間も川で安全に活動出来なくなるかもしれません

よね。生きものや自然環境を調べるには、そこにある自然以外の物を知る事は重要だ

と、気づけたことでしょう。この壁新聞を読むと、登川は地域のみなさんにとって身近な

存在で、とても愛されているのだろうなと感じます。 

環境を守るために絶対に必要な事は、自分の周りの地域を愛する心から始まると言っ

ても過言ではありません。これからも、たくさんの地域全体に目を向けながら、地域の

自然に親しんで活動してほしいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

この壁新聞の内容はとても良いので、これは問題点ではなく純粋に気になった疑問点として聞いてほしいのですが、登川に関

する職業の人たちは、どんな気持ちで仕事をしているのでしょうか？ 

きっとそのみなさんも、地域や自然の事を大切に感じていると思うのですが、そこを知りたいと思いました。 

2016 年はちょうどオリンピック・パラリンピックがありますが、その選手がどんな事を考えて行動・努力をしているのかを知ると、

観ている人はさらに応援したい気持ちになるものです。 

それと同じように、登川に関する職業の人たちが、登川に対してどんな事を考えたり思っているかを知れると、読む人はさらに

印象深くなり、地域の人たちもさらに愛着がわくのではないかと思います。 

みなさんの活動がすばらしくて大人にも見てもらいたいので、大人もグッと来るアクセントをもう 1 つ加えてみて下さい！ 

 

富山県高岡市 高岡保育園エコクラブ 

壁新聞のタイトル：たのしく すずしく おいしく みんなで にっこり エコライフ       16-02 幼児 

 

高岡保育園エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

スローガンに「たのしく・すずしく・おいしく」とありますが、「なかよく」も入りそうな

かんじのかべしんぶんですね。 

ねんちょうさんは まいあさ かかさず みず やりをして、さすがですね。みなさん

の すがた をみて、もっとちいさいこたちもこれからがんばってくれるとおもいま

す。 

グリーンカーテンのあるところとないところのおんどをみると、そのこうかがよくわ

かりますね。おうちのかたにもわかりやすくつたえることができたとおもいますよ。 

できたゴーヤもおかしにしておいしくたべることができてよかったです。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

保育園のグリーンカーテンを参考にして、家でもグリーンカーテンに取り組んでみ

るのもいいですね。 

アサガオなどで作れば、翌年には種を採ることもできるし、たくさんの人に広めら

れますね。また、すでに取り組んでいる家もあるかもなので、その感想を聞いて

みるのもいいと思います。 



 

富山県高岡市 ちくば ECO キッズ 

壁新聞のタイトル：ぐんぐん！すくすく！屋根までとどけ！みどりのカーテン！       16-03 幼児 

 

ちくばＥＣＯキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「ぐんぐん！すくすく！屋根までとどけ！みどりのカーテン！」というスローガンのとおり，大きく

育っていくゴーヤのようすを知ることができました。月ごとに園児のみなさんのかわいい姿とゴ

ーヤが育つようすが，写真と吹き出しでわかりやすくまとめることができました。大きくなった実

をみて，いろいろなつぶやきも書かれていました。その一言一言が，園児のみなさんの成長の

記録のようです。 

 グリーンカーテンの外と中での気温のグラフを記録しました。保育士の先生と園児のみなさん

が，気温を測定しながら「中のほうが涼しいね」などと会話するようすを，想像することができま

した。グリーンカーテンの効果も明らかになりましたね。園児のみなさんが，このグラフの意味

を理解するのはむずかしいと思いますが， 保育士の先生とのやりとりは，きっとなにかの役に

立つことでしょう！ 

来年もグリーンカーテンを育ててほしいと思いました。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

高岡市では，市をあげてグリーンカーテンで環境啓発のための事業を推進していますね。毎年，各保育園での取り組みの「壁

新聞」をみるのは楽しみのひとつです。市で「壁新聞」の形式が統一されていますが，その中でも各保育園のカラーが出てきて

おもしろい活動だと思います。全体的なお話になってしまうかもしれませんが，工夫すると良い点をいくつか記しておきましょう。 

壁新聞の視点からでは，“見出し”を工夫してはどうでしょうか。保育園名が目立つより，スローガンに書かれている内容の“見

出し”のほうが読み手には効果的です。壁新聞では“見出し”につづいて“リード文”が書かれます。保育園の紹介や活動の内

容などの“リード文”があると，読みやすいと感じました。検討してみてください。 

それから，理科の研究の視点になってしましますが，その点からひとつコメントします。グリーンカーテンの内外の気温の記録

が，素晴らしいと思います。7，8 月はゴーヤのおかげで，内側のほうが涼しいことが，確実なデータとして示されました。このデ

ータを 5，6 月も記録してはどうでしょうか？「ゴーヤが小さいときは，内外での温度差がなかったけど，ゴーヤが大きくなるにつ

れて効果が大きくなってきた」というような記録がとれるかもしれません。 

ちょっと工夫してはどうでしょうか？ 

 

富山県高岡市 伏木スマイル エコクラブ 

壁新聞のタイトル：伏木保育園       16-08 幼児 

 

伏木スマイル♥エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
伏木スマイルエコクラブのみなさん、こんにちは！まだ、字を教わっていないと思うので、サポーターの方に読ん

でもらってください。 

壁新聞の右上のゴーヤカーテンの絵は、とてもいいですね。14 人全員が自分のことを描いたのでしょうか。楽し

そうな顔にかけていますね。みんなが毎日水をやり育てたゴーヤの葉と濃い緑の実がよくわかります。熟しては

じけた実の中の赤い種が、目だっています。夏の暑い時に、よくがんばりましたね。ごくろうさま！ 

緑のカーテンのあるところと、ないところでは暑さがちがいますね。だれが、どうやって温度を測りましたか？根

気よく３カ月間表に赤丸と青丸をつけてくれました。ゴーヤカーテンがあると、暑さが少しだけ下がることがわかり

ましたね。黄色い花が咲いて、小さな実がなって、だんだん大きくなりました。大きくなるとどのくらいかな？きゅう

り、さつまいも、とうもろこし、形が似ている野菜で言うとどれかな？ 

大きくなるのを待ち過ぎると、黄色くなって食べられなくなりますね。いつ採るかむずかしいですね。お家へ持ち

帰って、ゴーヤチャーハンを作ってもらったお友達がいました。他の人はどうやって食べたかな？やっぱり、チャ

ンプルーかな。苦くて食べなかった人はいないかな。 

実は、師範も毎年ゴーヤを居間の前に植えています。だからみんなのやっていることはよく分かりますよ。伏木保育園のカーテンの方が葉っぱがいっぱ

いあるようです。リースにボンドで何を付けましたか？リースは保育園にかざったのかな？ 

お店で売られている野菜も、作る人のお世話でできています。食べる時に、そういった人たち（農家）の、苦労も考えて、感謝の気持ちで食べるとい

いですね。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ゴーヤを緑のカーテンにした保育園児との活動を写真と適確な気温測定で克明に追った状況がよく分かる新聞になっています。新聞は、とてもきれ

いにまとめられています。つまり、園児たちと一緒に行った活動を、サポーターのみなさんがまとめたと思います。 

5 月末から 9 月までの長い間、ごくろうさまです。日曜、祭日を除き気温を測定しています。毎日、何時頃測りましたか？カーテンは、太陽光を遮るも

のですから、晴れた日はカーテンのあり、なしの気温差が大きくなるはずですが、なかなか予想通りにはなってくれませんね。でも、全体を眺めてみ

ると青点が低くなっているのがわかります。一番葉が茂っているのは、写真から判断すると７月でしょうか？ 

実の収穫が終わってから、リースを作ったそうですが、できれば出来あがったリースの写真が欲しかったですね。葉っぱは順番に枯れていきます

し、つるはネットに絡みついているので、取るのに手間もかかりむずかしいのではないかと思いました。 

熟すと黄色くなってしまうことも経験しましたね。じぶんが育てた収穫物を食べてみるのは、とてもよい経験ですね。植物を大切にする気持ちを育む

と思います。生産者への感謝の気持ちも生まれるでしょう。小さい時から植物を観察し、育てる体験はとても良いプログラムと思います。 



 

富山県高岡市 エコじょうず！かクラブ 

壁新聞のタイトル：定塚保育園       16-14 幼児 

 

エコじょうず！かクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

定塚保育園のエコクラブですが、面白いクラブ名を付けていますね。定塚と上

手をかけているのかな。 

まいとしグリーンカーテンをつくっているので、ことしもなえがとどくのをたのしみ

にしていたのですね。 

みなさんのうれしそうなようすがかべしんぶんからもつたわります。 

しゃしんをみると、おおきくてりっぱなグリーンカーテンができましたね。また、ゴ

ーヤのおおきさなど、こまかいところもよくかんさつしているなとおもいます。か

れたゴーヤのつるでリースをつくったのは、すてきなくふうですね。 

ゴーヤをさいだいげんにつかうことができたとおもいます。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

応募用紙には、グリーンカーテンだけでなく、牛乳パックの回収活動もしている

とありました。そちらについても、壁新聞に書いてみたりすると、活動が発展して

いってとても良いと思います。 

 

富山県高岡市 国吉光徳エコレンジャークラブ 

壁新聞のタイトル：広げよう みんなに優しいグリーンカーテン！大きなゴーヤになあれ！！       16-04 幼児 

 

国吉光徳エコレンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

今年もりっぱなみどりのカーテンを育ててくれてありがとう！おっきいゴーヤ

に細いゴーヤ、なんと、お友達の腕くらい長くて、もしかしたらお友達の腕よ

り太いくらいのゴーヤも育ちましたね。すごいぞ！！ 

これは、みんなが種まきから初めて、毎日の水やりをいっしょうけんめいや

ってくれたからだね。ありがとう。 

今年は、アブラムシがついてたいへんだったんだって？みんなのそだてたゴ

ーヤがりっぱでおいしそうで、アブラムシにとってもごちそうだったんだね。 

それでも、アブラムシにたべられてはたいへんだから、地域のやさい作り名

人のおばあちゃんにおしえてもらって、やっつけることができてよかった！ 

作り方をおしえてもらうのもすてきだけど、地域のおじいちゃんおばあちゃん

に元気パワーのゴーヤのおすそわけもいいですね。そうやって、みんながと

りくんでいることを、地域のひとにも知ってもらって、おいしいものはみんなで

分け合っていただく、すごくいいな、とおもいました。 

ひとりひとりのメッセージもあって、おっきいゴーヤができたことや、アブラム

シのこともわかりました。みんながゴーヤのことがだいすきなんだってことが

伝わってきましたよ。 

来年もりっぱなゴーヤが育つといいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなでげんきにゴーヤづくりにとりくんでいることがよくつたわってきまし

た。スローガンの「ひろげよう」がちいきへのひろがりやつながりにもなってい

てとってもいいなとおもいました。これからもげんきにとりくんでください。 



 

富山県高岡市 はんにゃの すまいる エコキッズ☆ 

壁新聞のタイトル：みどりいっぱい！笑顔いっぱい！       16-13 幼児 

 

はんにゃのスマイル エコキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

写真がおおく、どんなことをしていたかがよくわかる新聞ができましたね。グリー

ンカーテンはことしで 3 年目ということで、みなさんにもおなじみのものになって

きたのではないですか。こういう活動はながくつづけることでいろいろなことがわ

かってくるものです。なので、来年もぜひつづけてくださいね。 

ゴーヤをそだてるには、種をまくだけではなく、まいにちのかんりなど、ときには

たいへんだな、とおもうこともあるかもしれませんが、おおきくなっていくゴーヤ

をみたり、しゅうかくしたゴーヤをたべたりとたのしみもおおいものですよね。ら

いねんもうまくできるでしょうか？ らいねんのしんぶんもたのしみにしていま

す。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

3 年目を迎えサポーターの方もだいぶ慣れてきたのではないでしょうか。ゴーヤ

の世話を通した子どもたちの成長を見る楽しみも多いことだと思います。 

来年度 4 年目を迎えるにあたっては、今までの活動に、その年独自の活動（ス

ペシャル）みたいなものを加えられるとより発展性があるのではないでしょうか。

今後も末永い活動を期待しています。このような活動が地域全体に波及してい

くことを期待しています。 

 

富山県高岡市 しょうとくエコレンジャー 

壁新聞のタイトル：みんなにありがとう       16-16 幼児 

 

しょうとくエコレンジャーズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

しょうとくエコレンジャーズのみなさんは、ゴーヤをそだてて グリーンカーテンをつくったことを かべ

しんぶんで ほうこくしてくれました。おんどのきろくも ３かげつも はかってあって、すごい！ 

まいにち みずやりなど みんなできょうりょくして がんばったから、ゴーヤもおおきく せいちょうしま

したね。おはなのかずも、さいしょは９こ だったのに、３２こにふえたんですね。ほかにも、ゴーヤって

バナナみたいに まがっているとか、オレンジゴーヤのなかの あかいたねを みて さわってみたり

など、いろんなことを かんさつして はっけんできましたね。 

ゴーヤをたべた かんそうも かいてくれています。みんなでたべると おいしいですね。ゴーヤは ちょっとにがいですが、あつ

いなつを げんきにすごすための えいようがはいっているんですよ。 

みなさんの にがおえや、ゴーヤのえも、とってもステキです！ これからも いろんなことに ちょうせんして たのしくあそんで 

くださいね。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

水やりも温度測定もですが、継続して取り組むこと、そして、見て・触って・味わってと、五感をしっかり使っての活動をされてい

らっしゃるところが、とても素敵ですね。 

自然や人など様々な物事にありがとうという感謝の気持ちを持てる子どもたちは、自分も相手も大切にすることができるんでし

ょうね。ゴーヤを育てるということ以外の毎日の生活の中でも、工夫して気を使っていらっしゃるのだろうな、と思いました。 

３ヶ月もの間、継続して温度測定されたこと、本当にすごいと思います。ただ、グリーンカーテンのある・なしで、温度があまり変

わらなかった日も多かったようです。温度計の場所の問題かもしれませんが、暑い夏はできれば少しでも涼しくすごせるように

できればと思います。窓の外に、すだれやシェードなど日差しを遮るものを設置して、その外側にゴーヤ用のネットを張る（つま

り、シェードとゴーヤの二重にする）と、ゴーヤの葉っぱが生長する前からしっかり日差しを遮ることができます。窓の配置やゴ

ーヤの成長スピードなどを考えながら、一度ご検討ください。 

五感をしっかり使って楽しみながらの活動は、子どもたちにとって、本当に良い体験だと思います。これからも、ぜひ楽しい活動

を続けてくださいね！ 



 

富山県高岡市 といでエコレンジャー 

壁新聞のタイトル：わくわく！！どきどき！！といでエコレンジャーのゴーヤカーテンづくり       16-11 幼児 

 

といでエコレンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

といでエコレンジャーのみなさん、こんにちは。 

あついなつといえば、やっぱりゴーヤカーテンですね！とても りっぱに そだち

ましたね。 

ただ そだてるだけでなく、おんどの きろくも したのですね。ほとんどのひで、

ゴーヤカーテンがあるほうが すずしいことが わかったのは だいはっけんだ

ね！じっさいに やってみないと わからないこともあるので、ナイスちょうせんで

した！ 

みんなで みずやりもがんばったから、きっとゴーヤチップスはおいしかったでし

ょうね。わたしもたべてみたいな～と おもいました！ 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

とても上手にまとまった、読みやすい壁新聞でした。子どもたちのゴーヤに対す

る印象がそれぞれ違って面白いな、と思いました。 

今回、なぜゴーヤカーテンに取り組もうと思ったのか、を意識できるとより良い

壁新聞になると感じました。なぜ今ゴーヤカーテンが必要なのかを、子どもたち

が理解することが出来れば、より活動に気合いが入ったり、地球のために頑張

ろうという気持ちになるのでは無いかと思います。その時に感じたことが、壁新

聞から読み取れると、読み手の私たちの心にもグッと届くかもしれません。 

ぜひまた壁新聞を作ってみてくださいね！ 

 

富山県高岡市 おおたはまっこクラブ 

壁新聞のタイトル：ゴーヤのカーテン宇宙まで！       16-06 幼児 

 

おおたはまっこくらぶのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

おおたはまっこくらぶの 14 名めいのメンバーが５月  がつから 8 月 がつまで、グリーンカ

ーテンを一生いっしょうけんめいお世話 せわしたことがよく伝わっつた  てきます。みんな

に１本ほんずつゴーヤができたときの写真しゃしんは、みんなうれしそうですね。また、育て

そだ たゴーヤをしっかりみて、上手じょうずに絵えにかけましたね。オレンジのゴーヤの絵

えもあるけど、食べた てみた人ひとはいるかな。ゴーヤが少しすこ オレンジになったとき

に、サラダにしてみたら、苦みにが が少なくすく  なっている場合ばあいがあるよ。さらに

はじけて、赤いあか 種たねがとれたら、赤いあか ゼリー状じょうの所ところを食べるた  

と、とっても甘くあま なっているよ。ゴーヤの食べた 方かたで、ゴーヤチップの作り方つく 

かたがくわしく書かか れているので、わたしも今年ことしの夏なつためしてみよう、と思いお

も ました。チップにしてもお味あじはやっぱりにがいのかな。 

 それから、お天気 てんきとグリーンカーテンがあるところ、ないところでの気温きおんをし

らべたグラフがありますが、毎日まいにちきちんとしらべられましたね。おてんきのよい日ひ、

そして７月しちがつのゴーヤのはっぱが青々あおあおとしげっているときは、だいたい気温き

おんが２度どくらい涼しくすず  なっているのがよくわかります。ゴーヤカーテンがしっかりお

日ひさまのあつさをブロックしてくれているのですね。 

? 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

グリーンカーテンのあるところ、ないところの気温と毎日のお天気しらべは、毎日きろくするのは大変だったと思います。保育園

の先生がてつだってくれたのかな。 グラフを作ってみたあと、どんなことを感じたのでしょうか。 

8 月のおてんきのよい日のきろくは、ゴーヤカーテンのあるところとないところの差がほとんどありません。それは、どうしてなの

かな。保育園にかよっているみんなには、まだむずしいかもしれないけど、きおんを毎日がんばってしらべたのだから、先生と

いっしょに「どうしてかな」と考えて、その考えたことをしんぶんにかいてほしかったな。 

それから、ゴーヤカーテンのほかにも、なにかエコのかつどうはしていないのかな。そのあたりがもっと知りたいなあ、ともかん

じました。 



 

富山県高岡市 戸出西部保育園 エコクラブ 

壁新聞のタイトル：クールでいいじゃん！！ゴーヤでいいことしょうまいけ       16-01 幼児 

 

グリーンエコキッズ by 戸出西部のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みんなでゴーヤをうえて、そだてたんですね。まいにち、つるがのびていったり、はなをさかせたり、ゴーヤがお

おきくなっていくのがたのしみだったでしょう。人のこどもがおとなになるように、ゴーヤもそだっておおきくなって

いくことがわかったかな？はながさいたらムシもきますよ。タネもできるんですよ。 

おじさんもゴーヤをそだてています。たくさんおいしくたべてますよ。 

なつはたくさんのみずをやらないとかれてしまいます。でも、やりすぎてもだめなんですよ。 

みんなのかべしんぶんをみて、かんしんしたのは、まいにち、おんどをはかったんですね。 

５がつから９がつまでがんばりましたね。 

ゴーヤのおおきさやおもさもしらべたみたいですが、おなじようにみえても、いろんなかたちやおおきさのゴーヤ

があってふしぎですね。おじさんは、ゴーヤをたべるのもだいすきですよ。 

タマゴといためてたべるとおいしいですよ。たいようのひかりをいっぱいあびたゴーヤはえいようたっぷりでおい

しいです。これからも、こどもエコクラブのかつどうやおうちでも、グリーンカーテンをつくったり、そだてたやさいを

たいせつにあじわってください。 

あついなつも、ゴーヤをそだてたり、うちみずをするとすずしくなるし、おいしいやさいがたべられたらいいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ゴーヤのトンネルのなかのおんどが、すこしひくくてすずしいことがわかりましたね。 

すごいなあ。ゴーヤのトンネルがあるとどうしてすずしいのかな？またみんなでかんがえてみてね。 

しょくぶつをそだてたりかんさつをしたり、たべたりして、しっかりしらべてまたかべしんぶんにしてぜんこくのこどもエコクラブのおともだちに、みんな

のかつどうをおしえてください。 

むずかしかったところやくろうしたところやみんながはっけんしたことも、またかべしんぶんでおしえてください。たのしみにまってます。 

 

☆★サポーターの方へ★☆ 

植物を苗から育てること、毎日、観察すること、記録をまとめることは苦労することも多いと思います。しかし、土に触れ、植物や生きものを観察しな

がら世話をすることはとても大切な経験だと思います。 

一人では中々継続できないことも、みんなですると更に気づきや喜びも大きくなると思います。 

みんなで楽しみながら、これからも是非とも継続してください。子ども達にとって難しいところや上手く行かなかったところも、子どもたちと一緒に考え

記録したら更に素晴らしい活動になるなあと楽しみです。 

これからも、子ども達とエコ活動やこどもエコクラブの活動を楽しんでください。 

 

富山県高岡市 たてほクラブ ECO－ズ 

壁新聞のタイトル：立野保育所       16-09 幼児 

 

たてほクラブ ECOーズ！！のみなさんへ 
師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みんなでゴーヤを楽しく育てたことが伝わってくる新聞です。 

毎日の水やりとかんさつをとおして、ゴーヤがあっという間に背より高く成長して、花がさい

て、実がつくまでの変化を観察することができて、よい経験ができたと思います。 

ゴーヤを収かくしたら、ゴーヤマークをはるのはいいアイデアです。目に見える形で表す

と、パッとみてみんなに分かりやすいだけでなく、次にゴーヤマークをはるのが楽しみにな

るものです。 

収かくしたゴーヤはみんなの家庭でおいしく食べたようですね。味覚も楽しめたようで、五

感を使ってゴーヤのさいばいを楽しんでくれたことが分かりました。感想をみると、にがくて

びっくりした子もいるようですが、それもきちょうな経験です。 

五感の中には“ふれる”感覚としてしょっ角もありますが、葉っぱ、つる、花や実をさわって

みましたか？どんな感じがするか、こんどぜひ教えてくださいね。 

７月、８月、９月と長い間、温度をきろくしてくれてありがとうございます。日々のデータはき

ちょうです。天気が晴れでないときに、グリーンカーテンがない場所の方がある場所より温

度が低い日があります。グリーンカーテンがある場合とない場合で同じ場所の温度ははか

れませんから、どんな場所の温度をはかったのか、記録表にイラストがあったりするといい

かもしれません。 

３年目もゴーヤとのふれあいを楽しんでそだててください。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ゴーヤのにおいは豆みたいなにおいがしたのですね。においは人それぞれ感じかたがちがうものですが、きゅう覚を使って植物とふ

れ合うのはとてもいいことです。 

植物でにおいというと、花の香りをそうぞうするかもしれませんが、葉をもむとにおいがするしゅるいがたくさんあります。 

身近なものではドクダミ、ヨモギ、クスノキなどです。きっといつもさんぽする近所にもあると思いますので、見つけたらぜひにおいをか

いでみてください。 



 

富山県高岡市 いしつつみエコクラブ 

壁新聞のタイトル：グリーンカーテンニュース       16-05 幼児 

 

いしつつみエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

いしつつみエコクラブのみなさん、こんにちは。みんなは、いろんなことを、やりましたね！ 

みずをちゃんとあげて、ゴーヤをそだてたこと。 

みんなのしんちょうより、たかくなったこと。 

ゴーヤがたくさんできて、びっくりしたこと。 

たべてみたら、にがかったこと。 

ぜんぶが、おもいでになったとおもいます。 

そのことは、じつは、たのしいだけでなく、とってもエコなんです！ 

おおきくなっても、たのしいエコをみつけて、やってみてくださいね！ 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

とても大きく立派に育ちましたね！そして、最大で 4℃差とグリーンカーテンとして

の機能も果たしていますね。エアコンを 4℃下げた事と同じだと考えると、非常に効

果が高いと思います。 

私の働いている施設でも、5～6 月にゴーヤの種の植え付けをして、持ち帰って育

てるイベントを行いましたが、参加してくれた 1 人の幼稚園の女の子がほぼ毎日、

成長を写真に撮って見せに来てくれるようになりました。ゴーヤを育て始めてから

いろいろなお話をする中で、だんだんと植物や自然に興味を持って様々な事を吸

収し、ゴーヤに負けないくらいぐんぐん急成長している様子を見せもらっている最

中です。何かを育てるという事は、やはり環境にも教育にも良いと、私も改めて感

じる事が出来たので、これからもいろいろな物を育てながら、園児のみなさんの興

味・関心を伸ばしていってあげて下さい。 

 

富山県高岡市 のむらエコクラブ 

壁新聞のタイトル：大きくなーれ！のむらのゴーヤ～グリーンカーテン～       16-10 幼児 

 

のむらエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ゴーヤの壁新聞（かべしんぶん）をつくってくれて、ありがとう!!! ５月（がつ）から

８月（がつ）までの成長記録（せいちょうきろく）がすべてよくわかるすばらしい壁

新聞（かべしんぶん）です!!! みんなよりも、ちいさかったゴーヤの苗（なえ）があ

っというまにみんなよりおおきくなったね。 

ゴーヤのはっぱでおへやがすずしくなってよかったね。９月（がつ）のおんどきろ

くひょうをみればよくわかります。 

また、みんなでたべたゴーヤチップスもおいしそうだね。みんなが毎日（まいに

ち）の水（みず）やりをいっしょうけんめいにがんばったからだね。おつかれさ

ま!!!ゴーヤのにおいやにがさは、ゴーヤのはっぱをたべる虫（むし）などからじ

ぶんをまもるためのものだよ。 

つぎの壁新聞（かべしんぶん）では、みんなが冬（ふゆ）につくったゴーヤのつる

のリースをみてみたいな。みんなんもゴーヤのようにげんきにおおきくなって

ね!!! 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

つぎの壁新聞（かべしんぶん）では、ゴーヤがまいつきなんこしゅうかくできたか

のきろくがあるといいな。 

こんどはみんなでたくさんのゴーヤをしゅうかくできるようにくふうするとたのしく

なるかもね。 

おおきくなったゴーヤをつかってやさいジュースをつくったり、またゴーヤのあか

いたねはあまく、ジュースにすればけんこうにいいそうですよ。ちょうりしさんに

そうだんして、チャレンジしてくださいね。 



 

富山県高岡市 万葉なかよしグリーンキッズ 

壁新聞のタイトル：万葉なかよし保育園       16-12 幼児 

 

万葉なかよしグリーンキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この壁新聞では，ゴーヤで作ったグリーンカーテンの成長記録を報告してくれまし

た。18 人のクラブ員と 23 名のサポーターの大きなクラブの４ヶ月の成長記録で

す。科学的な観察もしていて，ゴーヤのグリーンカーテンのある所とないところの気

温を毎日測定して，折れ線グラフでまとめてくれました。７月中旬からはこのカーテ

ンのあるなしで気温差が大きくなっていることに気が付くと思います。子供たちの似

顔絵と感想文は 18 人のクラブ員が絵と文字をかいてくれたのでしょうか，元気な

活動を楽しんでいる表情がとてもいいですね。特に中央のゴーヤマンが面白い表

情をしています。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

このプログラムは市内のたくさんの保育園でも毎年取り上げられているテーマで，

すっかり広まっていると思いますが，壁新聞では実際にゴーヤの苦みについてど

んな印象だったのか，ふみ込んで書かれたことがないと思います。 

ゴーヤの佃煮を作ってもらい，味見をしていますね。苦みはあるけれど食べたらお

いしいことに気が付いて，うれしそうに食べたというのを読んでもっとうれしく思いま

した。味覚の中でも苦みはおうちでもなかなか体験できる味ではありません。 

これを佃煮で体験できたのはすばらしいことと思いました。大人でないとこのような

体験はできませんが，子どものうちにゴーヤで体験できたことは貴重です。さらに，

ゴーヤの切り口や種，色などにも興味をもって観察し，発見を友だちと伝え合うな

ど，交流もすばらしいものです。 

 

富山県高岡市 第二エコキッズ 

壁新聞のタイトル：ゴーヤーパワーで地球を守れ       16-07 幼児 

 

第二エコキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

だいにエコキッズのみなさんは、はじめてエコクラブに さんかしてくれました。すてきな かべしん

ぶんを ありがとう！すてきな ゴーヤのみどりのカーテンが できましたね 

。みんなが みずまきなどがんばって ゴーヤをそだてたから ですね。 

ゴーヤのつるが とても ながくなることや、はっぱがおおきくなること、ゴーヤのみのいろが みどり

からきいろに かわることなど、たくさんのことを はっけんしてくれました。２８センチもの ゴーヤが

できたんですね。おおきいなあ！ 

みなさんは ゴーヤをたべましたか？ どんなあじでしたか？ またぜひ おしえてくださいね。 

これからも いきものを たいせつにしたり、おともだちとなかよく、たのしく げんきいっぱい あそん

でくださいね。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

子どもたちが頑張ってゴーヤを育てている様子が、写真から伝わってきました。ゴーヤくん・ゴーヤちゃんも親しみやす

いですね。ゴーヤコンテストで長さに注目するなど、子どもたちが興味をもって取り組めるよう工夫されていらっしゃると

ころが、とてもステキだと思います。 

ところで、温度記録を見ると、グリーンカーテンのある・なしで、あまり気温が変わらなかったようです。温度計の場所の

問題かもしれませんが、窓の高さや葉っぱの成長度合いによっては、思ったように涼しくする効果が出ないこともありま

す。グリーンカーテン以外にも部屋を涼しくする工夫を追加でされても良いかもしれません。窓の外に、すだれやシェー

ドなど日差しを遮るものを設置して、その外側にゴーヤ用のネットを張る（つまり、シェードとゴーヤの二重にする）と、ゴ

ーヤの葉っぱが生長する前からしっかり日差しを遮ることができます。そんな方法もあるということで、一度ご検討くださ

い。 

ゴーヤカーテンなどで部屋を涼しくする工夫をすることで、楽しみながら（冷房等の）省エネにつながること。そして地球

を守るということは、結局は自分たち人間にとっても良い環境になるということ。これからも、楽しい工夫をしながら、子

どもたちに伝えていただければと思います。 



 

富山県高岡市 スマイル第三！！ 

壁新聞のタイトル：第三ゴーヤマン       16-15 幼児 

 

第三ゴーヤマンズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

スローガンのとおり、まいにち水やりがんばったね。ありがとう！まいにち水やりをがんばっていたのに、葉っぱがくろくなってき

て、かれてしまいそうになって心配だったね。でも、花をつけたときにはうれしかったね。植物の生きるための強さ（生命力）もか

んじ取ることができたとおもいます。いい体験ができました。 

みんながまいにち、いっしょうけんめい水やりをしながら、ゴーヤのようすをみていてくれたから病気になったことにも気づいた

し、元気になってきたこともわかったね。そういった変化に気づく「目」をもっていることはとっても大切なことだとおもいます。み

んなはそんな気づく目をもっていますね。すごい！ 

気づく目といえば、収穫しなかったらゴーヤがあかくなったことを発見していますね。

ゴーヤはどうしてあかくなったんだろう。こんど先生に聞いてみるといいね。おうちの

人にも聞いてみようかな？そうやって、わからないことはしらべてみるのもたのしい

よ。 

ひとり１本ずつゴーヤを持ち帰ることができるくらいたくさんのゴーヤが育てよかった。 

来年もたのしくみどりのカーテンを育てられるといいね。がんばって！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

どんどんつるがのびて、みどりのカーテンもおおきくなったんだよね。 

どう？カーテンのかげになったところはすずしくなったでしょうか？グラフを

みてもちがいがわかりづらいけど、それはまだおおきくなるまえだからか

な。 

「みどりのカーテン」としてのゴーヤはどうだったのか、きづきがかかれてい

るとよかったかな、ました。 

 

福井県あわら市 細呂木米 調査隊 

壁新聞のタイトル：ぼく・わたしたちのふるさと 観音川を守る 2015       フェス参加辞退 18-01 

 

細呂木小学校のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

細呂木小学校５年生のみなさん、こんにちは！ 

みんなの観音川の水質調査の結果を分かりやすくまとめてくれました。 

クラブ結成から日も浅いのでたいへんだったのではないですか？初めて行った調

査でむずかしいことはありませんでしたか？水のきれいさの調査項目をどのように

選んだのでしょうか。 

じぶんの住んでいる街を流れる川は、いつもきれいだといいですね。 

水質調査のあとで、むかしはどうだったのか「聞き取り調査」をやりましたね。数値

ではわからないけれど、なんとなく今より水がきれいだったことがわかりましたね。

このように時間の経過とともにどのように変化したか調べることは、大切な方法で

す。時系列変化といいます。50 年前は経済の高度成長期、30 年前は高度成長が

終わるころです。 

現在の川は、その当時よりよごれているのでしょうか？それとも・・・・。50～30 年前

とどこがちがうでしょうか？ごみはありますか？ワカサギ釣りはできますか？魚は

たくさんいますか？ホタルは飛んでいますか？川底は見えますか？水質データも

必要ですが、現在に川のようすを目で見た感じも書いてほしかったです。 

 



 

 細呂木米 調査隊 

壁新聞のタイトル：ぼく・わたしたちのふるさと 観音川を守る 2015        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

＜わかったこと＞の中にちょっと気になる記述があります。「川をよごす原因は、家庭から出る生活排水である。」という結論になっていますが、今回

の調査から分かったのでしょうか？水質調査の結果は、「観音川はそんなによごれていない。透明度もある生き物も住んでいた。」と書いてありま

す。師範が調べたところ、あわら市の下水道普及率は、90．8％です。（平成 26 年末）家庭排水を直接観音川に流しているところがありましたか？油

などの混じった台所の排水、せっけん・シャンプーを流した水がそのまま川に流れたら、水質調査の結果はもっと悪くなるのではないでしょうか？

2010 年こども環境白書のデータがはりつけてありますね。そこには、ＢＯＤの 70％が生活雑排水から来ていることが示されています。たしかに下水

道の整備されていない地域では、生活排水やし尿が川に流されていることもあります。さいわい観音川は、水質調査ではとてもきれいでした。観音

川の水をよごさないようにしたいという気持ちは大切だと思います。「川の水を守るためにぼくたち、わたしたちができることの５項目は、どれも正しく

重要なことですが、観音川にあてはまるのですか？（下水処理場の負荷を少なくする効果はとても大きいのでいいことですよ。） 

川はばが広げられたのは、洪水対策ではないでしょうか？大雨の時に、川の水があふれるのを防ぐためです。なぜあふれるようになったかは、考え

てみてください。 

じぶんで計って見たり、観察したりした結果をもとに、判断する習慣をつけましょう。 

師範の見方が間違っていたら、ごめんなさい。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

現地を見ないで、壁新聞の記事だけを読んで子どもたちへの講評を書きました。 

ちょっと辛口のコメントもしましたので、以下に理由を述べます。 

①昔の観音川の水がきれいという結論は、どこから導きましたか？ 

②魚が減ってしまったのですか？魚が減る原因は、水の汚れだけではありません。水量や水温も影響します。川幅が広がっていますし。 

③下水普及率は、地方都市としては高いです。家庭排水が直接観音川へ放流されているとは考えにくいと思いますが、いかがでしょうか？ 

調査などの結果から、つぎの活動へつなげる部分に少し飛躍があるように感じました。 

というのは、子どもたちからのメッセージには、「水は透き通っていて、・・・においもしない、・・・川の中に魚がたくさんいて、自然が豊かなんだ・・・」と

書いてあります。 

壁新聞の＜わかったこと＞の記述とずれがありますね。 

現状観察から問題点を導き出して、その原因を探り、対策を立てて実行していくという一連の過程を子どもたちに、考えてもらうことが良いと思いま

す。 

 

山梨県甲府市 和泉エコクラブ 

壁新聞のタイトル：山梨エコエコ新聞       19-01 

 

和泉エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

和泉エコクラブさんの壁新聞は、見た瞬間みんなが楽しんで壁新聞を作った

んだろうなと感じました。折り紙の切絵をはって夏の雰囲気を出したり、果物

の形などに切った画用紙をはったりして、それぞれの活動について写真と文

書が読みやすくするなど、レイアウトに工夫があっていいてすね。毎日の活動

でもエコ活動を取り入れているし、夏休みにはたくさんの自然観察や体験もし

ている様子がよく分かります。 

とりわけ、ごみを減らすために手作りおやつを自分たちで考えて作っていると

ころがすごい。外から買ってきたおやつだと、どうしても袋や箱に入っているの

で、分別やリサイクルしても、どうしてもごみになるものが出てくるもの。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いろいろな活動をしていることは分かるけれど、それぞれの活動について、も

っと詳しく知りたいなあ、とまず感じました。たとえば、裏山の観察では、「季節

によって変わる山」って書いてあるけど、どんなところから季節によって変わる

ことが分かるのだろう、ともっと知りたくなります。 

夏の観察でも同じことで、とりわけ私が興味をもったのは、「山梨の淡水魚」に

ついてです。どんなお魚が山梨にはいるんだろう、とここも詳しく知りたいなあ

なんて思いました。 

お城の見学でも、昔の人の暑さや冬の寒さに対する城作りの工夫を学んだみ

たいだけと、具体的にどんな工夫を知ったのかな、とここも気になるところ。 

今の人たちがまねすることができる工夫はあるのかな、なんてことも知りたく

なってきます。次号を作るときは、いくつかの活動にテーマをしぼって、その活

動について詳しく紹介する記事を作ってみてはどうでしょう。 



 

岐阜県飛騨市 一般社団法人飛騨シューレ 

壁新聞のタイトル：①鉛筆かべしんぶん、②一日のエコ新聞       21-01（代表）、21-02 全 2 枚 

 

一般社団法人 飛騨シューレ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

えんぴつのことを調べてくれたんですね。ありがとう。新聞のあちこちにたくさ

ん書かれた「えんぴつくん」たち。どれもかわいく書かれていていいですね。

これらのイラスト、私は大好きになりましたよ。みなさんはえんぴつや文房具

がとっても好きなんだろうなって思いました。 

えんぴつの持ち方や、えんぴつのれきしも大事ですが、エコクラブのメンバ

ーとしてはやはり「環境にやさしいこと」について考えて欲しい、ということで、

「みじかくなったえんぴつのいかしかた」というのは、身近なところからのエ

コ、とても大切な活動だなとおもいました。ほじょじくをつけたり、キャップを使

うことで、持ちやすくなって使えることをおしえてくれました。ありがとう。大切

に最後まで使い切ることがだいじだなーって思うので、とてもいいことを書い

てくれてあるなあ、と思いました。 

この頃は、シャープペンシルを使う人が増えて、えんぴつを使う人が少なくなったのかな、とも思えますが、みなさんのまわりでは

えんぴつの人が多いでしょうか。 

実はわたしもえんぴつが大好きです。小さくなったえんぴつは、２本のえんぴつのけずってないところどうしをくっつけて、どちら

からも使えるえんぴつにして使っていました。最後の２ｃｍくらいになったものは外の木の部分（じくの木でできた部分）を取りの

ぞき、しんだけにして、コンパスのえんぴつとして使ったりもしましたよ。えんぴつを最後までちゃんと使い切ってあげるというこ

とからはじまる、ものを大切にする心をこれからも持ち続けていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞に書かれた文字が小さくて、読むのにとても苦労してしまいました。えんぴつ新聞ですから、えんぴつで書きたかったか

もしれませんね。でも、壁新聞としてたくさんのみなさんに見てもらうには、やはりしっかりとわかりやすく書くということも大事で

すね。色えんぴつのしんのことや、えんぴつのもちかたのことを書いてくれているくらいの文字で書かれているといいな、と思い

ました。次回は挑戦してみてくださいね。絵が上手なみなさんですから、すてきな新聞になると思います。がんばって！ 

 

 

岐阜県飛騨市 一般社団法人飛騨シューレ 

壁新聞のタイトル：①鉛筆かべしんぶん、②一日のエコ新聞        

 

一般社団法人 飛騨シューレ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

一日エコ新聞とは、なかなかいいところに目をつけましたね。例えば電気の使用量の変化や、水の使

用量の変化などのように、１か月、１年と取り組むことで成果がみえてくることがあります。でもこの壁

新聞で紹介してくれたように、気軽にさっそくやってみる、今日一日やってみたらいい、ということもあり

ますよね。この気づきがいいですね。何もしないより、少しでもやってみたほうがぜったいいいですよ

ね。ここでまとめてくれている内容はまさにそれ！難しいことばかりではなく、気軽にできるっていうの

がいいな、と思いました。 

それで、一日でどんなことができるのかというと、まずは朝、顔を洗うのにせんめんきにいれた水を使う

という方法。私もそうですが、ついつい流しっぱなしで洗ってしまいます。すると、顔をごしごししている

間は水がただただ流れていることになります。これは確かに水がもったいないですよね。水をためて洗

う、いい提案です。もうひとつは、ご飯を残さずに食べること。ご飯を残すということは、作るためにかか

った手間や、料理するときのエネルギーがむだになってしまったことになります。そして、みなさんがい

うとおり、ちゃんと食べれば食べ物をそまつにせずにすみますね。 

同じように、昼、夜と取り組めば、二倍も三倍も出てしまっただろうむだがなくなるということになります。環境にやさしい活動だと

思いました。これからも、できることから取り組み、続けていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

例えば、せんめんきに水を入れて顔を洗うのと、流しっぱなしで洗うのではどのくらい水の使用量がちがうでしょうか。石けんで

手を洗うとき、出しっぱなしにした時と、止めて洗った時では、使った量はどのくらいちがうでしょうか。そんな実験をしてみるの

もいいかな、と思いました。それを１日にかんさんするとどのくらいのちがいがでるか、そのままの計算で１カ月ではどうなるの

か。実際にやってはないけど、やったらどんなにいいか、数字でわかってきたりします。継続して取り組めない分、そんな実験も

おもしろいかも！と思います。そして、その実験をもとに、次は本当に一週間、一カ月と続けてみましょう。そうやって続けていき

ながら、実際にはどのくらい成果があったのか、とか、どんな変化があったのかなど、確認しながら継続していく活動につなげて

いってくれたらいいなと思います。 



 

静岡県静岡市 清水イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：静岡の資源と太陽のつながり       22-01、22-02（推薦） 全 2 枚 

 
イオン清水チアーズクラブ A の新聞を書いてくれたのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

テーマである太陽と森のつながりについて、体験したことと、新しく学んだことがていねいにしっかり書かれ

ています。書く前に、しっかり文章を考えていますね。伝えたいことがよく伝わる文章だと思いますよ。 

太陽は当たり前のように存在しているので、普段はありがたみを感じることが少ないですね。でも壁新聞

にあるように、太陽のおかげで昼夜があり、季節があります。植物は光合成をすることができます。それに

よって、森も育つし動物も生きていけます。みなさんの壁新聞を読むと、それがよくわかりますね。「つなが

り」を実感する力は、環境問題について考えるときにとても重要な力だと私は思っています。今回の活動と

壁新聞のテーマは、その力を高めることができたのではないでしょうか。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

元気な森を育てるために、今回みなさんは間伐などに挑戦しました。他に、家や学校で取り組めることも考えてみるといいですね。間

伐した木で CD ケースを作っていますが、これはとてもいいヒントです。間伐した木でできた物を買ったり使ったりすることで、間接的に

元気な森を育てることにつながります。読んだ人にもすぐ取り組めることも書くと、エコがもっと広まりますね。 

  

イオン清水チアーズクラブ B の新聞を書いてくれたのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この壁新聞では、地元、静岡の資源と太陽のつながりについて書かれています。こちらも体験したことや感

想がていねいに書かれていて、とてもわかりやすいです。また、どの写真もみなさんが積極的に活動してい

る様子が伝わりますね。三保の松原には、松がたくさんありますね。枯れ松葉が 13 袋分も集まったのです

ね。みなさんがんばって集めましたね。自然のものだから、そのままでもいいのかなと思っていましたが、拾

った方が松にも良いことは、私も新しく知りました。 

サマーキャンプでは、地元の魅力を再発見できたのではないでしょうか。かつお節は、一見すると森とは関

係ないのかな、と思いますが、いぶすときに木を使っているのですね。海と森の両方のめぐみでできるごち

そうですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

クラブのメンバーは 100 人ほどだそうですが、みんなでなかよく協力して活動している様子が伝わります。地域の方やサポーターの

みなさんとも協力して、これからもがんばって活動してほしいと思います。 

 

静岡県三島市 三島本町チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：①三島自然ガイド②太陽のちから・ひみつ       22-07、22-08 

 

イオン三島本町チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この壁新聞は、マックスバリュ三島本町チアーズクラブのみなさんが、三島の自然

についてまとめてくれています。カラフルで見ごたえのある、ステキな壁新聞にしあ

がっていますね。イラストをたくさん描いてあり、とても分かりやすいです。みなさ

ん、絵が上手ですね。 

三島には自然がたくさんですね。三島梅花藻という水草、楽寿園、源兵衛川など、

魅力的なポイントが分かりやすいです。また、この地域では富士山からの伏流水

が自然の豊かさと関係していることも良くわかりました。 

みなさんはとてもステキな地域で活動されているんですね。私も三島に行きたくな

りました！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

すでに完成度の高い壁新聞ですが、さらなるレベルアップを目指すならば、次のようなことにも注意してみてください。 

活動をした日にちを書く 

三島梅花藻の保護整備のお手伝いをしたり、色々な生き物や植物を観察した活動をもとに、壁新聞の記事を書いてくれている

と思います。その活動をした日にちが書いてあると、その生き物を発見できる季節はいつ頃なのかなどもわかりますし、みなさ

んの活動記録にもなり、とても良いと思います。 

感想を付け足す 

写真や文章、イラストなどで、活動内容がとても良くわかります。ここに、みなさんが「これはすごい！」と思った事や、「他の人

にもこうしてほしいなあ」と感じたことが書いてあると、もっといいですね。壁新聞を読む人の心に、みなさんの気持ちが伝わって

いくと思います。 

これからも三島の自然の中で、楽しく元気に活動してくださいね！ 

 



 

静岡県三島市 三島本町チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：①三島自然ガイド②太陽のちから・ひみつ        

 

イオン三島本町チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この壁新聞は、マックスバリュ三島本町チアーズクラブのみなさんが、箱根ビジターセンターや箱根の里で学習したことをまと

めてくれています。特に、私たち生き物にはなくてはならない「太陽」について、わかりやすく書いてくれています。 

太陽の温度や大きさなど、太陽そのものについてだけでなく、私たちとの関係についても書いてくれているところが良いですね

（冬至が 2 月となっていますが、きっと 12 月の「1」が抜けてしまっているのかな？確認してくださいね）。他にも、箱根の山の形

成についてなど、面白い内容がわかりやすくまとめてあり、大人でも見ごたえがあります。 

こちらもイラストがとても上手ですね。わかりやすくなるよう工夫されていて、とっても素敵な壁新聞です。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

こんなことも書いてあるといいな、と思ったことがあるので、これからの参考にしてく

ださい。 

・見学に行った日にち 

・学習して、みなさんが特にびっくりしたことや、面白かったことは何か 

・みなさんの感想 

太陽から地球には、光という形でエネルギーが届いています。その光が当たると植

物が光合成をして生長し、植物を動物が食べ・・・という風に、太陽がなければ地球

上の多くの生き物は存在することができなくなってしまいますね。 

また、昼間に太陽の光が地球に当たって熱になり地球上が温まります。夜にその

熱の一部が宇宙へ逃げていくことで、地球上は生き物が暮らすのにちょうどよい温

度になっています。でも最近は、二酸化炭素などの温室効果ガスが増えて、熱が

宇宙へ逃げにくくなってしまい、少しずつ温暖化が進んできています。 

ちょっとむずかしいかもしれませんが、そういうことも知った上で、二酸化炭素などが少なくなる省エネなどについても考えてもら

えるとうれしく思います。太陽は遠いところにありますが、みなさんが壁新聞に書いてくださっているように「絶対必要な存在」で

すね。身の回りの事だけでなく、宇宙空間の太陽のことも学習しているみなさんの活動、とてもステキだと思います。これからも

ぜひ楽しみながら活動してくださいね。 

 

静岡県三島市 三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告 1 班～4 班       22-03、22-04、22-05、22-06 全 4 枚 

 

三島市環境探偵団①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

大きな文字で新聞の名前を書いているところなどは元気なこどもたちの声が聞こえてくるようです。写

真を切りぬいてはりつりける作業はこどもたちが楽しそうに作業をしたと想像（そうぞう）ができます。

新聞タイトル下には新聞つくりに参加したこどもたち全員の名前がかかれていて、記事の中には感想

文がまとめてあります。この感想文はみんなで話し合ってかいたのでしょうか？それとも代表者の感

想ですか？こんな大勢（おおぜい）で実験をしたときなどは感想文をみんなで相談して決めるといい

ですね。 

また、登山体験では，標高が高くなると空気が薄くなることに気が付いていますから、もう一歩ふみこ

んで、登山道に生きている植物やコケなどが標高が高くなるとどのように変わっていくか、あるいは足

元の石や土の色や形がどのように変わっていくか、これも観察するとおもしろいですよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

この壁新聞（かべしんぶん）では，新聞タイトルも記事の本文の文字もおなじ太さで書かれていますね。ふつうの新聞はどのよ

うになっているか、よく見て下さい。大きな文字ほど太い線で書かれ、新聞記事の本文は細い線で小さく書かれていることに気

が付きましたか？これを、まねすればいいのです。いままで優秀（ゆうしゅう）な成績（せいせき）をおさめた壁新聞もこのルール

で書いていることが多いです。 

例えば新聞の名前は 8 文字ですので、箱書きで一行、太いマーカーで書きます。本文は四角い場所にきちんとおさめるために

字数を数え、えんぴつと定規（じょうぎ）で字数分のマス目をかいて、一字一字ていねいに書きこみます。このとき注意したいの

は、文字の大きさをそろえて書くことです。きれいに書けるといいのですが、むしろていねいに書くように努力すれば、きれいに

仕上がり、きっと上位入賞できます。もうひとつ、「温暖化推員」が来て発電の実験をしてくれたと思いますが、正しくは「地球温

暖化（おんだんか）防止（ぼうし）活動（かつどう）推進員（すいしんいん）」です。全国で通用（つうよう）する名前ですので正しく書

きましょう。静岡県には 140 名ほどいますので、出前授業（じゅぎょう）などをおねがいして下さい。 

 



 

静岡県三島市 三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告 1 班～4 班        

 

三島市環境探偵団②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

これも 10 人の仲間で壁新聞を作っています。活動内容（ないよう）は富士（ふ

じ）登山、風力発電見学の 2 つだけですが、どちらも感想文がのっています。富

士登山では 5 合目でとてもすずしかった、植物が少なかった、とても空気がうす

くてつかれやすかったなどなど地上とはちがう身体が反応（はんのう）をしてい

ることに気がついています。風力発電では羽根の重さや長さ、回転する音にも

おどろいている様子が伝わってきます。このような感動を大切にして記録して下

さい。そうすれば体験になりますよ。 

新聞タイトルの下には参加したこども達の名前が書かれていて、壁新聞つくりを

楽しんでいる様子が目にうかびます。富士登山の記事では写真が山道のよう

にゆるやかなカーブをえがいて配置されています。これとは別に風力発電で

は、写真をまん中において活動内容と感想が区分けして書かれています。これ

はデザイン的にもすぐれたものと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

この班（はん）も 1 班と同じで、タイトルの文字が細いように感じました。新聞名称（めいしょう）、中見出し、小見出しとメリハリの

ある大きさの文字をかくとすっきりすると思います。手書きの文字が右にながれてかたむいているのは読みにくいと思いますの

で、この時はえんぴつと定規（じょうぎ）でマス目をかいてマーカーで字を書きこんだらていねいにえんぴつ線を消して下さい。そう

するときれいに仕上がります。また、子ども達の名前が空を舞（ま）っているようにうかんでいるのは美しいと思いましたが、やは

り 1 カ所に同じ位の大きさの文字でまとめて書いておかないとわかりにくいと思います。 

 

 

静岡県三島市 三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告 1 班～4 班        

 

三島市環境探偵団③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

三島市環境探偵団の第 3 作目です。一言コメントは②とおなじになりそうで

すが、コメントしてみましょう。この班（はん）は電池作りと風車見学，少しだ

けどミックス古紙と緑のカーテンにも勉強のあとがありますね。風車では実

際（じっさい）に動いているものを見学して，騒音（そうおん）やバードストライ

クなどむずかしい言葉も覚えましたね。いろいろな実験などをしたあとで，感

想文を書くのはとても良い習慣（しゅうかん）ですので続けて下さい。もう一つ

太田川河口（かこう）周辺ではわたり鳥の中継点（ちゅうけいてん）にもなっ

ていることも覚えて下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

この新聞も同じグループですので，ゴシドウがよくにたものになりました。この班（はん）も②と同じで、タイトルの文字が細いよう

に感じました。新聞名称（めいしょう）、中見出し、小見出しとメリハリのある大きさの文字をかくとすっきりすると思います。きれ

いに大きな文字，小さな文字をどのようにして書くのかは上の②のゴシドウを見て下さい。まだ経験（けいけん）があさいスタッフ

は，部分編集などを応援（おうえん）したり，壁新聞のタイトルの文字を作ったりします。写真のとなりの説明文，小見出しと感想

本文などは，すでに①・および②で説明してきたとおりです。切りぬいた写真がどのような場面を写したものなのか，すこしわか

りにくくなっているとおもいます。初めて見た人にわかるように，写真の説明をていねいに書きましょう。それと子どもたちの名前

が書かれていなかったようですね。 

 



 

静岡県三島市 三島市環境探偵団 

壁新聞のタイトル：環境探偵団 活動報告 1 班～4 班        

 

三島市環境探偵団④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

これで 4 つの出身の同じ壁新聞を講評（こうひょう）したことになります。この

壁新聞は壁新聞らしくないところがあって，ポスターのようにみえますね。身近

な自然とエネルギー学習の成果をまとめています。メンバーの名前も壁新聞

のタイトルも出来栄えは他の 3 つとよくにていますね。感想文は 2 か所でまと

めてあり，よくにた書き方をしているので，わかりやすい工夫になっています。

身近な自然は写真でみじかい解説（かいせつ）があるともっと理解（りかい）が

深まったかもしれません。地元にいるとこのような自然の大切さがわかりにく

いのですが，もっとじまんしてもいいのではないでしょうか。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

写真が少しだけ左上がりにはりつけているのがわかりますか？気が付いたのは記事の文章がぎゃくに右上がりに書かれてい

るからです。これは読む人がつかれますね。これをふせぐためには定規（じょうぎ）とえんぴつで前もって真っ直ぐな線を引いて

おくことです。また，いままでの３つとはちがって，せせらぎルートの地図が掲載（けいさい）されていますが，さっぱり地図が読

めません。こんな時は地図を下敷（したじ）きにしてもう少しかんたんな地図に作りかえ，地図を中心にしてそれぞれ身近な自然

が地図のどこにあったのか，引き出し線で写真とつなぐとわかりやすくなりますね。みんなと同じ勉強をしても壁新聞にするとき

には，みんなとちがっていてもかまわないんですよ。いろいろな工夫をして他にはないとくちょうのある壁新聞をかんがえてくれ

るとうれしいですね。説明も自然だけでなく，歴史や文化にも手をひろげてかくと，いよいよ本格派（ほんかくは）ですね。がんば

ってみましょう。 

 

静岡県富士市 愛鷹アースレンジャー 

壁新聞のタイトル：ハコネサンショウウオ       22-11 

 

愛鷹アースレンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ハコネサンショウウオは 2010 年代以降、細かく分類されてきています。

まだまだわからないことも多い貴重なサンショウウオです。 

毎年調査をしているようですが、このような継続した取り組みが後になっ

てとても貴重なデータになるかもしれません。新聞にも書かれていました

が「きれいな水流じゃないと生活できない」ハコネサンショウウオがこれか

らもすみ続けられるように、赤渕川が今の状態であるように見守り続けて

いってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞の最後に「地域の人達にも協力をしてほしい」とありましたが、では

地域の人にどのような協力をしてもらえればこれからもハコネサンショウ

ウオを守り続けることができるでしょうか？ 

僕たちはこういうことをしていくので、みなさんはこのように協力してほし

いと呼びかけるのもいいのではないかと思います。次はそのような新聞

を期待して待っています。 



 

静岡県富士市 原田湧水クラブ 

壁新聞のタイトル：きらわれものも使えるよ！       22-09 

 

原田湧水クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

私の住んでいる東京でも河川敷などでセイタカアワダチソウが増えてしま

い、在来の植物を追いやっている場所が増えています。すっかり嫌われも

のとなってしまっています。世間では嫌われものとされている「セイタカアワ

ダチソウ」「クズ」「ヨモギ」のいいところをさがそうと言う考え方がすばらしく

思います。なぜその植物がここにあるのか、どのような目的で持ってこられ

たのか、いろいろ調べるうちに見えてくるものがあるでしょう。 

どんな生物にもいいところがあると言う点に目をつけたのは秀逸だと言え

ますね。今後もこのような視点での観察を続けていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

私が所属している NPO では、冬にクズ等の植物を用いてかごつくりの講

座を行っています。昔の人はそうやって利用していたのですね。嫌われも

のとされる植物にも利用法があることがわかりました。ただ、世間の人は

知らないことが多いのではないでしょうか。そこで、次の新聞では、ぜひく

わしい利用法を写真入りで説明してもらえればと思います。とてもよいこと

なので、ぜひ全国に広めてほしいものです。 

 

静岡県富士市 元吉原自然学校 

壁新聞のタイトル：元吉原は自然遊び素材の宝庫       22-14 

 

元吉原自然学校のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

元吉原自然学校のみなさん、こんにちは。 

イラストや写真をたくさん使っていて、とても読みやすい壁新聞でした！ 

タイトル通り、元吉原には自然遊びの素材がたくさんあるんだね。ムクロジの

実でシャボン玉遊びや、押し花など、とっても楽しそうだね。マテバシイのドン

グリはクラフトに向いているそうだけど、どんなのが出来そうかな？（私は、ド

ングリのコマ、ドングリカレンダー、絵を描くことを思い付いたよ♪） 

もし、面白いアイディアを思い付いたら、ぜひ壁新聞に書いてみてね！これか

らも、面白い遊びを提供してくれる自然を大切にしてね！みんなと、どうやった

ら大切に出来るかも考えてみよう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成、お疲れ様でした。イラストや写真を使って、上手に見やすくま

とまっている壁新聞です。 

元吉原は、たくさんの自然にかこまれ、たくさんの自然とふれ合える、とてもす

てきな場所ですね。そんな場所を、これからもなくさずに大切にしていくため

に、自分たちにはどんなことが出来るでしょうか。 

たとえば、近所の人や学校にいる人にプログラムを実施してみたり、ごみ拾い

をしたり…。みんなで話し合えば、もっとたくさんの良いアイディアが出てくると

思います。ぜひ、そのアイディアを実践し、その結果どうなったかをまとめる

と、今回とはまた別に、新たな気付きや発見があって面白いかもしれません。

ぜひまた、壁新聞に挑戦してみてくださいね♪ 



 

静岡県富士市 青葉台児童クラブ 

壁新聞のタイトル：青葉台児童クラブ eco への取り組み       22-15 

 

青葉台児童クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

青葉台児童クラブのみなさん、こんにちは。 

「二酸化炭素をへらす活動」をテーマに、地球温暖化についてとてもよく調べられていま

すね。 

まとめにもあるように、二酸化炭素をへらすことは、とても大切です。みんなで話し合え

ば、きっと今出ているアイディア以外にも、もっと多くの良い意見が出ると思います。そ

の中から 1 つでも多くの活動に取り組むこと、それから、1 人でも多くの人にそのことを

伝え、地球温暖化をストップ出来たら良いですね。 

私も、なるべく省エネな生活を心がけています。生ごみはミミズコンポストに入れたり、き

ちんと分別したり、出かける時はコンセントを抜いてから出かけたりします。これからも、

地球温暖化を防止できるようなアイディアをたくさん考えてみてほしいな、と思います。

良いアイディアはぜひ壁新聞で教えてね♪ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成、お疲れ様でした。 

1 人 1 人が、地球温暖化についてきちんと考えられているんだな、と伝わる壁新聞でした。きっと指導されている方や保護者の

方がすばらしい教育をしているのでしょう。 

すばらしい活動の中で、今回は世界中で起きている様々な異変を知ることが出来たと思います。次は、より身近な環境に目を

向けてみてはいかがでしょうか。例えば、家の中で二酸化炭素を出すものは何があるか、一番多く出すものと少ないものは何

か、どんな生活をしたら二酸化炭素はへるのかなどです。また、温暖化の影響により、タイではスーパー台風が襲来したり、オ

ーストラリアやブラジルでは干ばつの被害があるが、日本や静岡県富士市ではどんな影響があるかを調べてみても面白いか

もしれません。 

地球温暖化をストップできるよう、これからも応援しています！ 

 

静岡県富士市 吉小わんぱくエコクラブ 

壁新聞のタイトル：吉小わんぱくエコクラブ       22-10 

 

吉小わんぱくエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

たくさんの写真で、クラブのみんなの笑顔がいっぱい！にぎやかな壁新聞ができました。みん

なの楽しい気持ちが伝わってきましたよ。いいですね。クラブのみなさんは好奇心いっぱいな

のですね。知りたいこと、やりたいことがあるんだよ！ということが大きな文字で書かれてい

て、ぐっと伝わってくる壁新聞ができました。 

リサイクルでは、アルミ缶や、牛乳パックが大変身しました。捨ててしまったらただのゴミになっ

てしまうけど、リサイクル工作でこうして何かに生まれ変わらせることができたら楽しいですよ

ね。工作しているとき、出来上がったとき、とっても楽しかったと思います。 

「ダックス食ん太君」というのは、ダンボールで生ごみをたい肥に するもののことでしょうか？

市の方に来ていただいて作り方を教えてもらったんですね。みんなでわいわい楽しみながら、

力をあわせて活動している様子、いい なあと思いました。新しいことを知ることは、どんなこと

もわくわくするよね。エコクラブの活動では、このワクワクがとっても大事です。楽しい活動にな

りま したね。 

ゴーヤのカーテンは大きく育ったようでよかった。お友達の笑顔がいいですね。この笑顔を見たら楽しかったということがすぐに

わかりました。 

これからも、みんなの好奇心で「知りたいこと」「やりたいこと」におおいに挑戦していってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

今回の新聞では、楽しく取り組んできたことがぎっしりと写真で紹介されていました。この活動をするきっかけになった新聞が小

さくはられています。この部分、とてもだいじだなあと思いました。みんなの笑顔もすてきで見たいですが、そんな中にも雨水を

ためて有効利用することや、古着のリサイクルのことなどももう少し大きくして、紹介してもらえるとよかったな、と思います。 

それから、ほかのクラブのみんなにも伝えていることなのですが、それぞれの活動をどうしてやろうと思ったのかというきっか

け、そして、やってみてどうだったのかという感想、そういうことがとっても重要だと思うので、新聞の中にわかるように書いても

らえるといいな、と思いました。次は、そんなメッセージも楽しみにしています。 



 

静岡県富士市 広見こどもパークレンジャー 

壁新聞のタイトル：広見こどもパークレンジャー 活動内容紹介       22-12 

 

広見こどもパークレンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

広見こどもパークレンジャーのみなさん、こんにちは。 

地元に、こんなにたくさんの自然を楽しめるところがあるなんて、うらやまし

いです。みんなは、花かんむりやバラの手入れ、クイズラリー、虫の観察、

出張パークレンジャーなど、いろいろな自然や生きものにふれて、とても楽

しそうだね♪ 

タイトル通り、みんなは地元を愛することを忘れないで、たくさんの自然を

感じて、守っていってほしいな、と思います。 

また、違う自然の楽しみ方を発見したときは、ぜひ壁新聞に書いて教えて

ね！楽しみにしています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成、お疲れ様でした。 

自然の多い場所がへっている中で、これだけたくさんの体験が出来ること

は、とてもすばらしいと思います。ぜひ、守っていきたいですね。 

たくさん体験をしているので、その体験のエコなポイントや、環境とのつな

がり、テーマ（たとえば、なぜ花かんむりを作ったのか、それをすることで環

境とはどうつながるのか）等が分かると、より面白い壁新聞になるのでは、

と感じました。また、子どもたちがそれを考えるのが少しむずかしければ、

子どもたちの体験した感想が記載してあるだけでもグッと心にひびくものに

なるのではないでしょうか。その時に感じた事を文字に起こすことで、「地

元を愛する心を忘れない」という大きいテーマにつながると思います。 

  
 

静岡県富士市 伝法エコ丸隊 

壁新聞のタイトル：伝法小大いちょうと仲間たち 

 

伝法エコ丸隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

 

伝法エコ丸隊のみなさん、こんにちは。 

伝法小には木が 54 種るいもあるんだね！私の住んでいる東京の小学校には、あ

まり多くの木はありません。サクラの木（ソメイヨシノ）が 1 種るいという学校もある

んですよ。 

伝法小にある木の実や葉っぱを使って遊んだことは、とっても良いアイディアです

ね。壁新聞に書いてある遊び方以外にも、自然遊びはたくさんあります。たとえば、

紙の下に葉っぱを置いて色えんぴつでこすり出しをしたり、葉っぱの大きさ比べをし

たり、紅葉した葉っぱを使って葉っぱしりとりをしたり、木の幹に紙をおいてスタンプ

をしたり（樹拓）…少し考えただけでもたくさんの遊び方が思いつくね！ 

これからも、たくさん自然遊びをしてみてね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

 

壁新聞の作成、お疲れ様でした。身近なところに、これだけ多くの木があると、たくさんの方法で自然とふれ合えて、子ど

もたちにとって良い経験となるのではないでしょうか。 

木についてたくさん調べていることが分かるすばらしい壁新聞でした。次は、木の周りの環境（日向や日陰、方角で成長

に差があるのか、どんな土に生えているのか、虫や鳥や土壌生物などの生きものがいるか、等）にも注目して観察をした

ら、いつも通っている学校でも、今まで知らなかった面白い発見があるかもしれません。 

自然がへっていると言われている中で、これだけたくさんの種類の木がある場所を、ぜひこれからも大切に守っていって

ください。子どもたちと、どうやったら今ある環境を守れるのかも考えてみると良いかもしれません。 



 

静岡県富士市 丘風の子クラブ 

壁新聞のタイトル：富士山を守れ 帰化植物調査       22-16、22-17 全 2 枚 

 

丘ガキ大将クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

壁新聞をみると、22-16 が調査（ちょうさ）編、22-17 が解析（かいせき）・考察（こうさ

つ）編ということがわかりましたので、連続してコメントしないと判らなくなる心配があり

ました。そこで、この 2 枚（まい）は一体としてコメントいたします。 

壁新聞の形はしているけれど、研究発表のようなスタイルになりましたね。その理由

がわかりますか？それは新聞の名前がなく、「〇〇を守れ」とポスターのようになって

いるからです。例えば、新聞の名称（めいしょう）を「富士山新聞」としましょう。今回の

特集記事は「在来（ざいらい）植物を守れ！」となりますね。さらに帰化植物とは？帰化

率（りつ）をくらべる、考察という順で説明すればわかりやすくなると思います。 

3 地点で在来植物と帰化植物が対立するように書かれていますが、帰化植物だらけの地点で帰化植物を退治（たいじ）すると、

そこには植物の全くない地面が残るだけになるでしょうね。この問題は人間の都合で帰化植物だけを悪者とするには無理があ

ると考えています。みなさんでその辺りのことをよく議論（ぎろん）してほしいものです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

子どもの自然観察で取り上げられる「ひっつき虫」というのを知っていますか？植物の種にとげや粘液（ねんえき）がついてい

て、人間のズボンや動物の毛に種を付けて遠くまで運んでもらうのをこのように表現（ひょうげん）しています。スズメが美味しそ

うな植物の種を食べ、消化できなかった種をふんと一緒（いっしょ）に排泄（はいせつ）することを鳥散布（とりさんぷ）という表現

をします。風散布（かぜさんぷ）、水散布（みずさんぷ）というのもあります。今回、調査（ちょうさ）で見つけた植物の種の散布（さ

んぷ）様式別にまとめるともっといろんなことがわかると思います。 

それと今回は種類数を比較（ひかく）することで帰化植物の侵入（しんにゅう）の程度（ていど）を評価（ひょうか）しましたが、どの

程度（ていど）の株数（かぶすう）で、どの程度の地表をおおっているか、これも大切な情報（じょうほう）です。植物社会学という

学問分野で「被度調査（ひどちょうさ）」という手法があります。ある特定の四角な地面を決めて 1 年間植物がどのように消長し

たのかを観察する方法です。どんな季節にどんな植物が登場するのか、植物出現（しゅつげん）カレンダーを作って解析（かい

せき）するのも面白いと思います。 



 

静岡県裾野市 裾野イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：太陽と自然（太陽と森のつながり）       22-18（推薦）、22-19 全 2 枚 

 

マックスバリュ裾野チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

タイトルがいいですね。最初にそれが目に入ってきます。新聞タイトルと

見出しのバランスが取れています。 

切りぬき写真の色合いがとても元気の良い色で好ましい印象を受けまし

た。「太陽がないと？……気持ちが下がる」には、思わず笑ってしまいま

した。 

ちょっとこまったのは、写真の近くに解説（かいせつ）文をのせてくれたの

ですが、小さくて読めません。いつもの身近な自然で観察している植物と

箱根で観察した植物はちがうと思いますので、少し整理・分類しておくと

わかりやすいのではないでしょうか。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

22-18 と 22-19 は同じ 17 名のメンバーが応募（おうぼ）してきたものです

ね。年間 7 回の自然観察会から「箱根の森に住む生き物や植物の観察」

などをまとめ、裾野（すその）と箱根の気温のちがいを流れこんでくる霧

（きり）で表現（ひょうげん）しているのは上手いと思いました。難点（なん

てん）は壁新聞らしい宣言（せんげん）がないことです。 

壁新聞中央の木の中にはり付けた種名は、現在（げんざい）生育してい

る木の名ですが、これから育っていく常緑樹（じょうりょくじゅ）、落葉樹（ら

くようじゅ）、広葉樹（こうようじゅ）などで分類して記載（きさい）してはいか

がですか。 

 

 

静岡県裾野市 裾野イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：太陽と自然（太陽と森のつながり）        

 

マックスバリュ裾野チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

これも 22-18 同様、すばらしい作戦の名前ですね。これを読んだだけでごみ問題と気付く

と思います。ごみをあちこち勝手にすてるのは、法律違反（ほうりついはん）です。自治体

ごとにすてる方法が決められていますので、自分の住んでいる自治体ではどのようなす

て方が正しいすて方なのか、壁新聞の真ん中の表のとなりに書き足してみると、正しい方

法をみんなで学ぶことができます。 

下半分の食育活動のブリ解体（かいたい）は面白そうですね。海のめぐみが山の植物の

栄養が海に運ばれて成り立っているという視点（してん）に気が付いたのはとても価値（か

ち）のあることです。文字のまちがいが 2 か所あります。ドコサヘキサエンサン→ドコサヘ

キサエン酸（さん）、エイコサペンタエンサン→エイコサペンタエン酸（さん）です。次回はち

ゃんと書きましょう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

世界文化遺産（いさん）に指定された富士山（ふじさん）が大型ごみのすて場になっているのは悲しいことです。みなさんにもどう

すればこのような「不法投棄（ふほうとうき）」がなくなるのか、考えてほしいと思いました。五合目の駐車場（ちゅうしゃじょう）に看

板（かんばん）を出す、すてられたごみを回収（かいしゅう）するキャンペーンを実施（じっし）する、企業（きぎょう）の社会貢献（こう

けん）活動の一つとして駐車場（ちゅうしゃじょう）のゴミ拾い大会を開催（かいさい）する、などなどいろんなアイデアが出て来ませ

んか？まずはできる所からアイデアを実現（じつげん）したいものです。 

食育活動では、海も山も川もどれもが一体となって自然環境（かんきょう）を成り立たせていることに気が付いて下さい。つまり、

海のめぐみは森のめぐみであるということです。さすがに静岡ですね、本物のブリで魚の部位を勉強できるなんて、それほど自然

にめぐまれているからでしょうね。 



 

愛知県半田市 半田こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：半田エコマップ       23-03 

 

半田こどもエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

半田こどもエコクラブさんは平成 15 年から活動しているクラブです。私

も、全国フェスでみなさんの先輩と名刺交換をした覚えがあります。先輩

たちも、クラブのサポーターとして活動しているとのことで、大変うれしく

思いました。 

一つひとつの活動についても、やったこと・わかったこと・思ったことなど

が自分の言葉で書かれていますね。活動をしたあとで、きちんとふりかえ

りをしているから、このようにしっかり書けるのではないかなと思います。

これからもこの取り組みは続けてほしいなと思います。 

活動の継続で、トビハゼの数に変化が見られました。生き物が住み続け

ていくには、住みやすい環境が必要です。自然環境は一度悪くなってし

まうと、回復させるのには時間がかかります。みなさんのように続けて活

動することが大切だと思いますので、これからもがんばってほしいと思い

ます。継続は力なり、ですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんは歴史もあるクラブですので、自己紹介も書くといいですね。みなさんの先輩たちの代からがんばっているというのは、

地域の人にも嬉しいことだと思うので、ぜひアピールするといいと思います。また、一年間の活動のまとめや、次年度にやって

みたいことを書いてみると、ふりかえりにもなっていいと思いますよ。 

 

愛知県豊田市 ゴーウィングス 

壁新聞のタイトル：いっぽいっぽ新聞       23-02 

 

ゴーウィングスのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

一年間、充実した活動ができたことが、とてもよく伝わる壁新聞です。最初、ゴーウィングさ

んは人数の多いクラブかと思ったのですが、家族のクラブということで少し驚きました。地域

の講座に参加することでも、このようにまとめれば、中身の濃い壁新聞になりますね。ぜひ

他の家族クラブのみなさんも参考にしてほしいと思いました。 

色々な活動をしていて、いつも活動レポートもがんばって送ってくれていますね。でもその

中から、4 つにしぼって書いたのも良い工夫だと思います。選ぶのは難しかったかもです

が、わかりやすい壁新聞になりました。下に他の活動のタイトルだけ書いてあるのもいいと

思います。 

マンカラというゲームは初めて聞きました。遊び方が 100 種類以上あるというのはおもしろ

いです。みなさんの説明を読むと、ボード自体はとても単純なようですが、奥が深いゲーム

ですね。 

私は佐久島には行ったことがありませんが、近くの日間賀島には行ったことがあります。名

古屋からも近くて、のんびりしていて、とても気に入った島でした。近くの佐久島には、ごみ

が流れ着いているというので残念です。野外ではごみを捨てない、ごみが飛ばされないよう

にみんなで取り組んでいきたいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

花木園にはたくさんの生き物がいますが、近くの自然が少ない場所では、やはり生き物の種類は少ないのかな？ちょっとむず

かしいですが、調べてみると花木園の良さ、貴重さがもっとよくわかりますね。花木園にはいて、自然の少ない場所にはいない

生き物、というふうにしぼって調べてもいいと思いますよ。 

2016 年度は国際交流で世界にはばたく、という大きな目標が書いてありますので、また活動レポートや壁新聞での報告を楽し

みにしています。 



 

愛知県安城市 愛知県安城市立梨の里小学校 

壁新聞のタイトル：吹戸川をきれいにし隊       23-04 

 

安城市立梨の里小学校 4 年のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ステキな名前の学校だなぁと思って調べてみましたが、安城市では梨をたくさん

作っているそうですね。みなさんの学校の近くにも梨畑がたくさんあるのでしょう

か。 

毎年 4 年生が吹戸川の調査などの活動を行っているのですね。吹戸川の現状を

調べて、これからもっと川をよくするためにどうしたらいいいか考えて壁新聞にま

とめられています。 

川の生き物調査では、外来種も見つかっています。清掃活動では、たくさんのご

みが集まりましたね。ペットボトルやお菓子の袋など、生活の中から出るごみが

多かったようです。ごみがない川なら、みんなごみを捨てにくくなります。みなさん

の活動によって、今あるごみがなくなっただけでなく、これから捨てられるごみも

減ったと思いますよ。 

ごみは目に見える汚れとも言えますが、川の水そのものの汚れを減らすには、植

物を育てて栄養を使ってもらう方法があり、ヒメガマやアシを植えたのかなと思い

ます。これらの植物は、小さな生き物のすむ場所も作ってくれますね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんは吹戸川のどんなところが好きですか？「川の大切さ」や「いいところ」を、具体的に書いてみましょう。読む人にみなさん

の吹戸川を大切にしたい気持ちが伝わると思います。メンバーが 4 年生全員で 80 人ですから、「吹戸川を好きな理由」をランキ

ングにして書いても面白いと思います。 

また、「今計画していること」はクラブとしての計画で、具体的でとても良いと思います。さらに、みなさん一人ひとりが水を使う時

に、川を汚さないためにできることも考えて書いて、実行してほしいと思います。 

 

愛知県豊明市 豊明エコキッズ 

壁新聞のタイトル：豊明エコキッズ２０１５       23-01 

 

豊明エコキッズのみなさんへ 
師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

豊明エコキッズのみんなが作ってくれた壁新聞は、1 月から 12 月まで、そしてゴールする

すごろくのように月ごとに活動したことをまとめてくれたので、大変面白く、分かりやすい新

聞でしたよ。写真でみんなの活動がよく分かり、みんなが感じたことや発見したことが書い

てあり、とてもすばらしい新聞ですね。 

1 月は防災七草がゆということで、災害の時に備える活動になっています。昔は災害という

考えはなかったかもしれませんが、最近の日本各地で起こる災害を見ていると、いつかは

自分たちも災害に会うかも知れないので、大切な活動になっていますね。おひたしを作っ

たとのことですが、おかゆも作ったのでしょう。へー！タンポポは意外とおいしいのですね。 

2 月は広報活動で大根を売ったのですね。大根は冬のしゅんのやさいですから、おいしい

です。自分たちの畑で作った大根だったのでしょうね。いろんな人としゃべれたので楽しか

ったですか？物を売ったり、大人の人や自分より小さい人ともしゃべるという、とってもだい

じな経験をしたと思います。 

4 月は廃油せっけん作りです。表紙に書いてある“まって すてないで！”、その通りです

ね。ごみとして捨てないで、使えるものに変身します。作ったせっけんで実際に洗ってみる

経験もしました。ちゃんとよごれが落ちますね。でも、せっけんづくりは大変だったでしょう。

危険もあるので、とっても気を付けなければいけません。 

4 月は、皆瀬川の清掃と看板設置もやったのですね。川に誰かがごみを捨てるのでしょう。あるいは道などにあるごみが風に吹かれ

て川に落ちたのでしょう。ごみのない川って見たことないですね。せめてごみを捨てないでくださいということで看板を作ったのです

ね。みんなが看板を川のそばに立てているところを、多くの人が見ている中でやるようにすると、たぶん、さらに効果があるかと思いま

す。こどもたちががんばっているようすを見せることで効果があがるでしょう。 

7 月は大狭間湿地の観察会です。9 月にも大狭間湿地観察会をやりました。8 月には二村山自然観察会をやりました。豊明市は自然

がいっぱいあって、いいですねー。 

 

 



 

愛知県豊明市 豊明エコキッズ 

壁新聞のタイトル：豊明エコキッズ２０１５        

 
7 月はトンボを見つけました。メダカも見つけました。9 月には野原の花を見つけました。りすもいるなんて良いところですね。 

8 月の二村山では、虫さがしをしました。みんなの大好きなカブト虫もいましたね。とって家に持ち帰ったのですか？ムカデもいたよう

ですね。あんまり気持ちのいい虫ではありませんね。虫と鳥は仲良くしてほしいという気持ちはよく分かります。しかし、鳥は生きるた

めに虫をエサとして食べることもゆるしてあげてください。自然観察でだいじなことは、5 感：目で見る、耳で聞く、べろで味わう、はなで

においをかぐ、手でやわらかい、かたいなどを感じる、の 5 感をはたらかせることがだいじです。こんど、自然観察をした時は、目で見

ての感想だけでなく、耳やはななどで感じたことの感想も書くと良いと思います。 

8 月は、水質パトロール・清掃もやったのですね。川にはいってみたら、思ったより水がきれいで気持ちよかったので、魚とりも

やったようですね。いろいろな魚がとれましたということで、絵にかいてはってくれました。みんながかいてくれたのかな？じょう

ずですね。 

9 月はリサイクル施設を見学しました。鉄の量が多かったと書いてありましたが、アルミも多かっただろうと思います。自動はん

ばいきではアルミ缶が多く使われているようですね。もっと物を大切にしたいと書いてくれました。そのように思ったことは、どう

してだろう？そう思った理由を一つでも二つでも書いてくれるともっと良い見学会になると思います。自動はんばいきもごみとし

て出ていたのは、ビックリですね。でも今回の見学で、みんなが物を大切にしたいと思ったことが一番すばらしいことであり、私

もうれしいです。 

10 月いもほり、11 月はエコクッキングでピザを作りました。10 月に取ったいもでやきいもも作ったのですね。自分たちで最初か

ら料理をしたものは、とてもおいしかったと思います。表紙にはりつけてくれたピザのもけいが本物のようですばらしいです。意

外にダンボールにアルミはくを貼っただけで炭を入れて焼くことができるのですね。みんなが一生けんめい料理をしているとこ

ろやおいしそうに食べている写真もいい―ですね。やはり多くの人といっしょに食事をするとおいしいですよね。一つ、聞きたい

ことがあります。エコクッキングと書いてありますが、どういうところがエコなのでしょうか？ 

12 月にも清掃活動を行いました。きれいにしてあるところはごみが少なくて、草が多い所はごみが多いとは、どういうことです

か？その理由もみんなで考えてみてください。それが分かるとごみが少ないまちにするには、どうすれば良いかが分かると思

います。 

ゴールに書いてあるエコキッズの活動を多くの人に知ってもらい、豊明の自然やまちをきれいにして、さらにたくさんの人に伝え

て、ほかの人たちとも交流して、いっしょに活動したい、とってもすばらしい考えだと思います。 

がんばってください。来年もすばらしい壁新聞が来ることを期待しています。 

 

 

愛知県豊明市 豊明エコキッズ 

壁新聞のタイトル：豊明エコキッズ２０１５        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

5，6 月は、野菜づくりです。きゅうりやナスを作ったのですか？虫や病気の対策や雨が降らない時は水やりを欠かせません。

そして台風や大風の時は、支柱が 倒れたり傾いたりするので、その面倒も見なくてはいけません。 

実際にみんなのように畑作業をやってみると農家の人の大変さが分かります。野菜などを食べる 時に農家の人の大変さが頭

に浮かぶと、大事に食べ、残しては申し訳ないなーと思うでしょう。大切なことですね。 

それと虫などで穴が開くと売り物の商品にな らないということで、農薬などを使って虫が付かないようにもしています。でも、ち

ょっと考えてください。虫が食べる物は、人間が食べても害があるわけではありません。だったら、虫食いのある野菜でも食べら

れるはずです。無農薬の野菜は、虫食いがある可能性があります。これは私たちの食に対する考え方です。 曲がったキュウリ

は売り物にならない。虫食いの野菜は商品にならない、と農家の人が考えるのは、私たち消費者、野菜を買う人のせいではな

いでしょうか？農 薬は虫にも人間にも害があります。農薬を使わない野菜を食べるには、私たちが考えを変える必要がありま

す。 

こんなこともみんなで話し合いをしてみたらどうでしょうか？ 

 

☆★サポーターの方へ★☆ 

廃油せっけん作りでは、苛性ソーダを使っています。ご存じだと思いますが、硫酸や塩酸などの酸性の試薬と苛性ソーダのよう

なアルカリ性の試薬は、どちらが危険かと言うと、アルカリ性の試薬、特に苛性ソーダは極めて危険な試薬です。ですから劇薬

と書いてありま す。皮膚に付いた場合、硫酸などはすぐに洗えば大丈夫ですが、苛性ソーダは、皮膚に付くとすぐ皮膚が溶け

てしまい、水で洗っても跡が残ります。特に眼には いいた場合は悲劇です。従って、苛性ソーダなどの薬を使う場合は、メガネ

をかけることが絶対の条件です。写真を見るとこどもはメガネを掛けずに牛乳パック を振り混ぜていますが、もってのほかで

す！！できればこの危険な作業は、大人の人がやった方が良いと思います。牛乳パックでやることもお勧めではありません。

牛乳パックの内側はプラスチックの薄膜でコーティングされていますが、紙、パルプは苛性ソーダで溶けてしまうので、ちょっと

した穴が空いてたら、苛性 ソーダが漏れてきます。大変危険です。 



 

三重県四日市市 四日市尾平イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：お米ができるまで       24-03 24-04 24-05 

 

四日市尾平チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みんなでいねがどんなふうにそだっていくのか、かんさつをしたのですね。 

田うえからいねかりまで、いねがたいせつにそだてられていることがわかったとおもいます。 

なかなか、さいしょからさいごまでせわをしてかんさつできないから、みんながしらないことをたくさんみつけたとお

もいます。 

田うえのときは、どろどろになったでしょう。これからは、田んぼのことをおもいだして、お米はさいごのひとつぶまで

たいせつにたべてくださいね。しんぶんをみてかんしんしたことは、かかしをつくったり、なっとうをつくったり、もみが

らくん炭をつくったりしていたのでおどろきました。たのしかったでしょうね。  

ひとつひとつ、おもしろいかべしんぶんがかけそうです。 

これからも、こどもエコクラブやおうちでもお米ややさいやなっとうをたべるときは、田んぼのおてつだいをしたりか

んさつをしたことをおもいだしてくださいね。日本は、たべものをじぶんたちの国でじゅうぶんつくれない国ですか

ら、たべものをつくったり、たいせつにたべることをたくさんけいけんしてほしいほしいとおもいます。 

また、むずかしかったところやくろうしたところやみんながなにかはっけんしたことも、またかべしんぶんでぜんこく

のエコクラブのみんなやおとなの人にもおしえてください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなは、田んぼでほかに生きものをみつけませんでしたか？ 

田んぼはいねのほかにも。おたまじゃくしやカエル、カブトエビ、ホウネンエビ、タニシ、ヤゴなどたくさんの生きものを育てています。やくにたっている生きもの

がいることに気がついたかな？ 

のうかのみなさんがどんなにくろうをしているのかもきいてみてほしいです。 

ざっそうがおおきくなったり、あめやかぜのえいきょうでいねがたおれたりしませんでしたか？  

お米のたいせつさがよくわかったとおもいます。 

☆★サポーターさんへ★☆ 

植物を苗から育てること、毎日、観察すること、記録をまとめることは苦労することも多いと思います。しかし、土に触れ、植物や生きものを観察しながら世話

をすることはとても大切な経験だと思います。 

関連して加工品を作ってみたり、農業を更に深めたりと素晴らしい活動にチャレンジされていると思います。 

みんなですると更に気づきや喜びも大きくなると思います。 

食料自給率の低い日本では子どもたちが体験する機会はますます減ってくると思います。 

みんなで楽しみながら、これからも是非とも継続してください。子ども達にとって難しいところや上手く行かなかったところも、子どもたちと一緒に考え記録した

ら更に素晴らしい活動になるなあと楽しみです。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

 

 

三重県四日市市 四日市尾平イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：お米ができるまで        

 

四日市尾平チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
みんないろんなことをがんばってますね。 

草木染めをして自然の不思議をまなんだり、海岸の清掃をしたり、自然教室や自然再生活動にチャレンジした

りとたくさん活動しているのでおどろきました。ほかの団体と交流をするもの楽しそうですね。 

壁新聞も内容が一杯で、みんなも、書ききれないくらいたくさんのことを発見したり学んだと思います。 

今後ともコツコツと継続してくださいね。 

学んだり発見したことを街や学校でも発表できたらいいね。 

三重の海岸や東海３県の海岸の漂着ごみの問題にも取り組んでいるのを壁新聞で知って、大切な活動をしてい

るなと感心しました。 

おじさんも瀬戸内海の漂着ごみの問題や海外の漂着ごみの問題に少し関わっているけれど、世界中でプラスチ

ックのごみが増えています。クリーン作戦も大事だけれど、なにより捨てないこと、できるだけ使わないことが大

事だと言われています。みんなもこれからも取り組んでほしいと思います。 

夏休みの課題などでも、こどもエコクラブの活動で見つけたり学んだことを一人一人がまとめて発表するのもいいなあと、みんなの壁新聞をみてい

て感じました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

たくさんの人に、環境に興味を持ってもらうこと、みんなの取り組みを知ってもらうことも、地球を守っていくためにとても大切なことですからがんばっ

てください。 

また、むずかしかったところや苦労したところやみんなが何か発見したことも、どんどん壁新聞に紹介してくれたら日本中のこどもエコクラブの友だち

が読んでくれると思います。 

☆★サポーターさんへ★☆ 

多岐にわたったことを精力的に活動されていて素晴らしいと思います。 

EM 浄化作戦も頑張っていらっしゃいますね。微生物は自然界にもともといるものですから、効果の判定は難しく慎重に行うことが必要な場合がある

ようでわからないことも多いと言われています。 

サポーターの皆様も事務局の皆さんもデータを持ち寄って、将来の活動計画に生かしてください。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

 



 

三重県四日市市 四日市尾平イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：お米ができるまで        

 

四日市尾平チアーズクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
みんないろんなことをがんばってますね。 

田んぼの楽校、お茶摘み体験、大豆学習、植物自然観察会、伊勢湾海のクリーン作戦、鳥羽市答志

島清掃活動、三滝川植物・生きもの観察、浄化槽施設見学、赤とんぼ生態調査、田んぼの生き物調

査、麦わら活用学習、交流会とたくさん活動しているのでおどろきました。 

環境の問題は、おどろくほどいろいろ幅広いのです。少しずつ広げながら、そして続けて行くことが大

切です。 

特に面白かったり不思議だったり、もう一回やってみたい活動を、みんながみんなで意見を聞きながら

深める活動をしてほしいと思います。そして、みんなが経験したことを、街や学校でも発表できたらいい

なあと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動について、もっともっとみんなの感想や学んだこと、むずかしかったことなどを紹介してもらえたら、読み手のみなさんが興味を持

ってくれると思います。夏休みの課題などでも、こどもエコクラブの活動で見つけたり学んだことを一人一人がテーマを選んでまとめて

発表するのもいいなあと、みんなの壁新聞をみていて感じました。 

もっと、世の中のみんなに、活動したことを知らせてほしいと思います。 

たくさんの人に、環境に興味を持ってもらうこと、みんなの取り組みを知ってもらうことも、地球の環境をより良くするためにはとても大

切なことです。苦労したところやみんなが何か発見したことも、一番大事だと思ったことなどもまた壁新聞で教えてください。 

 

☆★サポーターさんへ★☆ 

多岐にわたったことを精力的に活動されていて素晴らしいと思います。サポーターの皆さんも準備や運営にご苦労されていることでし

ょう。植物にテーマを絞ったとのことですが、できれば、年ごとにもう少し絞って、壁新聞にまとめるのも全てでなくても、子ども達の一

番興味や学びがおおきかった事業をいくつか選んで深めてまとめるようにしたほうが、もっとみんなの活動を発展させると思います。 

全国のこどもエコクラブのモデルになるような事業を展開してください。これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでく

ださい。 

 

三重県四日市市 海蔵しぜんクラブ 

壁新聞のタイトル：①少年自然の家でのキャンプ②海蔵川生物調査!今回取った生物は…!       24-01 24-02 

 
海蔵しぜんクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

少年自然の家での一泊二日のキャンプでいろいろな体験をしたことが「すごろく」に順番にまとめられて、

めずらしく、楽しい壁新聞ですね。ありがとう!!! 

みんなといっしょにカヤックに乗ったり、カレーを作ったり、自然観察会でキノコを発見したり、木を切った

りしたことは、一人一人がなかよく、助けあってできたすばらしいチームワークのおかげだね。よくがんば

ったと思います。みんなで力を合わせてやることは、これからたくさんあるので、すばらしい経験をしまし

たね。カレーのご飯をたく時にどのようして火をおこしたか、キノコ以外はどのような植物があったか、木

を切る時ののこぎりの使い方など、もっとくわしく知りたくなりましたので、つぎの壁新聞をわくわくして楽

しみにして待っているよ!!! 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

次回の壁新聞ではそれぞれの活動でもう少しみんなの意見や感想があると、読者に少年自然の家での活動をもっとくわしくわかってもらえると思い

ます。たとえば、カヤックこぎかたやカレー作りでどのようなところが難しかったとか、大変だったとか、自然観察でどのような生きものたちいて、どの

ようして生きているかなどを、みんなといっしょに考えてみたらどうでしょうか。 

  

海蔵しぜんクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

海蔵川にはいろいろな生き物たちがいることにおどろきました。アユカケやウナギの絶滅危惧種もいるの

だね。まるで川の水族館のようです!!!今回の生物調査を、写真、絵そして感想でとてもうまくまとめられてい

るすばらしい壁新聞です!!!また、海蔵川の自然や環境を守るために、生物調査といっしょにゴミ拾いをやっ

ていることもとても大切なことですね。みんなのこのような努力によって海蔵川がきれいになり、たくさんの

生き物たちが元気に住むことできるのだね。ありがとう!!! 

このように身近な海蔵川のことや生き物たちのことをみんなが知れば知るほどもっと親しみが出て来ると

思うよ。最後に、うみくらさんの協力に対して感謝の気持ちを忘れないでね！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

海蔵川にはいろいろな種類の貴重な生き物がたくさんいるので、これから年 2 回の生物調査をする時に、このような自然のなかまのことについて、

どのような生き物をどこで発見して、どのくらいいたかなどの報告してくれたら、海蔵川の自然や環境を守るためのみんなの活動の結果がよくわか

り、その活動を続けてくれるお友だちにも大切なデータになると思います。 

次回の壁新聞を楽しみに待っているよ!!! 



 

三重県鈴鹿市 鈴鹿イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：大豆の旅       24-06 24-07 

 

イオン鈴鹿チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

デザインがとてもインパクトのある新聞で、大豆のあれこれを「大豆の旅」というタイトルにし

たのはおもしろいと思います。小見出しを「大豆を植える」「みそぐら見学」…と大きな字で書

いてあるのでどんなことをしたのか読む人にもすぐに分かります。記事が絵の中にうめこん

であるので、記事のさかいがどこか分かるような工夫をするともっと見やすくなると思います。 

大豆ができるまでの様子をイラストとともに描いてくれてあり、さらにイラストに日にち（7/19、

9/27…）を書いてくれたことで、体験にもとづいた分かりやすい内容になっています。 

大豆の収かくは、はさみを使って１本 1 本根本が刈り取ったのですね。かたい豆になってサ

ヤが割れるじきになると、ポロポロと畑に豆が落ちてしまいそうです。乾燥する少し前に刈り

取るのでしょうが、畑のすべての枝豆が同じ状態とは思えないのできっと絶妙のタイミングが

あるのでしょう。 

そして、豆ふ作り、納豆作り、みそぐら見学を楽しく体験できたようすが伝わってきました。これらの食品は、英語でも TOFU、

NATTO、MISO と同じです。日本の代表的な食品であり、昔から大豆が日本人の生活に関わっていたことが分かります。ふだ

んお店に並んでいる大豆、おみそがどんな環境でどのように作られているのかを知る貴重な体験ができたと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

畑の草とりの写真をみて、雑草の量の多さにびっくりしました。草とりはどのくらいの日にちをあけて何回くらいするのでしょう？

どのくらいでこんなにもたくさんの雑草が成長するのか知りたくなりました。 

葉っぱを一度にとりすぎないように、葉っぱを食べている虫のことも考えているのはすばらしいですね。 

生態系のイラストありますが、枝豆畑の生態系はどのようになっているのでしょうか？生態系のいちばん上にくる生き物はその

地域によって異なりますので、畑の生き物について調べたり考えたりしてみるのもいいと思います。 

 

 

三重県鈴鹿市 鈴鹿イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：大豆の旅        

 

イオン鈴鹿チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

セイロン瓜について初めて知りましたが、この新聞を読んでどのようなものかが良く分かりま

した。長形のセイロン瓜の実が曲がったようすをみると、確かにヘビのようでサルや鳥がおど

ろくのも納得です。花の写真をみるとカラスウリによく似ています。カラスウリの真っ白い花は

夜咲きますが、形も色も花粉を運んでもらうための工夫です。真っ白でレース状に広がった

花は、真っ暗な夜に目立つためで、花の蜜は花筒の奥の方にあるので長いストロー状の虫

でないと蜜を吸うことができなくなっています。スズメガという夜行性の昆虫をカラスウリはさ

そっているのです。いろいろな種類の昆虫にきてもらった方がいいように思うかもしれません

が、どうでしょうか？カラスウリの花粉を同じ仲間のカラスウリに運んでもらうためには、どち

らが得か考えてみましょう。セイロン瓜は早朝に咲くようですがどんな昆虫が集まってくるか

今度ぜひ教えてください。 

セイロン瓜はグリーンカーテンや栄養豊富な食材としても利用できそうですね。まだ実物をみたことがありませんので、機会が

あれば植えてみたり、料理を食べたりしてみたいと思います。 

県民の森ではスダジイ、マテバシイ、アラカシの他、きっとコナラなどのどんぐりが見つかったでしょう。焼きどんぐりを食べたと

いうのはよい経験をしましたね。クリもどんぐりの仲間なので、大きさや甘み、渋みなど様々ですが、クリ以外にも食べるとおい

しいどんぐりがあります。焼きどんぐりとして食べたのはどの種類でしたか？里山保全の活動で木を切ったことによって、森が

明るくなってササユリが復活してきたことに気付いてくれたのですね。里山というのは薪や落ち葉などを利用するために人の手

がはいった自然ですが、利用しなくなると里山でない自然に変わっていきます。里山で暮らしている植物や昆虫がたくさんいる

ので、それらの生物を守るためにはその環境「里山」も守っていくことが必要です。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

どんぐりの中から出てきたようちゅう（ハイイロチョッキリ）を今度観察するとき、・どのどんぐりに多く入っていましたか？ 

・幼虫のあしは何本ありましたか？ハイイロチョッキリではないシギゾウムシのようちゅうが入っているときもありますよ。 

・ようちゅうは、いつからどうやって、どんぐりの中に入ったのですか？を考えながら観察してみましょう。植物と昆虫は深いつな

がりがあります。 



 

三重県明和町 明和イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：植物その１（斎宮のまわりの植物にふれて）       24-08（代表） 24-09 

 

イオン明和チアーズクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

この新聞は植物についての記事だと思いますが、斎宮がどのようなところかということを新聞

を通してアピールできています。中央の「祝日本遺産斎宮」の記事もそうですが、自然観察を

「斎宮の自然観察」と題してあるところも良い工夫です。新聞全体の色の使い方もよく、記事の

ほとんどは黒い文字にそろえてあるので、その分、色を使ったイラストや写真が目立つ効果が

感じられます。 

“ありがとう植物”のイラストはとても分かりやすく、鳥の巣やせみ、ぬけがらなど生きもののつ

ながりを書いてあるので、すばらしいと思います。ここに丸でかこんで書いてある文字は、みな

さんが意見を出し合って考えたのかな？生きものとのつながり以外にも、人の生活に深くかか

わっていることが分かりますね。 

タンポポ調査は全国的に多くの人が取り組むことができる調査ですので、毎年調査をつづけるほど時間の変化というものを感

じることができます。キク科の花は似ているものもあるので、ニガナやノゲシとタンポポが別であることに気付いたのは、きっとタ

ンポポを注意深く観察したからだと思います。タンポポにもっと似ている植物にブタナがあります。タンポポモドキという別名が

あるくらいなので、ほんとにそっくりです。空き地や道ばたにも生えていることがあるので、今度探してみてください。 

古代米は健康食ブームもあり身近になってきた感じがあり、私もたまに黒米をいれたご飯を食べています。古代米の栽培は貴

重な体験だと思います。実際に体験していると、うるち米の田んぼを見たときにいろいろな違いに気付くことでしょう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞に書いてくれたように、どんぐりにはたくさんの種類がありますが、斎宮の自然観察では何種類のどんぐりが見つかりまし

たか？地域によっても異なりますので、斎宮ではどんな種類が多かったのか教えてください。 

今回は木の下から、どんぐりが芽生えていたのを見つけたようですね。林の外側と内側で育ち方がちがうことにも気付いてくれ

ましたが、どのような場所で芽生えたどんぐりが大きな木になれるのでしょう。明るく日当たりがよい場所はどうですか？成長に

はいいかもしれませんが、どんぐりが芽生えるまでに乾燥してしまうかもしれません。まわりの木との競争もあります。今年見つ

けた 10cm、20cm の小さな苗が来年どうなっているか楽しみです。 

 

 

三重県明和町 明和イオンチアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：植物その１（斎宮のまわりの植物にふれて）        

 

イオン明和チアーズクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

大きなイラストと大きな文字の小見出しが目をひきます。新聞全体の色の使い方もよく、記事の

ほとんどは黒い文字にそろえてあるので、その分、色を使ったイラストやタイトル、小見出しが目

立つ効果があると思います。イラストは、人参の細かな葉や大根の青首部分の色合いなど見事

なので、「菜めし、天ぷら、つけもの…」という文字をみると、食べたくなってきます。 

「春大根を育てよう」では日付を書いてくれたので、何日間でどれくらい成長したのがよく分かり

ます。また、“3 粒”“5 回”“58 本”“7 本で 925g”と数字を書いてくれたので、同じように育ててみ

たい人にとってとても参考になると思います。 

大根を抜いたときにおちてきた青虫は葉っぱについていたのだと思いますが、何の幼虫でした

か？野菜をそだてるときは、食害する生き物は害虫ということになってしまいますが、野菜には

どんな虫がくるのだろう？という風に調べてみるのも面白いと思います。野菜を食べる虫は、そ

の野菜がないとその環境からはいなくなってしまいます。 

その他にもいろいろなエコにつながる活動をしてくれたことが分かりました。自然観察やクラフトを通して、自然のことをたくさん

知ることができたと思います。大淀海岸はいつまでもウミガメが産卵にきてくれるような環境であって欲しいですね。それにはゴ

ミをすてる人がいれば掃除も必要になってしまいますが、ゴミをすてないようにアピールすることも考えられまね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

お店の野菜売り場に、三重県産の野菜がたくさんあることに気付いたのは良かったですね。ふだん何気なく野菜売り場にいくと

気付かないことでも、これからは野菜を選ぶときに地元の野菜をいしきするようになるでしょう。なぜ地元の野菜はいいと思いま

すか？考えてみましょう。 

答えは一つではありませんが、環境のことを考えるとトラックなどで運ぶキョリが短い地元の野菜を使うとエコになります。それ

以外でも地元が活気づいたり、地元に愛着がでるということももちろんあるでしょう。 



 

滋賀県大津市 瀬田北中学校 科学部 

壁新聞のタイトル：活動報告２０１５       25-03 

 

瀬田北中学校 科学部のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

写真も多く、見やすい新聞です。さすが中学生、うまくまとめられていると思い

ます。瀬田北中生のあたりまえ、これもすばらしい。とても大切なものだけど、

現在では失われつつあるものです。ぜひ、これからも守っていってもらえれば

と願います。学校だけでなく、地域もきれいにという心がけもすばらしいです。

そんな中、長沢川にはゴミが落ちていることも多いとのこと。まだまだそこらへ

んにゴミをかんたんに捨ててしまう人がいるのは困ったものですね。ただ、こ

のような活動は川の生き物にとっても重要なことです。地道な活動ですが、今

後も継続してがんばってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

内容的には素晴らしい新聞です。活動内容も、文章も。ただ、やはり人々が見

るときに、一番先に目につくのは「見出し」です。人に見てもらう新聞では、や

はりこの部分が地味になっています。人目につきやすく、読んでみようかなと

思わせる見出し、次の新聞では期待していますね。また、活動内容も非常に

濃いので、複数の新聞に話題を分けて作成してもいいかもしれません。1 枚

にまとめるとひとつひとつが少ししか書けずにもったいない部分もあります

ね。 

 

滋賀県大津市 しが kids エコクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼくたちの活動       25-04 

 

しが Kids エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

なかよし３人で、「わたしたちのかつどう かんきょう美化」のかべしんぶんの

ほうこくをしてくれて、ありがとう！！！とてもよくできているとおもいます。た

った３にんで、たのしくいけやおがわのそうじ、そして花だんの花うえをよくが

んばったとおもいます。そのようすがたくさんのしゃしんからよくわかりまし

た。これからびわこにながれる「わに川」と「わにこうえん」の美化のかつどう

には、まだまだこれからやることがたくさんあり、さいしょは少しづつかもしれ

ないけど、ちきゅうやびわこがきれいなるようにつづけていってね。また、み

なさんのかべしんぶんには、ちきゅう、日本、しがけん、わにこうえんのちず

があり、みなさんがかつどうしているところがはっきりしていて、とてもすばら

しいアイディアですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんがすんでいるみじかな「わに川」と「わにこうえん」には、とてもふし

ぎなことやわくわくするようなはっけんがたくさんあるおもいますので、ちきゅ

うやびわこのためにどんどんいろいろなことにチャレンジして、じかいのかべ

しんぶんにいっぱいかいて、ほうこくしてね。まっているよ！！！ 



 

滋賀県大津市 大津市子ども会ジュニアリーダークラブ KIDS 

壁新聞のタイトル：エコしんぶん『ブルーギルつっちゃった』       25-05 

 

大津市子ども会ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰｸﾗﾌﾞ KIDS のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みなさんの「エコしんぶん」は、「エコフィッシング」の定義、感想と考察の三つ

の構成からなる分かりやすい、すばらしい壁新聞です。まるで専門誌を読んで

いるような気分になり、おどろきました。 

日本中のいろいろなところで外来種の問題が起きて、各地で頭を悩ませてい

る深刻な問題がたくさん発生していますが、みなさんの「エコフィッシング」とい

う外来種を駆除して外来種のいないきれいな琵琶湖にする３年目の環境活動

を通して、多くの参加者の人達に琵琶湖の実態を知ってもらい、そして琵琶湖

の環境が深刻化している現状は、人間がその原因を作ったので、琵琶湖の生

態系を元の美しい状態に戻すために、出来ることは何でもするという心構え

は、ものすごく立派なことだと思います。 

琵琶湖を含めた日本の生態系は長い期間をかけて生き物が食う・食われると

いう関係を繰り返し、微妙なバランスのもとで成り立って、日本の原風景や生

態系は維持されてきましたが、琵琶湖のその生態系や原風景が危ぶまれて

いる現状を、地域住民、滋賀県や大津市そして KIDS エコクラブのみなさんと

一緒に協力しながら乗り切って欲しいと思います。次回の「エコしんぶん」を楽

しみにしています！！！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

琵琶湖の生態系や原風景を取り戻すために、KIDS エコクラブによる「エコフィ

ッシング」の環境活動を今後も継続的に実施することがとても大切であり、大

津市だけでなく琵琶湖周辺の全て住民が一緒になって外来種に対する環境

活動をさらに加速させることも重要だと思います。 

 

滋賀県大津市 ぼてじゃこワンパク塾 

壁新聞のタイトル：ぼてじゃこ繁殖池、農園の生き物調査＆生き物図鑑づくり       25-01（２位推薦） 

 

ぼてじゃこワンパク塾のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

親子でこういう活動ができるのはいいことですね。もう 10 年も続いている

ようで、今までいろいろなことがあったでしょうが、それもいい経験だと思い

ます。 

私の住む関東でもタナゴはすっかり見られなくなってしまいました。タナゴ

も昔はふつうに見られた魚です。ふつうに見られる生き物がふつうに暮ら

していける、そんな環境が大切なのですね。 

新聞には活動内容がよくまとめられていて、わかりやすかったです。ただ、

情報量が多いので、どうしても字が小さくなってしまうので、できれば 2 枚

以上に分けて、それぞれでちがった話題の新聞を作ってみると、より見や

すい、いい新聞ができると思います。次回も期待しています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

子どものうちからの体験活動の重要性を考えると、このような活動はとても

意義あるものです。ただ、サポーターの方はいろいろご苦労もあると思い

ます。 

水辺の活動はとても楽しいものですが、一方で危険もともないますので、

ご苦労も多いかと。頭が下がるばかりです。「ぼてじゃこ池」は安全な池と

いうことで、このような場所を使い、他の場所に行った際のためにも、ライ

フジャケット使用のための子ども向け講習会等、開いていただき、それを

新聞で発表して、全国に安全な水辺活動を広めてもらえたりしたらいいで

すね。 



 

滋賀県大津市 伊香立中学校 

壁新聞のタイトル：アクア新聞       25-02 

 

伊香立中学校アクアリウム部のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

私も淡水魚関係の仕事（調査、講師等）をしている関係上、いろいろな淡

水魚にかかわってきましたが、どの魚も繁殖が一番大きな課題になりま

す。メダカを繁殖させたとのことで、慣れないうちは新聞にも書いてあるよう

に、大変な苦労があったと思います。そしてその活動で得た収益を義援金

として活用している。とてもすばらしい活動であるの一言です。今後もこの

ような活動が継続されることを願いますし、私にできることは協力していけ

たらと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

一般の方々に淡水魚を知ってもらおうと水族館を作る活動はとても意義深

いものだと感じます。日本産淡水魚は、店で売っているいわゆる熱帯魚に

くらべ、体色が地味なものが多く、目立たないために知られていないことも

あります。それが保護活動の際に支障になることもあるので、このような地

道な活動はとても大切です。ただ、新聞を読んでいる人もどんな魚がなん

という名前か知らないことが多いのではないでしょうか。そこで、次の新聞

では、ぜひ写真入りで、こんな魚がいます、と紹介してもらえればと思いま

す。とてもよいことなので、応援しています。 

 

滋賀県長浜市 長浜市水生生物少年少女調査隊 湯田小学校 

壁新聞のタイトル：湯田小 生きものがたり       25-09 

 

長浜市水生生物少年少女調査隊 湯田小学校 5 年生のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

長浜市水生生物少年少女調査隊のみなさん、こんにちは！ 

いきものがたり新聞ありがとう。自然がいっぱいという感じがよく感じられるきれ

いな新聞です。文字と写真・イラストの配分も良くできていて、新聞らしく仕上が

りました。 

みんなはできたばかりのエコクラブですね？初めての壁新聞、大成功です。 

「いきものがたり」で取り上げられたいきものの数も多いです。水生生物を調査

していますが、水路、たんぼ、草野川、プール、琵琶湖といろいろな水のある場

所を調べましたね。場所によって、住んでいるいきものに何かちがいがありまし

たか？プールにも、ずいぶんいろんな昆虫やかえるがいました。どこから来た

のかな？「近くの水路に、にがしました。」というのを読んで、みんなが生きもの

を大切にしていることが感じられ、うれしくなりました。 

琵琶湖のめぐみは、おいしいですか？ふなずしは半年たたないと食べられない

ようですが、琵琶湖の伝統的な食品づくりを指導してもらいながら、地域の方々

と交流できるのはいいですね。地元で取れた魚介類を美味しく食べられるのも、

水がきれいだからでしょう。 

びわ湖の魚料理についてアンケートも取りました。体験の前後でアンケートの

結果もちがっていますね。自分でやってみると、理解が深まりますね。 

湯田小フェスタ企画展では、いろんなことに取り組んでいますね。外来魚のこと、たんぼのいきもの、水のことを熱心に来た人

に説明しているように思いました。 

来年の壁新聞を期待しています。 

 



 

滋賀県長浜市 長浜市水生生物少年少女調査隊 湯田小学校 

壁新聞のタイトル：湯田小 生きものがたり        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

漁師さんのお話しで、琵琶湖の漁業がちがってきていることを聞きました。魚がへっているのですね。原因のひとつが川の汚れ

かもしれません。「草野川クリーン活動」のみんなの役割についても、新聞に載せてくれるとよかったですよ。 

他にもフローティングスクール参加もあり、新聞記事にはありませんが、米作り（田植え～もちつき）、通学路のクリーン活動な

ど、幅広く日常活動していることは、すばらしいです。いきものを通じて、いきもののつながり、水環境との関係に気づくことで、

身の回りの環境にも理解が進んだことが「わたしたちの思い」に良く表れていると思いました。 

テーマ「地域を知ろう 地域と関わろう」は、目標達成ですね。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

サポーターさん、盛りだくさんの活動、がんばりましたね。ありがとうございました。 

子どもたちに、生きものを通じて、食の問題、水環境のこと、伝統食品の知恵などいろいろな面を知ってもらう良い活動になって

いると思います。 

その活動と結果を「いきものがたり」という壁新聞にじょうずにまとめられました。配色のみどりや青が豊かな自然を感じさせ、

記事の分量も適度で、写真を効果的に使っています。 

地元の方との交流も効果的ですね。先人の知恵を後世に伝えていくためにもよい機会だったと思います。サポーターのメッセ

ージにあるように、生きものが関わりあっていきている（生物の多様性）ことを知り、生きものを大切にするこころが育まれている

と思いました。 

今後も、この活動を続けてくださることを期待しています。もちろん、壁新聞にも。 

 

滋賀県草津市 NPO 法人子どもネットワークセンター天気村こんぺいとうクラブ 

壁新聞のタイトル：地球はでっかい遊び場！びわこ銀河鉄道チビ旅       25-10（１位推薦） 

 

NPO 法人子どもネットワークセンター天気村こんぺいとうクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

山・川・田んぼを地域から学ぼうという姿勢はすばらしいものです。自然素

材をうまく利用して『生きる』→「楽しむ」「遊ぶ」ことを教える工夫に感心し

ました。この壁新聞はふつうの壁新聞をまねして作っていませんね。その

工夫が面白いと思いました。文字がおどっていますので，どれがタイトルで

どれが解説か，わかりにくくなっています。それがちょっと残念なところです

が，面白い試みと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

応募用紙の壁新聞タイトルの「地球はでっかい遊び場だ！」が書かれてい

ませんね。それでも壁新聞からタイトルのようにみえるので不思議ですね。

壁新聞に登場する大きな魚は，ニジマスでしょうか？さばいてたべたという

興奮気味の報告がのっていますが，七輪で焼いて食べたというのは初め

ての体験だったのでしょうか？面白かったでしょうね。人間も生き物を食べ

て生きています。この意味することをいつもよく考えておいてほしいと思い

ます。自然の力の大きさとその自然への感謝をみなさんも忘れないで下さ

いね。 



 

滋賀県草津市 アイキッズ～ エコアイディアキッズびわ湖 ～ 

壁新聞のタイトル：アイキッズ新聞       25-06 

 

アイキッズ～ｴｺｱｲﾃﾞｨｱｷｯｽﾞびわ湖～のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「びわ湖の漁業にチャレンジして、びわ湖のめぐみをいただこう」というアイキッズ

新聞の活動テーマは、貴重なびわ湖の食文化や伝統を残す目的で、とても大切

なことだと思います。また、壁新聞ではとてもめずらしい活動テーマですね。「えり

漁刺し網漁」、「地引き網漁」「沖曳綱漁」と「七夕シジミ漁」という漁業の伝統があ

り、びわ湖の自然とともに今もきちんと引き継がれてきており、「琵琶湖八珍」は

びわ湖の特産の魚介類で、これらの魚をどのように保存して、加工して、調理し

てきたかという料理の伝統を地元の漁師さん、郷土料理やびわ湖の魚の研究

者、大学の先生のみなさんたちからしっかりと学んで欲しいと思います。 

これらは今残しておかなければ永久に失われてしまうというびわ湖の郷土料理

の貴重な食文化であることを忘れてはならないと思います。びわ湖のとてもおい

しい「琵琶湖八珍」やその他の魚を今でも汚染等の問題がなく食べることが出来

ることは、現在も地域住民のみなさんの協力と努力によってびわ湖の環境がきれ

いに維持されているということで、その環境にも感謝しなければなりませんね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

びわ湖の「琵琶湖八珍」の漁業の伝統を長い間守っている漁師さんた

ち、その郷土料理やびわ湖の魚の研究家の人たち、びわ湖の生態系を

保全管理している地域住民の人たち、そしてアイキッズのみなさんが一

つのチームとなって、今後も引き続きびわ湖とこの貴重な食文化を守っ

ていって欲しいと思います。 

 

滋賀県守山市 なかす野洲川たんけん隊 

壁新聞のタイトル：やすたん       25-07 

 

なかす野洲川たんけん隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

野洲川探検隊のみなさん、こんにちは！ 

みんなは近所や地域のお友達ですが、何年生くらいかな？写真を見ると

小さいおともだちからすこし大きなお友達もいるね。出来たばかりのエコ

クラブのようですが、初めて作った壁新聞を見てびっくりしました。とても

力強い印象を受けました。はいけいが黒だからでしょうか？字もきれいに

書けています。絵や写真の配置もいいですね。 

４つの紙芝居は、みんな水に関係がある物語ですか。野洲川やびわ湖

の水は、むかしから人のくらしとつながっていたと思います。そのため物

語にもたくさん水や川のはなしがでてくるのでしょう。 

一本こうじは、野洲川の洪水を板でせきとめて人々を守ったは力持ちの

はなしでした。写真で見るとずいぶん大きな岩ですね。３つの岩はどのあ

たりにありましたか？岩の色や形、表面のようす、どうでしたか？お話で

すから力持ちが岩を運んだのではないと思うよね。では、どうしてそこに

あるのか？ 

岩の観察から、洪水の時に流れてきたのか、それとも周りが長い間にけ

ずられて岩のかたちができたとか、そのうちに勉強する時が来るかもし

れません。 

新聞を見ると、みんなが楽しそうに活動しているように思えます。来年

は、どんな活動をして、どんな壁新聞を作ってくれるかな。楽しみにしてい

ます。 

 



 

 なかす野洲川たんけん隊 

壁新聞のタイトル：やすたん        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなの探検は、川の中ですか？写真を見ると、網をもって川へはいっていますね。川の水はきれいでしたか？どんな生き物

やさかなを見つけましたか？そんなこともちょっと書いてくれるとうれしいです。 

おつぶさん――タニシが洪水の時に守ったのがつぶえ神社。タニシは神様になった。タニシは今でも神社の周りにいるのです

か？みんなはタニシを食べたことあるかな？お話のようにこうずいのあと、みんながタニシを食べなくなったのは、神社を守って

くれたから？それとも・・・？ 

あと二つのお話は、かなしい、こわい伝説ですね。たらいのような船の写真がありますが、みんなも乗って見ましたか？うまく進

みましたか。 

お話しの舞台を歩いてみて、昔の人の暮らしがわかりましたか？びわ湖の向こう岸に渡ることを考えてみると、ずいぶん便利な

世の中になりました。むかしは、人の力でいかなければなりませんでしたから。いまは、自動車、動力船ですね。 

お話の舞台をめぐってみて、どんな昔を見つけることができましたか？  

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

守山は昔から人も多く、栄えたところだったと思います。そこに残されたむかしばなしの場所を訪れるのは、興味がありますね。

どのくらい昔のようすが残っているか、現在の暮らしとどう違っているかを考えると、手に入れた便利な暮らしと失ってしまったも

のを比べることにより、子どもたちに考えてもらうことも良いのではないですか？ 

新聞は、上にも書きましたがとてもきれいですし、配置も上手ですね。なかなかユニークで、良い新聞と思います。 

こどもたちは、自分たちが見たこと、聞いたこと、話したことをちゃんと記事にしていました。これらの体験の結果、どう感じたか、

つぎにどんなことをしたいかについても書いてもらうと良いと思います。 

これから、どんな企画で子どもたちをひっぱって頂けますか、楽しみにしています。 

 

滋賀県守山市 下之郷史跡公園 

壁新聞のタイトル：GO Kids       25-08（３位推薦） 

 

GO Kids～下之郷遺跡キッズクラブ～のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 
下之郷遺跡キッズクラブのみなさん、こんにちは！ 

やあ、すごい新聞、いや、ポスター？ 盛りだくさんの活動、バランスのとれた配列などたいへんよくでき

ています。１１の弥生時代の生活体験と活動発表、当時の主食？米、魚、肉、ドングリ。みんなは弥生時

代の食生活をイメージできましたか？今まで考えていたことと違いがありましたか？古い時代のこと、特

に文字の記録がないころのことを調べる学問を「考古学」といいますが、新しい発見などがあって弥生時

代の衣食住はかなり進んでいたこともわかってきました。 

来年もまた新しい「古代の体験」ができるといいですね。そしてすばらしい新聞にのせてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなが体験した料理はすごいですね。しかやイノシシの肉はおいしかったですか？冷蔵庫もない時代

ですから、肉を長持ちさせるために燻製や塩漬けにしたと思います。ふなずしは高級料理ですね。お米

もどこを通って日本にやってきたかを考えると、日本人のルーツにも関係して興味がつきません。体験し

たことについて感想を書いてくれるともっとよかったと思います。いまの食べ物との違いや味など。いまで

は、どんぐりを普通食べませんね。おやつと書いてあるから、おいしいのかな？ 

魚の取り方は書いてありませんが、弥生時代の取り方かな？ 

火おこしや弓矢もできないと、弥生時代では生活できませんね。自分でなんでもやらないと食べていけません。（そのことを自給自足といいます。）下

之郷遺跡には、環濠があるそうですが、なんのために環濠が造られたか理由を聞きましたね。争いごとが始まっていたかもしれません。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

率直に申し上げて、小学生だけで作り上げた新聞とすれば、すべての点でレベルを超えていると思いました。活動一年目、壁新聞作りも初めてとい

うことで、相当力が入っていたことでしょう。新聞記事からは、弥生時代の人たちの生活が、よく伝わってきました。 

サポーターの方がお手伝いをすることに、師範として反対ではありません。できるだけ子どもたちの自主性を活かして活動し、体験したこと、その結

果を自分で考えて、それを次の活動に活かす、というようなやり方が望ましのではないかと考えています。特に自分で気づくということを大切にした

いと思います。 

新聞は、背景を黒にすることによって、写真、イラスト、文字がとても引き立って見えます。全体のバランスもよく取れていると思いました。 

継続する下之郷遺跡の活動を、壁新聞で発表して頂くよう希望します。 



 

滋賀県栗東市 たまてばやしの会 

壁新聞のタイトル：栗東・下戸山・たまてばやし新聞       25-11 

 

たまてばやしの会のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

わずか２０人の活動が壁新聞にうまくまとめられています。かんたんそうに

作っていますが，写真や文字のバランスはよくできています。写真がかた

むいて貼ってありますが，リズム感があり，思わず引き付けてくれます。

「たまてばやし」というのは竹林の名前なんですね。壁新聞にのっている竹

林の写真を見ると，竹林の中の方はずいぶん込み合っていて，良い生育

環境には見えません。来年は地域の人たちと力を合わせて竹林整備作業

をもっと進める必要を感じました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

また，地域の人たちも加わってサツマイモの苗を植えていることから，来年

からはみんなでサツマイモの苗を育ててはいかがでしょうか？また，かま

どを作ったくらい地域の人々の技術力は高いことから，このかまどの隣に

竹炭を作る炭焼きがまを作ってはいかがでしょうか。竹炭は水質浄化や土

壌改良にも使える優秀な農業資材で，いろいろなところで活躍しています。 

 

滋賀県甲賀市 油日小こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：くすりの町甲賀町のビオトープに薬草園ができた！       25-12 

 

油日小学校エコ委員会のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

薬草作りという地域で特有の文化を上手く取り入れ，啓発のために寸劇をやっている

というにはおどろかされます。しかも薬草から発展して染め物にたどり着いています。

紫根染，アイのたたき染など大人の染め物教室でも取り上げるのはむずかしい染め

物を体験しているのには感心しました。さらにササユリの球根培養という素人では手

を出せないような高度な技を使っていることに感動しました。 

さらに地域活動では，「親子で学ぶ環境フェスティバル」では，学年ごとに出し物を決

めて活動をしています。このようにすれば小学校を卒業するまでには，一通りすべて

のプログラムをマスターすることが出来ます。とても面白い仕掛けと思いました。良い

工夫と思いますが，マンネリにならないように少しずつ工夫をしていくことが大切です。 

壁新聞は写真と文字のバランスがとてもよくできています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞のタイトルは応募用紙に書いた「くすりの町甲賀町のビオトープに薬草園がで

きた！」より壁新聞に書いた「……でござる」の方が合っていますね。 

企業の協力と支援があったとはいえ，それを小学校の学年別のプログラムとして，授業化したことは大変な工夫だったのでは

と想像しています。また，エコ委員会のアメリカザリガニ駆除活動が認められて「地域環境保全功労者賞」をいただいていること

から，保護者の方々を含め，スタッフや参加してくれた子どもたちの熱意が伝わってくるようです。子どもたちが大きくなってもま

だアメリカザリガニがいると思いますので，この駆除は続けて欲しいと思います。環境学習のネタはどこにでもひそんでいます。

いくつかの環境保全プログラムを組み合わせて効果を上げるのは良い工夫だと思います。 



 

京都府京都市 西京極児童館自然探検隊 2004 

壁新聞のタイトル：京都市内で見られる鳥図鑑       26-01 

 

西京極児童館自然探検隊２００４のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

市内で見られる鳥を、「かも川」「御所」「町中」「泉川、高野川」にわけてあるので、

地域のとくちょうが感じられるまとめ方になっていると思います。実際にこの場所に

いって「見た」鳥を書いてくれたのだと感じました。きっとそうですよね。夏と冬とある

ので、何回か行った場所もあると思いますので、何年何月と書いてあると、観察に

いったことがもっと伝わってきます。 

イラストを描いてみるとその生き物のくちばしや足の形や色などがよく分かるので、

いろいろな鳥たちのとくちょうに気付いたことでしょう。新聞にイラストを使うのも、よ

いアイデアです。 

まとめに書いてくれた内容がすばらしいです。探検隊のみなさんは、自然の中にい

る鳥を観察しているので、鳥たちの多くが自然のものを利用していることが多いこ

とに気付いたのだと思います。「他の動物にもいえる」というのは、まさにその通り

です。生き物を大切にするには、その生き物がくらす自然も大切にする必要があり

ます。 

京都市では、町中でセグロセキレイがいるようですが、ハクセキレイはどうです

か？神奈川県では町中ではハクセキレイを見ることが多く、駅のホームを歩いてい

ることもあります。同じ場所を何度か訪れてみると、どんな種類の鳥が多いのかも

分かりそうですね。これからも自然探検を続けてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

鳥のせつめいをイラストの下に書いてくれて、どんな鳥なのか分かりやすくなっています。 

鳥の大きさは、いくつかの鳥にたいして何ｃｍと書いてくれましたが、書いていない種類もあります。図かんと同じようにくわしく

書く必要なないので、例えば誰もが知っているような鳥（スズメ、ハト、カラス）と比べた大きさを書くだけというアイデアもありま

すよ。 

 

京都府京丹後市 京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①ふる里の山・川・畑からの恵みに感謝し、その自然環境を守るぞ～～！②自然いっぱい！山の中でのキャ

ンプ！③ブナファミリーがいっぱいの落葉広葉樹の森を歩き、気持ち良さを体感する④ふる里・大谷の山の自然観察会！       

26-02 26-03 26-04（推薦） 26-05、全 4 枚 
 

京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みんないろんなことをがんばってますね。ゴーヤ、シイタケ、サツマイモ、黒

豆といろんなものを作りましたね。たくさんしゅうかくできて良かったね。な

にか、むずかしかったことや失敗したことはなかったですか？ 

おじさんもシイタケやゴーヤを作っていますが、うまくいかないこともありま

す。水やりがたらなかったり、病気になったり、何かをつくるってむずかしい

です。みんなもむずかしかったことや失敗したことをまた、壁新聞でおしえ

てください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★ 

とれたものは食べましたか？ 自分たちで育てたものはおいしいでしょうね。できたら、こんどまとめるときは、何月何日と日づけ

を書いておいてほしいです。日づけをかいておけば、次の年に同じものを作るときや農作業をするときの参考になりますよ。 

むずかしいことや失敗したことに、もう一回ちょうせんしたり、とれた作物をみんなで料理したらもっと作った楽しみがふえると

思います。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

農作物を育て収穫する手のかかる活動を精力的に活動されていて素晴らしいと思います。サポーターの皆さんも準備や運営、

普段のお世話にご苦労されていることでしょう。壁新聞にまとめるときは、季節や月日、何が難しかったか、何が上手く行ったか

などを子どもたちとお話しされて壁新聞に紹介いただければ、ほかのクラブの皆さんももっと、活動の参考にしてくれると思いま

す。幼児期、学童期の農作業や食育は難しいことも多いですが、食糧問題は日本の大きな問題ですから、食べることまで繋げ

て活動されると全国のこどもエコクラブのモデルになるような事業になると思います。 

れからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

 



 

京都府京丹後市 京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①ふる里の山・川・畑からの恵みに感謝し、その自然環境を守るぞ～～！②自然いっぱい！山の中でのキャ

ンプ！③ブナファミリーがいっぱいの落葉広葉樹の森を歩き、気持ち良さを体感する④ふる里・大谷の山の自然観察会！        

 

京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

夏休みにキャンプに行ったんですね。自分たちでテントを立てたり、ごはんをみんな

で作ったり、食べたりと楽しかったでしょう。全部うまくいきましたか？ むずかしかっ

たことはなかったですか？ あと始末もしましたか？ 

雲海をみたり、葉っぱのぼうしで遊んだりと、きちょうな体験ができてよかったね。夜

ふかしは、夏のキャンプでは翌日がしんどくて遊べなくなるからしちゃだめですよ。ぐ

っすりねむって、朝に元気きに早起きすることが一番大切です。 

むずかしいことや失敗したことに、もう一回挑戦してください。 

また壁新聞で全国のみんなに教えてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

キャンプや自然体験には、「来たときよりも美しく」という合言葉があります。テントのまわりもごはんの準備や食べたあとも、み

んなでしっかりあと始末をしてはじめてキャンプです。 

もう少し大きくなったら道具の手入れも子どもたちでできることをしたらもっと楽しくなると思います。 

おじさんもキャンプに行ったり、ごはんも作りますが、作るよりあと始末や、道具の手入れがむずかしいとおもいます。 

またみんな、キャンプに行ったら、あと始末のことやむずかしかったことを壁新聞で教えてください。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

キャンプや野外活動は、「来たときよりも美しく」「安全に自然に優しく」「火の始末・火の扱い」など大原則があります。小さな時

からしっかり注意して、自然の中で遊ぶルールをしっかり教えてあげてほしいと思います。道具の準備や手入れも子ども達にも

分担してそのことを壁新聞に紹介してもらえたら全国の仲間が参考にしてくれると思います。活動はいろんなチャレンジをされ

ていて素晴らしいと思います。サポーターの皆さんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

 

 

京都府京丹後市 京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①ふる里の山・川・畑からの恵みに感謝し、その自然環境を守るぞ～～！②自然いっぱい！山の中でのキャ

ンプ！③ブナファミリーがいっぱいの落葉広葉樹の森を歩き、気持ち良さを体感する④ふる里・大谷の山の自然観察会！        

 

京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

山のぼりや自然観察会は全部うまくいきましたか？  

むずかしかったことはなかったですか？  

おじさんもキャンプにいったり、山歩きを良くしますが、鳥の鳴き声を聞いたり、落ち

葉や木の実を探したり、名前を調べたり、虫や生きものを探したりと楽しいことがいっ

ぱいです。みんなも地図で行ったところを調べたり、見つけたものを写真にとったり、

絵をかいたりといろんなことをしてみてください。 

もっともっと楽しい山の自然観察会になると思います。 

また、わかったことや見つけたこと、むずかしかったことを壁新聞で教えてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

大谷の山の自然観察会は、いつごろに行ったんでしょうか？ できたら、壁新聞は全国のこどもエコクラブのみんなやサポータ

ーさんが見るので、全国の人がみて、いつごろにどんなところに行ったのかわかるように壁新聞をつくったら良いと思います。 

いろんな木があったとか、いろんな物を見つけたよって書いてくれたけれど、木のことも、絵でかいたり少しでいいので種類を葉

っぱや木の形から図かんで名前を 調べたり、自分たちで調べてそれを壁新聞に紹介してほしいな。名前が分からなかったら、

写真で紹介してもいいと思います。 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

キャンプや野外活動は、「来たときよりも美しく」「安全に自然に優しく」など大原則があります。小さな時からしっかり注意して、

自然の中で遊ぶルールをしっかり教えてあげてほしいと思います。 

自然観察会も楽しく安全にが一番大事だとは思いますが、子どもたちが調べたり記録することを体験で来たらもっと素晴らしい

活動になると思います。サポーターの皆さんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

 



 

京都府京丹後市 京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①ふる里の山・川・畑からの恵みに感謝し、その自然環境を守るぞ～～！②自然いっぱい！山の中でのキャ

ンプ！③ブナファミリーがいっぱいの落葉広葉樹の森を歩き、気持ち良さを体感する④ふる里・大谷の山の自然観察会！        

 

京丹後長岡緑の少年団こどもエコクラブ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

秋のブナ林にみんなで行ったのですね。おじさんも兵庫県の氷ノ山という山に登っ

て秋のブナ林を歩くのが大好きです。気持ち良いですね。 

木の絵も上手にかけたと思います。ブナ林には、たおれた木やかれかけた木にキ

ノコが生えてなかったですか？おじさんは、ブナ林で、ブナハリタケ、ナラタケ、ムキ

タケなどのキノコを見つけます。キノコもあるし、シダの仲間や生きものもたくさん見

つかりますよ。今度行ったら、探してみてね。 

名前が分からなかったら、写真をとって、図かんで調べてみることも大切ですよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

山の中にはゴミは落ちていませんでしたか？最近は世界中でプラスチックのゴミがふえて困っています。 

また、ゴミがあるのか、あるならどんなゴミがあるのかも調べて壁新聞で教えてくれたらうれしいです。もっともっと楽しい山の自

然観察会になると思います。 

また、わかったことや見つけたこと、むずかしかったことを壁新聞で教えてください。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

素晴らしいブナ林があって良いですね。 

自然観察会も楽しく安全にが一番大事だとは思いますが、子どもたちが調べたり記録することを体験で来たらもっと素晴らしい

活動になると思います。 

ブナ林で見つけた木の実やキノコ、ゴミの種類などを記録するだけでも貴重な見守り活動になると思います。 

サポーターの皆さんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

 

大阪府大阪市 せいわエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①たのしもうエコクラブ②続けようエコ活動       27-04 27-05 

 

せいわエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

一年間のいろいろなかつどうほうこくしてくれてありがとう！！！一つ一つのかつどうでみなさんの楽しかったたいけんのようす

がわかるすばらしい壁新聞です！！！ 

ふれあいの森での自然かんさつでは植物や虫のいろいろな発見とふしぎできちょうなたいけんしたね。また、ヒノキのかんばつ

たいけんでも、「分かったこと」、「したこと」、「びっくりしたこと」と「これから」にわけてとてもうまくまとめられているね。 

「チリモン探し」、これはむちゅうになってとても楽しんだようだね。ヘイケガニのなか

まもいたとはおどろきだね。この絵がとてもかわいいね。 

じぶんたちでほったタケノコのあじはどうだったのかな。 

「しめなわ」がとてもじょうずに作れたね。「しめなわ」は「くも」で、「しで」は「かみな

り」、そして「しめのこ」は「あめ」のことをあらわしていて、むかしから、のうぎょうをし

てきた日本人にはとてもたいせつな自然げんしょうだよ。「秋さがし」も木の上できも

ちよい風をかんじながら、さいこうのけしきを見ることができてよかったね。 

つぎの壁新聞を楽しみにまっているよ！！！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんがすんでいるみじかな自然には、とてもふしぎな発見やわくわくするよう

なこと、そしてかんどうがまだまだたくさんあるので、どんどんいろいろなことにチ

ャレンジしてね。森や自然をまもるかつどうや、かんきょうのためのゴミひろいや

ゴミぶんべつなどをこれからも続けていくようにがんばってね！！！ 

 



 

大阪府大阪市 せいわエコクラブ 

壁新聞のタイトル：①たのしもうエコクラブ②続けようエコ活動        

 

せいわエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

アースエコレンジャー賞受賞おめでとう！！！エコクラブのお友達と一緒に力を

合わせて一生懸命に長い間続けてきたエコ活動を認めてもらったすばらしい賞で

すね。このエコ活動は、地域や国内のお友達にものすごく良い影響を与えたと思

います。 

「ふれあいの森づくり」、「イタセンパラとふれあおう」、「天王寺区民まつりでのゴミ

の分別」と「リラダス」のエコ活動に関して、どれもとてもりっぱな記事です。特に、

ふれあいの森での森の保全活動について、水と森のかかわり、山の手入れと水

のかかわり、緑のダム、ヒノキの伐採方法、そしてこれからもこの森の保全活動

を続けて小学生メンバーに森の大切さと楽しさを伝えていくというメッセージにと

ても、とても感動しました！！！ 

地球上のすべての生き物とって非常に大切な森の働きには、主に光合成、食物

連鎖、水源涵養(すいげんかんよう)（水資源貯留機能・水質浄化機能・洪水緩和

機能）、地球温暖化、生物多様性、土砂崩れ防止、生活環境などがありますの

で、これからも引き続き森の保全活動にがんばってください。次回の壁新聞を楽

しみにしています 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

森のおかげ、地球上のすべての生き物の命がつながっており、この命のつながり

を永遠に残すために、森を保全することは私たち人間の義務なのです。せいわエ

コクラブのお友達が他の子どもたちにも森の大切さをアピールできるような機会

をぜひたくさん作って欲しいと思います。 

 

大阪府大阪市 なにわこどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：エコすごっ ニュース       27-01 

 

なにわこどもエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━ 

壁新聞の中に青，黄，赤が入ってとても明るくなりました。他の出品作品をみてもこの三原

色を使って壁新聞を作っているのは，思いの外，少ないんです。この三原色が一枚の壁新

聞に入っていると，色合いもメリハリのあるものになります。気が付いていましたか？すば

らしいです。 

壁新聞にはキャンプと子ども計画隊，クリ拾いや海の生物調査などを紹介してくれました。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

さて，キャンプでカレーライスを作ったが，ご飯はおかゆのようでカレーは少しからかったという

ことですが，きっと初めてのキャンプだったんではありませんか？ 

こんなときは，前もって自宅で台所を借りてキャンプの道具を使ってリハーサルをやっておくと

いいんですよ。多分キャンプとちがうのはガスの火加減だと思いますので，「はじめちょろちょ

ろ中ぱっぱ，赤子泣いてもふたとるな」と呪文を唱えている間にちゃんとできていると思いま

す。試してみて下さい。 

壁新聞では海の生き物を取り上げてくれるのが少ないので，このような記事を待っていました。海の中で苦しんでいる生き物

に，それぞれせりふを与えて劇のように仕立てているのは，とても面白い工夫ですね。一番最後に私たち人間は，これらの海

の生き物ののために何をするといいのか，６項目も考えてくれたことは最も大切なことです。海の水を汚さないようにするのは，

環境保全の大切な第一歩です。みんなでがんばりましょう。 



 

大阪府大阪市 大阪ハッケンジャー 

壁新聞のタイトル：大阪発見新聞       27-02（推薦） 27-03 全 2 枚 

 

大阪ハッケンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

大阪ハッケンジャークラブの大阪ハッケン新聞は、サポーターの執

念が感じられるすごい新聞です。大阪はもちろん、大阪以外にも

足をのばして、トンボを中心にそしてトンボ以外の生きものを調査

しています。よくもマーこんなにたくさんのトンボの種類を見分けら

れ、トンボ以外の生きものもたくさん見分けられるのは、トンボや生

きものに興味と関心が高く、長年関わってきたのだろうと思いま

す。それにしてもすばらしい、素人ではなく専門家ではありません

か？ 

トンボ捕り名人になろう！！メンバーのこどもの息吹が感じられて

ホッとしました。 

網でとる時のコツ、後ろから網をふるのは、とれるだけでなく羽が傷つかなくなる。これは昆虫標本を作る時の大事なポイントで

すね。それと生き物の習性を熟知して、とるのも生きものを良く知っている人でないとできないアドバイスかと思います。だんだ

んとこどもが気づいて、とり方を習得できればすばらしいと思います。アメリカザリガニをとる時もザリガニが後ろに下がる習性

に気がついて、後ろから手をそえてとると、こどもが書いていた、壁新聞がありました。赤トンボはもどってくるとありましたが、オ

ニヤンマなどもぐるぐると同じ所を飛んでいるようですね。 

続アキアカネがいなくなった事件も有名ですね。農薬の影響でいなくなったり、少なくなった生き物がたくさんいますね。メダカも

そうですね。農薬で虫がいなくなり、お米がとれるようになったが、美味しくなくなった。同時にアキアカネもいなくなった。アキア

カネが虫を食べてくれるのに・・・と歯がゆい思いだと思います。福岡市の※赤とんぼ米のやり方が日本の農家にしみわたると

お米だけでなく本来の自然が戻ってくると思います。一時的な対応ではなく長期的な視点で日本のすばらしい自然と生き物環

境を取り戻したいと思います。アキアカネの国を取り戻したいと思います。 

※JA 福岡の赤とんぼ米は栽培期間中、除草剤はもちろん全く農薬を使用していません。 有機質を主体とした肥料を使用、 

化学肥料のチッ素成分は県基準の半分以下で栽培しているトンボにも人にもやさしいお米です。 

 

大阪府大阪市 大阪ハッケンジャー 

壁新聞のタイトル：大阪発見新聞        

 

アキアカネが 1／1000 になった、を表現している大阪ハッケンジャー②の新聞はとっても分かりやすい表示手段だと思います。

実際には 1000 匹はりつけたかったのでしょうが、500 匹でいっぱいになりました。これだけでも、こんなにへったのか！とびっく

りでき、分かりやすい方法です。且つ、同じ面積でということを分かってもらうためには、面積も同じにしたいのですが・・・ 

私も学校へ行き、環境の授業をやっていますが、こども達にどうやったら分かってもらい、気づいてもらうかに頭をしぼっていま

す。そのために体験をする、実験をする授業にしています。言っただけでは、分かっても心にひびくことにはなりません。聞いた

ことは忘れる、見たことは思い出す、やったことは忘れないを授業の基本的考え方にしてやっています。 

1／1000 に減ったことをどうやってわかってもらうか？この新聞の表現方法はとっても分かりやすい上手なやり方だと思いま

す。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

それぞれの場所で発見したトンボと生きものをしっかりと記録してくれました。貴重な資料です。これだけの記録を次にはどうま

とめるのか期待しています。地域特性や季節特性などをまとめて、マップ化してみると何か面白い傾向なり、特徴が発見できる

のではないでしょうか？ 

来年はこれまでのデータをどうまとめるか？あるいはさらに地域を広げて調べる、他との連携で新たな視点を取り入れた新聞

づくりなどなど、期待しております。 

WEB 非掲載部分 

「虫の持ち帰り禁止」についてのご意見、私も同感です。こどもが捕るくらいで絶滅など心配いらないと思うし、生きものに対す

る感性をみがくことを禁止しているようなものだと思います。最近は、虫もさわれないこどもだけでなく大人、お母さんもいて、ビ

ックリしています。生きものをだいじにすることは、命を大事にすることだということを知ってもらいたいですね。 



 

大阪府大阪市 大阪市立新北島中学校科学技術部 

壁新聞のタイトル：大和川河口の自然観察について       27-06 

 

大阪市立新北島中学校科学部のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

日本の河川で水質が悪いランキングでいつもベスト５に入る大和川

で自然観察をしているので興味を持って拝見しました。大和川は堺

市と大阪市の間を流れて大阪湾にそそいでいます。2009 年には関

東の綾瀬川に次いでランキングの２位であったが，2010 年にはワー

スト３位にまで改善し，2007 年にはアユの産卵もかくにんされてい

ます。これは皆さんが測定を続けている水質データからも説明がで

きると思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・

★・・・・・・★ 

壁新聞に水質の変化グラフを載せるには，特徴がよくわかるよう

に，工夫して下さい。大和川の水質調査結果をみると，河川の清掃

活動などを通じて市民理解を深めるなどの地道な活動が必要と感じ

ました。 

もう一つはアルゼンチンアリの大発生ですが，アルゼンチンからやってきたアリなので，一日も早く退治したいものと思います。

殺虫剤などを使うと在来種のアリも退治してしまいますので，手間はかかるかと思いますが，巣穴を特定して退治するなど工夫

が必要と思います。 

 

大阪府高槻市 柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャー 

壁新聞のタイトル：え～こ・レンジャー新聞 ほしぐみレンジャー       27-07 27-08 27-09（全て幼児） 

 

柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャーほしぐみのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

はしらもとほいくえん ねんしょうの ほしぐみのみなさんは、とてもたくさんの やさいや く

だものを そだてたのですね。ぶどうが とても おいしそうです！あまかったですか？ す

っぱかったですか？ どれぐらいたくさん とれましたか？ 

ぶどうのほかにも、いちご・だいこん・カリフラワー・ブロッコリー・ゆず・こまつな・ほうれんそ

うと、ほんとうにたくさん そだてたのですね。どれもおいしそうですね！ 

みなさんがそだてた やさいやくだものは、やおやさんや スーパーで うっている ものと 

くらべたら、なにか ちがうことは ありましたか？ おおきさや、いろや、かたち、そして、あ

じなどは おなじでしたか？ ちがいましたか？ くらべると、おもしろいはっけんをしたり、く

わしく しることができたりして、おもしろいですよ！ 

みなさんの かつどうで、ピカピカに すてきなことを みつけました。 

ひとつは、みなさんが つくった やさいに へんしんして、はっぴょうをしたことです。とって

もたのしそう！ どんな はっぴょうだったのかな？ きっと はっぴょうをみたひとは、やさ

いを そだてるのって すてきだなって おもったでしょうね。わたしもみてみたかったなあ。 

もうひとつは、あめのみず、つまり うすいを つかって みずやりを したことです。しょくぶつを そだてるのには、たくさんの 

みずが ひつようですが、そらから ふってくる あめのみずを ためておいて、みずやりに つかうって、すてきですね。 

つきぐみに なっても たのしく すてきなかつどうを してくださいね。 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

年長さん・年中さんの活動を見て、雨水タンクからの水やりの仕方を教わったとのことですが、毎年継続して活動を続けていら

っしゃるからこそですね。大人から教えるだけでなく、子どもたち同士の関わりから受ける影響って、思いのほか大きいのでは

ないかと思います。とってもステキです！ 

菜園の活動を通じて、収穫に対する期待、発見の喜び、観察力が高まり、子どもたちの世界が広がって、楽しい毎日を送って

いらっしゃるのでしょう。ぜひ今後も継続して、ステキな活動をしていただければと思います。 

 



 

大阪府高槻市 柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャー 

壁新聞のタイトル：え～こ・レンジャー新聞 ほしぐみレンジャー        

 

柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャーつきぐみのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

はしらもとほいくえん ねんちゅうの つきぐみのみなさんは、おちばを あつめて たいひ（つ

ちのえいよう）を つくったのですね。えいよう たっぷりで ふかふかの つちで つくった やさ

いや くだものは、おいしかったですか？ 

「だいしゅうかく！！」と かいて くれていますので、たくさん みが なったのでしょう。それは

きっと、みなさんが たいひを つくって つちに まぜたから でしょうね。 

それから、みなさんが そだてている れもんの はっぱに あおむしが きてくれたというの

は、なんて すてきなことでしょう！ さなぎになって、そのあと なにが でてきたのでしょうか。

みなさんの よそうどおり、ちょうちょでしたか？あげはちょうの あおむしは れもんのはっぱ

が すきなようですが、どんな ちょうが でてきたのでしょうね。 

さいごに もうひとつ。みなさんの ほいくえんでは、たいようや かぜの ちからで、でんきを 

つくっているのですか？すごいですね。たいようこうはつでんパネルを つけているほいくえん

や おうちは、ときどきみかけます。でも、かぜの ちからで でんきを つくる、ふうりょくはつで

んが あるところは、とても めずらしいと おもいます。 

しぜんの ちからで つくった すてきな でんき。ひつような ときには えんりょなく つかってください。でも、みなさんも きをつ

けてくれていると おもいますが、だれも いないへやの でんきは、つけっぱなしに ならないように してくださいね。 

ゆきぐみに なっても、おともだちと いっしょに たのしく かつどう してくださいね！ 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

ほしぐみさんよりもステップアップした活動。育てる喜び、収穫する喜びだけでなく、土づくりの体験や、菜園にやってくる生き物

へと世界が広がってきていて、ステキですね。あおむしがやってきてサナギになったというのも、子どもたちはドキドキワクワク

したでしょうね。 

太陽光・風力発電の話は、電気そのものは目に見えないので、子どもたちに説明するのも大変だったのではないでしょうか。仕

組みや理屈を理解するのは、低年齢の子どもたちには難しいですが、園にあるということは、こういうものが存在するんだと知

り、身近に感じることができるので、ステキな環境だなあと思います。ぜひ、機会を見つけて、繰り返し子どもたちにお話をして

あげてください！ 

 
 

大阪府高槻市 柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャー 

壁新聞のタイトル：え～こ・レンジャー新聞 ほしぐみレンジャー        

 

柱本保育園こども未来学舎 え～こ・レンジャーゆきぐみのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

はしらもとほいくえん ねんちょうの ゆきぐみのみなさんは、なんと、ビオトープをつくったの

ですね！ とんぼが たまごを うみにきた なんて、すてきですね！ ほかにも、めだか、は

ち、ばったなど、いろいろないきものを はっけんしたのですね。 

みずが たまっていると、くさも、むしも、さかなも、いろいろな いきものが すみかにしたり、

やってきたりして、たのしいですね！ 

たくさんの いきものを みつけたと おもうのですが、はる・なつ・あき・ふゆなど、きせつに 

よっても いきものが ちがったとおもいます。どんな ふうに ちがうのかなど、また かんさ

つ してみて くださいね。それから、おこめづくりにも ちょうせんしたのですね。おこめを つ

くるための、いろいろな しごとを やってみて、たいへんだった とのこと。どのしごとが、いち

ばん たいへんでしたか？まいにち たべている ごはんも、だれかが いっしょうけんめい 

つくってくれたものだと おもうと、うれしいし、たいせつに たべたく なりますね。 

まいとし ゆきぐみさんが している せみの ぬけがらしらべ ですが、ことしは、せみの しゅるいを とても くわしく しらべて

くれたのですね。とくに、「えぞぜみ」がいたというのは、めずらしいですね。みつけられたなんて、すごい！たくさんたくさん せ

みの ぬけがらを はっけんして わけることが できた みなさんは、すっかり「せみ はかせ」ですね！ 

これから どんどん おおきくなっても、みのまわりの いきもののことを しらべたりして、たのしく かつどうして くださいね。 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

初めて園庭にビオトープを作られたとのことですが、菜園とは違った発見がたくさんあったのではないでしょうか。ご苦労も色々

とあったと思いますが、子どもたちにとって、生き物を観察したり触れる、すてきな機会になったのではと思います。 

それから、実は、私は一昨年の壁新聞のコメントも担当させてもらいました。一昨年は、毎年セミの調査をしていると書いてある

のを見て、「去年より今年は多かったですか？」とコメントさせてもらったところ、その次の年（昨年）に、今までの調査結果を表

にしてくださっているのを拝見し、とても嬉しかったですし、経年変化がわかり面白かったです！今年は分類の種類が増えてい

て、毎年工夫しながら活動されていることを感じました。 ひと夏終わると、子どもたちはみんなセミ博士ですね。 

ぜひこれからも、楽しく活動してくださいね！ 



 

大阪府高槻市 ひじりがおかレインボーズ 

壁新聞のタイトル：ひじりがおか レインボーズ新聞       27-10（幼児） 

 

ひじりがおかほいくえん レインボーズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ひじりがおかほいくえん レインボーズのみなさんの かべしんぶんは、よみやすくて、すっき

りまとまっている すてきなかべしんぶんですね！ みぎうえの にじも とても いいですね。 

もじも とても じょうずに かけています。たくさんの もじを、がんばって きれいに かきま

したね！ 

さいえんかつどうでは、たくさんのやさいを つくったのですね。かぞえてみたら、１５しゅるい

も あり、びっくり しました。あめのみずを ためて、それで みずやりを したのですね。すい

どうの みずを つかわなくて すむので、とても いいですね。 

たくさん しゅうかくした ということですが、おもしろい かたちのものは ありましたか？ お

おきいものや 、ちいさいものは ありましたか？みなさんで たべたりも したのでしょうか。

おいしかったですか？ 

せみちょうさも わかりやすく かいてくれていますね。まず、「けっか」を きちんと かいてく

れて いることが すてきです。じぶんたちで オスとメスが わけられるように なったという

のも すごいです。しんぶんに、せみの みわけかたも かいてあり、わかりやすいです。 

ぬけがらを わけた けっかの かずや、ぬけがらを みつけたばしょが かいてあり、みなさんの ちょうさの ようすが とても 

よくわかりました。また はっけんをしたことを かべしんぶんにして、ぜひ おしえてくださいね！ 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・ 

就学前であるのに、できるだけ子どもたちの力で壁新聞をまとめてくださっているところが、本当にステキで、すごいです。普段

から、子どもたちと同じ視線を大切に活動されていらっしゃると感じました。水やりをするだけで子どもは楽しい気持ちになる。お

野菜がだんだん大きくなることを見て、うれしくなる。セミの抜け殻を探して見つけて、面白いと思う。そういうふうに感性を大切

にすることから、相手を思いやる気持ちが生まれたり、ひいては地球全体のことを考えられるようになっていくのではと、改めて

思いました。昨年の西澤師範のコメントを見てくださったからでしょうか、セミの抜け殻の数だけでなく、見つけた場所が書いて

あって、すごい！嬉しい！と思いました。見つけてすごいね、で終わるのではなく、どんな場所で見つけたのかな？と思い返す

ことで、子どもたちも、また新たな発見をしたのでしょうね。これからも、ぜひ楽しい活動を続けてください！ 

 

兵庫県神戸市 細田児童館エコキッズ 

壁新聞のタイトル：水笠通公園探検隊       28-01 

 

細田児童館エコキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

じどうかんのまえに大きな公園があっていいね！ 

じぶんたちでしらべているのがいいなあと思います。 

木の「かたち」や「葉っぱ」をしっかりみましたね。 わかりやすくまとめられ

ていると思います。あと、「花」や「み」は見ましたか？「花」のことや「み」の

ことも、また、まとめてほしいなあ。 

どんぐりがなる木もありますよ。ずかんでしらべるときには、「花」や「み」の

こともしらべてみましょう。いつごろ、どんな色のどんな形の花やみがさい

たり、なるかをしらべておくと、もっとしょくぶつや公園のことがわかるように

なります。公園とちがう六甲山や学校にはえている木や草のことも、みん

なでしらべてください。 

木や草をかんさつしていると、虫や鳥のこともだんだんわかります。葉っぱや木、花やみの絵もかくと、もっと楽しい楽しいかべ

しんぶんになると思います。公園にはゴミはありませんか？最近は世界中でプラスチックのゴミが増えて困っています。 

また、ゴミがあるのか、あるならどんなゴミがあるのかも調べて壁新聞で教えてくれたらうれしいです。 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・ 

すばらしい公園が児童館の前にあって良いですね。花や実の観察もしたらもっと良いと思います。 

花の咲く時期や色や形を良く調べたら、木に集まる生きものことがもっとわかると思います。 

公園にサルスベリもあるようですが、サルが滑り落ちそうなツルツルの幹を観察してみてください。 

サポーターのみなさんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

上級生の子どもたちが公園のことや生きもののことを新しく入った下級生の子ども達に案内で来たら一層すばらしい活動にな

ると思います。 

私も実は明石に住んでいて長田の街もよく歩いたことがあってこの公園も知っています。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 



 

兵庫県神戸市 ゆきのごしょエコクラブ 

壁新聞のタイトル：ゆきのごしょエコ新聞       28-02 

 

ゆきのごしょエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

お花のうえかえは大切な活動です。 

うえるまえに、土をほりかえしたり、落ち葉をまぜたりすると花も元気になることがあります。

どんな土がお花を元気にするかまたかんがえてみましょう。 

みどりのカーテンも良いですね。 

あつい夏もみどりのカーテンのお蔭で少しは涼しくなったでしょう。みどりのカーテンがあっ

たら、虫や鳥もすずみにきたり、エサをさがしにきますよ。たまごをうむ虫もいるかもしれま

せん。じどうかんにきたときは、グリーンカーテンをよくみてみましょう。 

クリーン作戦はがんばってますね。おじさんも家の近くの川やかいがんのクリーン作戦をし

ていますよ。ペットボトルやレジぶくろ、おかしのふくろなどプラスチックのゴミがひろっても

ひろってもなくなりません。世界中でプラスチックのゴミがふえています。みんなでどうしたら

まちのゴミや川やうみのゴミがへるかかんがえてみてください。 

先生をよんで、みんなが勉強をしたこともじょうずにわかりやすく「かべしんぶん」にまとめられていると思います。 

  

サポータへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・ 

公園や川が児童館の近くにあって良いですね。グリーンカーテンや花のうえかえを子どもたちと取り組んで良いと思います。都

会では中々、生きものや緑、土、水にふれあえることが少ないのでこれからもがんばってください。 

クリーン作戦も大変ですが、大事な活動だと思います。 

ゴミ拾いをしながらどんなゴミが多いかやどこから来るのかをみんなで考えて、みんなでポスターを作って公園の近くや近くの

お店屋さんに貼ってもらった活動をお手伝いしたこともあります。 

サポーターのみなさんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。上級生の子どもたちが公園のことや生き

もののことを新しく入った下級生の子ども達に案内で来たら一層すばらしい活動になると思います。 

私も今年の夏に雪の御所に行きました。紙芝居もしましたよ。川にはモクズガニがいました。これからも、子ども達とエコ活動、

こどもエコクラブを楽しんでください。 

  
兵庫県神戸市 あきばだいじどうかんエコキッズ 

壁新聞のタイトル：エコの森キノコ隊新聞 2 

 

あきばだいじどうかんエコキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

エコの森 きのこ隊新聞でいろんなすててしまうものをじょうずにつかって工

作していることがわかりました。 

つかわないもの、すててしまうものをつかってお気に入りのおもちゃやどうぐ

をつくることはとてもたいせつです。作ったものは大事にしていつまでもあそ

んでくださいね。 

でんきのことも勉強もしたのですね。みんなでんきのこと、どう思いました

か？ 

でんきをこれまでいじょうに大切につかおうとおもいましたか？ 

日本では、がいこくにくらべて、でんきをたくさんつかってますよ。みんなのお

うちではどうかな？ 

でんきをつかいすぎると、ちきゅうがあつくなったり、よごれたりするんですよ。 

みんなもだれもいないへやのでんきをけしたり、だれもみないときもテレビをつけていたりしませんか。 

みんながかべしんぶんに、かおのところにかいてくれていたけど、ものをたいせつにしたり、ごみをひろったり、ぶんべつしたり

することはほんとうに大事ですね。 

こどもエコクラブのみんなで壁新聞にまとめたことは、みんなのおうちや学校でもみんなに教えてあげてくださいね。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

捨ててしまう様なものを工夫してもう一回使うことは大事だと思います。 

そうしながらごみのことやものを大切にすることをみんなでまなんでいることが壁新聞から伝わって来ました。ごみをへらしたり、

ものを大切にすることが生きものや自然、地球を守ることにつながることを子供たちに教えてあげてください。 

こつこつ継続することが一番大切です。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 



  

兵庫県神戸市 あさひクラブ 

壁新聞のタイトル：ぼく・わたしのエコ日記 

 

あさひクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みんな、夏休みにがんばりましたね。エコ日記、楽しくみせてもらいました。いつに何をし

たかが、たいへんよくわかりました。 

いろんなことをしましたね。何をするのかをかんがえたりじゅんびをするのもたいへんだ

ろうなと思いました。明石川までそうじに行ったり、生きものを調べに行ったり、マイバッ

クやいろんなものをつくったり、たくさんの先生のお話しをきいたりとほんとにいっぱいか

つどうしましたね。 

かんきょう問題はたくさんのことがあって、みんなの活動は全国のこどもエコクラブのみ

んなの参考になると思いました。これからもチャレンジしてください。 

工作したものをいつまでも大事にしたり、しらべたことはみんなでもう一回いっしょに考え

ることも大事ですよ。こどもエコクラブのみんなで壁新聞にまとめたことは、みんなのおう

ちや学校でもみんなに教えてあげてくださいね。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

すごいたくさんの活動ですね。おどろきました。準備も当日もまとめも大変でしょう。 

エコ工作というか、ものを作ることは子ども達の教育に多くの効果があると思います。 

すでに工夫されているとは思いますが、工作のときには、ものを有効利用すること、作ったあともそれを大切にすること、、

ゴミを減らすことや資源を大事にすることなどもしっかり企画プログラムに盛り込み学びの効果を高めて頂けたら最高だと

思います。 

たくさんの専門家の支援も得て、すばらしい活動を継続されていると思います。 

これからも、子供たちに更に学んだり作ったものをどう生かしていくかをかんがえたり、それを壁新聞に紹介して頂いたら、

全国の子供たちにも参考になりと思います。 

サポーターのみなさんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 

  

 

兵庫県神戸市 あさひクラブ 

壁新聞のタイトル：あさひしんぶん 特集キャンプ 

 

あさひクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みんな、夏休みは楽しかったですね。エコ日記でたくさんのことにチャレンジしているな

あと感心しました。そして「キャンプで自然とともだち！」をみせてもらって、みんなの児

童館はエコの夏休みでおどろきました。三田の人と自然の博物館もおおやのあゆ公園

もおじさんも行ったことがあります。たくさんのことが勉強できたでしょう。 

みんな何がいちばん楽しかったかな？ っておもったら、壁新聞に楽しかったことのじ

ゅんばんまでグラフになっていてビックリしました。 

キャンプファイヤーやかわあそび、まがたまづくりが楽しかったんですね。でもぜんぶ

たのしかったでしょう。みんな、キャンプやかわあそびのじゅんびやあとしまつもいっし

ょにしましたか？キャンプファイヤーのときは、よぞらもみましたか？よぞらには星がい

っぱいかがやいていますよ。おじさんもキャンプやりょうりもかわあそびもすきですよ。 

みんなもいろんなことにチャレンジして、みんなもじゅんびからあとしまつまでできるようになってください。 

もちろん、しぜんのなかで生きもののようすをみたり、キャンプでどんなことに気をつけたらいいかも勉強してくださいね。 

こどもエコクラブのみんなで壁新聞にまとめたことは、みんなのおうちや学校でもみんなに教えてあげてくださいね。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

すごいたくさんの活動ですね。おどろきました。準備も当日もまとめも大変でしょう。 

泊りがけの活動もされていてサポーターのご苦労が伝わって来ます。 

すでに工夫されているとは思いますが、「来たときよりも美しく」というキャンプや野外活動のルールを徹底的に子供たちに

教えてあげてください。 

今、屋外でルールが守れない人が増えていて、自然が傷んでいっていることも事実なので、こどもエコクラブでそのことを教

えて、全国のこどもエコクラブの皆さんや家族の方にも発信してください。 

サポーターのみなさんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 



 

 

兵庫県神戸市 しのっちょ・バレーヌ 

壁新聞のタイトル：しのっちょ しんぶん       28-03 

 

しのっちょバレーヌのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

むずかしいことをしらべましたね。おじさんが神戸のことを調べたら、この 100 年間で、約

1.5℃あたたかくなってました。５℃あたたかくなるって、人にとっては気がつかないくらいか

もしれませんが、動物や植物にとってはたいへんなことです。動物や植物はあつくなっても

クーラーもせんぷうきもないし、さむかってもストーブもないからです。 

だからあつくなっていなくなったり、死んでしまう生きものや枯れてしまう植物もあります。田

んぼや畑でそだてるお米ややさいのしゅるいをかえないといけないこともあります。 

だからみんなで自分たちでしらべてどうしたらいいかをかんがえて実際にやってほしいので

す。かせきねんりょうをもやすとＣＯ２がでます。ゴミをもやしてもＣＯ２がでるし、水をきれい

にするためにもエネルギーがつかわれますからＣＯ２がでます。みんなが家や学校でつか

っているいろんなものも作るためや運ぶためにエネルギーを使っているので、ＣＯ２がでま

す。みんな、なんでも大切につかってください。 

こどもエコクラブのみんなでしらべたことや壁新聞にまとめたことは、みんなのおうちや学校でもみんなに教えてあげてください

ね。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・ 

気候変動の問題は難しいですがさけて通れませんのでこれからも学習を続けてください。 

節電、節水のほかも、ゴミを減らすことも、ものを大切にすることも、温暖化対策として有効です。 

身近なことに目を向けて、自分が何をするか宣言をするって良いなあと思います。 

今度は、自分で宣言をしてどう過ごしたかを、みんなで話し合ったり、まとめたら更にステップアップすると思います。 

サポーターのみなさんも準備や運営、普段のお世話にご苦労されていることでしょう。 

これからも、子ども達とエコ活動、こどもエコクラブを楽しんでください。 



 

兵庫県神戸市 おおつか 

壁新聞のタイトル：野菜のエコ料理新聞       28-07 

 

おおつかのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

「野菜のエコ料理新聞」は、ふだんお料理するときに、捨ててしまうところを利用して、

おいしく食べる工夫をテーマに作った新聞です。読んだ人も「じっさい試してみよう」と

思わせるものばかりで、楽しい新聞になっています。 

私も、大根の葉っぱやブロッコリーのくきの利用はしていますが、エノキの根元部分は

捨てていました。ステーキ一度作ってみよう。 また、タマネギの皮は布を染めることな

どには利用したことがあるけど、お茶として飲んだことがありません。これも試してみよ

うかなあ。でも飲むのちょっと勇気がいるなあ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

今回どうしてエコ料理を新聞のテーマに選んだのかな？ その理由なども新聞に書い

てあると良かったと思います。また、それぞれの料理を作ったときの困ったこと、食べ

た後の感想などもあると、もっとおもしろい記事になった思います。 

また、分かりやすく大きな字で書いたことでスペースがとれなかったかもしれないけれ

ど、「おおつか」クラブって、どこで、だれが、いつ活動しているのか、そこのところも分

かればもっといいなあ、と感じます。 

次号もぜひテーマを絞って、楽しい新聞に仕上げてくださいね。 

 

兵庫県神戸市 神楽こども園 りんごキッズ 

壁新聞のタイトル：エコしんぶん       28-08 幼児 

 

神楽こども園 りんごキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

りんごキッズの新聞は、一目見た瞬間、えがおいっぱいになり、楽しさが伝わってきま

す。もし、ろうかとかにはってあったら、足を止めて読んでみよう、と思わせる新聞です。 

1 年を通じて、お米作りや畑で野菜や果物づくりをしているのですね。また、お米のとぎ

汁を利用して、水も大切にしていることが分かります。 

お世話する先生は大変でしょうが、小さいころから土をいじり、自然の恵みをいただく体

験は、子どもたちが大きくなっても忘れられない経験として残っていくでしょう。 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

これは、子どもメンバーへよりは、サポーターさんへのメッセージです。ペットボトルのエ

コキャップ活動の報告もありますが、私自身はエコキャップを集めることで環境や社会

にとってよいことがある（たとえばリサイクルについて学ぶ、ワクチンに変わる）面もあり

ますが、本当に環境によい面だけなのか考えてもらいたいなあ、と思います。 

というのは、ペットボトルで売られている飲み物をたくさん買う、というのは環境にとって

どういうえいきょうがあるのか、を考えてほしいからです。 

私たち日本人は、水道をひねるとおいしい水が飲める国にいます(世界で水道から安心でおいしい水が飲める国は限られてい

ます)。なので、お水やお茶をわざわざペットボトルで買ってこなくてもいいはずです。 

ですが、今日本でペットボトルのお水やお茶を買ってくる人が増え続けています。集めたエコキャップは、たくさん集めることを

目的とするより、ぜひどんな飲み物の入っていたペットボトルのふたなのか調べてみるなど、私たちのくらし方を考える材料にし

てほしいと思いますし、ぜひ、そんな活動について次の新聞で紹介してほしいです。 



 

兵庫県神戸市 玉一アクアリウム 

壁新聞のタイトル：校区内の明石川水系の勢力分布図       28-09 

 

玉一アクアリウムのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

とても目をひく新聞になっています。環境活動の大きな柱の一つに“調査”があります

が、現在と 5 年前の魚の勢力分布を比較したこの調査もとてもすばらしい活動です。 

魚の種類ごとに魚の形を切りとって貼り付けたり、外来種と在来種で形を縁どる色を

変えたりと、ずいしょに工夫とこだわりが見られます。魚が川の中に貼ってあります

が、魚をはってある場所で、その種類がみつかったと考えていいですか？ 

外来種の数が大きく減って、駆除の効果が現れているようですね。コイの大型成魚も

駆除しているということですが、外来種と比べてその数はどれくらいいるのでしょう

か？コイを「要注意在来種」と名称をつけていますが、この地域には元々コイはいなか

ったのですか？人為的にもち込まれた種類は、国内のものであってもその地域にとっ

ては生き物のつながりをこわす外来種です。 

生物を守っていくときには、その生物がくらす環境を守ることも大切です。消えてしまっ

た在来種は外来種によって食べられてしまったのか、環境の変化によってエサがなく

なったり、卵を産む場所がなくなったりしたのか、それともどちらも原因かみんなで考え

ることはたくさんありますね。考えるためには、それを示すための調査が必要になった

りします。川の絵では 5 年間で家が増えていますが、自然の緑の変化はどうでしょう

か？環境の変化に着目すると、さらに充実した活動になると思います。これからも継

続した活動を楽しみにしています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

魚の種類ごとに 5 年間で増えたか減ったかということを、UP、DOWN、消滅とまとめてくれたので一目りょうぜんですが、せっか

くたくさんの魚を川の中に貼ってくれているので、川の中の魚をみて、種類の増減が分かる工夫ができると紙面の使い方として

はよくなると思います。例えば、川をいくつかのエリアに分けて、エリア内に魚の数に応じて魚を貼ったらどうでしょうか。エリア

内に貼る魚の数はパッとみて数えられる程度がいいかもしれません。川の中に貼った魚たちにもぜひ情報をもたせてみてくだ

さい。 

 

兵庫県姫路市 ひめじアースエンジェル 

壁新聞のタイトル：川を美しくしよう！       28-11、28-12 全 2 枚 

 

ひめじアースエンジェル①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

小見出し「ポイ捨てすると…」「ゴミを川に捨てると…」「私たちにできること…」や記事の文字の

色や大きさが統一されていて、とても読みやすい新聞です。 

活動の気付きとして、「私たちにできること…」をまとめてくれたことはすばらしいです。この気

付きがエコ活動ではともて大切です。なぜこの活動をしたかということを新聞のはじめの方に

書くと、もっといい新聞になると思います。例えば、「ゴミがたくさんポイすてされていたので、み

んなでキレイにすることにした」といった感じです。 

ゴミについて 3R という文字をみたことがありますか？これは英語の頭文字なので難しいかも

しれませんが、カタカナで書くと、「リデュース」「リユース」「リサイクル」です。まずは、ごみを減

らす（リデュース）、次に何度も使う（リユース）ことを考え、最後に資源（しげん）として利用する

（リサイクル）という順番です。それぞれ私たちにどんなことができるか考えてみましょう。エコ

バックを使うと、買い物でビニールをもらわないですむので、ビニール袋は捨ててしまうものと

考えるとゴミを減らしていることになります。エコバックは使いやすく気に入ったものを長く使う

のがいいですね。 

「ゴミを川に捨てると…」のところに、“魚の住む場所がなくなってしまうと魚がいなくなる”と書いてくれました。なぜ、よごれた川

には魚がいなくなってしまうのかな？生きものが住む場所に目を向けてくれたことはすばらしいです。生きものを守るには、その

生きものが住んでいる場所も守る必要があるからです。そしてさらにはその生きものが食べているエサにとっても、生活できる

場所になっていないとエサがなくなってしまいますね。ごみを捨てる人がいなくなることが理想ですが、ごみ拾いをしてくれたみ

んなの活動が、地域をキレイにするだけでなく、「ポイ捨てをしない」というメッセージをまわりの人にも伝えることができたと思い

ます。これからも、私たちに何ができるかをぜひ考えてください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞にはってある写真からエコ活動として、ゴミ拾いをしたのかな？と想像していますが、どんな活動をしたのか書いてくれた

方がいいと思います。新聞は色々と調べたことをまとめることもできますが、実際に活動したことは貴重な経験です。経験しな

いと気付かないことも、きっとたくさんあるはずです。写真にも例えば「川でのゴミ拾い」といった説明をつけてみてください。 

 



 

兵庫県姫路市 ひめじアースエンジェル 

壁新聞のタイトル：川を美しくしよう！        

 

ひめじアースエンジェル②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

新聞の上に大きく「川を美しくしよう！」というタイトルがあるので、この記事の内容やエコ活動の

目的が分かりやすくてなっています。ホタルを守るために“ホタルがすめる川を守る”という取り

組みがすばらしいです。川なのでホタルはゲンジボタルかな？ホタルをふやしても、自然の川を

ホタルが一生をくらせる環境にいじすることが大切です。ホタルだけでなく、めだか、どじょう、タ

ナゴにとっても、くらしやすい川になるといいですね！ 

ホタルの一生がたまご→よう虫→さなぎ→成虫であることは新聞にも書いてくれましたが、それ

ぞれどんな環境が必要ですか？私からのホタルクイズです。 

    ① たまごはどこにうみますか？    ② よう虫はどこでくらしますか？  

③ どこで、さなぎになりますか？   ④ 成虫が光るのは何のためですか？ 

いろいろしらべてくれたみんなにとっては、かんたんなクイズかな。この答えを考えることによって、ホタルがくらす川をどのよう

に守った方がいいかが分かります。ぜひ、みんなで考えたり、調べたりしてみてください。ホタルのメスとオスは、言葉を話せな

い代わりに光をつかってコミュニケーションをとっています。そのため、夜でもライトで明るい場所ではコミュニケーションがとれ

ず、オスとメスが出会うことができなくなってしまいます。ホタルを見に行く人たちのマナーとして、不用意にライトをつけないこと

も大切です。 

新聞のクイズで、「ホタルのエサは？」とありますが、「ホタルのよう虫のエサは？」の方がいいと思います。エサとなる貝がいな

いと、ホタルのよう虫はくらせないので、貝にとってもくらしやすい川でなくてはいけません。これが自然の中の生きものどうしの

つながりです。これからもホタルとホタルがくらす川を守る活動を続けてください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

トンボの一生とホタルの一生で、「よう虫と成虫のえさがかわらないので、さなぎにならない」という見方に、なるほどと感じまし

た。なぜよう虫と成虫のエサが同じ昆虫と、変わらない昆虫がいるのでしょう。さなぎは動けない昆虫がほとんどなので、敵に

食べられてしまう危険な時期でもあります。それにもかかわらず、さなぎになる昆虫もたくさんいるのは、大きなメリットがあるは

ずです。よう虫と成虫でエサがかわることを考えると、よう虫のときは、短い期間でたくさんエサを食べ続けるという戦略（せんり

ゃく）です。 

 

兵庫県姫路市 NYAXA（ニャクサ） 

壁新聞のタイトル：車と電車・ボクの提あん       28-10 

 

NYAXA（ニャクサ）さんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

タイトルに「ボクの提あん」とあるのを見て、どんな提あんなのだろう？どんなことをしたの

かな？と興味がわいてきます。新聞のタイトルとしてユニークです。 

車を 1 時間調査（ちょうさ）する予定が、10 分になってしまったようですが、185 台もの車を

数えながらメモをとるのは大変だったことでしょう。このような調査は回数が多ければ多い

ほど良いデータになりますので、4 か所で調べてくれたことはとてもいいことです。ところで、

この調査はいつおこないましたか？調査では「いつ」「どこで」ということが大切になりますの

で、いつおこなったかのということが分かるように日にち、曜日、時間も書いてくれるともっと

いいデータになります。場所は、国道、県道、駅前ロータリー、スーパーマーケットと書いて

くれているので「どこで」がよく分かります。10 人で調査をすれば、データの数も 10 倍にな

りますので、まずは一人でできることから始めてくれて良かったと思います。 

きっぷの計算（大人 2 人、子供 2 人）や車のルート（ひめじ城に向かう）について、理由がはっきり書いてあることに感心しまし

た。なぜそう考えたかということが、とても大切なことです。むずかしかったかもしれませんが、同じように CO2 についても書い

た方が分かりやすくなります。 

いろいろな気付きにもとづいて、さいごに提案（ていあん）をしてくれてありがとうございます。たしかに CO2 の出ない車で移動

すると、いいことばかりのような気がしますね。 

いろいろと考えてくれたので、さらに考えてほしいことを一つ。電気自動車の電気はどこで作るのでしょう？電気をつくるプラント

の多くでは、電気をつくるときにたくさんの CO2 が出てしまいます。どうしますか？また色々な提案を楽しみにしています。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

まとめてくれたデータをみると、どの円グラフも、車の色は白と黒が同じくらい多いということがよく分かります。一方で普通車と

軽自動車を比べると、国道と駅前ロータリーでは普通車が明らかに多いのですが、スーパーマーケットと県道では同じくらいに

なっています。このように場所によってことなる傾向（けいこう）のデータになった場合は、4 か所の数字を合計しないで、場所に

よって別々のまとめをするということも考えられます 



 

兵庫県姫路市 はりま キッズサイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：はりま キッズ・サイエンス・クラブ       28-13 

 

はりまキッズサイエンスクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

いろいろな先生が来てくれたり、どれもひとつひとつレベルの高い活動をしていますね。 

専門の人に教えてもらうと学ぶ事がたくさんあるので、そのような機会があるのはとてもう

らやましいです！ 

また、グループの目標が明確に決まっているので、活動内容が一貫していて、回を重ね

るごとに学びもより深まる事と思います。 

一番上に記事になっている昆虫採集。多くの種類が捕獲出来ましたね。 

みなさんも整備に携わっていて、里山の環境が豊かだからこそだと思います。 

私は初めてエサキモンキツノカメムシを見た時に、可愛らしいハート型のワンポイント模

様を見て、ひと目でお気に入りの昆虫になって、大切にしようと思いました。 

今回の活動でも、エサキモンキツノカメムシにひとめぼれした子はいましたか？ 

豊かな環境が続くように、これからも活動を継続してがんばって下さいね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

やはりフィールドや、つてを持った方々と協力すると、とても高度で内容のある壁新聞に仕上がりますね。 

そのような活動をしている子どもたちも、おのずと環境について関心や知識がついていると思います。 

里山の活動を通じて、日常でもエコな行動にチャレンジするきっかけになっているのではないでしょうか。 

この壁新聞で感じたことのひとつに、美しさがあります。 

題字や記事、イラストなど PC を使って体裁を整えてあるところが、美しさを感じる点です。 

新聞らしい格式高さを感じる一方で、壁新聞らしさという視点で見ると、内容もアカデミックな部分もあるため、じゃっかん固い印

象を感じました。全国から送られてくる壁新聞には、ミミズがはったような字や、何だかよくわからないイラストなどもあります

が、案外そういった所に愛嬌を感じ、努力したんだなとほほえましい気持ちになる時もあります。 

絵、文字、何でも構いません。手描きのアナログさ＝子どもの存在をどこかに感じられると、より楽しげな雰囲気で目を引く壁新

聞になるのかなと感じました。 

これからも、高度な活動をがんばって下さい！ 

 

兵庫県芦屋市 グリーンキッズ 

壁新聞のタイトル：グリーンキッズ No.16       28-14 

 

グリーンキッズさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みなさん、こんにちは！私は兵庫県に行った事が無いので、興味津々で読ませてもらいまし

た。まずはイチオシにも挙げられている「甲山ウォーク」。 

この甲山という所には、たくさんの植物や生きものがいるんですね！ 

感想の所にもみなさんが書いているのを見ると、とても印象に残った体験だったという事が

わかります。 

その場所に詳しい人に教えてもらえると、自然が何倍も楽しめるので、私も大好きな体験で

す。 

他にもダンゴムシ広場の整備や緑化、公園の掃除やリサイクルなど、いろいろな事が体験出

来る甲山を、読んでいるだけの私にも大切に思えてきました。 

自然の楽しさや大切さが感じられる壁新聞を読ませてくれて、ありがとう！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・★・・・・・・ 

甲山ウォーク以外にも、たくさん体験した項目を書いてくれていますね。 

私も子どもたちと山で自然体験をするのが好きなので、今回はイチオシにはならなかったけど、きっとどれも楽しんで取り組め

ただろうなと想像出来ます。 

ところで「ひっつき虫やっつけ大会」など、書いてある活動から何となく「こんなような事をやったのかなぁ？」とイメージは出来る

のですが、この壁新聞を読んで、もっと詳しく知りたいと思った人は多いかもしれません。 

それぞれの活動が、どうエコなのか？そんな所がエコなのか？それも書いてあると、読む人は「なるほどねぇ～」と、もっと納得

してくれると思いますよ。 

また今年度もたくさんの活動に取り組んでいると思うので、次の壁新聞では一押し、二押し、三押しくらいまで、みなさんの活動

を紹介してくれたら嬉しいです。 



 

兵庫県伊丹市 エコスマイル 

壁新聞のタイトル：エコで一首「エコスマイル新聞」       28-15 

 

エコスマイルさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

とっても面白い壁新聞ですね！！かるたにして活動内容を伝えるというアイデアに、ひと工夫

が感じられます。 

読んでいる側は、かるたを体験している気持ちになって「次は何だろう？もっと読みたい！」と

夢中になってきて、気がついたら自然に全部読み終わっていました！ 

見出しや写真、イラストやみなさんのコメントが上手に配置されていて、見た目もきれいな仕上

がりです。活動内容も、いろいろなエコにチャレンジしていて、生活の様々な場面で生かされそ

うですね。 

ちなみに私が特に気に入った短歌は「トマト狩り たくさんとれた 旬の味 自分でとったの め

ちゃうまい」「そうなんだいつも食べてる お菓子たち エコにやさしい びっくりぽん」です。 

これからも、たくさんの面白い体験をして、次回作を見せて下さいね！ 

 

サポーターさんへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・ 

この壁新聞を読んでいて楽しくなれた大きな要因として、作り手側の楽しさが伝わってくる事が挙げられます。 

サポーターの大人のみなさんは、子どもと一緒に体験を共有して、楽しんで活動しているのでしょう。 

私も親子でイベントをする時には、なるべく大人の方が楽しんでもらえるように心がけています。 

というのも、仕事を始めた当初は「親子向けのイベントでは、まずは参加した子どもが楽しんで、親も同時に楽しむもの」と考え

ていましたが、本質はその逆ではないかと感じる事が多かったからです。 

大人が楽しむ姿を子どもは本当にしっかりと観察していて、夢中になっている大人を見て安心したり、関心を持ったり、大人に

つられて徐々に子どもが夢中になる様子を今までに何度も見てきました。 

大人から子どもへ楽しさが伝播する事で、子どもたちの能動的な姿勢につながると思いますが、エコスマイルのみなさんはそ

れが実践されていると感じます。 

これからも、大人が関心を持てる題材をピックアップして、サポーターと子どもたち全員が二人三脚のように一体となって、活動

に取り組んでいって下さい！ 

 

和歌山県有田川町 あでやか安諦小 花と自然大好きっ子 クラブ 

壁新聞のタイトル：花とほたる大好きっ子新聞       30-01 

 

あでやか安諦小 花と自然大好きっ子 クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

あでやか安諦小 花と自然大好きっ子のみなさん、こんにちは。 

このかべ新聞をよんだときの第一印象は、「すごい！」の一言でした。細かくしらべ、上手にま

とめられていて、中身も見た目もすばらしいですね。 

まず、花の学校プロジェクトでは、たくさんの花をそだてていて、とてもきれいですね。自分たち

でそだてた花は、きれいにさいたとき、うれしいですよね。また、それを地域の方にもプレゼント

することで、すてきな地域の輪が広がっていますね。 

もう一つの活動こどもホタレンジャー活動は、本当によく調べられていますね。研究者もびっく

りの研究力です。私の住んでいる近所にはホタルはいませんが、このかべ新聞をよんで、ホタ

ルにきょうみがわきました。他にも、どんな性格だろう？なぜ光るのだろう？寿命はどれくらい

だろう？環境問題との関係はあるのだろうか？など、たくさんしらべてみたいことが思いつきま

した。これからも、もっといろいろしらべてみてね。たのしみにしています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成おつかれさまでした。花の学校プロジェクトでの緑化活動と地域交流、ホタレンジャーでの研究など、様々な分野

にチャレンジされていて、とても楽しそうですね。また、きちんと目的を持って取り組むことで、活動の意義が子どもたちにも伝わ

っているような気がしました。 

私は、生き物や自然が好きなので、この内容にとても興味を持ちました。そんな私はわくわくする内容ですが、生き物や自然に

あまり興味が無い方はどうでしょうか。何も知らない方にも「おっ。おもしろそうだな」と思ってもらうために、かんたんに育ててい

る花の種類や、どんな花が咲くのか、や、ホタルはどんな生きものなのか、面白かったり少し変わっている等の愛着を持てるよ

うな生態があるか、などが書いてあるとより多くの人に興味を持ってもらえると思いました！ 

次回の壁新聞もたのしみにしています。 



 

鳥取県米子市 メダカみ～つけ探検 

壁新聞のタイトル：自然の神様       31-01 

 

メダカみ〜つけ探検クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

高学年がリーダーになって 13 名のメンバーで力を合わせて作ったことがよく分か

る新聞です。メダカの観察、水鳥の観察、中海での生き物観察と活動を通じて地域

の自然や生態系について学んだ様子がよく分かります。 

「自然の神様」のタイトルがとても目立ち、またタイトルに込められた想いがまとめ

の中からも読み取れ、1 年間の活動からエコクラブのメンバーが何を感じたかよく

伝わってきます。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

１年間の活動を紹介することで、メダカみ〜つけ探検クラブが、全体にどんな活動

をしているのかはよく分かります。 

ただ、みんな短い活動報告なので、この新聞を読んだ人は「たくさん活動をしてい

るクラブだな」と思卯だけで終わってしまいます。もっと興味を持ってもらうために、

活動の中のひとつをクローズアップして、その時見つけたもの、学んだこと、感じた

ことなど細かく教えるコーナーを作ってみてはどうでしょうか。そうすることで、米子

に行ったことのない人も米子の自然のすばらしさを実感できる新聞になると思いま

す。 

 

鳥取県米子市 自然といきものみ～つけ探検 

壁新聞のタイトル：発見！ジャングルエコ新聞！！～Road to eco～       31-02 

 

ＹＯＮＡＧＯジャングルエコ探検のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

1 年間に中海クルージングから登山まで、ちがった環境の地域を見て回り、いろい

ろな体験したことがこの新聞から伝わってきます。とりわけ、私のいんしょうに残っ

たのは、新幡郷発電所やソーラーパークのレポートです。 

発電所のしくみや私たちの家庭にどのようにして電気がとどくのか、イラストや写真

などで一生懸命伝えようとしている記者の姿が目にうかびます。また、自然を体験

するだけでなく、水鳥観察会の記事にあるように、白鳥の数がへったことを知り、白

鳥を守るために自分たちができることがあればやってみたいと言う気持ちを書いて

います。いろいろな自然のおもしろさ、美しさを感じることでこんな気持ちになれると

思うので、これからもたくさんの自然に出会って下さい。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

タイトルの”road to eco”に込められた意味を「クラブからのメッセージ」などのコラ

ムを作って壁新聞に書いてみてはいかがでしょうか。もしくは、それぞれの活動

の感想だけでなく、1 年間の活動のまとめのコラムを作ってみてもいいかもしれま

せん。壁新聞を読んでいる人は米子の自然について知りたいと思うと同時に、み

んながエコクラブの活動を通じて何を感じたか知りたいと思うのです。 

それから、これは書き方のことですが、紙面のあちらこちらに、かわいいイラストが

たくさんあり、楽しいです。でも目立たない。これらのイラストは色鉛筆でなくマジッ

クなどもう少しはっきり分かるペンを使って書くと、その存在観がぐっと上がるにち

がいありません。 



 

鳥取県米子市 それ行け中海探検 

壁新聞のタイトル：美しい中海を大切にしよう！2015       31-03 

 

それ行け中海探検のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

それ行け中海探検のみなさん、こんにちは。 

みなさんは、中海のためにいろいろな活動をしたのですね。私は、中海を知らなかっ

たけど、たくさんの生きものがいる中海に行ってみたいな、と思いました。 

それ行け中海探検のみなさんは、中海に今いる生きものを守りたいと思っているの

ですね。では、どうやったら守れるでしょうか？どんな事をすれば、水をきれいにでき

るでしょうか？そんな事をグループみんなで考えてみると、いろいろなアイディアが出

ておもしろいかもしれません。 

ちなみに、私は家から出る生活排水（せいかつはいすい）をきれいにするために、料

理をした後のフライパンや、ごはんを食べた後の汚れたお皿を、新聞紙やいらなくな

った布などで拭いてから食器あらいをしています。さらに、洗剤をつかわず、アクリル

たわしであらうことで、なるべく汚れや洗剤を流さないようにどりょくしています！ 

みなさんは、お家でどんなことをしているかな。いいアイディアがあったらぜひかべ新

聞にまとめてみてね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

水質調査、水生生物調査、親子ほたる観察会、ゴズ（ハゼ）つり、水鳥観察会、ゴビウス見学、中海料理作り…と、本当にたくさ

んの体験をしましたね！これだけたくさんの体験をすると、きっと子どもたちの中海や生きものに対する愛着も湧きそうだな、と

思いました。 

一言にも書きましたが、たくさんの経験をして「中海を守りたい」と思ったら、次は、どうすれば守れるのか、を考え、実践する番

です。グループで話し合うと、大人が思い付かないようなすばらしいアイディアが多々出てきます。一つ一つの意見と向き合い、

実践できそうなことをうながせると、普段の生活を見直すきっかけとなるのではないでしょうか。 

 

鳥取県米子市 イオン チアーズクラブ 日吉津 

壁新聞のタイトル：自然から学んだエコ活動       31-05 

 

イオン日吉津チアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

イオン日吉津チアーズクラブのみなさん、こんにちは。 

今回の活動では、小松菜と水菜をそだてたのですね。私も、イネ（お米）をそだてたことがあ

ります。植物をそだてることはとても大変ですが、立派に育っていますね。とてもよいかべ新

聞が かんせいしましたね。 

私は、中でも「食べきれなかったから、となりの人にもわけた」という行動がすばらしいと思

いました。いま日本では、食べられるのに捨てられている食べもの（食品ロス）が 1 年で

500 万トン以上あるそうです。1 日に計算すると、なんと 1 人が毎日おにぎりを 1～2 コ捨て

ているのと同じくらいの数だそうです。みなさんのように、分け合ったりしてムダを少なくでき

たらいいですね。 

他にも、中海クルージングをしたり、海やお魚の事も学んだのですね。私は、お魚を守るた

めの行動として「MSC 認証（にんしょう）マーク」というのを知っています。これは、お魚をとり

すぎないようにするためのマークです。気になったら、ぜひ調べてみてね。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

イラストや写真が多く使われていたり、子どもたちの感想が書かれていたり、とても楽しい体験だったことがうかがえます。 

とても楽しそうな雰囲気が伝わるのですが、もう少し、環境とのつながりについてふみ込めると、より内容の濃い壁新聞になると

感じました。例えば、なぜ農業体験や中海クルージングをしたのか、や、その活動をすることで環境にどのような変化がある

か、を記載したり、活動に参加した子どもたちはどんな学びがえられるか、活動を通してどのような感情や意見を持ってほしい

か等を決めておくと活動がしやすいと思います。（私は、普段、環境問題等に関するプログラムを作っていますが、必ずゲーム

等の遊びにも目的を設定しています。そうすることで、自分はどんな話をしたら良いのか、どのように伝えたら分かりやすいの

かが明確になるのでおすすめです！） 

活動の一つ一つに意味を持たせることで、教える側も子どもたちも、より学びが深まるのではないでしょうか。 



 

鳥取県米子市 福米東小学校エコクラブ 

壁新聞のタイトル：中海が教えてくれたこと       31-04 

 

福米東小学校エコクラブ（福米東小エコ隊）のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

福米東小エコ隊のみなさん、こんにちは。地元の中海をきれいにするにはどうしたら良

いか、と具体的なアイディアがたくさん出ていてすばらしいですね。 

中海にかぎらず、昔に比べるといろいろな場所の川や海が汚れてしまっていて、とても

悲しいですよね。でも、そこにすむ生きものは、きっと、もっと悲しいだろうと思います。

そんな、動けなくて言葉も話せない生きものの代わりに、福米東小エコ隊のみなさん

が声を大にして、この問題を地域の人や日本中の人々に投げかけてほしいな、と思い

ました。 

私も、このかべ新聞を読んで、今の自分の生活をもう一回見直して、自分に出来るエ

コアクションをしようと思いました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。中海の現状を知り、子どもたち一人一人が水をきれい

にする対策を具体的に考えられていて、とても良い活動だったと伺えます。 

私は、普段小学生やその親を対象とした環境に関するプログラムを企画することが多

くあります。その時に感じることは、意外と大人の方も環境問題を知らないという事で

す。 

そこで、たくさんのエコに関する知識をえたみなさんには、ぜひ大人向けや、地域の方

向けに発表会をやってほしいと思いました！福米東小学校のみなさんの切実な思いに

きっと大人も心動かされ、中海をきれいにしようと思う人がふえるのではないでしょうか。 

ぜひ、これからもこの活動を続けてほしいと思います。いつか、中海がきれいな姿を取り戻せますように。応援しています！ 

 

島根県出雲市 上津探検隊 

壁新聞のタイトル：ケロケロカエル調査新聞Ⅸ       32-01 

 

上津探検隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

新聞中央下にカエルランドの活動が載っていますが，なんと合計４９回に達していま

す。それと新聞の下の方に，きちんと文化祭で発表する姿がレポートされているのは

すばらしいことです。成果を発表していろんな人に知ってもらうのは大切なことです。

特にヤマアカガエルとモリアオガエルの初産卵日と卵のかたまりの数を９年間も数え

ているのはすばらしいことです。また，卵のかたまりの数が減ってきていることを見つ

け，天敵のせいではないかと推測しています。さらに卵を増やすためには，天敵を捕

まえて川に逃がすことやイモリが嫌いなぬるい水にすることだと方策についても考え

ています。 

記事のひとつひとつをまとめているのはとても良い工夫です。その上で保全対策を

考えているのは自然の構造をよく理解しているからです。３５名のクラブ員と１５人の

サポーターが支えていることが，活動の充実につながっているのではないでしょう

か。どうかこれからも続けて活動して下さい。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

これは新聞のどの記事にも言えることですが，記事の小見出しの文字をもう少していねいに書くと目を引くのではないでしょう

か。 

記事の内容はいいので，山でクワガタムシを見つけた感動が伝わってきますね。集合写真もよくできています。小見出しが少し

乱暴に書かれているので，減点することになります。 

ちょっと残念なのは文化祭の写真と文字が離れていました。これは，オーソドックスな作りにして，記事と写真が一体の方が理

解と感動を伝えることができると思います。一体化することによって自然活動の感動をまとめて伝えることができると思います

よ。 



 

岡山県岡山市 岡山ハッケンジャー 

壁新聞のタイトル：岡山ハッケン新聞       33-01 

 

岡山ハッケンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

まるでどんぐり図鑑のようなすばらしい壁新聞です！！！どんぐりに関する歴史、料

理、種類、成長、どんぐりに関係する動物や昆虫をこれだけ詳しく調査した結果を記

事にしたことはおみごとです！！！ 

みんなことを「子どもどんぐり博士」と呼ばせて下さい。スダジイのどんぐりクッキーの

可愛いレシピはとてもうまく作ったね。クッキーはちょっとたんぱくな味だったかな。ご

飯とパンはどのように料理して、どのような味だったのかな。これらもたんぱくな味だ

ったのかな。縄文人のどんぐり食についてとてもうまくまとめたね。縄文人はスダジイ

と同じようにマテバシイも主食にしていたそうだよ。「子どもどんぐり博士」なので、もう

知っていると思うけど、どんぐりを利用する虫はゾウムシだけでなくハイイロチョッキ

ムシもいるよね。この虫のちがいを調べるとおもしろいと思うよ。その他の活動の「生

きものハッケンずかん」、「田んぼの１年」、「カナちゃんの Baby」と「岡山県のタンポ

ポ」の記事もきょうみ深い、とてもおもしろい内容だね。 

次回の壁新聞では確認した７種類のタンポポの名前を教えてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

どんぐりのお遊びについての記事があると壁新聞の読者にもっとよろこんでもらえたかも知れないね。また、近年、どんぐりの

不なり年にはクマによる人間の被害が多いので、「熊出没注意」の記事は大きく書いた方がよかったかも知れません。 

 

岡山県津山市 わくわくエコクラブ 

壁新聞のタイトル：わくわくエコすごろく       33-02 

 

わくわくエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

わくわくエコすごろく新聞、とても楽しい新聞です！！！すごろくのそ

れぞれのますめにエコな環境活動がたくさん書かれており、とてもくわ

しくしらべたなとかんしんしました。また、ゴールしたお友達に「ゴール

した人は今年自分でできるエコなことをいってね」とお願いは非常によ

いアイディアだと思います。 

加茂川での生きものしらべやゴミひろい、自然教室で昆虫の標本作

り、山菜さがしやカブトムシ幼虫さがし、ホタルの観察調査、米作り体

験などのいろいろな環境活動はとても時間がかかり、大変だったと思

います。おつかれさま！！！でも、それぞれの活動では新発見や不

思議があり、楽しかったことがみなさんの壁新聞からじゅうぶんにつ

たわってきましたよ。すばらしい思い出になったね。次回の壁新聞を

わくわくして待っていますよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

わくわくエコすごろくに参加したお友達の感想があればよかったと思います。みなさんの環境活動へのチャレンジはまだまだた

くさんあり、たとえば、みなさんが大好きな加茂川で見つけた生き物の種類、場所、数などの報告も大切だよね。加茂川の環境

を守るために、これらはとても重要なデータになり、さらにこれらの環境活動をひきついでくれるお友達にも大切なデータになる

からね。 



 

岡山県美咲町 加美っ子エコクラブ 

壁新聞のタイトル：みんなでつくろう、緑のカーテン!       33-03（規格外） 

 

加美っ子エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━ 

６月５日の土つくりから１０月９日のあとかたづけまでのゴーヤのきろく

が、ゴーヤという一つのテーマにしたことで、とてもわかりやすく書かれ

ている壁新聞です。あいじょうたっぷりのりっぱな緑のカーテンのかん

せい、おめでとう！！！ 

また、ながいあいだゴーヤをがんばっておせわしてくれてありがと

う！！！すばらしい“ゴーヤ壁新聞”だね！！！ 

ゴーヤがそだつためには、太陽のひかり、にさんかたんそと水の三つ

がさいていひつようなので、とくに夏休みに先生がゴーヤに水をやった

ことによって、葉っぱやつるが大きくせいちょうして、そして黄色い花が

さいたことで、ゴーヤにとって水がたいせつであることがとてもべんきょ

うになったとおもいます。 

みなさんよりもずいぶんと大きくなった緑のカーテンのおかげで、図書室のおんどもさがり、ちきゅうのためにとてもやくにたった

とおもいます！！！えいようまんてんのゴーヤジュースつくり、たのしそうですね。１０月９日にみんなでいっしょにゴーヤのあと

かたづけもしたことはとてもりっぱなことですね。このあとかたづけで、みなさんはちきゅうのためにやくにたったゴーヤにこころ

からかんしゃしたことでしょう！！！また、らいねんもみなさんがだいすきなちきゅうのためのゴーヤつくりにがんばってくださ

い。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★ 

つぎの壁新聞では、図書室のおんどがどのようなったかのきろくをとってほしいとおもいます。 

また、たねからゴーヤをそだてたり、ゴーヤりょうりのこともほうこくしてくれるとうれしいな。楽しみにまっているよ！！！ 

 

広島県福山市 めだかの学校 

壁新聞のタイトル：遊びにおいで!芦田川は楽しいよ!       34-01 

 

めだかの学校のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

めだかの学校の活動も 17 年目とのこと。こういう活動は継続していくことで精度

もあがり、また貴重なデータとなるのですが、実際に継続して、となるとむずかし

いのか、短い年度で終わってしまうことも少なくありません。そんな中でこれだけ

長い間活動し続けていることは、とても貴重なデータを収集できたことであり、今

後の保護活動にも大きく生かされることと思います。 

見つかった生き物の中には、かなり希少なものも含まれています。いつまでも希

少な生物もすめる芦田川であり続けてほしいものですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞は色使いも見やすく、内容も濃いものだと感じます。ただ、新聞を読む人は、

何か目玉となるものを期待したりします。そこで、「今年の話題」のようなコーナー

を作り、何かひとつの話題を大きく取り上げてみてはいかがでしょうか。 

みなさんが全国の読者に向けて訴えたいことでもいいし、芦田川の様子でもいい

し、思わず読んでみたくなる内容を期待しています。 



 

徳島県三好市 ホタルと共に暮らし隊 

壁新聞のタイトル：ホタル新聞       36-01 

 

ホタルと共に暮らし隊のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

ホタルと共に暮らし隊のみなさん、こんにちは。とてもたくさんの活動をしましたね。 

私も普段からなるべく 4R を意識して生活をしています。その中でも私は「リデュース」

を大切にしています。そもそもごみを減らすことが出来れば、リサイクルや処理に掛か

るエネルギーやお金の節約になります。みなさんも、日常生活の中でぜひ意識をして

もらえたらうれしいな、と思います。 

上記の理由から、食品ロスに注目をしていることにとても嬉しく思いました。壁新聞に

ある食品ロスを無くすための取り組みはとても面白いし、ぜひ他の学校など日本全国

へ広めて欲しい活動だと思いました！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

今までの活動を踏まえていることで、4R の重要性がとても上手にまとめられていると

感じました。また、給食の食品ロスについて調べたことも、身近な 4R 活動としてとても

参考になる壁新聞であったと思います。 

とても読みやすくまとめられていますが、子ども達の手書き部分があると良いと思いました。情報量が多いため、勉強になる分

新聞のような堅苦しさもある印象です。より多くの人の目にとまるよう、手書きのイラストや文字を入れると良いかもしれませ

ん。 

とてもレベルの高い壁新聞のため、次回も楽しみにしています！ 

 

香川県高松市 シオンエコサイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：水調べ新聞       フェス参加辞退 37-01 

 

シオン・エコサイエンスクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

シオン・エコサイエンスクラブのみんなが書いてくれた水調べ新聞を読みました。 

うれしかったこととして、メダカを見つけたこと、たくさんいたことですね。みんなが住んでいる

所は、まだメダカがいるのですね。日本の各地でメダカがいなくなったと悲しんでいる子供た

ちがたくさんいます。メダカがほろびないように自然を守ることがだいじですね。メダカの卵を

食べるカダヤシもいるようで問題ですね。カダヤシは北アメリカ原産で日本でも外来種として

分布を広げているようですね。カダヤシを捕まえてみんなはどうしているのですか？私が住

んでいる川崎の多摩川では外来種だけを生かしておく池を作って、そこに多摩川でとれたブ

ラックバスやピラニア、外来種のカメなどを飼っています。多摩川は外来種の宝庫になってし

まったので、アマゾン川にちなんでタマゾン川とも言われています。ということでみんなは外

来種のカダヤシはどうしているのですか？とれた川にはもどせませんよね。 

うれしかったことの二つ目は、早明浦ダムのそうじをしてきれいになったことですね。ダムに

限らず、部屋などをそうじしても、きれいになると、ヤッターっとなってすっきりしますよね。や

りがいがあったと感じました。とても温かい気持ちになったとのこと良いことをしました。その

後、よごさないようにしてほしいですね。みんながそうじをしているところを大人などほかの人

に見てほしいですね。見た人はたぶん、ごみを捨てるなどよごさないと思います。 

色んな生き物と出会いました。さわがに、キノコ、大きなみみず、大きなかたつむりにも出会ったようですね。大きなカタツムリと

言えば、先日テレビで見たのは、ニュージーランドにいる 10cm 位のカタツムリでした。ミミズなどを食べる肉食のカタツムリでし

た。日本には、そんなカタツムリはいませんが。世界にはビックリする生き物がいろいろといますよね。 

川や水路には、ペットボトルや空き缶、釣り針やリール、それにござもあったのですね。どうしてそんなものを捨てるのかな？残

念ですね。みんなが住んでいる所に限らず、日本のいろいろな川や水路などにポイッと捨てる人がいて困りますね。川などに

捨てられたごみが海に流れ着いて、海の生き物に悪いえいきょうを与えています。 



 

香川県高松市 シオンエコサイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：水調べ新聞        

 

たとえば、レジぶくろが海にいくとウミガメがエサのクラゲと間違えて食べようとします。レジぶくろがのどにつまって、カメが死ん

でしまうこともあるようです。釣り糸は鳥の足などにからみついて、鳥が困っているようすも良くあります。ごみで川や水路や街

がきたなくなるだけでなく、生き物にも悪いえいきょうがあるので、ぜひ、ポイ捨ては止めてほしいですね。 

一番悲しかったのは、除草剤をまかれたことですね。除草剤が川や水路に流れて、水質がとても悪くなるだけでなく、生き物に

も大きな悪いえいきょうが出ていました。ザリガニがたくさん死んでいたようですね。除草剤は雑草を枯らしたり、死めつさせる

力があるということは、ほかの生き物にもとても悪い作用を与えます。もちろん、たくさん吸ったり、口に入ると人間にもとても悪

いえいきょうがあります。このような除草剤は、すぐには分解しないで土の中に残って、雑草が生えないようにするのでしょう

が、それによって土の中にいるみみずやダンゴ虫、かびやだになどの小さな生き物も死んでしまうのでしょう。土の中にこれら

の小さな虫がいるので、良い土になり、草や木が大きくなります。除草剤によって土も死んでしまうのですね。除草剤を使わな

いで雑草を除くことはできないのでしょうか？みんなはどう考えますか？そうです！薬品を使わないで人間の力で、あるいは機

械の力で雑草を除くことができます。川や水路や生き物、自然を守るために人間ができることはたくさんあると思います。 

シオン・エコサイエンスクラブのみんなは、1 年間に水調べだけでなく、リサイクル工作や光触媒スプーン作り（光を当てることで

よごれが取れるのかな？）、色素増感太陽電池作りなどたくさんの活動をしたようですが、壁新聞としては水調べにしぼって記

事を書いてくれました。そのおかげで分かりやすい新聞になっています。 

来年はどんな新聞が来るのか、楽しみにしています。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

メダカを見つけたよ！掃除をしたらすごいきれいになったよ！色んな生き物と出会えたよ！などの明るい、うれしいニュースが

ありました。しかし、残念な、ショックなニュースもありました。除草剤がまかれて水質がとても悪くなったよ！ザリガニがたくさん

死んでいたよ！空き缶やペットボトルなどのごみがたくさんありましたよ！などなどみんなが 1 年間、水調べをやって見つけた

ことがありました。そんな、目に見えることとは別にみんなが調べたのは、サイエンスクラブの名前に負けないように水のｐＨ，

透視度とＣＯＤという難しい分析をやりました。小学 6 年生にはちょっと難しいｐＨやＣＯＤの測定にチャレンジしました。 

2 年ごとに調べているようですが、毎年調べるともっとよく変化が見えると思います。2 年ごとに調べるのはどういう理由ですか

ね？ＣＯＤの測定はちょっと気を付けないと測定のデータがおかしくなってしまいますね。たとえば、水の中に指が入ってしまう

と数値が高くなってしまうので、指が入らないよう気を付ける必要があります。みんなはそういうことはよく知って調べていると思

います。 

 

 

香川県高松市 シオンエコサイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：水調べ新聞        

 

ｐＨ，透視度、ＣＯＤの測定を、2001 年から 2015 年まで継続して調べていることは、とてもすばらしいです。続けることによって、

見えないことも見えてきます。水質調査の結果を見てみると、詰田川、宮川、ため池、出水の水質が 2008 年ころから悪くなって

いるように見えます。2015 年の調査結果でも昔と比べると悪くなっているようですね。これはどうしてでしょうか？ 

水質が変化した原因は、何か思い当たることがありますか？原因をつきとめるためには、川などの周辺あるいは上流に行っ

て、工場が増えたとか田んぼがどうなったとか、上流の川にごみが増えたとか、変化を調べることも必要になってきます。このよ

うな調査もやるとみんなの水調べも一歩上のクラスに進歩したことになるでしょう。 

そのような調査をする時の大事なことは、あらかじめみんなで予想される原因を考えてから調べに行くことがだいじです。その

ような原因を考えずに調べに行くと、見えるものも見えなくなります。 

見る、観察することのポイントは、何を見るかをあらかじめ、しっかりとしぼっておくことです。その時にだいじなもう一つの点は、

いろいろと見て、観察する時に、見えることは何でも忘れないように記録しておくことです。自分たちが考えたこと以外の発見が

あるかもしれません。自分たちが考えたこと以外の発見の方がおもしろいこと、すばらしいことやびっくりすることがあります。ノ

ーベル賞を取った人たちの発見もぐうぜん見つけたことや思ってもみなかったことをしっかりと見ていたことがノーベル賞級の

発見につながっています。 

★☆加藤代表サポーターさんへ☆★ 

壁新聞をこどもたちが書いてくれると、また一段と味のある新聞になりそうだと思いますが、どうでしょうか？（壁新聞師範の岡

本正義から） 



 

愛媛県松山市 エコ・サイエンスクラブ 

壁新聞のタイトル：科学で地球を守る～7 ヵ月のちょうせん～       38-01 

 

エコサイエンスクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

エコサイエンスクラブのみなさん、こんにちは。 

クラブ名の通り、科学的な実験をしていて、目の付け所がとても面白いな、と思いました。虹を

作ったり、ソーラーカーを作ったりとても楽しそうですね！ 

私も、ソーラーカーを作って走らせたことがあります。なんで太陽の力で車が走るんだろう？ソ

ーラーパネルの仕組みって、どうなってるんだろう？こんなにうすいのにどこで発電をしている

んだろ？と、調べたいことがたくさん出てきました。きっとみなさんも、活動を進めていく中で「な

ぜ？」「なに？」「どうして？」が生まれてくると思います。そんなときに、身の回りの人に聞いて

みる、インターネットで調べる、専門の会社や施設に連絡して聞いてみる、など調べる方法は

たくさんあります。疑問を解決できるのって、とても達成感があるので、疑問が生まれたときは

ぜひ調べてまとめてみてください！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

一言にも書いた通り、他には無い視点での切り口に、壁新聞への期待が高まりました！ 

内容もとても面白そうなものばかりで、たくさんの実験ができる子ども達の環境をとてもうらやましくも思います。 

これだけ多くの実験をしていると、今起きている環境問題を解決する策をもしかしたら思いつくかもしれません。子どもたち同士

で考える機会を設けることで、次へステップアップするチャンスが生まれます。 

ぜひ、そこで出た意見や質問を壁新聞に書くことにより、より良い壁新聞になるのではないでしょうか。 

  

愛媛県新居浜市イオン新居浜チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：めだまっち新聞 

 

イオン新居浜チアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

 

イオン新居浜チアーズクラブのみなさん、こんにちは。 

一年をとおして、とてもたくさんの活動にとりくんだのですね！たくさんの自然や生

きものとふれあうと、知らなかったことをいろいろ学べるのでとても良い時間がす

ごせますよね。 

みなさんの活動が、どのように地球や身の回りの環境に良いのか考えながら取り

組むと、もっともっと良いものになると思います。また、全員が共通の意識をもって

活動に取り組めていることもすばらしいと思います。 

みなさんは、今地球に優しい人になるための第一歩を踏み出しています。自分た

ちが活動を通して学んだことを家族や友達、地域の人、他校の人…と、どんどん

広めていけると良いですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

活動を通して、子ども達がたくさんの刺激を受け、学びにつながっていることがよく分かりました。 

楽しそうな様子から、とても有意義な時間を過ごしているのだろうと思います。 

とても良い活動ですが、この活動をすることはなぜ地球に優しいのか、どこが地球に優しいポイントであるのかを記載できると

良いと思います。いくつかグループを作り、「なぜだろう？」と話し合ってみても、様々な視点を持つことができるでしょう。そうす

ることで、読み手の方にも活動の意義が伝わるのではないかと思います。 

次回の壁新聞も楽しみにしています！ 



 

 

愛媛県松山市 えひめグリーンｅｃｏクラブ 

壁新聞のタイトル：「松山市北条地区」自然・歴史体験新聞 2015       38-02 

 

えひめグリーン eco クラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

えひめグリーン eco クラブのみなさん、こんにちは。 

北条地区には、たくさんの自然があるのですね！私の住むところの近くには里山が無い

ので、ひみつきちをつくったり、とても楽しそうだと思いました。 

いきなりですが、みなさんは、「大切な人」と聞いてだれが思いうかびますか？その頭にう

かんだ人にいじわるしてやろう、とか困らせてやろう、とは思いませんよね。それと同じで

みなさんが遊んだその自然も「大切な地球」の一部として愛着を持てたら、きっとこれから

の活動も楽しくなると思います。 

好きなものやひとに、愛着を持って守り続けることは、少しむずかしいですが、とても大切

なことです♪ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

北条地区の自然と子供のうちからふれ合う体験はとてもすばらしいことだと思います。 

せっかくの体験なので、子どもたちでグループを作り、この体験（活動）をすることで、どのように地球に優しい効果をもらたらす

か、この活動をしてどんなことを学んだかを話し合ってみると良いかもしれません。 

様々な視点から見る意見が出て面白いですよ！ 



 

愛媛県新居浜市 レインボーキッズ 

壁新聞のタイトル：恵みを感じて守るえひめの自然       38-03 

 

レインボーキッズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

レインボーキッズのみなさん、こんにちは。 

この壁新聞を見たとき、楽しそうな内容で、とてもワクワクしました！また、めくれ

るようにしたり、カラフルな色使いで読みやすさも工夫されているところがすばらし

いと思います。 

レインボーキッズのみなさんが、たくさんの活動を楽しみ、たくさんの環境や生き

ものについて学んでいることがよく分かりました。特に、今年の大発見は、これ！

を読むと、「そうなんだ！」と思うこともあり、もっと地球温暖化や環境破壊を深刻

にとらえ、地球を守っていきたいと感じました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。 

とても多くの活動に取り組み、多くの学びを得ていることを感じました。子どもたちそれぞれが活動の内容をしっかりと理解し、

自ら考え、新聞にまとめられており、とてもすばらしいものとなっています。 

現段階では、「身近にこんな生きものがいる、こんな自然がある。そして、このような問題が起きている。」というところまで進ん

でいます。更なるレベルアップをめざし、その問題の解決策を話し合ってまとめてみてはいかがでしょうか（例えば、ナゴヤダル

マガエルはどうしたら生息できるようになるか、などです）。 

そうすることで、自分に出来る取り組みがより明確になり、自分が実行することはもちろん、他人へ伝える役割もできるようにな

ると思います。そんなエコアクションへの取り組みが期待できるので、ぜひ実践してみてください♪ 

 

高知県高知市 フジこどもエコクラブ高知 

壁新聞のタイトル：自然が大好きエコキッズ達       39-01 

 

フジこどもエコクラブこうちのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

フジこどもエコクラブこうちのみなさんは、田植えやいねかり、紙すき、おとまり合宿のウォー

クラリーにカヤック、鏡川まつりにエコクッキングと、たくさんの活動について、かべ新聞にま

とめてくれました。盛りだくさんでスゴイ！ 

内容ごとに色紙にまとめてあり、とっても見やすいです。いつ、どんなことをしたのか、とても

良くわかります。それに、みなさんとっても楽しそう！ 一緒に活動をしたくなりますね。 

自分たちで田植えやいねかりをしたお米でつくったおにぎり、ほんとうにおいしそう！ みんな

で作って食べると、かくべつの味がしますよね。それに、お弁当をつくってくれているお母さん

のことを考えた、やさしい気持ちがステキです。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

活動のようすがとてもよくわかる写真に、みなさんの感想がたくさん書いてあるのが、特にとても良いと思います。感じたり考え

たりすることを大事に活動されていることが伝わってきます。 

紙すきの記事をめくったところに「説明＆感想」を書いてくださっています。説明と感想が両方あると、なるほど～、と良くわかり

ます。他にも、いねかりの時に「もう少し下からかろうね」と教えてもらったことなど、活動をする中で「発見したこと」がたくさんあ

ると思います。 

活動して発見したこと、考えたこと、感想などを、かべ新聞だけでなく他にもお家の人やお友達に伝えて、エコの輪を広げていっ

てくださいね。 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリン 

壁新聞のタイトル：森林大作戦～一年間守り続けた森林～       39-03 

 

香美市こどもエコクラブ ハッピーコロリンのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

森を守るためにいっぱい活動をしてきているハッピーコロリンのみなさんの「山が大切、森を

守るぞ」という気持ちが、壁新聞からあふれ出してくるようです。文字が多いけど読みやすい

のは、全体のデザインが良いことと、みなさんがていねいな字を書いてくれているからでしょ

うね。 

昔は緑いっぱいだったけど、今は土がむきだしになってしまっているみやびの丘で、ブナの

森を守るために、６年間も活動を続けてきたとのこと。種から苗を育てたり、植樹をしたり、稚

樹をネットで守ったり、ブナの根をヤシのマットで守ったり、間伐をしたり。大人顔負けの活動

内容で、すばらしいと思います！ 

どの活動も、わかりやすく、くわしく書かれていますね。たとえば間伐では、木が「バキバ

キ！」と音を立てて倒れることや、森の中が明るくなるなどの様子が良くわかります。 

壁新聞を作るために、いっぱい話し合ったとのこと。みなさんの中に、伝えたいことがたくさん

あるからでしょうね。書けなかったこととかもあったかもしれませんが、とってもステキな壁新

聞にしあがっていますよ！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

「物部川 VS 新改川」では、それぞれの川のことを比べていて、わかりやすいですね。「比べる」って良い方法だと思うので、み

なさんが活動をしていて面白いことや発見したことがあったら、何かと「比べてみる」ということを、ぜひやってみてください。 

新改川の遊び方の紹介があるのが、とっても良い！ 壁新聞を見た人が、なるほどと思うだけでなく、実際に新改川に行って遊

んでみようかな、という気持ちになりますね。川だけでなく森の中など、みなさんのおすすめの遊びがあったら、ぜひ教えてくだ

さい。 

これからの活動で、予定ややりたいことが書いてあって、ステキですね。たくさんの人に森のことを伝えて、活動の輪が広がっ

ていくと良いなあ。それから、みなさんの活動をまとめた本、作れるといいですね。私も読みたいです。応援していますので、ぜ

ひがんばってくださいね！ 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ミドレンジャー 

壁新聞のタイトル：みどレンジャー、自然を知る!!エコな知恵を学ぶ!!自然をまもる!!みんなに伝える!!       エコマーク賞 39-04 

 

香美市こどもエコクラブ みどれんじゃーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みどレンジャーかべ新聞は、4 年生、2 年生、幼児の 3 兄弟が 1 年間をとおして、かつど

うしてきたエコかつどうをまとめました。そして兄弟でどのような新聞にするかも考えてか

べ新聞を作りました。どんな活動をしたかを後でも書きますが、こんなにたくさんの活動を

したこともビックリしましたが、とてもわかりやすい新聞を作ったことにもビックリし、すばら

しい活動をしたことと新聞を作った 3 兄弟に大きなはくしゅ、はくしゅを送りたいと思いま

す。 

四万十川と南国市の黒たきにしか生えていないせいらんでのりづくりをしました。いい香り

がして、食べてもおいしかったのだろうと思います。自由研究としてまとめたらとってもす

ばらしい賞ももらえて良かったですね。みんなに自然のすばらしさを知ってもらうこともで

きたようです。きちょうな川のりのようですから、とりすぎないようにして、みんなでだいじに

育てたいですね。 

山を守る活動でしかが木の皮を食べないようにラスマキのネットをはったり、修理しまし

た。エコクラブでやってきたことなので、学校の総合授業では、みんなをしどうすることが

出来たようですね。山を守るためにみんなが考え、アイデアを出し合って力を合わせるこ

とがだいじであることも勉強できて大変すばらしい活動になったと思います。 

恒吉家新聞を作り、家でやっている節電の工夫と実際にどのくらい電気を使わなかった

かをグラフにまとめました。節電の工夫：電気をこまめに消す、つけっぱなしにしない、冷

ぞう庫の開けしめ回数をへらす、くらくなったら早めにねる、すばらしいことに気づいて、実

行したのですね。グラフにして電気料金がちゃんとへったことが一目でわかりました。お金

が節約できましたが、節約できたお金はみんなのおこづかいになったのかな？恒吉家新

聞をクラスのみんなだけでなく、参観日にもろうかにはって、お父さん、お母さんたちにも

見てもらいました。とってもよかったですね。 

 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ミドレンジャー 

壁新聞のタイトル：みどレンジャー、自然を知る!!エコな知恵を学ぶ!!自然をまもる!!みんなに伝える!!        

 

エコクラブのなかまとエコ活動もたくさんしました。 

エコクッキングをしました。1 回目はぎょうざやあえものを作りました。料理道具は竹を使い、そしてごみを出さないように気をつ

けました。2 回目は野草の天ぷらを作りました。野草を料理にすることで、ひりょうや農薬を使わないことと地しんなどのさいが

いの時にも食料をかくほできるというすばらしいことに気がつきましたね。料理を作るだけでなく、環境や、さいがいなどのことも

考えているのはすばらしいです。みんなおいしそうに食べているようすが写真でよくわかりましたよ。 

舟入祭りで呼びかけようの竹のプランターとえんぴつを作りました。太い竹をのこぎりで切っていますが、うまく切れましたか？

のこぎりの使い方は日本とヨーロッパではちがいようですね。日本ではのこぎりをひく時に力を入れて切りますが、ヨーロッパで

はのこぎりをおす時に力を入れて切るようですね。小枝のえんぴつ作りもやったようですが、字を書くしんをどうやって小枝の中

に入れたのかな？むずかしそうですね。竹の切りかすのごみはまきストーブでもやしました。最後までエコですね。えらいな

ー！ 

自転車のペダルをこいで、電気のべんきょうをしました。電球をたくさんつけようとするとペダルがすごく重たかったでしょう。ＬＥ

Ｄの電球は、軽くこいでもつけることができたのではないですか？ＬＥＤ電球は、とてもエコであることが分かりましたね。それと

電気をつくることがとても大変であることをじっかんできましたか？恒吉家では、なるべく電気を使わない生活をしているので、

これからも続けていこうと考えたのは、すばらしいですよ。 

山ももをしぼり、さとうとお酢とみかんのしぼり汁をいれて煮ると山ももジュースが完成です。私はのんだことはありませんが、こ

の作り方と写真を見ただけでもとてもおいしそうなことはよくわかります。ジュースだけでなく、いろいろな自然の実を使ってゼリ

ーやジャムも作ったようで、食べてみたいなー、のんでみたいなーと思います。私もさくらんぼ、みかん、ゆすらうめが庭でとれ

ますので、ジャムを作って毎朝のパン食に使っています。自分で作ると特別においしいですね。 

 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ミドレンジャー 

壁新聞のタイトル：みどレンジャー、自然を知る!!エコな知恵を学ぶ!!自然をまもる!!みんなに伝える!!        

 

家族でエコ活動もたくさんやっていますね。 

火うち石をつかって火おこし体験をしました。マッチやライター、電気などを使わないエコな火おこしをしましたね。かんたんに火

がつきましたか？けっこう、大変だったのではありませんか？写真で手に持っているのは何だろう？ 

畑で育てたじゃがいもをポテトにして食べました、いっしょに畑に生えていたよもぎも天ぷらにして食べたのですね。おいしい

よ！グー！ということでＶサインを出していますね。いっしょにお父さんも食べたのですね。おかずでおぜんの上はいっぱいです

ね。いいなー！ 

私も庭の畑でじゃがいもを育てました。ミニトマト、ナス、ししとうなども植えました。今、12 月ですが意外にもミニトマトはまだ元

気に育っていて、赤い実がなりますので、畑でつまんで食べています。しんせんなトマトですよ。 

山のぼりをして、とちゅうにあったへびいちごの実で虫さされの薬を作りました。いいことを教えてくれました。私もトライしてみよ

うかなと思います。自然はいろいろなことを教えてくれる、いろいろなことに使える宝物ですね。 

今回は車を使わないで、汽車に乗って海に行きました。これはエコです。車のはいきガスは、地球温暖化のもとや健康の害に

もなるので、できれば乗る回数をへらしたいですね。でも海岸ではたくさん歩いたようですね。歩いてみるとごみがいっぱいある

のが問題だと気づきました。川から流れついたごみがたくさんあります。レジふくろは、クラゲににているのでうみがめがまちが

って食べてしまいます。にづくりのプラスチックテープはあざらしやオットセイの口にちょうどぴったりの大きさであり、口が開けら

れなくなって、エサを食べられなくなり、困っています。昔はプラスチックはなくて、木や布、紙などのごみでした。このようなごみ

は自然の中でこわれてしまうので、時間がたつとなくなりましたが、プラスチックは自然の中ではこわれないやっかいなごみで

す。 

里山体験をしてお年寄りの人から昔の知恵をたくさん教えてもらいましたね。昔は今のように物がほうふにはありません。した

がって、身のまわりの物をくふうして使ったり、自分がひつような物は、自分たちで作っていたのだと思います。 

 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ミドレンジャー 

壁新聞のタイトル：みどレンジャー、自然を知る!!エコな知恵を学ぶ!!自然をまもる!!みんなに伝える!!        

 

自然にやさしい農業を見学しました。自然にやさしいとは、化学肥料を使わずに有機肥料を使うこと、害虫の天敵の虫が住め

るように、天敵の虫が好きな植物を育てる、ハウス栽培のためのだんぼう用に石油ではなく木質ペレットを使うことです。木質

ペレットを燃やす機械を市がプレゼントしてくれたそうで、市が自然にやさしい農業をおうえんしているのですね。化学肥料を長

い間使っていると、土の中の小さな生き物では分解できない肥料がたまって土が悪くなります。植物（ナス）が使わなかったあま

った有機肥料は土の中にいる小さな生き物が分解してくれるので、土が悪くなりません。小さな生き物にとっては、有機肥料が

エサになるのでたくさんふえます。そうするとそれらの生き物を食べる虫などがふえますので、自然にやさしい農業では、虫もた

くさんいます。ですから有機肥料はエコなのです。 

みどれんじゃーの活動はとてもはばひろく、いろいろなことを 1 年間でやりました。とってもビックリしました。これらの活動を楽し

んでやっているのもすばらしいです。楽しんでやることは、長続きするひけつでもあります。 

また、来年はどんなすばらしい発見があるか楽しみです。 

ちっちゃいこどもでも、こんなすばらしいエコ活動ができますという見本です。日本全国のこどもたちに見せたいと思っていま

す。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

エコなリサイクル工場のエフピコを見学しました。1960 年代にスーパーがふえてトレーのごみもふえました。エフピコは「これは

いけない」と思ってトレーを回収して、もう一度トレーとして使えるようにしようと考えたのですね。東京や神奈川県のスーパーの

出口に牛乳パックとペットボトルの回収箱とならんで食品トレーの回収箱があります。高知県のスーパーにもありますか？食品

トレーがどんなものにリサイクルされるかわかると、食品トレーを回収箱に入れようと思う人がふえると思います。食品トレーは

エフピコでは、また食品トレーにリサイクルしていますが、シャープペンやけいこうペンなどのぶんぼうぐにリサイクルしている所

もあります。自分が持っているぶんぼうぐに、何からリサイクルされたかを書いてあるものもありますので、注意して見て、さがし

てみると良いと思います。 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 自然となかよし 

壁新聞のタイトル：エコで地球を守ろう!!       39-10 

 

香美市こどもエコクラブ なかよしエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

なかよしエコクラブのみなさん、こんにちは。みなさんは、地球を守るたくさんの行動に取り組

みましたね。そして、その体験を通して、色々な地球を守る方法を学んだのですね。なかよし

エコクラブのみなさんのかべ新聞を読んでいると、様々な省エネ方法があるんだな～と私も

とても勉強になりました。しかも、イラストや写真も使われていて、読んでいてわくわくするか

べ新聞でした。 

私は今、東京にすんでいるので、みんなのすむ香美市と比べると、自然はとても少ないと思

います。少ないながらも、私の職場ではビオトープという野生の生きものがくらす場所を作っ

たり、都会ならではの省エネをしたりしています。自分のすんでいる環境によって、その場所

にあったエコや省エネに取り組んでいけるといいですね。 

これからも、みなさんの活動をおうえんしています！また新たな活動をしたら、かべ新聞で教

えてね♪ 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。子どもたちの「地球を守りたい」という気持ちや、活動に楽しんで取り組んでいることが分かる、

とてもレベルの高い壁新聞だと感じました。活動の意義を理解して取り組めているので、きっと多くの学びや気付きがあることで

しょう。 

より良い壁新聞にするために、読者目線に立って書くことを意識してみると良いかもしれません。今もとてもレベルの高いもの

ですが、それぞれの活動がどう環境に配慮されたエコな活動なのかが記載されていると、「だからこの活動をする意味がある

のね」とあまり環境に知識が無い方でも納得してもらえると思います。（例えば、植樹をしないとどうなるのか、逆に植樹をすると

どんなメリットがあるのか、などです。）みなさんなら、よりレベルの高い壁新聞が作れると思いますので、ぜひ頑張ってください

♪ 



 

高知県香美市 Happiness（香美市こどもエコクラブ） 

壁新聞のタイトル：ぼくらが守るぞ！希望の山を       39-02 

 

香美市こどもエコクラブ Happiess のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

Happiness が作って、送ってくれた壁新聞「ぼくらが守るぞ！希望の山を」はとてもすばらし

い新聞になっています。それと Happiness のメンバーの活動のすばらしさがあふれ出てい

ます。 

何がすばらしいかと言いますと、一つには、多くのこどもエコクラブの活動は、1 年間を通し

ていろいろな種類の活動を行っていますが、Happiness の活動は山を守り、森林を守ること

に焦点を絞って、1 年間、そして長い間活動を進めてきたことです。森づくりは 1 年で結果

が出るものではありません。必然的に長い年月をかけて森づくりをして、その結果山が守

れるのですね。そのことを十分に知っている Happiness のメンバーのあきらめない、しゅう

ねんを持った行動力に拍手！拍手です。 

二つ目のすばらしさは、写真で活動のようすを知ってもらうだけでなく、絵を描いてくれたの

が良いですねー。こども達がみんなで力を合わせて、依光先生の指示、アドバイスで森づく

りをしているようすがよく分かります。ヤシのマット張りをしています。一番大変なペグ打ち

をしています。急な斜面でマット張りは、すべって大変だったようですね。そんな中で依光先

生が「ブナの根は浅くて広い範囲に広がっているから、根のあるところに全部マットをしきな

さい」とブナの木の勉強もしてくれましたね。 

三つ目のすばらしさは、山に入って森づくりのじっせん活動だけでなく、山を守る啓発活動にも力を注いでいることです。いろい

ろな所に参加して山を守るためにグッズを売ったり、活動を発表したり、かかしまで利用して木を大事にしようとうったえました。

すべての活動が山、木、森林に結びついた活動になっていることが、すばらしいです。 

みんなの活動の原点は、2001 年頃までは山に木がしげっていて、物部川にきれいな水を供給する山でしたが、その後シカなど

で山が荒れてきて、2004 年には物部川の水も茶色ににごり、アユも激減したとのこと。大人たちが何とか回復したいといろいろ

と手を打っていました。そんなことを知って、みんなは 2010 年から一緒になって山を守ろうとしたのですね。 

 

 

 

高知県香美市 Happiness（香美市こどもエコクラブ） 

壁新聞のタイトル：ぼくらが守るぞ！希望の山を        

 

 

この流れをしっかりと書いてくれたので、みんなの活動の位置づけと毎年の活動の中身の意味がよく分かりました。 

平成 27 年度活動記録も読みました。壁新聞に書いてあることをもっと細かくていねいに書いてありました。このように活動記録

として残しておくことはとても大切なことです。香美市こどもエコクラブは一つ一つは少ない人数、家族だけの人でやっているの

もあります。良く続いているなーと感心しました。お父さん、お母さん、家族の人の理解と意欲がないと続かないと思います。 

そんなことにもすばらしさを感じました。 

 

ニラ料理は森づくり、山を守ろうとは少し違う活動のようですが、よくもマーこんなにたくさんの料理を考え、作りましたね。感心

しました。お兄ちゃんと妹の 2 人、そしてお母さんでやりとげたのですね。ニラは香美市の特産物なので、チャレンジしたのです

ね。私もニラは好きですが、こんなにいろいろな種類の食べ方があるとは、もちろん知りませんでした。料理をして共通なことと

して出てきたことは、ニラはあまり長くしない方が良いということのようですね。 

短く切って使うのが間違いがないようですね。こんど、香美市に行く用事があったら、地元の特産品のニラで作った、ほかでは

食べられないニラ料理を食べたいなーと私の目標が出来ましたよ。ありがとう！ 

来年はどのくらい、木が伸びているかな？壁新聞が楽しみです。それとまたちがった料理教室も報告してくれるのかな？ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんなも良く知っているように日本各地でシカが増えて、シカの食害で木が枯れ、山が荒れてきたとの話がたくさんあります。な

ぜ、シカが増えたか？そうですオオカミがいなくなって食物連鎖がこわれたからです。オオカミがいれば自然のバランスの中で

シカを食べて、適当な数のシカが生息していました。しかし、オオカミがいなくなってシカの天敵がいなくなって増えたのですね。

増えたからすぐに問題が出てくるのではないようです。日本オオカミがいなくなって、100 年ほど経ち、ようやく自然ほうかいの

状態が明らかになりました。ということで今、日本のみならず世界で外来種による食物連鎖がこわれて来ています。こういう影

響が出るのに 100 年ほどの時間が掛かります。そんなに影響が出ていないよ！ということでそのまま、何も手を付けないと 100

年たって取り返しのつかないことになるのです。そしてさらにそのままにして置いたらどうなるでしょうか？シカが食べるものを

食べつくすと、今度はシカのエサが無くなる。ついには、シカも滅びてしまうでしょう。 

 



 

高知県香美市 Happiness（香美市こどもエコクラブ） 

壁新聞のタイトル：ぼくらが守るぞ！希望の山を        

 

今、日本でも外来種のブラックバスなどの魚やセイヨウオオマルハナバチなどの虫、アライグマなどのけものやハルジオン、オ

オキンケイギクなどの植物の事が話題になっています。 

これらの外来種により従来からいる在来種が滅ぼされると自然界の食物連鎖のバランスがくずれて、どんな良くないことが起こ

るか、予想できないこともあります。ですから、今からでも気がついたらくじょすることが大切です。 

広島県宮島での増え過ぎたシカの害も有名かと思います。観光で訪れた人がシカにエサを与えてはいけないと、シカせんべい

もダメなようです。観光で来た人は、シカの害には気が付かないでしょう。従って、エサが無くて飢え死にするシカがかわいそう

だとうったえているようです。でも、今しっかりと対応しておかないとこれから先には手を付けられないくらいの困ったことになる

でしょう。 

みんなのがんばりでシカの食害を防いで立派な木、森が回復して山が守られると私たちが住みやすい自然になるのだと思いま

す。シカは食べるものが少なくなると、食べる量に応じた数のシカが生き残り、自然はバランスが取れるのだと思います。シカを

殺すのは悲しい、止めてほしい、エサが無くて死んでしまうのは悲しいとかかわいそうだとの声も出てくるかと思いますが、全部

を殺すわけではなくて、シカも生きられる、木や森も元気になる、そんな自然が望ましいのだと思います。 

そんなことを考えながら、みんなの壁新聞を見ていると、みんながやっている森づくり、山を守る活動は、結局は野生のシカも

守ることになります。とてもすばらしいことをやっています。 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ みどりクラブ 

壁新聞のタイトル：みんなでちきゅうを守ろう!!       39-05 

 

香美市こどもエコクラブ みどりクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ちきゅうに にじがかかった、ステキなデザインのかべしんぶんですね。たくさんのかつ

どうについて、書いてくれています。みやびの丘の森をまもるかつどう、エフピコ（リサイ

クルの工場）や水力はつでんしょに行ったり、エコハガキを作ったこと、おじいちゃんに聞

いた竹のはなしなど、一年間でたくさんのかつどうをしましたね。 

みなさんが発見したことや、かつどうのかんそうがたくさん書いてあり、見ていて楽しい

です。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

シカのガイコツとは、すごいものを見つけてしまいましたね！ わたしもかべしんぶんを

見て、ビックリしました。みなさんがかつどうする中で見つけたことは、ものすごいことも

あれば、ちょっとしたこともあると思いますが、これからも発見したことを、かべしんぶん

に書いたり、お友だちにおしえてあげてください。 

それから、かつどうをした日にちがわかれば、書いてあると良いですね。 

「自分たちでできること」を書いてくれているのがとてもステキだと思います。水やでん気を大切にしていきたいですね。必要なと

きには使って、いらない時にむだ使いはしないように、いっしょに気をつけましょう！ 

これからも、楽しいかつどうをつづけてくださいね！ 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 自ぜんとふれあいたい 

壁新聞のタイトル：①うみしんぶん ②自然とふれあい隊～わたしらあの宝物～       39-06 39-07 

 

香美市こどもエコクラブ 自然とふれあい隊のみなさんへ 

板倉師範から一言━─━ 

自然とふれあい隊のみなさん、こんにちは。海のゴミをテーマに、とてもよくしらべましたね。 

本やインターネットで しらべるだけではなく、じっさいに海に行ってしらべたことで、「いま、

海はこうなっている」ということが、よくわかったと思います。ほんとうに たくさんのゴミが見

つかり、とてもかなしいですね。しかも、まだつかえるものなのに すててあるものが おおい

ことも かなしいし、もったいないですね。 

みんなのかつどうで、海のゴミがなくなりますように！これからも自然とふれあい隊のかつ

どうを おうえんしています！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みんながとても がんばってしらべ、かべしんぶんに まとめてくれたので、せっかくなので、

海のちかくにポスターとして はることができれば、いろいろなひとに つたわるかな、と思い

ました。それから、ごみのポイすてきんしを うったえるキャンペーンみたいなことをするのも

よいと思います。 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。実際に海にあるゴミを見たことで、きっと自然とふれあい隊に皆さんが、何かしら心に感じること

があったんだろうな、と思います。一人一人が、どのような事を感じたのか、もう少し壁新聞から読み取れるように、感想を書い

てみると良いかもしれません。（子どもたちの素直な感想はとても大人の心に響きます。） 

今回は、海のゴミを知る第一歩となったと思いますので、次は、捨てられているゴミからどんな人が捨てたのかを考え、その捨

てたであろう人たちにアプローチするにはどうしたら良いかを考えてみてはいかがでしょうか。どうやったら、その人たちの心を

動かせるだろう…と考えてみたり、ごみを減らすためにはどんな工夫が出来るかを考えてみたり、ごみ拾いのボランティアに参

加してみたり、ゴミを減らす方法はたくさんあるので、ぜひ自分たちにぴったりな方法を考えて実践してみてください！ 
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香美市こどもエコクラブ 自然とふれあい隊②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

岡本師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

自然とふれあい隊の壁新聞「わたしらぁの宝物」は、山のすばらしさ、森林の大切さを感じて

ほしいことがよくわかる新聞です。宝物とは「みやびの丘」です。その宝物がシカによってこわ

されている。その宝物が大雨でこわされている。宝物を守りたいとの一心で自然とふれあい

隊のメンバーは主たる活動を「みやびの丘」の保護にそそぎました。 

みやびの丘の保護から自然、森林の大切さに気づいてほしいとのことで、木のスプーンや竹

のおはしも作りました。ヒノキから作ったスプーンはいい香りがします。ごはんもおいしく感じ

ました。木のすばらしさを実感しました。紙すき体験からも紙は木から作られていることから、

紙をリサイクルすれば木を守ることができると気づきました。舟入まつりで牛乳パックや和紙

で作ったキーホルダーを売ったり、竹で作ったプランターやスコップを配りました。いずれも木

から作ったものです。“森を大切にしてください”とのメッセージが伝わったと思います。 

もう一つのエコの視点は、電気の大切さに気づいてほしいとのことだと思います。四国電力を見学して、どのようにして電気が

つくられ、私たちの家庭に届くか？つくるだけでなく安定的に電気が使えるように、四国電力の人たちの仕事と努力も分かった

ようですね。電気をむだにつかってはいけませんということをうったえたい気持ちから、「節電しよう！ムダ子ちゃん！」のお話を

作ってくれました。ちょっと気をぬくとだれでもやってしまいそうな場面をとりあげて、話を進めてくれました。みなさん！分かって

ください。 

みなさんがつくったこの壁新聞で私が一番すばらしいと思ったのは、「エコタイプチャート！」でした。何がすばらしいかというと、

“はい”、“いいえ”のどちらの道を進んでも最後のタイプ分けのキーワード：自然タイプ、エネルギータイプ、資源タイプ、知識タ

イプのことばの使い方がとっても良いです。一般的に“はい”が良くて、“いいえ”は良くないことに使いがちですが、このチャート

では“いいえ”でもその特徴、良さを見出して、タイプを決めてくれています。自然とふれあい隊のメンバーのみなさんの暖かい

心が伝わってきました。人の良さを引き出したい、かくれた才能、能力を気がつかせたいとの考えにつながります。エコに無関

心に人もみなさんのアドバイスやサポートがあると、少しずつ関心を持つ人になるのではないかなと思いました。ぜひ、このエコ

タイプチャートを広めていただきたいと思います。たとえば、舟入まつりや市の環境フェアとか、学校の文化祭などで使ってエコ

に無関心な人を少なくしてほしいと思いました。 
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もう一つ感心したのは、四コマまんがです。何がすばらしいかと言うと、シカの柵を作って、ふつうはシカは入ってはいけませ

ん、と書くのですが、みなさん 3 人のやさしい心から出る言葉は、シカはこっちのほうで暮らしてくださいという表示になっている

ことです。ダメと言うのではなくて、こうしたらどうですか、という考え方はとってもすばらしい考えです。“ダメではなく、こうしたら”

というような考え方をいろいろな面で活かしてほしいと思います。 

エフピコの名前の由来を教えてくれて、ありがとう。そうか福山市とパール紙と会社からローマ字、英語から作ったのですね。見

学して分かったのは、トレイなら何でもリサイクルできるわけではないのですね。きれいな、そして白いはっぽうスチロールのト

レイからリサイクルされて、また食品トレイになるのですね。食品トレイばかりでなく、たとえば、シャープペンや蛍光ペンなどの

文房具にもなります。文房具に小さい字で書いてある環境文言を注意深く読むと食品トレイから再生したものですと書いてある

ものがありますよ。ぜひ、発見してください。 

来年の壁新聞に楽しくやったことやさけんだことなどが書いてあるとうれしいです。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ここでちょっと私の考えを書きますので理解してください。節電とムダの意味です。節電と言うと、ちょっとがまんして電気をつか

わないようにするという感じがします。でもその前に私たちがやらなければならないことは、ムダな電気の使い方をやめることで

はないでしょうか？節電と言って、がまんして電気を使わないことで、お年寄りが熱中症で倒れるケースがひんぱつしました。で

すから、節電と言う前にムダな電気の使い方はやめましょう、と言うのが良いのではと私は思います。節水も同じです。がまん

して節水するのではなくて、ムダな水をつかわないことです。まず、私たちの暮らしの中でムダを無くすことをやることが、大切

かと思います。 

市役所にも訪問してエコ調査をやったようですね。香美市役所では、いろいろな取り組みをやっていることが分かりましたか？

今度は会社や事務所なども訪問してエコ調査をやったらどうでしょうか？みなさんのような若い人たちが訪問すると会社や事務

所などはエコをやっていないと恥ずかしいと思って、訪問する前にいっしょうけんめい準備するかもしれません。みなさんの熱意

が会社を、事務所などを動かしますよ。ですから来週行きますとか、来月行きますとかではなくて、会社や事務所が準備できる

ように 6 ケ月後に行きますと伝えると効果的かなと思います。 

私たちのこれからに書いてあるように、私たちは自然、環境、生き物全てとつながっていることをみなさんだけでなく、まわりの

人々にも分かってもらうように、活動を進めると良いと思います。大人が言うよりもみなさんのような若い人がさけんだ方が効果

的ではないかと思います。 

ぜひ、がんばって、そして楽しく活動を続けてください。 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 宝物「自然」を守り隊 

壁新聞のタイトル：①作るぜ!ECO 世界②自然はわたしらあの宝物       39-08 39-09（推薦） 

 

香美市こどもエコクラブ宝物「自然」を守り隊のみなさんへ 

板倉師範から一言─━─━─━─━ 

宝物「自然」を守り隊のみなさん、こんにちは。とてもおもしろくて、もりだくさんな かべ新聞

でした！クイズを取り入れたり、カラフルな色使いでとても読みやすかったです。また、読ん

でいる人にもエコな行動に取り組んでもらえるように作ったすごろくは、ナイスアイディアだ

と思いました♪読んだ人の多くが、エコに取り組んでくれたらうれしいですね。 

宝物「自然」を守り隊のみなさんは、とても多くの活動をしていますね。その中で様々な事に

気が付いたり、発見したと思います。みんなで話し合ったりして、たくさんの人へ発信してい

けたら良いな～と思いました。例えば、香美市にある施設でなどでイベント（発表会）をして

みたり、自分たちで考えたエコ活動に実際に取り組んでみたり…じっくり考えれば、もっとい

ろいろな方法が見つかりそうですね！これからもすてきな活動が続きますように！おうえん

しています♪ 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。たくさんの体験の中から、子どもたちがそれぞれきちんと自分の考えを持っていることが読み

取れる壁新聞でした。身の回りのエコ、環境、自然の事を知り、行動することはすばらしいと思います。 

私が、この壁新聞で一番心を動かされたのは、まとめに書かれている「今までエコ活動をしてきたけど、あまり変化が無く、みん

なの力が必要である」という所です。私も生活をしている中で、まだまだエコや省エネが世の中に浸透していないな、と思う事が

多々あります。より多くの人に取り組んでもらえるように、もっと簡単に取り組めることを書いてみたらどうでしょうか。例えば、家

で簡単に出来る節水・節電方法や、生活排水をきれいにする方法などです。それを皆さんで話し合ったら、課題となっている周

りの人に協力してもらうための良い方法が見つかるかもしれませんね♪ 
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香美市こどもエコクラブ 宝物「自然」を守り隊②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

岡本師範から一言━─━─━─━ 

藤田さん、矢野さん、岡本さんが創ってくれた「自然はわたしらぁの宝物」壁新聞は、１年間

（33 日間、1 ケ月以上）にやったたくさんの活動を紹介していますが、すばらしい壁新聞だと

思う点がいくつかあります。 

一つは、３人がどうしても伝えたい“宝物「自然」を守りたい”という考えを山の活動として重点

的に書いてあり、焦点をしぼった新聞になっていることです。 

二つ目は、自分たち 3 人の活動を知ってほしいとの気持ちで、文章をたくさん書いてあります

が、読む人にこの点は大事ですよと、赤や青、緑、黄色など強調して書いてあるので、読む

人には大変分かりやすい新聞になっていることです。 

三つ目は、ポイントになる情報を字だけでなく、写真で示していることです。写真の情報量は

字の情報量よりとても多いです。みんなも知っているように、写真を見て何を読み取るか、何

を感じるかは人によってちがいます。写真に写っていることは人間や植物だけでなく、その背

景にもいろいろな物が写っています。ということは写真１枚でいろいろなことが読み取れる、

感じるので情報量が多くなり、みんなの活動を理解するのに大変役立っています。 

四つ目は、大変な山の活動だけでなく、なす、ししとう、ピーマン、トマトのお話と料理のお話も書いてあり、読む人にホッとさせ

ることも忘れていない。 

五つ目は私が一番すばらしいと思ったことです。それは何かと言うと、この壁新聞を読めば読むほどうなってしまう内容が書い

てありました。６年生のみんながこんなことも知っているのか！こんなことも考えているのか！という所がたくさん書いてありまし

た。 

たとえば、水はじゅんかんしているエネルギーです。水は自然界をじゅんかんしているのは、知っている人は多いでしょう。しか

し、それだけでなくエネルギーとしてとらえていることにビックリしました。料理はおいしいことが大事ですね。でもみんなが大事

にしたことはもう一つありました。見た目です。色どりをそえるために、あざやかにみせる、美味しそうに見せることも大事です

よ！と言っていました。地産地消も忘れていません。 
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みやびの丘とさがわの森の山の活動は、「自然はわたしらぁの宝物」そのものの活動ですね。ペグを打つ時は、力が必要で大

変でした。植樹、また木をうえるのがー？めんどくさ！！、水を吸った苗が重たくなり、持ち上げるのが少し大変でした。地面い

っぱいにわらをしくのって大変だ。寒い中でネット張り作業は、とても大変でした、などなど宝物を守るのは大変なことがいっぱ

いありました。しかし、みんなで協力してやりました。大きくなってほしいとの気持ちを持ってやりました。木を守るためと思うとが

んばれました。そして、どの作業もやり終えた時に、あたたかい気持ちになりました。うれしい気持ちになりました。はぁーたのし

かった。３人はとっても良い経験をしました。苦あれば楽あり！で、つらいことも一生懸命やるとすがすがしい気持ちになります

よね。こういうことは、これからの長い人生ではいくらでもあるでしょう。でも、このエコクラブでの経験が生きる時が必ずありま

す。 

小さな苗が大きな海を守る！木の根っこが土を支えてくれ、土が流れ出ないようにしてくれる、ということを知りました。それだか

らみやびの丘では、ネット張りでさらにしっかりと土が流れ出ないようにしたのですね。根っこの役割で大事なことがもう一つあ

るのは、依光先生から聞いたと思います。水を貯える働きもあります。山に降った雨がいっぺんに流れ出てこないのは、木の根

っこなどに水が貯えられるからです。森林の山は緑のダムと言われています。でも、山に草木がなくなると雨の水がいっぺんに

流れ出てしまいます。土砂くずれも起こります。「木に感謝をしないといけない」その通りですね。 

シカの食害でみやびの丘は草木がなくなってきているのですね。2003 年の写真と現在の写真を見ると一目りょうぜんでちがい

が分かります。なぜ、シカが増えたのかも依光先生から話があったと思います。シカを食べる天敵のオオカミがいなくなったか

らですね。日本オオカミが最後に確認されたのが、確か四国でした。オオカミがいなくなってほぼ 100 年たちます。日本では各

地でシカが増えて問題になっています。東北地方で、奈良県で、広島県の宮島で、箱根の山でもシカが増えて、木の皮を食べ

てしまうので木が枯れる問題が随所に見られるようになりました。今、みんなも知っているように生き物の絶滅が問題になって

います。外来種が増えて在来の生き物が少なくなっています。人間の活動、たとえば開発や自然汚染、乱獲（らんかく）などの

活動によっても生き物がへっています。オオカミも人間活動によって絶滅しました。オオカミが絶滅したので、シカが増えて自然

を破壊し始めました。自然の中にいろいろな生き物が適当な数、生存してバランスを取っていることがとても大事なことです。バ

ランスが崩れるといずれ生き物の種類と数がへります。それと共に自然がこわれてしまいます。みんながやっている山の活動

は、自然を昔のように緑の多い、生き物（人間を含めて）が快適に暮らす環境・自然を作るとっても大事な活動です。 

 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 宝物「自然」を守り隊 

壁新聞のタイトル：①作るぜ!ECO 世界②自然はわたしらあの宝物        

 

1 年間に 33 日、ほぼ 1 ケ月以上、エコ活動をやりました。3 人の活動に感謝したいと思います。息長く続けてください。そして

10 年後には今植えた苗が大きくなっていることを見たいもんですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・ 

中学生になると勉強や部活などでいそがしくなるが、エコクラブを続けてがんばって行こうと藤田さんは書いてくれました。岡本

さんは、エコクラブの活動だけでなく、日常生活でもいろいろなエコをやっていますということで、岡本さんの暮らしはエコで固ま

っていることが読み取れました。矢野さんのこだわりと土佐弁も感動しました。“こだわり”はとっても大事な言葉であり、気持ち

だと思います。別の言い方だと“信念”です。これからの長い人生を生き抜くためには、とっても大事なことです。“こだわり”＝

“信念”を持って、つき進んでほしいと思います。私の“こだわり”＝“信念”は、一つは何かを相手に伝える時に、相手の目線で

考え、伝えることです。もう一つは世の中の森羅万象（しんらばんしょう）の出来事を植物や動物の視点から考えることです。動

物は頭に指令室があります。一か所にまとまっています。しかし植物は頭のような指令室はありません。葉っぱや茎や根っこは

それぞれ独立して生きている。しかし連携はしています。そんな根本的な事を頭に入れて、世の中の出来事を考えてみると、世

の中の出来事が良く分かります。ちょっと難しかったかな？いや３人は分かってくれるでしょう。 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ ハッピーアドベンチャー 

壁新聞のタイトル：アースレンジャー新聞       39-11 

 

香美市こどもエコクラブ アースレンジャーのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

いましたいましたエコまるくん。ドカンと目を引く大きさです。私はエコまるくんが大好きで

す。エコまるくんはこどもエコクラブのヒーローだからね。エコまるくんがいるだけで拍

手！！ 

エコまるくんの足元にあるのは一年間やってきた活動でしょうか。4 月の結成式からたくさ

んの活動に取り組んでいますね。すごい！特に 7 月 8 月は夏休みを利用した活動だった

のでしょうか、回数も増えていますね。よく読んでみると本当にいろんな活動をしています。

気になったのは「電気づくりの研究」とか「発電所で電気を発見！」。どうやって電気を作っ

てみたのかな？発電所の電気、見えた？どんな活動だったのかとっても気になりました。 

これはいいな、と思ったのは、「7 月 5 日のエコなプールひと泳ぎ」。暑い季節、エアコンの

きいた部屋にいるより元気にプールで泳いでいたほうがとっても健康的でしかもエコ！もち

ろん、ちゃんと計画を立てて取り組む活動は大切ですが、こういったエコもだいじだな、って

思うし、自分たちのやっていることがどんなふうにエコなのか、エコにつながるのか考えな

がら（エコを意識しながら）活動ができていてとってもいいと思いました。 

もうひとつ、左上のすみっこに「わたしからのおススメエコ」というのがあります。本当にちょっとしたことなのですが、よく気がつ

きました、おみごと！です。「ゴミを拾ったら空気がきれいに感じた」ってすばらしい！！そんな豊かな感じる心を大事にしなが

ら、これからも元気に活動を続けていってくださいね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ブナの森を作るために先生の指導を受けながらブナを育て、シカからブナをまもるための手立てを考えたり、大人のブナを守る

ための作業にも取り組みました。 

やってみてどうでしたか？どんなことを感じたでしょう。そして、これからどうしていきたいかな？取り組みはとってもすばらしい

ので、そこから何を感じてこれからどうしていきたいのか、そんなことも書かれているともっとステキな新聞になると思うし、みな

さんの活動が充実した広がりのあるものになると思います。がんばって！ 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ リサイクルチーム 

壁新聞のタイトル：地さん地消で地球を守ろう       39-12 

 

香美市こどもエコクラブ リサイクルチームのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

壁新聞の左上にある 3 人からのメッセージ、いいですね。だれが、なぜ、どんな目的でこの

新聞をまとめているのか紹介されていますよね。すばらしい！タイトルは考えるけど、タイト

ルへの思いや、その理由というのはなかなかまとめられていないものです。 

その点で、ここにこうして書かれていることはとってもいいと思います。 

地産地消の代表はなんといっても食べるもの。高知県は暖かく野菜が年中作られているん

ですね。いいところですね。いつもとれたての野菜が近くにあるのっていいですね。 

となれば、エコクッキングの出番ですね。壁新聞の写真、いいですね。作っているみんなの熱

心な様子がうかがえます。そしてなんといっても楽しそう。笑顔がいっぱいでいいなあと思い

ました。お料理、色とりどりの野菜がいっぱいでおいしそうです。 

ここの部分の表現もいいですね。ニラの説明をしている部分は方言でしょうか。なんだかとっ

ても温かい気持ちになりました。こんなふうに、会話の場面などでは地元の言葉をそのまま

に表現すると、その時のことや、その地域のことがより鮮明に伝わってくる感じがしていいな

あと思いました。 

もうひとつ、左下の色紙にメッセージがありますね。これ、いいですね。新聞を読むみなさんにはぜひここを読んでほしいな～。

こういう気付き、思い、行動を大事にしてこれからも活動を続けていってください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

発電所に見学に行ったこと、木のスプーンや木の鉛筆を作ったことなど、今やっていること、やってきたことはとてもよく書かれ

ていると思います。そこでもう一歩進めて、その体験をもとに今後どうしていきたいのか、次はどうしていくのか、そんなことも書

き込まれているといいなあと思います。ここに書こうとしていることについて熱い思いのメッセージを書いてくれたみなさんです。

今後のことも書かれているとよりいっそういい新聞になると思います。 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ 自ぜんお助けクラブ 

壁新聞のタイトル：ECO チャレンジ       39-13 

 

香美市こどもエコクラブ  自然お助けクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みなさんの壁新聞ではアース仲間がいっぱい活躍していますね。いいですね。エコまるとその

仲間たち、私は大好きです。もっともっとこういった場面（紙面）で活躍させてあげてください。 

みなさんの壁新聞でいいな、と思ったところは、ひとつひとつの活動をそれぞれで担当してみ

んなで書いていること。いくつもの活動に取り組んでいますから、お気に入りの活動や強く印象

に残った活動はメンバーひとりひとりそれぞれにちがっていると思います。そんな時はそれぞ

れに思ったことを書いてみる。あるいは、たくさんの活動について一人で担当するのは大変で

すからこんなふうにみんなで分担して書く方法がいいな、と思います。それぞれの紙に書いて

持ち寄れば、書く時にも、大きな紙にいきなりかいて間違ったらどうしようというような不安がな

くなります。集めて大きな紙にはれば、こんなすばらしい壁新聞に大変身！みんなが参加でき

る作り方の一つとしてとてもよい方法だと思います。すばらしい！ 

もうひとつ心打たれたのは、紙すきの活動について。木でできているという新しい知識や、布みたいだという発見、そして、使う

にはもったいないという気持ち。一つの体験からいろんなことを学ぶことができました。昔の人はこうやって苦労して紙を作り上

げていたんだということもわかっただろうと思います。そんな苦労して作った紙、使うのはもったいないと思った紙を「作った紙で

年賀状をおばあちゃんに送りたい」というメッセージがありました。いいですね。苦労して作って、もったいないと思ったのに、そ

れをおばあちゃんに送りたいって。環境活動って愛ある活動なんだなって思いました。あたたかい気持ちをありがとう。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

他のクラブの皆さんにもお伝えしたことですが、今回の新聞では取り組んできたこと、そしてどう思ったか、については十分書き

込まれていました。 

次回はぜひこれからどうしていきたいのか、いこうとしているのか、これからの計画は？といったことについても紙面の中で触

れられているといいなあと思いました。やりっぱなしにならないように、次の一歩につながるような活動であり、新聞になるとい

いなと思います。次回の壁新聞を期待しています。 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ みどリサイクル 

壁新聞のタイトル：ぼくらはやるよ!!リサイクル       39-14 

 

香美市こどもエコクラブ みどリサイクルのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

みどリサイクルの 6 人のメンバーがつくってくれた「ぼくらはやるよ！！リサイクル」のかべ

しんぶんを見ると、1 年間でこんなにたくさんの活動をしたのか、とびっくりするほどです。た

のしく、そしてびっくりし、すごいなー、さすがとかんしんし、つかれることもありました。でも 6

人のみんなは、いっしょうけんめいエコな活動をやったようですね。 

えらい！えらい！ 

しんぶんのまん中に「もたいないからリサイクル！！」として 12 ケのれいが書いてありま

す。ここの丸がチラシを切りぬいてつくってあるのがとってもよいですよ。これもみんながい

っているリサイクルですね。ここにかいてあることをじっこうすると、ごみがふえませんという

ことだと思います。 

紙すきは宮地さんに教えてもらって、じょうずに作れたようですね。よかった！よかった！宮

地さんがもってきてくれたどろどろのざいりょうは、たぶん牛にゅうぱっくから作ったのだと思

います。こうこくの紙でもつくれることをたいけんしましたね。へー、すごいなーというかんじ

でしょう。みんながつかっているノートなどの紙も木から作っています。木をだいじにするた

めには、紙のうらがわもつかうようにすると、木をむだにきらなくてよいので、エコになります

よ。作ったはがきでお友だちに出しましたか？わたしがはがきをつくりましたと書くとお友だ

ちはびっくりすると思います。 

木のスプーンつくりは、サンドペーパーで木のひょうめんをこすって、つるつるにしたのですね。木のにおいがして、食べる時も

よいきもちになりますね。木のしゅるいによってにおいはちがっていましたか？いちばんいいにおいは、ヒノキかな？じぶんのス

プーンになったのですね。なまえもちゃんと書いておきましょう。 

 

 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ みどリサイクル 

壁新聞のタイトル：ぼくらはやるよ!!リサイクル        

 

春のエコクッキングは、とても楽しかったでしょう。春のフルーツの係でしたが、どんなフルーツをつかったのですか？イチゴか

な？土佐のぼんたんかな？ 

じてんしゃのペダルをこいで、でんきゅうをつけるのは、けっこうたいへんだったでしょう。電気をつくるのはたいへんなことだとじ

っかんしてから、本川はつ電所をけんがくしたのですね。ここのはつ電所は水の力で電気をつくるので、石油をもやすかりょくは

つ電所よりは、とてもエコなはつ電所です。石油をもやすときたないガスがでます。にさんかたんそというガスも出ます。このに

さんかたんそはちきゅうをあつくしてしまうガスなので、できるだけ出さないようにしたいですね。にさんかたんそというガスを出

さないで電気をつくるほうほうは、水力（水のちから）いがいになにがあるでしょうか？風の力をりようするのもそうですね。それ

いがいには何があるのかな？ 

さがわの森で木をうえる植じゅをしたのですね。31 種るいも植えたのですか？みどりリサイクルの 6 人のメンバーはどの木を植

えたのか、おぼえていますか？植えたあと、根っこのまわりをわらでほごしたのですね。土がかわかないようにしたのですね。

シカに食べられないように大人の人がさくをつくってくれたようですね。20 年後に見に行くのが楽しみですね。どのくらい大きくな

っているのだろうか？ 

リサイクルかかしづくりもりっぱな「なぞの女」かかしができたようですね。毎年、やっているようですね。二本あしでくつもはいて

いるので、ちょっと見ると人間のように見えます。スズメはびっくりしてにげるでしょう。お米がたくさんとれるような気がします。こ

のかかしは、新聞といらなくなったふくやスカート、くつをりようしているのでとてもエコなかかしですね。いねかりがおわったあと

は、どうするのかな？ 

 



 

高知県香美市 香美市こどもエコクラブ みどリサイクル 

壁新聞のタイトル：ぼくらはやるよ!!リサイクル        

 

エフピコリサイクル工場を見学しました。食品トレーのリサイクル工場ですね。食品トレーでもなっとうやカップラーメンのいれも

のは、よごれがはりついているのでリサイクルできないようですね。昔は食品トレーはすてていたようですが、スーパーなどのお

店がたくさんできて、たいりょうに出てきたので、かいしゅうしてまた食品トレーにリサイクルするようにしたのですね。ごみをふ

やさないということで、地きゅうを守ってくれる工場を見学してよかったですね。家で食品トレーを出す時は水で洗うと、工場で使

う水のりょうは少しはへるのかな？ 

らいねんは、どんなリサイクルを書いてくれるのか、たのしみにしています。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

ペットボトルのふたでこまをつくれるよ。小さくなった服はバザーに出したり、いもうとやおとうとなど小さい子にゆずろう、ペットボ

トルは水そうにへんしんしたり、イカダを作ることもできますよ。レジふくろはごみふくろとしてつかえるよ。レジふくろはすぐすて

ないでもう一度つかいましょうということだね。牛にゅうパックやおかしのはこ、ダンボールは工作してべつのものにへんしできま

す。古いタオルはぞうきんとしてつかいましょう。生ごみはひりょうになります。ということでつかいおわった物をすぐにごみとして

すてないで、なんかいもつかいましょうと、6 人のみどりリサイクルはていあんしてくれました。ここの 12 ケのていあんは、てい

あんしただけでなく、みんなはじっさいにやってみたのでしょう。かべしんぶんの最初に、ぼくらはやるよ！！と書いてあるので

やったとおもいます。 

じっさいにやってみて、作ってみて、どんなことにきがついたか？むずかしかったことはなんだったのか？きれいにできたのはど

れか？などを書いてくれるともっとよかったと思います。 

 

福岡県北九州市 イオンチアーズクラブ若松 

壁新聞のタイトル：かっぱ隊が行く 2015 年       40-01 

 

イオン若松チアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

「かっぱ」なんて，僕が子どもの頃には騒がれたものですが，今でも話題になるの

でしょうか。それはさておき，合言葉はできることからはじめようで，毎年テーマを決

めて活動しているようで，この壁新聞では山田緑地で「森林づくり」に取り組んだこ

こ２年間の活動を報告してくれました。中でも生き物ピラミッドで，森を地下まである

大きなマンションに例えて学習しているのはとても素晴らしい工夫です。これならば

低学年の子どもたちにも理解しやすいと思いました。どなたが考えついたのでしょ

うね。森林プロジェクトでは，みんなで「木」のポーズをしている写真が載りました。

子どもたちは天才です。面白いことをして楽しんでいます。 

 

 

 

 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞で気づいたところを拾いました。「紅はるか」というのは，ここで栽培したサツマイモの品種の名前ですね。初めての人に

は少し判りにくかったのではないでしょうか。それと森林プロジェクトのところで，大木マップ作りは面白かったでしょうね。すこし

注意してほしいのは，木の名前には標準和名が決められていて，科学的な調査ではこの全国共通の標準和名を使う約束にな

っています。ですから，ここに登場する「チシャノキ」は「エゴノキ」に，「スギノキ」は「スギ」に，変更してカタカナで表記して下さ

い。それ以外の記事はよく報告がまとめられていて見やすい記事になっていると思います。見出しや本文などにも工夫が見ら

れます 



 

福岡県筑紫野市 エコまめクラブ 

壁新聞のタイトル：ザリガニ獲ったどぉ～食べたど～ ～アメリカザリガニ捕獲大作戦に参加したよ～       日本環境協会賞 

40-02 
 

エコまめクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━ 

三兄弟のクラブ員と２人のサポーターでこれだけの記事をまとめるのは大変だったので

はないでしょうか。よくできています。 

まほろばの森ビオトープのアメリカザリガニ捕獲大作戦の全体を書いてくれました。ここ

では外来種であるアメリカザリガニをつかまえて食べてしまうという面白いプログラムに

しています。もちろん，海外での食べる習慣も紹介しています。どんなあじがしたのか

な？ 

全体はアメリカザリガニの捕獲と調理の二つに分かれていますが，ニホンザリガニとア

メリカザリガニのちがい，生態のちがいなどももう少しくわしく説明があると，捕獲する理

由もわかりやすいのではないでしょうか。塩ゆでにして食べるのは外国ではよく見かけ

ます。中華料理ではくだいてスープのだしを取ります。外来生物ですが身近な生き物で

あることを理解していただきたいと思います。 

 

サポーターへのとっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の副題と応募用紙に誤字がありました。「補獲」ではなく「捕獲」です。これからは注意しましょう。 

これはサポーターにお願いですが，自然体験や生物多様性など，難しいことをやさしく読み解いて低学年の時から積極的に解

説してやってください。作家の井上ひさしさんが生前に繰り返し言っていたことばに「むずかしいことをやさしく，やさしいことをふ

かく，ふかいことをおもしろく，おもしろいことをまじめに，まじめなことをゆかいに，そしてゆかいなことはあくまでゆかいに」があ

ります。僕もそんな言葉の使い手に少しでも近づきたいと願っています。そして自然や生き物が人間や人間の活動と深く結びつ

いていることも教えていただきたいと思います。遊びながら五感を鍛え，感受性豊かな子どもになってくれることを心から願って

います。 

 

長崎県平戸市 下里エコクラブ 

壁新聞のタイトル：下里エコクラブ       42-01 

 

下里エコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

下里エコクラブのみなさん、こんにちは。下里エコクラブのみなさんは、とってもたくさ

んのたいけんをしましたね。 

私が、このかべしんぶんで いちばん気になったかつどうは、「田うえ」です。私も東

京の台東区というところにある かんきょうしせつにあるビオトープの田んぼでイネを

そだてました。でも、みんなみたいに 沢山しゅうかくは出来ませんでした。スズメに

食べられてしまったり、雨がふらず水不足になってしまったり、なかなか上手にそだ

ちません。だからこそ、私は、お米を食べられるありがたみに かんしゃをして、ごは

んを食べているよ。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

たくさんの自然とふれあってみて、どうだったかな？つぎの かべしんぶんでは、みん

なのかんそうも ききたいな～！みなさんも、今食べているもの、すんでいるところ、

もっているものについて考えてみると、何か変わるかもしれないね。そういった発見

をこれからのかつどうでも さがしてみてね！ 

 

☆★サポーターへのゴシドウ★☆ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。自然との出会い、人とのふれあいをテーマに様々な活動をされましたね。自然や生きもの、環

境に関する取り組みの第一歩として、エコクラブらしくてすばらしいと思います。 

より、充実したものにするために、それぞれの活動に取り組む際、下里エコクラブの全員で「この活動をする理由は何か（環境

や地球にどう良いのか）」「この活動の目標は何か」などを話し合い、それを考えながら活動に取り組むと、より意義のある物に

なるのではないかと思いました。子どもたちも、それを考えることで、自分の行動を見つめ直すようになり、自分はこれからどん

な行動をしたら良いか、などの疑問が出てくると思います。そこから、話し合ってまた新たな発見が生まれる、そんな意欲的なク

ラブになったら素敵だと思います。これからも素敵な壁新聞、お待ちしています！ 



 

熊本県八代市 日奈久小学校 体育・環境委員会 

壁新聞のタイトル：H・K・E・K 新聞 Paart５       43-01 

 

日奈久小学校 体育・環境委員会のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

体育・環境委員会のみなさん、こんにちは！みなさんは委員会活動として、環境に関するいろいろな

取り組みをしたんですね。壁新聞を見るだけで本当にアイデアが詰まっているなという印象です。 

私が特に面白い取り組みだと思ったのは「エコランド」です。わりばしの銃の射的やダンボールキャタ

ピラーのレース、ペットボトルのボーリングなど、楽しく環境の事を学べるエコのテーマパークのような

企画ですね。私も普段、環境やエコの事を楽しく伝える仕事をしているので、実際にやってみたいくら

いのすばらしいアイデアだなと思いました。 

「準備が大変だったけど、参加してくれた人が楽しんでくれて良かった、やりがいがある」という感想を

持ったようですね。生きものや自然が大好きで、エコな活動をする人はたくさんいると思いますが、実

は人の事が大好きだという人も環境の活動に向いていると思っています。環境を楽しく伝えるのは、

参加した人が楽しんでくれる事もそうですし、環境が悪くて困っている人を助ける力にもなれるんで

す。やりがいを感じてくれたみなさんには、今後もそれを続けていってほしいなと期待しています。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いろいろな取り組みをしていますが、活動の中心は「ごみ」ですね。そしてごみに関して様々な角度からのアプローチがあって、

本当に発想が豊かだなと感じます。そして何より、自分たちが出来る限りの事はやろうという姿勢もまた、とても頼もしくて大切

な部分です。ごみの減量に挑戦する記事で、グラフとして目に見えるようにした点は、やる気や気付きをうまく引き出せるアイデ

アだと思いました。このように目標を設定して物事を進める事は、とても良いやり方ですね。 

他にも小・中学生合同で活動したり、ちがう学年と一緒に取り組んでいる事もすばらしいです。かんたんな事でも、ついつい三

日坊主で終わってしまう人は少なくありません。そんな時に、一緒に活動している仲間の姿を見て刺激を受けたり、行動しようと

いうきっかけになったり、仲間の存在が後押ししてくれる時があります。6 年生に頼ってしまっているのでがんばろうという気持

ちも、自立心が感じられてうれしいです。 

エコな活動にやりがいを感じたみなさんは、環境やエコを伝える職業にいつでもなれる気がします。実際にみなさんが大人にな

った時には様々な仕事をしていると思いますが、環境に優しい活動にやりがいを感じられる大人が増える事を、今から楽しみに

しています。 

 

熊本県八代市 日奈久小学校 5 年生 

壁新聞のタイトル：日奈久５年 エコ新聞       43-02、43-03、43-04、43-05 全 4 枚 

 

日奈久小学校 5 年生①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ファイブガールズのみなさん、こんにちは！同じ学習をして作った壁新聞でも、グループごとに特色

が違いますね。 

ファイブガールズのみなさんは、色でアクセントを付けていてカラフルな印象を受ける、可愛らしい壁

新聞だと思います。イラストが多いのも紙面が明るくなるだけでなく、読んだ人の理解の手助けにな

るのでとても良いです！ 

東京も埋立処分場が約 50 年後にはいっぱいになってしまうと言われています。みなさんの地域もご

み処理場がいっぱいになってきているんですね。日本全体でごみが処理出来なくなってしまったら大

変です。これはごみを減らす事をいつも心がけなければなりませんね。 

しかし何十年後でなくても、災害時など突然ごみが回収出来なくなる可能性もありますよね。そう考えると、今から取り組めるご

み減量のアイデアが書いてあるこの壁新聞の価値も、より一層高まるように感じます。これからも、環境に良い活動を頑張って

下さい！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

たくさんのエコな活動が書いてあって、しかもどれもすぐ取り組める具体的な事柄ですばらしいですね。ただし、ひとつだけ気に

なった点があります。それは、残った食べ物をペットに与える事です。 

きっと気をつけているかもしれませんが、人間が食べる物の中には、動物にとって毒になるものがあります。例えば、ねぎやチ

ョコレートなど普通に家庭にあるものなどは、動物が食べて中毒になってしまう事故がたまに起きています。また、調味料など

の人間用の味付けも、体の小さい動物にとっては健康を害する原因になってしまいます。 

みなさんが動物や他の生きものが好きだからこそ出てきたアイデアだと思うので、知らない人が見た時に危なくないように、安

全な知識も書いてあると良いですね。 

ちなみに、家でもペットを飼っていますが、キャベツの一番外側の葉や、野菜の皮や芯など、捨てられてしまう事の多い部分

を、ペットと一緒に食べています。ペットと一緒にエコな活動が出来るとうれしさも 2 倍ですよ！ 

他にもコンポストなどで自然にかえす方法もあります。自然や生きものに関心がある人は、ぜひ試してみて下さい。 

 



 

熊本県八代市 日奈久小学校 5 年生 

壁新聞のタイトル：日奈久５年 エコ新聞        

 

日奈久小学校 5 年生②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

世界の環境守り隊のみなさん、こんにちは！同じ学習をして作った壁新聞でも、グループごとに特色

がちがいますね。 

世界の環境守り隊のみなさんは、行動がどのようにエコに繋がるのかがそれぞれの記事にわかりや

すく書いてあって、大人から見てもわかりやすい印象です。理由がしっかり書いてある事は、自分た

ちでしっかりと理解出来ている証拠だと思うので、説得力が感じられる壁新聞です。 

また、発表会の環境クイズの記事にも注目しました。「工場」「家庭」「学校」の内でどれが一番環境を

悪くするかというクイズで、ほとんどの人が工場だと思い、家庭という答えにみんなが驚いた、という

説明があります。確かにこれは勘違いをしやすいため、おどろきとともに深く印象づけられた事が想

像出来ます。 

1 つの工場と 1 つの家庭を比べたら、当然工場の方が大きいですが、工場に対して家庭は数え切れないほど数が多い分、環

境に与える影響も大きくなりますよね。良い方向にも悪い方向にも、小さな事が積み重なると大きな結果になる。これは環境を

考える上で非常に重要な事なので、それを伝えられた意味はとても大きいと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

環境センターでは「リサイクルの事」「トイレで雨水を使っている事」や「センターの先生が洋服をマイバッグにして使っている」な

どの学びがありましたね。たくさん環境の勉強をしても、そういった施設に行くとまだまだ多くの発見があるものです。 

私の働いている環境の施設でも、リサイクル出来るものを回収していたり、トイレ用水には雨水が使われていたり、いらなくなっ

た洋服のリメイクが体験出来る工作などがあります。その他にも私たちは、なるべく来てくれた人たちの生活に役立って、なる

べく楽しく取り組めるエコを一生懸命考えています。 

みなさんが環境センターに行く事は、みなさん自身が勉強になるだけでなく、きっとそこで働いている人にとってもやりがいを感

じると思います。そしてそのやりがいは、さらに進化した、より良いエコなアイデアが生まれ、多くの人に広まるきっかけになる事

でしょう。環境の施設で働いている立場の意見として、ぜひ授業以外でも通いつめて、エコを突きつめてくれるとうれしいなと思

います。 

 

 

熊本県八代市 日奈久小学校 5 年生 

壁新聞のタイトル：日奈久５年 エコ新聞        

 

日奈久小学校 5 年生③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

エコボーイズのみなさん、こんにちは！同じ学習をして作った壁新聞でも、グループごとに特色がち

がいますね。 

エコボーイズのみなさんは、エコマークを数多く描いているのが目にとまります。エコマークは種類も

多く、デザインも面白いものがありますよね。きっとみなさんの印象に残っていて、それを伝えたいと

考え付いたのでしょう。マークというのは目で見てすぐにわかる印ですから、実際にたくさんのマーク

を描いたのは、良い方法だと思います。 

他の記事も、エコな行動とその理由がイラストと一緒に上手にまとめられていて、読んだ内容が頭に

入ってきやすい工夫を感じました。環境に関する事は知らない情報やむずかしい内容も多くあるの

で、このように読む人にわかりやすくまとめる技術は大切だと思います。 

始めに「環境にやさしいエコを勉強して、それをみなさんに発信したらもっといい環境になると思った」と書いてありますが、有言

実行で上手に発信出来ている、すばらしい壁新聞だと思いました！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

他のグループと同じ学習をしているので、書いてある内容は自然と共通点が多くなっていると思いますが、みなさんの壁新聞は

特に熱い気持ちを感じたような気がします。それはなぜかという説明はむずかしいのですが、言葉の選び方にちがいがあるの

かもしれません。 

例えば、無駄を減らすための行動に「使い切るまで新しい物を買わない」という、標語にも使えそうな表現がありました。私も野

菜などを安い日にたくさん買って、何日か経った時にあまり減っておらず、慌てて使い切った経験があります。このような誰にで

も共感出来る事が書いてあると、読んだ人にとってはメッセージ性が強く感じられます。 

そしてもうひとつ「すばらしい日奈久といわれるようにしたい」という言葉。みなさんの素直で力強い決意が想像出来るので、心

を打たれる人も多いのではないでしょうか。 

周りの環境を良くしたいと思うのは、自然を守る気持ちの第一歩です。スタートラインに立ったみなさんの、これからの活動に期

待しています！ 

 



 

熊本県八代市 日奈久小学校 5 年生 

壁新聞のタイトル：日奈久５年 エコ新聞        

 

日奈久小学校 5 年生④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

ZY-3R のみなさん、こんにちは！同じ学習をして作った壁新聞でも、グループごとに特色がちがいま

すね。 

ZY-3R のみなさんは、どの記事を見ても文章をしっかりと書いていますね。きっかけの部分を読んで

みると「今の環境問題をみなさんに知ってほしいので、このエコ新聞を作りました」と書いてあります。

エコな活動の事柄だけではなく、読んだ人がその背景もきちんと理解出来るように意識して作った事

が感じられました。 

この「知ってもらいたい」という気持ちは、環境やエコを広める原点です。 

当然、環境問題を意識して行動出来る人が増えると、環境に良い影響も増えます。この気持ちを持ち続ける事で、今後も自分

自身の学びは深まり、周りの人にもエコが広がってゆくでしょう。 

いろいろな場所の環境がだんだんと変わっていくように、環境問題というものも常に変化し続けています。「今の環境問題をみ

なさんに知ってほしい」と書いていたように、まさに環境問題の「今」は時と共に変わるので、そこを意識出来た事はすばらしい

事です。これからも伝えたいという気持ちを持って、環境問題の「今」を広めてくれる存在になってほしいと思います！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みなさんの書いた「自分たちで実践出来るエコ」の記事の項目は、どれも文字通り実践的なものばかりで、すぐに役立てられそ

うですね。その中で私が特に良いと思った所は、断る事が大切だという点です。 

みなさんが挙げていた「包装紙」「包み紙」「レジ袋」。これらは私たちの生活でどれも当たり前のように目にする物です。しかし

それらは最終的に捨てなくてはならないので、これを断るのは良い着眼点です。 

ごみを減らすための 3R「Reduce（リデュース）」「Reuse（リユース）」「Recycle（リサイクル）」というキーワードがあります。そこ

に、日本語で「断る」という意味の「Refuse（リフューズ）」という言葉を 4 つ目の R にプラスしている所も実際にあります。 

一般的に日本人は物事を断るのが苦手と言う人が多いです。私も NO と言うのが得意ではないので、買い物の時に毎回心の

中で「せーの」と勢いをつけて「袋はいりません」と言っています。若いみなさんには社会を変える力があると思うので、ごみを減

らすために断るのが当たり前の世の中になるように、一緒にがんばっていきましょう！ 

 

熊本県水俣市 水俣市立水俣第二中学校 

壁新聞のタイトル：二中から未来へ       三井住友銀行賞 43-06（1 位推薦） 

 

水俣第二中学校のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

水俣市立水俣第二中学校 環境 ISO 委員会のみなさん、こんにちは！ 

まずは、先の全国フェスティバル 2016 での特別賞の受賞、おめでとうございます！ 

情報量や内容の深さなど、まるで本物の新聞や環境系の雑誌を読んでいるようです。この壁新聞

を作るためのデータ収集や活動実績のプロセス、努力に敬意を表します。 

どれを取っても充実した内容ですが、普段の仕事でプログラムを実施している相手は幼児から小学

生が多い私からすると、中学生ならではの活動は、やり応えがありそうで羨ましく見えます。特に環

境検定は私もチャレンジしてみたいと思ったくらい面白そうですね。 

分別や節水、節電といった広く一般的なテーマと、環境 ISO だよりや環境検定など独自の活動。この取り合わせにも秀逸さを

感じます。いろいろな人に心にとめてもらうという事は、いろいろな仕かけを駆使して発信してゆかなければなりません。発信す

る側の観点からも、非常にその点のバランス感覚にすぐれた壁新聞だと思いました。最後にもう一度、おめでとうございます！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

私がこの壁新聞を読み終えた時に最も印象に残った事は、普段の日常生活から高い意識を持って行動しようという信念です。

すばらしいと感じる取り組みが本当に多かったのですが、特にピックアップしたい 2 つを抜き出して下記にあげます。 

・教室でスクールバッグの向きを揃え、見た人がきれいだと思う教室にしている 

・分別参加のチェックリストに、態度と服装面のチェックを新しく追加した 

これらは一見すると、環境の事と直結していないようにも受け取れます。仮にスクールバッグの向きがバラバラでも、教室の掃

除が行き届いていればキレイでしょう。仮に服装はきちんとしていなくても、分別活動自体に参加は出来るでしょう。しかし、単

なる行動だけでなく、美化意識や積極性などの気持ちの面から訴えかけ、環境に対する意識を根付かせていきたいというみな

さんの意図が伝わってきます。 

自分の行動に責任感を持つ事は、環境に対しても責任のある行動につながります。特別な時だけエコな行動を心がけるので

はなく、毎日確実に取り組むべき事柄は習慣づけられなければ決して続きません。そんな理想や信念を持って活動している事

に感銘を受けました。今後もみなさんが目指す高みをどんどん発信してほしいと、心から願います。 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞       43-07～29 全 23 枚 

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

西澤師範から一言━─━─━─━─━ 

壁新聞のテーマ「災害」についてこれまでに起こった水害、そして災害にあったときの対応情報として避難について紙

面をたくさん取った新聞ですね。とりわけ、水俣市災害避難地図がはってあって、みなさんが住む地域の様子や水俣

川がどのように流れているのかよく分かります。避難所の場所の確認はとても大切なことですね。クイズのコーナーも

あり、読んでいる人が飽きない工夫もされていますね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

大きくのせた避難地図ですが、この地図についてもう少しくわしく教えてほしかったと思います。みんなの通っている水

俣第一小学校はこの地図のどこにあるのかな？ 水俣川の近くなのかな？ そんなことが分かると、なぜ水俣川につ

いて調べることになったのかが読者にも分かってくると思います。 

ところで、水俣第一小学校は今年度も子どもエコクラブの活動を続けていますか。 今年の４月に起こった熊本大震災

などの影響みなさんが受けていないことをまず願います。そして、引き続き、いろいろな視点で自分たちの暮らす地域

の環境についてもっとくわしく知ってもらえたらなあと思います。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

浅井師範から一言━─━─━─━─ 

せりぶね守り隊の３人のメンバーが、じち会長の前田さんに聞いて調べたことを、かべ新聞にまとめてくれています。 

「せりぶね」のことを、昔は「えいおやっさ」と言っていたなんて、おもしろいですね。それから、病気がはやってせりぶね

をする人が少なくなったときもあったけど、時間が経ってまたふっかつしたというのもスゴイですね。それだけせりぶね

に、みりょくがあるからですね。 

「せりぶねのエコなところ」をまとめてくれています。こういう風に、どういったことがエコなのかとか、おもしろいとか、ステ

キなのかということがまとめてあるのは、とても良いですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・ 

昔は「えいおやっさ」と言っていたことについて、わたしはとてもおもしろいと思いましたが、みなさんはどう思いました

か？ 力を合わせる時のかけ声みたいだなとも思いました。どうしてその名前になったのかを調べたりすることも楽しい

ですよ。調べてわからないときは、自由に考えて予想するのもおもしろいですね。 

それから、せりぶねのことを調べる前から、みなさんはせりぶねのことを知っていましたか？  

水俣川って、みなさんにとってはどんな川ですか？ みなさんとせりぶねや水俣川のつながりについてを合わせて書いてみるのも良いと思います。 

これからも色んなことを調べてみてくださいね。 

 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ③の新聞を書いてくれたみなさんへ 

浅井師範から一言━─━─━─ 

水俣のせりぶねグループの５人のメンバーが、それぞれ調べたことをまとめてくれています。 

四コママンガやエコクイズ、それに上手なカヌーの絵など、いろいろな工夫がしてあるので楽しく見ることができますね。

「せりぶねのひみつ！」は良い見出しですね。「ひみつ」って書いてあると、知りたい気持ちになりますね。 

せりぶねにはたくさんの人が乗れるということや、力をあわせることが大切なこと、電気を使わずに動くなど、みなさんが

発見したことが書かれています。それから、水俣川にゴミがあることや、川にゴミをすてずにきれいになったらいいなあと

いうことについても書いてくれています。カヌーをうかべる川のようす・環境にも注目して考えることって、大事だし、ステ

キなことですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

水俣川にゴミをすてる人をへらして、川をきれいにするにはどうしたらよいと思いますか？ みなさんも色々と考えてみてください。自分たちでもでき

る事があれば、ぜひやってほしいと思います。せりぶねのことを調べていて、水俣川のゴミがなくなってきれいになったらいいなと思ったのですから、

せりぶねをしている人や見に来る人にも協力してもらえるような呼びかけができたなら、たくさんの人に知ってもらうことができるかもしれませんね。

そういうステキなチャンスがあるといいですね。それから、みなさんは色々と調べてみて、カヌーに乗りたいと思いましたか？ せっかくなので、ぜひ

大きくなったら乗ってみてください。私は一人用のカヌーに乗ったことがありますが、初めて乗った時は、水面をすうっとなめらかに動くことがとっても

おもしろかったですよ。もしかしたら、みなさんの中で、大人になったらせりぶねに乗る人が出てくるかもしれませんね。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ④の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━─━ 

「水しつ新聞」という名前の壁新聞だけあって、水俣川の水しつやそこにすんでいる生き物ついてよくしらべたすばらしい新

聞です！！！水しつの調査では薬で実験したり、じっさいに川に入って虫や魚をつかまえて、虫の名前やどのようなところ

にすんでいるかもしらべたのですね。「水質ゴーゴー」のおともだちといっしょにやったさぎょうは、大せいこうでしたね。おめ

でとう！！！このちょうさで、水俣川がきれいな川だということがわかってうれしくなり、かんどうしました。このようにきれいな

水俣川がどのようなところか一度行って、みなさんといっしょに川の中に入ってみたくなりました。とくにつめたい川だという

ほうこくがありましたので、夏の川あそびがおもしろそうですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

こんご、年に１回くらい水俣川の水しつちょうさをして、今回見つけた生き物にくわえて、どのような生き物をどこで発見して、

どのくらいいたかなどのほうこくをしてくれたら、水俣川のしぜんやかんきょうを守るためのみなさんの活動がよくわかり、そ

の活動をつづけてくれるお友だちにもたいせつなデータになると思います。つぎの「水しつ新聞」をわくわくして楽しみにして

まっているよ！！！ 

 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑤の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━─━─━─━ 

「動く環境教室」でのいろいろな体験で、水俣川の水しつがとてもきれいな水であったことと、水俣川を今よりももっとき

れいにするためのほうほうの二つの大切なことが書かれているすばらしい「水俣川の水しつ新聞」です！！！「動く環境

教室」で、とてもきちょうな体験をしたと思います。インターネットでも水俣川の水しつを調べたのですね。ありがと

う！！！グループ４人のそれぞれの感想から、みなさんがきれいな水俣川をこれからも守っていき、とても愛しているこ

とがじゅうぶんにつたわってきましたよ。クイズでも何かホッとして、この新聞がとてもみぢかにかんじることができまし

た。つぎの「水俣川の水しつ新聞」では、みなさんのどりょくで水俣川がどのようにしてきれいに守られたかのほうこくを

わくわくしながら楽しみにしています！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・ 

水俣川にどのような生き物がすんでいて、どのような場所にいて、その写真や絵があり、そのとくちょうなどのせつめい

があれば、「水俣川の水しつ新聞」を読んでくれたお友だちにとってとてもよいさんこうになり、そのお友だちもじぶんたち

の近くにある川の水しつをちょうさする時にやくにたつと思います。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑥の新聞を書いてくれたみなさんへ 

西澤師範から一言━─━─━─ 

新聞のタイトルのつけ方がとてもいい。橋のまわりにある「災害」に関する設備を調べて書いている視点もとてもおもしろ

いです。普段通っていても、橋の周りに私たちを災害から守るために設置されたいろいろな機器には気付かないものがた

くさんあります。そしてそれぞれの機器はとても大切なデータを取り、私たちに危険を知らせてくれる役割を持っています。

でも、私たちが、その役割について知らないと、防災につながりません。例えば、サイレンの音の違いによって危険度を知

らせる記事は、自分の身を守るためにとても役立つ大切な情報です。 

また、この新聞のいいところは、さらに、自分たちが住んでいる地域がどんなところかも調べているところです。この新聞で

は、「水俣川の災害で何が心配なのか」という記事では、土地が低いことなど浸水が起こりやすい地域に自分たちが住ん

でいることも調べて書いています。自然災害はいつ起こるか分からないので、普段の生活の時から災害についてこのよう

な形でまとめたことは、とても大切な取組だと感じました。 

とっておきのゴシドウ★・・・・ 

今回の記事でちょっと「惜しい」と思ったのは、せっかく市役所へ水俣川の設備について聞き取りに行ったのなら、インタビ

ュー記事のような書き方のコーナーを作ったら、紙面の構成がさらに良くなったと思います。市役所で聞いたことをまとめ

るのではなく、「この人に聞きました」とかにして、市役所の人に登場してもらうとか、自分たちで取材をした様子を一緒に

新聞に書いてみると、新聞に変化が出て、良くなるように思います。 

 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑦の新聞を書いてくれたみなさんへ 

西澤師範から一言━─━─━━ 

水俣川の昔の氾濫について写真なども使って、水俣市に住む人にも分かりやすい記事になっています。ま

た、現在もし水害が起こった場合のため、避難所がどこにあるのかを調べ壁新聞にのせているのもいい視点

だと感じます。ただ、新聞の５分の１ほどを占める深川の降水量のグラフが、なぜそこに書いてあるのか、私

にはよく分かりませんでした。観測された日にはたくさん雨が降ったことを伝えたかったのかな。そのグラフに

ついての説明がどこにもないのが残念です。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

今回の新聞を作るに当たって、どこからこれらの情報を知ったのかを書くのはとても大切なことです。本から

なのか、インターネットなのからか、地元の人からなのか。メンバーの感想の欄を読んでいると、水俣川の災

害について「むらさきさん」という方からお話を聞いたようですが、この「むらさきさん」が誰なのかも紹介して欲

しかったです。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑧の新聞を書いてくれたみなさんへ 

浅井師範から一言━─━─━─━─ 

せり舟わっしょいグループの５人が、かべ新聞のタイトルにあるように、せり舟の「とくちょう」に注目してまと

めてくれています。四コママンガあり、イラストありのカラフルなかべ新聞ですね。 

＜せり舟のこぎ方＞の記事では、内容が「かじょう書き」になっていて、すっきりとわかりやすいですね。＜せ

り舟のとくちょう＞の記事では、せんちょうがいることや、せんちょうのする事がぐたいてきに書いてあってよ

くわかります。クイズがあり、記事をよく読むと答えがわかるようになっているのも、ステキな工夫ですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★ 

せり舟のとくちょうをしっかり書いてくれていますが、さらにステップアップする方法として、「せり舟と、他の舟」

を比べてみるのもいいですね。大きさ、乗れる人数、動かし方、どんな場所で、いつするのかなどをそれぞれ

比べてみると、さらにとくちょうが良くわかると思います。 

みなさんはせり舟のことを調べて色々なことが分かったと思いますので、ぜひ機会があったら、実際のせり舟

や大会を見てみてくださいね。色々と知っているからこそ、きっと楽しく見ることができると思いますよ。 

 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑨の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━ 

水俣川で起きた災害、水の深さや水の流れの方向の調査を「水俣川新聞」で詳しくリポートしてくれてあ

りがとう！！！この新聞で水俣川の状況をじゅうぶんに知ることができました。一度、水害がおきると水

俣は土地が低いので、毎日の生活にこまるたくさんの市民が出てくるので、堤防を作ったりして、このよ

うな自然災害でこまる市民が少なくなるようにしているのですね。水の深さも時間によって変わったり、場

所によっても水の流れる方向が変わってくるので、大雨がたくさんふると市民への災害が出ないように

注意しなければならないことがたくさんありますね。どのような災害たいさくがあるのかとても気になりま

す！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

今回の「水俣川新聞」では水俣川についての自然災害の危険性は知ることができましたが、反対にみな

さんの環境活動の一つとして水俣川についての自然の恵みについて学び、「水俣川新聞」でほうこくして

くれることを期待しております。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑩の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─ 

みなさん、一人一人が協力して作った「水俣川の水質新聞」は、前田さんからの「せり舟」の話、クリーンア

ップ作戦、底生動物とそれらの写真や絵、そして感想で盛りだくさんのないようが、とてもうまくまとめられ

たすばらしい新聞です！！！読んでいて楽しくなりました！！！「せり舟」のことをもっと知りたくなり、これ

からもっともっときれいに水俣川を守る続けるための次の作戦はどのようになるのか、底生動物の種類、

数などの次の生き物調査をどのようにするか、読者のみなさんにきょうみをもたせる新聞です！！！「動く

環境教室」での水俣川の活動がますます広がっていきますね。がんばってください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

みなさんが大好きな水俣川を守るための環境活動へのチャレンジはまだまだたくさんあります。また、これ

らのすばらしい環境活動をこれからずっと続けていくための方法も考えることも重要ですね。次回の「水俣

川の水質新聞」をわくわくして待っています。楽しみにしていますよ！！！ 

 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑪の新聞を書いてくれたみなさんへ 

西澤師範から一言━─━─━─━ 

水俣川のひみつを解き明かすこの新聞。身近な川にかかる橋の長さや防災のための設備などについてうまく

まとめられています。とりわけ、災害を減らすために川の形をＸからＹに変えたことをトップ記事にしているの

が、この新聞のいいところです。これは、お話を聞かなければ分からない情報ですものね。新聞を読んでいる

方も、なぜ川の形を変えたのか知りたい、と思うタイトルづけもいいです。今の川の形では分からない「これこ

そ水俣川のひみつ」ですよね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・ 

市役所の人のお話は難しかったかもしれないけど、なぜ川の形を変えると水害が減るのか、もう少しくわしく

書いて欲しかったな。防災の知識が少ない私には、その意味がはっきり分かりませんでした。そこがとても残

念でした。また、左の欄についてのイラストについても何について描いてあるのかちょっと分かりづらいので、

イラストに説明やタイトルを付けて欲しいなあと感じました。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑫の新聞を書いてくれたみなさんへ 

西澤師範から一言━─━─━─━━ 

この「かんきょう新聞」はメンバーの感想にも書かれているとおり、どんな記事を取り上げ、どのようにまとめる

か、みんなで考えて書いた成果が伝わってくる新聞で、とても読みやすく作られています。タイトルは色をぬって

統一されており、どこからどこまでが１つの記事がよく分かります。また、記事の内容も、洪水について外水氾

濫と内水氾濫の違いなど、私たち大人でもまとめるのがむずかしい内容を上手にまとめて書いていて、私も「へ

えー、そうなんだ」と改めて勉強になりました。  

それから、水俣の歴史の記事では、災害だけでなく、魚やウナギが釣れる川であることを紹介しているところが

良いなと思いました。自然は私たちに災害をもたらす面もありますが、私たちの暮らしに恵をもたらすします。自

然の怖さとともに豊かさを忘れずにつきあっていけたらなあと改めて感じさせられました。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・ 

新聞の下の方に写真がはってありますが、それぞれの写真を土石流災害の記事と洪水の記事の近くにはって

おけば、さらに分かりやすい新聞になったと思います。また、水俣川を中心とした町の地図を書くなど工夫をす

ると、水俣市についてくわしく知らない人にも水俣川がどんな川なのかイメージしやすいと思います。 

 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑬の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━ 

みなさん一人一人が協力して作った「水俣川のいいところ」新聞は、水の方向のひみつ、水の深さのひみつ、川の様子

とクイズで水俣川のじょうきょうがよくわかるすばらしい新聞です！！！水俣川の水の方向が変わったり、水の深さが変

わったりする理由が海のみちひきに関係しているのですね。ふしぎなひみつのなぞ解きをしてくれてありがとう！！！ 

この新聞を読んでくれたお友だちも、水俣川の自然のふしぎにおどろいていることでしょう。この環境活動を通して、水

俣川の災害と命の関係、そばで住んでいる人たちの生活などの大切なことも学ぶことができてよかったね。次回の新聞

でＬＥＳＡＭＯＫＩＴＯの意味を教えてください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

日本ではいたるところで自然災害が毎年たくさん発生していて、水俣川についての自然災害を知ることができました。こ

の新聞を通して、みなさんから見た水俣川の災害についてもっと発表して、他のちいきのお友だちに理解してもらい、子

ども同士でいろいろな情報をこうかんして、災害で苦しんでいる子どもたちをはげまして支援してください。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑭の新聞を書いてくれたみなさんへ 

池田師範から一言━─━──━ 

水俣川の生き物調べをとおして体験したことと調べたことを、分かりやすくまとめてあると思います。 

たくさんの生き物が見つかったようですが、その中で「ウズムシ」「ヘビトンボ」「カワゲラ」に着目してくれたので、これら

の生き物についてよく分かりました。水の生き物のイラストも、よく特ちょうが出ています。新聞にはいろいろなことを書き

たくなってしまうものですが、書くスペースが限られていますので、読む人に特に伝えたいことを選ぶことは大事です。 

ウズムシ、ヘビトンボやカワゲラなどの生き物を調べることで、川のかんきょうが分かるということはおもしろいと思いま

せんか？水がきれいかどうか薬を使った色の変化でも調べることができますが、生き物でも分かるということです。毎年

同じ場所で生き物探しをしてみると、薬がなくても川の水の変化に気づくことができますね！ 

ウズムシは不思議な生き物で、切っても再生してしまう力にはおどろかされます。石にへばりついた 1cm ほどの小さな

生き物をよく見つけました。カワゲラはたくさんの種類がいますが、幼虫はきれいな川に住んでいます。カゲロウの幼虫

と少し似ているかもしれませんが、見分けられるようになりましたか？図かんを眺めるより、川でたくさんの実物を見つ

けてルーペでかんさつしてみてください。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・ 

ヘビトンボは実物の動きをみて、名前に“ヘビ”がついている理由が分かりましたか？ヘビのように頭をもちあげてかみつくような動きをします。 

幼虫は川ムカデとよばれるように足がたくさんあるイメージですが、おなかについているあしのようなものは、あしではなくエラなどのとっきです。成

虫は夏に出会えるので探して会いにいってみましょう。 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑮の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━ 

水俣川の水質や生き物についてくわしく調べたすばらしい「水俣川のひみつ新聞」です！！！クイズや感想もとても上

手く書けていますよ！！！かいてきな水かんきょうにいる生き物が一番多くいてよかったね。また水質もきれいでよかっ

たね！！！これだけの多くの生き物の名前はどのようにしてわかったのかな。おどろきました！！！水の中に住んでい

る生き物がとくいなお友だちがいるのかな。「動く環境教室」を通して、みぢかなところにある水俣川にはいろいろな発

見、ふしぎやかんどうで、ひじょうに良い体験をしたと思います。これからも水俣川をきれいに守っていく活動をがんばっ

てください。次の「水俣川のひみつ新聞」を楽しみにしていますよ。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

今後、年に１回くらい水俣川の水しつちょうさをして、今回見つけた生き物にくわえて、どのような生き物をどこで発見し

て、どのくらいいたかなどのほうこくをしてくれたら、水俣川のしぜんやかんきょうを守るためのみなさんの活動がさらに

よくわかり、今後その活動つづけてくれるお友だちにもたいせつなデータになると思います。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑯の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━ 

水俣川にいる生き物についてくわしく調べた非常にすばらしい「川のなぞ新聞」です！！！ 

水生の生き物だけでなく、魚や鳥までも調べてくれ、まるで水俣川のせんもん図鑑を見ているようです。ありがと

う！！！師範もむちゅうになって、みなさんの新聞を読みましたよ。驚きです！！！それぞれのセクションが、読者に大

変きょうみをもって読ませる内容になっており、川の中のたくさんの虫をくわしくかんさつして、アオサギが川でどのような

動きをしているかしっかりかんさつして、また、アユ オイカワなどの魚もとてもよく調べましたね。これだけ多くの生き物

がくらしていけることは、水俣川がいかにきれいな川であることがはっきりとしょうめいされたことになりますね。師範も是

非一度水俣川に行ってみたくなるような「川のなぞ新聞」です。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

「動く環境教室」を通して、引き続き水俣川の水質調査をていきてきにおこなうことはもちろん重要なことですが、水俣川

のしぜんやかんきょうを守るためには川で見つけた生き物の場所、種類、数などのほうこくも大切だと思います。「川の

なぞ新聞」の読者のお友だちに、みなさんの活動を理解してもらい、今後このような環境活動をひきついでくれるお友だ

ちにも大切なデータになると思います。 

 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ⑰の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─ 

みなさんで一緒になかよく作った「水俣川新聞」のいろいろなきじの中で、「水俣川の水しつが５段階中一番きれいでし

た。」というきじが、この新聞を読んでくれたお友だちやもちろん師範もとてもうれしかった大きなニュースでした。おめで

とう！！！このことは、みんなで水俣川の水しつをいっしょうけんめいに守り続けてきたすばらしいどりょくのけっかです

ね。このようにきれいな水俣川だから、たくさんの生き物がすむことができるのですね。今後もこのようなたいせつなか

んきょう活動を続けていってほしいと思います。４コママンガやクイズも楽しかったよ。つぎの「水俣川新聞」をわくわくし

て楽しみにしていますよ！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

みなさんが大好きな水俣川を守るためのかんきょう活動へのチャレンジはまだまだたくさんありますね。また、これらの

すばらしいかんきょう活動をこれからずっと続けていくための方法も考えることも重要ですね。がんばってください！！！ 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑱の新聞を書いてくれたみなさんへ 

浅井師範から一言━─━─━─━ 

水俣第一小学校 6 年 1 組のみなさんが作ってくれたかべ新聞は、とてもユニークですね！みんなで、環境を

守るためにこんなのがあったらいいなという発明を考えてくれました。 

面白くて夢いっぱいの発明がたくさん書いてあり、見ていて楽しいですね。ゴミを何とかするための発明、空気

をきれいにする発明、いらない物を役に立たせるための発明、木を増やしたり雨水を上手に使う発明、ソーラ

ーカーや雨水カーなんてものまであります。 

自然を大切にしたり、ムダをなくしたり、エネルギーを大事に使ったりしながら、人間も快適に楽しく生活できる

ようにするための、すばらしいアイデアがたくさんですね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

発明を考えるときに、きっとみなさんは「これは問題だな」「不便だな」「もっと良くしたいな」ということを考えて、それを解決するためのアイデアを考え

たと思います。すでにあるものや、誰かがしていることだけでなく、新しいアイデアをたくさん考えるということは、よりステキな方法を見つけるために

大切なことですね。 

昨年の 2015 年に「パリ協定」という約束が決まりました。これは、地球の全ての国の代表の人が話し合って決めたもので、もちろん日本も参加して

います。地球温暖化を止めるために、それぞれの国が温暖化の原因である二酸化炭素などを出さないようにして、最終的には０にしようという内容

です。これは、ちょっとがまんして省エネをするだけでは達成できません。これからはみなさんが考えてくれたみたいに、エコだし生活も便利で楽しく

暮らせるようなステキなアイデアがたくさん必要になると思います。これからもたくさんのアイデアを考えてほしいなと思います。 
 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑲の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━ 

水俣川でたくさんの生き物が見つかったことが新聞から伝わってきます。 

「見つけ方」に書いてくれたように、石をそっと持ち上げて石のうらを虫めがねを使ってみると、小

さな虫が動いていてびっくりしたことでしょう。 

ヘビトンボの幼虫をはしでつかんだイラストはとてもいいですね。かみついてくるような動きをす

るので、手でつかまないで、はしでつかんでいるようすが思い浮かびます。足のようなものが 20

本以上ありますが、あしは実は 6 本でむねについています。おなかについているあしのようなも

のは、あしではなくエラなどのとっきです。水の中にいる生き物も呼吸をしているので、空気（さ

んそ）が必要です。水の中にも空気がとけているので、えらで呼吸をしているのです。 

サカマキガイ、イトミミズ、セスジユスリカ、チョウバエを見つけたのは川のどのような場所でした

か？汚れた水でよく見かける生き物です。今回調べてくれた場所が、どのような川の流れの場

所か分かりませんが、水がよどんだ場所があったのかな？きれいな水にすむ生き物と、汚れた

水にすむ生き物がどちらも見つかったときは、「なぜかな？」と考えてみるといいですよ。 

また川の生き物探しをしたら、どんな虫が見つかったか教えてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・ 

「めずらしい」という言葉にはどんな意味があるのでしょうか？川の生き物探しでは、数が少ないとかめったに見つからないとい

うことだと思います。昔からヘビトンボはめずらしい虫なのかどうか調べてみるのもおもしろいですね。 

どんな虫がいたのか書いてくれましたが、名前だけでは読んでいる人の中には「どんな虫なのだろう？」「どれくらいいたのか

な？」と気になる人もいるはずです。ヘビトンボはイラストと特ちょうの説明がありますので、他の虫もイラストなどがあると分か

りやすいですね。 

生き物調べをまとめるときは、「いつ」「どこで」「何を」「どれくらい」見つけたのかを書いてくれるととても参考になります。 

 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ⑳の新聞を書いてくれたみなさんへ 

池田師範から一言━─━─━─━─━ 

読む人をひきづけるような小見出しがつけられていますね。「見つけたよ！」とあると、何を見

つけたのだろう？と気になりますし、「…なぜ海で生きれないの？」というように読む人に問い

かけるのもいい工夫です。クイズや感想もあって、全体の構成もいいと思います。 

水俣川ではいろいろな生き物を 21 匹もみつけましのですね。トビケラ、カワゲラ、カゲロウと

いったあまり聞きなれない昆虫の幼虫もイラストをかいてくれたので分かりやすいです。写真

もいいですが、イラストをかくにはよくかんさつする必要があるので、特ちょうをとらえていると

思います。 

ヒラタカゲロウの幼虫はうごきが素早かったようですね。たしかにくねくねと動くだけでなく、サ

ッサーと石の上を動きます。そのようなことを知ることができたのも、実際に生き物探しを体

験したからだと思います。 

川と海ですむことができる魚の種類がことなるのは、塩分が関係していることに気付いてくれ

ました。魚によっては塩分のこさの変化に強い種類もいます。たとえば、サケやウナギなどで

す。なぜ、海と川をいったりきたりするのかな？生まれたばかりの魚たちは泳ぐ力がよわくて

川だとどんどん流されてしまいますね。エサも関係しているかもしれません。「なぜだろう？」

といろいろなことを考えてください。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・ 

川でくらす生き物の種類から、水俣川の水かんきょうがかいてきかどうか知ることができましたね。かいてきな水俣川をいじする

ために、感想にあるようにゴミをすてないことは大切です。ゴミがなくても、生き物がずっとくらすためには他にどんなことが必要

でしょうか？ 

川の底で見つけた生き物の多くは昆虫の幼虫ですので、幼虫がくらす場所だけでなく、 

成虫がくらす場所、そして卵を産む場所が必要です。どれか１つでもなくなると、その昆虫はいなくなってしまいます。 

めずらしいと書いてくれた「ヘビトンボ」は成虫になると何を食べて、どこでくらすのかな？夏には、ぜひヘビトンボの成虫を見つ

けてください。 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ㉑の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

エコ・サイエンス部のみなさんが作ってくれたかべ新聞をみて、水俣にはエコですごい工場がたく

さんあることが良くわかりました。水俣って、すてきなところですね！ 

たくさんの工場のことがわかりやすくなるように、いろいろな工夫がされています。「すごいぞ！生

ゴミが肥料に！環境総合技術センター」のように、タイトルを見るだけでエコの内容がわかります。

説明も Q＆A になっていて、具体的に何がエコなのか分かりやすいです。 

「使用済みオイルの再利用で、１日にリサイクルしている量６５,０００リットルを、おうちのお風呂だ

と約２６０こ分」みたいに、身近なものを使った「たとえ」もあって、こちらも分かりやすくてとても良

い書き方ですね。 

それから、似顔絵からの吹き出しにみなさんの感想も書いてあって、ビックリしたことや感動が伝

わってきて、読んでいて親近感がわきました。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

すてきなかべ新聞です。もし追加するとしたら、いつ取材に行ったのかという「日にち」が書いてあると、記録としてもとっても良

いと思います。 

さらにステップアップする方法としては、もしまた取材する機会があったら、「困っている事」「こうなってほしいなあと思うこと」な

ども聞いてみてください。もしかしたら、意外な発見があったり、みなさんが協力できるようなことがあるかもしれません。 

またすてきなかべ新聞を送ってくださいね。楽しみにしています！ 

 



 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 
水俣第一小学校こどもエコクラブ 22 の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━─━ 

環境大臣賞受賞おめでとう！！！水俣第一小学校のお友だちと一緒に力を合わせて一生懸命に 15 年という長い間続

けてきた環境活動を認めてもらったすばらしい賞だと思います。 

「自分たち力で、学校を、地域を、世界を変える！！」という活動のテーマで３６５日毎日がんばって勝ち取った結果の賞

ですね。またこの環境活動は、地域、国内、そして海外のお友だちにものすごく良い影響を与えたと思います。12 種類

の環境委員会のＩＳＯ宣言も、それぞれに特ちょうがあり、やる気や責任をとても感じます。今年のＩＳＯ宣言である「もっ

たいない」の発表は、まず自分の身の回りことに気を配り、無駄なことをしないように心がけることがとても大切なことで

すね。師範も今日からこのＩＳＯ宣言のサポーターになり、応援したいと思います。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・ 

次回の壁新聞では、１２種類の環境委員会のＩＳＯ宣言に対して、それぞれの委員会でどのような結果になったかの報

告を楽しみにしております。今後も引き続きこの環境活動にみなさんと一緒にがんばってね。 

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ 23 の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━ 

環境検定、カンキョーズや先生方のよる環境活動が学校全体で行われていることがうまくまとめられたすばらしい壁新聞

で、とてもうらやましくなる活動ですね。師範はみなさんの小学校でこのような環境検定が行われていることを初めて知り

ました。全問正解した低学年、中学年と高学年のお友達は表彰状をもらい、さらに環境活動に力が入り、やる気が出て来

ますね。環境検定の作り方、受験者数、受験者の感想などの情報をもっと知りたくなりました。またカンキョーズについて

の熊本のテレビ局が取材に来たことは、みなさん一人一人が環境活動にがんばっていることが認められたことですね。最

後に、みなさんの環境活動を指導・支援してくれている先生方への感謝の気持ちをいつまでも忘れないでね！ 

次回の壁新聞を楽しみに待っているよ！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・ 

「自分たち力で、学校を、地域を、世界を変える！！」という活動のテーマで、これらのすばらしい環境活動が他の国内の

小学校や海外の子どもたちにも良い影響を与えられるように、地域や世界を変えるモデルケースになれるように応援した

いと思います。 

 

熊本県水俣市 水俣第一小学校 

壁新聞のタイトル：災害って何？新聞        

 

水俣第一小学校こどもエコクラブ 23 の新聞を書いてくれたみなさんへ 

田中師範から一言━─━─━ 

環境検定、カンキョーズや先生方のよる環境活動が学校全体で行われていることがうまくまとめられたすばらしい壁新聞で、と

てもうらやましくなる活動ですね。師範はみなさんの小学校でこのような環境検定が行われていることを初めて知りました。全

問正解した低学年、中学年と高学年のお友達は表彰状をもらい、さらに環境活動に力が入り、やる気が出て来ますね。環境検

定の作り方、受験者数、受験者の感想などの情報をもっと知りたくなりました。またカンキョーズについての熊本のテレビ局が

取材に来たことは、みなさん一人一人が環境活動にがんばっていることが認められたことですね。最後に、みなさんの環境活

動を指導・支援してくれている先生方への感謝の気持ちをいつまでも忘れないでね！ 

次回の壁新聞を楽しみに待っているよ！！！ 

とっておきのゴシドウ★・・・・ 

「自分たち力で、学校を、地域を、世界を変える！！」という活動のテーマで、これらのすばらしい環境活動が他の国内の小学

校や海外の子どもたちにも良い影響を与えられるように、地域や世界を変えるモデルケースになれるように応援したいと思いま

す。 



 

熊本県益城町 広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会） 

壁新聞のタイトル：①守り隊！阿蘇からのプレゼント ②広西 2015 未来へえこっちゃお！       43-30、43-31 全 2 枚（2 位・3 位

推薦） 
 

広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会）①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

デザイン、新聞の構成など考えられ、とても時間をかけて作られた新聞です。阿蘇の水

の恵についていろいろ分かって、現地に行ってみたいなあ、と思うほどです。まず、学校

の校区内に湧き水があるなんてなんて恵まれているんでしょう。そして、その湧き水の

良さに気付き、地域の人からいろいろな知恵や活用方法を聞いて、最後に実際に清掃

活動を行ったり、湧き水の良さをパンフレットにまとめたりと、着実に地域の人を巻き込

んだ活動にしているみなさんの行動力には脱帽です。校区にある湧き水の良さを引き

続き広く知らせ、学校全体で守っていく活動としてぜひ定着させて下さい。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

新聞の作り方や記事のまとめ方についてはこれ以上にアドバイスをすることはありませ

ん。引き続き校区の湧き水の活動を続けるとともに、いろいろな活動を広げて下さい。 

みなさんが住んでいる益城町は４月に発生した熊本大震災の震源地に近い地域で、テ

レビなどでは大きな被害が報道されていました。みなさんの地域での影響がどのくらい

あったのか分かりませんが、広西地球環境クラブのみなさんがこれまで行ってきた環境

活動を震災後もこれまで通り、またこれまで以上に続けていっておられることを願いま

す。 

 

 

熊本県益城町 広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会） 

壁新聞のタイトル：①守り隊！阿蘇からのプレゼント ②広西 2015 未来へえこっちゃお！        

 

広西地球環境クラブ（広安西小学校環境委員会）②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━ 

こちらも、新聞の構成などよく考えられ、とても読みやすい新聞です。そして、この新聞

から広西小学校で年間を通して、環境について様々な活動が日常的に行われている

ことがよく分かります。そして、一つ一つの活動に工夫があり、やりっ放しではなく、取

組状況もしっかり把握しまとめているところがとてもステキです。学校全体の行動目標

や数値目標も明確です。全ての活動が具体的に紹介されているので、この新聞を読

んだ人が「よし、私たちの学校でもやってみよう」と思える壁新聞になっています。 

水や電気、ごみの節約チェックについても過去２年の数字との比較グラフがあり、そし

てその傾向についてもしっかり報告が書かれています。毎日出すごみの量も１日１５ｋ

ｇの目標を１０月はほぼ達成出来ているようですね。 

ダイエットと同じように、節電、節水、ごみ減量は毎日の活動の積み重ねです。 

また、だんだん節約できる量の幅が小さくなっていきます（体重もある程度減らすと、

そこから減らすのはむずかしいです。）なので、現状維持でもかまわないので、そこか

らリバウンドしないよう、毎日コツコツと取組むことの意味を全校生徒にできるだけ伝

えられたらいいですね。 

 

 とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

日々の環境活動について「マンネリ化」にならないように、「新しい風」になる活動のアイディアを考えたいとまとめに書いてありま

したが、何かよいアイディアはありましたか？ もしかしたらもうすでに実践しているかも知れませんが、広西小学校と同じような

取組をしている学校と交流を行うことで、意見交換ができれば新しいアイディアが生まれるかもしれません。 

また、世界中で同じような活動をしている学校であるエコスクール（民間団体で世界中の学校にグリーンフラッグ認証していると

ころ）の仲間に入って、国際的な活動に参加するというのも方法です。エコスクール以外にも、ユネスコスクールや省エネ共和

国、学校版ＫＥＳの参加校に登録する、なんて方法もありますね。そして、広西小学校の取組を日本中、そして世界に知ってもら

うような機会を作ってみてもいいかもしれません。 



 

大分県大分市 大分県立大分東高等学校 農業部 

壁新聞のタイトル：リボベジ研究会       44-01 

 

大分東高等学校リボベジ研究会のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

リボベジ研究会のみなさん、こんにちは。 

私もよくリボベジをやっているので、とても興味深いかべ新聞でした。ごみを減らすことはもち

ろん、お金の節約にもなるので、一石二鳥ですよね♪しかも、実際に大きさも重さも減ってい

るのですね。すばらしい実験結果だと思います。また、リボベジの活動を広めるために、出前

授業や番組出演、イベント出展など、様々な取り組みをしていることもすばらしいですね。 

“人に伝える”ということは、新しい層にエコが拡がることだけでなく、自分自身の勉強にもな

り、また新たな発見や疑問が生まれます。それらをさらに研究することで、さらに知識を得る

ことが出来るでしょう。いつか、皆さんがリボベジに関する新発見をする日がくるかもしれま

せんね！ぜひ、これからも研究を続けてほしいと思います。楽しみにしています！ 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

壁新聞の作成お疲れ様でした。目的をきちんと設定して活動に取り組むことで、全ての活動がとても意義のある物になってい

ますね。 

たくさんの活動を通して、分かったことが多くあると思いますので、そこで感じたこと（感想）もかべ新聞で共有できるとより良い

ものになると思います。例えば、上手に野菜を育てるコツを実際に育ててみた成功談や失敗談を交えて書いてみましょう。他に

も、出前授業ではどのような内容で、どのようなことを相手に伝えたのか、なども細かく書かれていると読み手は活動内容がイ

メージしやすいかと思います。 

今回は、豆苗を育てていましたが、他の色々な野菜で育ててみても面白そうですね。私もどんな育ち方をするのか、大きさや重

さに違いが出るのか、とても気になります。次回の壁新聞も楽しみにしています♪ 

 

鹿児島県鹿児島市 こどもエコクラブみらい 

壁新聞のタイトル：自分たちでできる地球にやさしいこと       46-02 

 

こどもエコクラブ み・ら・いのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

壁新聞のタイトルやクラブの紹介がしっかり書かれていて、読む人に親切な壁新聞だ

と思います。 

それぞれの活動についても、ていねいに書かれているので、じっくり読むことができま

す。3 つのグループに分かれて、それぞれでやってみたいことを相談して決めるそうで

すが、すばらしいですね。 

自分たちで決めたことなら、積極的に活動できて、学ぶことも多いと思います。これか

らもサポーターさんと協力して、続けていってほしいと思います。地域に呼びかけての

クリーン作戦など、活動を広げる取り組みも大切ですから、ぜひ続けていきましょう。 

 

 

 

 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

少しむずかしいかもしれませんが、他のグループの人に、まとめた内容について感想を聞いてみるのもよいと思います。同じク

ラブですので、普段から感想は聞いていると思いますが、3 つのグループの間のつながりが出て、感じたことを共有できます。

新しい発見もあると思いますよ。 



 

鹿児島県鹿児島市 イオン鹿児島店チアーズクラブ 

壁新聞のタイトル：くろぶ～の植物探検       こどもエコクラブ大賞 46-01 

 

イオン鹿児島チアーズクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

今回もデザインやイラストで目を引く壁新聞ができあがりましたね。地域の自然や農産

物について、ていねいにまとめられていると思います。以前も壁新聞をみさせてもらって

いますが、「くろぶ～」についての説明がいつかほしいと思います。桜島の植物に桜島

小みかんがのっていますが、私は最近、茨城県でも「福来みかん」という、直径 3cm ほ

どのみかんを栽培していることを知りました。機会があればぜひ調べてみて下さい。桜

島の軽石は、水はけがいいだけでなく、逆に水を溜めることもできるのですね。自然の

力を感じました。 

「灰のまざっている土でサツマイモができるのか」という疑問に対して、実際に育てて調

べることができてよかったですね。お店に来たお客さんたちも、興味を持ってくれたこと

でしょう。 

 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

まとめに書いてありますが、大切な植物を守っていくために、みなさんはどんなことができると思いますか？みなさんが地域の

すばらしい自然や農産物について調べたり、体験したりしたことをまとめたこの壁新聞をたくさんの人に読んでもらうことは、そ

の一つですから、引き続きがんばってほしいと思います。その上で、みなさん自身が家や学校でどんなことに取り組めるか、ぜ

ひ考えて行動してほしいと思います。 

 

鹿児島県鹿児島市 西伊敷小学校美化環境委員会 

壁新聞のタイトル：①緑発見新聞、②MIRAI 新聞、③西伊敷環境新聞       46-04、46-05、46-06 全 3 枚 

 

西伊敷小学校 美化環境委員会グリーンチームのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

この壁新聞は、西伊敷小学校美化環境委員会の中のグリーンチーム 4 人で作ったもの

ですね。学校全体で取り組んだ活動についてもまとめています。 

プールの生き物調査では、今年もたくさんの生き物を見つけることができましたね。捕ま

えた生き物は、その後どこか近くに放流したのですか？アカトンボが学校や家の近くで

飛んでいたら、それはみなさんが救出したヤゴだったかもしれませんね。 

鷹匠の方にお話を聞いたのは、とても貴重な機会でしたね。みなさんの地域では、今で

も鷹匠の方がたくさん活動されているのでしょうか？今回、学校に来てくれることになっ

た理由をぜひ知りたいなと思いました。 

 

 

 

 

 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

プールの生き物調査は毎年行っているそうなので、昨年との比較をしてみるといいと思います。生き物の数や種類が大きくちが

っていれば、何か原因があるかもしれません。結果を積み重ねていくことは、後輩のみなさんが活動する時のヒントにもなりま

すよ。 

生き物の写真は、キャプションがあるとわかりやすくなると思います。生き物の名前はわからなくても、「プールで発見」とか「ラ

イトトラップに集まった虫」など、どの活動で見つけた生き物かわかるといいと思いました。 

 



 

鹿児島県鹿児島市 西伊敷小学校美化環境委員会 

壁新聞のタイトル：①緑発見新聞、②MIRAI 新聞、③西伊敷環境新聞        

 
西伊敷小学校 美化環境委員会６年生のみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

この壁新聞は、西伊敷小学校美化環境委員会の中の 6 年生が作ったものです。5 年生の時から積極的に活動し

ているとのことですが、壁新聞作りも以前に経験があるのでしょうか。内容はもちろんですが、見た目もはっきりし

ていて読み進めやすいと思います。 

みどりの小道環境日記は、3 か月という長い間、大変だったと思いますが、賞を取った人もいるようで、すばらしい

です。もちろん賞には選ばれなかった人も、環境のことについて深く考える機会になったと思います。アンケートを

してみたのもいいですね。この時は△や×と思った人も、時間が経って読み直してみたら、また考え方もちがうか

もしれませんよ。 

アルミ缶やテープの芯の回収が、どんなことにつながるのか具体的に書いているのもいいと思います。言われた

から集める、ではなくて集めたことが誰かの役に立つことがわかると、モチベーションが上がりますね。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

みどりの小道で書いた内容を、少し紹介してもらえるといいと思います。多く書かれた内容は何か調べてみるのもいいですね。みんなが関心を持っ

ていることがわかります。みなさんがまとめたこの壁新聞を読んで、後輩のみなさんが今年もがんばって活動していると思います。卒業しても、地域

の先輩として協力してもらえるとうれしく思います。 

  

西伊敷小学校 美化環境委員会 5 年男子チームのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

プールの生き物調査と硫黄島での体験について、ていねいに文章を書いてありますね。生き物調査は恒例行事のよう

ですので、毎年どんな生き物が見つかるか、楽しみにしている人も多いでしょう。ヤゴの写真がありますが、ヤゴだけで

も色々な種類が見つかったと思います。 

硫黄島は自然も豊かですが、歴史的なものもたくさんあるのですね。私は能楽で「俊寛」というお話を観たことがありま

す。ここが舞台になっているのですね。この壁新聞で初めてわかりました。悲しい形で終わるお話ですが、みなさんも機

会があれば観てみて下さい。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

文章はしっかり書けているので、一行が長くならないように、壁新聞を縦に二つに分けて、段を作って書くのもいいと思

います。読みやすくなりますよ。 

生き物調査では、数を数えて書くといいですね。記録にもなりますし、去年や来年と比べていくと、色々発見することも

あると思います。 

 

鹿児島県鹿児島市 ニコニコシスターズ 

壁新聞のタイトル：西伊敷ニコニコ姉妹新聞       46-03 

 

西伊敷小学校ニコニコシスターズのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

壁新聞のタイトルの通り、姉妹で楽しく壁新聞を作ったことがとてもよく伝わります。西伊

敷小学校では全校でもエコクラブに登録していますが、この壁新聞は冬休みの課題とし

て姉妹で取り組んだものなのですね。このステキな壁新聞を見たら、今年は兄弟や友

達同士で挑戦してみよう、という人も増えるかもしれませんよ。 

地域の人にインタビューは面白い企画ですね。二人が実際に気を付けていることも書

かれているのもよいと思います。温暖化を防ぐためにできることも、たくさん書かれてい

て、壁新聞を読んだ人が「これならできる」と思える内容になっていると思いますよ。この

部分を色紙を使ってカラフルにしているのも、目を引いてとてもいいと思います。 

 

 

 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

機会があれば、インタビューをする人が増やせるといいですね。中には日ごろエコな取り組みをしていない、という人もいるかも

しれません。そんなときには、この壁新聞に書いてある「できること」を教えることもできますね。インタビューをすること自体が、

相手の方の環境への意識を高めることになると思いますので、ぜひたくさんの人に聞いてみましょう。 



 

鹿児島県曽於市 あおきっこエコクラブ 

壁新聞のタイトル：さつまがも新聞       46-07 

 

あおきっこクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

あおきっこエコクラブが作ってくれたかべ新聞「さつまがも新聞」は、とっても気に入りました。何が気にいったかと言うと、 

まず第一に、この新聞を読んでかべ新聞しはんの私は、さつまがも農法とは、どういうものかを教えてもらいました。とっても分

かりやすかったです。かもを使ってじょ草ざいを使わないお米作りがあることは、知っていましたが、この新聞を読んでどうして

この農法が良いかがよくわかりました。じょ草ざいを使わないだけでなく、土作りにも良いですよ。稲が丈夫に育つよ。さつまが

もの首が長いので、稲の高いところの虫を食べる、そして稲をつんつんつつくので、稲にしげきがあたえられて、丈夫に育ちま

す。そーか！人間もそうですが、てきとうなしげきがあると丈夫に大きくなるのですね。フンが肥料にもなるよ！などいっぱい良

いことがあることが分かりました。 

第二番目に、合がもとさつまがもをひかくして、書いてある中でさつまがもはよく働き、行動がはやくて、サボらない（笑い）ようで

すね。そして朝、昼、夜と一日中働くとのこと、とっても働き者なのですね。しっかりとかんさつしているみんなだから、このような

ことがわかるのですね。みんなのかんさつりょくが、とてもすばらしいと思いました。朝、昼、夜と一日中働いていると、いつねる

のかなと心配になりました。人間社会では、こんなに働くととってもつかれて、病気になりますが、さつまがもはじょうぶなのです

ね。 

第三番目に気に入ったのは、新聞の中に書いてある絵です。かもの後ろから出ている丸いものは、フンであったり、たまごなの

ですね。さつまがもが歩いているところの丸いものは足あとかな。歩きまわると土がプリンのようにふかふか、プリンプリンのよ

うになるよ、と言っているのでしょう。にわとりとさつまがものたまごの大きさを絵の大きさでひょうげんしてくれました。さつまが

ものたまごって大きいのですね。 

第四番目には、さつまがもが生まれるまでと生まれたのを全国へ送られるまでをていねいに書いてくれました。さつまがもはい

ろいろな所にたまごを産みます。それを集めてふ化器に入れて 1 週間後にとり出す。28 日でたまごをわってひよこが出てくると

その日と翌日に全国にある日本有機に、ヒナを発送する。3 日間は何もえさを与えなくても元気です。2 日間ほどでとうちゃくす

るでしょうから、ヒナは元気に嫁入りをするようですね。たまごを一羽で 1000 個を産むのですから、たくさんのヒナが鹿児島から

全国へ送られるのですね。ピヨピヨととてもにぎやかな発送ふうけいが目にうかびますよ。 

 

鹿児島県曽於市 あおきっこエコクラブ 

壁新聞のタイトル：さつまがも新聞        

 

やっぱり一番すてきなのは、さつまがも農法でつくったお米のうまさでしょう。 

みんなもお米をたいて、食べましたね。とってもおいしかったようですね。私も食

べてみたいな－！ 

日本の農家でもお米だけでなく、いろいろな物を作っていますが、無農薬でつくる

ことを全部の農家に広めたいですね。農薬をできるだけ使わないで、お米はもち

ろん野菜や麦やそのほかの農産物を作ってほしいですね。みんなはとてもよいけ

いけんをしました。 

来年は下級生にも教えたいとのもくひょうがありますね。いいですね－！鹿児島

県からはっしんするエコ農業がもっと有名になってほしいですね。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

にわとりのたまごは、ほとんどが白色ですが、さつまがものたまごは、赤色とみど

り色があるのですね。そうですか！それとびっくりしたのは、にわとりは一日に１こ

しかたまごをうみませんが、さつまがもは一日に 1000 こもうむのですか。これは

びっくりです。どれくらい時間がかかるのでしょうか？ 



 

鹿児島県大崎町 アースフレンドリー 

壁新聞のタイトル：①グリーンオリエンテーリング新聞、②すずめの命をすくえ       46-08、46-09 全 2 枚 

 

大崎小アースフレンドリー①の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

アースフレンドリーのみなさん、こどもエコクラブに入って 1 年目ということで、こんにちは！よう

こそ！これから楽しいゲームや工作や自然かんさつなどをやって、楽しく、みんなとなかよくや

りましょう。そして少しでもかんきょうに目をむけて、自分ができることを見つけるとともに参加

者にもかんきょうに関心をもってもらうようにできるといいですね。 

グリーンオリエンテーリング？？！！ごめんね、壁新聞しはんの私は、どうやるのかわかりま

せん。オリエンテーリングは何回もやったことはあるので、同じようにやるのだろうとそうぞうし

ますが、せいかくにはわかりません。こんど、きかいがあったら教えてください。でも新聞を読

んだら参加者は、みんな楽しく、やったようだからやっぱり楽しいゲームだったようで、計画した

みんなはよかったですね。 

木の名前をおぼえたかな、ということでグラフにまとめてみたのですね。予想とはちがってい

て、“いいえ”と答えたひとがちょっと多かったようですね。木の名前を全部おぼえるのは大変

ですから、わかった木は、5 本、10 本、20 本とかわけておぼえたかを聞くとよいと思います。1

本でも 2 本でもおぼえた人がいることは、とてもよいのではないでしょうか？いままで木に関心

がない人が、関心を持つようになったと考えれば、1 本でも 2 本でもよいと思います。 

グラフの書き方にもびっくりしました。0 人から 10 人までの間に波線でくぎりを入れています。4 年生でこのような書き方をもう

知っているのですね。すばらしい。 

100 人くらい参加したようですが、アンケートは 27 人でした。全員がアンケートに答えたわけではなかったのかな？あるいは 27

人というのは、27 のグループだったのかな？100 人だともっと“はい”がふえていたかな？ 

今までは、みんなは参加する立場でしたが、今回はゲーム、活動を計画して、じっしするせきにんしゃの立場になりました。参加

者からはとても楽しかった、おもしろかったという感想がありました。りっぱにせきにんしゃをつとめることができました。みんな

は成長しました。4 年生でこんなりっぱな活動ができるとは、私もびっくりしました。これからのみんなのかつやくが楽しみになり

ました。 

 

 

鹿児島県大崎町 アースフレンドリー 

壁新聞のタイトル：①グリーンオリエンテーリング新聞、②すずめの命をすくえ        

 

4 こまマンガにも大変かんどうしましたよ。学校で一番大切な木は何ですか？私も考えてみました。さいごにやる木（気）だよ！

うーん私はできなかった。みんながよく考えて作ったマンガだとはくしゅ！はくしゅ！です。グリーンオリエテーリグだから、どうし

てもにれの木、さくらの木とか、木のことを頭にうかべます。でもやる気でした。すばらしい！ 

つぎはどんなゲームをするのかな？でも参加者はまたやりたいという人が多かったから、またやってもよいかと思いますが。 

どんな壁新聞がくるか、きたいして待っています。 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

グリーンオリエンテーリングをやるために、みんなががんばったことが少ししか書いてないけれど、じつはとても大変なのです。

ということは、私も計画したり、じゅんびすることをよくやりますので、みんなの大変さがわかります。 

大変さについて書いてみたいと思います。 

その１．学校の木が 39 種類もあって、その木、一本ずつに名前をつけたのですね。39 種類もよくわかりましたね。サポーター

の人や学校の先生にも教えてもらったのかな？すばらしいです！！私も大崎小学校に行って、木の勉強をしたいな－と思いま

した。 

その２．つぎはオリエンテーリングのやり方をみんなで話し合いながら決めたのですね。そして参加者に木のさがしかたのルー

ルを決めて、紙に書いたのかな？一人一人ではなくて、グループで木をさがすようにしたのでしょう。そのばあい、すべてのグ

ループが同じじゅんばんでさがすようにすると、出発する時間をずらしたのかな？あるいは、木をさがすじゅんばんのルートを

何種類か作っておいて、グループがばらばらになるように工夫したのかな？ 

まち中や森の中、山の中で歩いて（走って）やるオリエンテーリングは、せいかくにルートをまわってきて、時間がみじかいチー

ムが一番になりますが、グリーンオリエンテーリングは、どうやったのかな？時間をきょうそうしたのかな？木の名前を正しくみ

つけるきょうそうかな？どのような工夫をしたのか、知りたいです。 

みんなはスタートとゴールだけでなく、ところどころに立って参加者に「がんばれ！」とか「どの木を探しているのかな？あっちの

ほうじゃないかな、こっちのほうじゃないかな？」などと声をかけたのかな？ 

オリエンテーリングのやり方を考えているだけでも、私はとても楽しく、おもしろくなってきます。ですから参加者は、むずかしくて

も楽しかったと思います。見つけたぞ－、がんばるぞ－、なんという名前かな－、つぎに早く行こうよ、という声が聞こえてくるよ

うです。 

 



 

鹿児島県大崎町 アースフレンドリー 

壁新聞のタイトル：①グリーンオリエンテーリング新聞、②すずめの命をすくえ        

 

大崎小アースフレンドリー②の新聞を書いてくれたみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

アースフレンドリー②のみなさん！壁新聞しはんのおかもとです。こどもエコクラブに

入ってくれてありがとう。これからも楽しい、おもしろいゲームや工作あるいは自然か

んさつ、緑化活動をやって、少しでもかんきょうに関心を高めて、かんきょうをよくする

ことで自分ができることを続けてやるようにするとよいと思います。 

1 年目の壁新聞は、すずめの命をすくえということで巣箱作りにチャレンジしたことを

書いてくれました。長さを正しくはかって、のこぎりを使って木を切りました。ドリルで穴

をあけました。そして金づちを使って、くぎを打ち巣箱を作りました。ふだん、あまりやら

ないこと、あるいは初めてのけいけんの人もいたでしょう。一人だけで木を切ったり、

穴をあけるのはむずかしいので、ほかの人ときょうりょくして、やったと思います。金づ

ちでくぎを打つとき、ゆびを打ってしまった子もいたようですね。くぎを打つのは、言う

のはかんたんですが、ちゃんとくぎの頭を金づちで打つのは、いがいとむずかしいで

すよね。ドリルで穴をあけるのは、とてもむずかしかったのではありませんか？ちょっと

むずかしいし、きけんなので、講師の安田さんにあけてもらったのかな？でも、26 人全

員がやった－！見て見て！とじまんの巣箱をみんなが持っている写真を見るとりっぱ

にできているのが分かります。 

このようすが南日本新聞にとりあげられたようで、すばらしい活動でしたね。 

写真やみんなの感想文のどこにも、みんながすずめよ！早く来てくださいとのねがいがいっぱい書いてあります。ねがいの気

持ちがあふれている写真でした。私もとおくから、すずめにおねがいします。 

つぎの壁新聞には、すずめがいっぱい来ましたとのほうこくがあることをきたいしています。だいじょうぶ！みんなの気持ちがす

ずめに伝わるでしょう。 

 

 

鹿児島県大崎町 アースフレンドリー 

壁新聞のタイトル：①グリーンオリエンテーリング新聞、②すずめの命をすくえ        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

このような巣箱つくりをやろうとした動機が書いてありました。すずめが少なくなったからという理由だけでなく、すずめが少なく、

いなくなるとほかの生き物にもえいきょうが出て、自然がかわっていくのが、しんぱいだから、すずめをふやそうと考えたようで

す。自然の変化まで考えているところがとってもすばらしいです。今、日本のあちこちで生き物が少なくなったり、外から持ちこま

れた生き物で、生き物の分布がかわり、自然が変化しつつあることがほうこくされています。自分たちの身近なところに目をむ

けて、自分たちができることをやろうとしているみなさんは、とてもすばらしいですよ。 

かんせいした巣箱を学校の中だけでなく、電柱にもつけました。家に持ち帰りベランダや庭の木につけたりしたようですね。ま

だ、すずめは巣箱に入っていないようですが、すずめは 4 月から 8 月にかけてたまごを産みひなを育てるようです。今回巣箱

を作ったのは 11 月のようですね。ですからまだすずめは巣箱に入らないと思います。でも冬場の 2 月ころに巣箱をおいておく

と、すずめは巣箱をしたみするそうです。そして 4 月ころから巣箱に入ってたまごを産みます。年間に 3 回から 5 回ほどたまご

を産むようです。ですから、春になるとそのうちに入ると思います。きながに待ちましょう。一つの巣箱に何羽ものすずめが入る

のかわかりませんが、たまごをうみ、ひながかえるのが楽しみですね。 

神奈川県に住んでいる私は、庭にシジュウカラの巣箱を 2 つ別々の木にとりつけました。おどろくことに、2 つの巣箱に同時に

シジュウカラが入ってたまごをうみ、ひながかえりました。何羽ひながとびたつのか、数えながらかんさつしました。シジュウカラ

は年 2 回たまごを産み、ひなを育てます。4 月ころと 7 月ころです。 

巣箱のたまごやひなをねらって、ねこやへびが入るようです。巣箱を低いところにつけるとねこが入るので、高いところ、そして

巣箱の下はねこがよじのぼらないように、枝などを切ったほうがよいようです。へびが入らないようにするのは、どうしたらよい

のでしょうか？私の庭にはへびがいないので、ねこたいさくだけはしましたが。 

穴の大きさも鳥の大きさにあわせるようですね。シジュウカラの場合、穴の直径は 28mm です。すずめは 30mm より大きくした

のでは、ありませんか？ 

巣箱の方向もだいじです。南の太陽が当たる方向は、巣箱の中が暑くなってひなが死んでしまうようです。日かげのところや北

向きに巣箱をつけるのがよいようです。 



 

沖縄県恩納村 OMRC こどもエコクラブ 

壁新聞のタイトル：～身の回りにあるものを使って、自分オリジナルの作品を作ってみよう!!～       47-01 

 

OMRC こどもエコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

一年間、いろいろなものを作りましたね。どれも作るのがとても楽しそうです。

いつも活動レポートもたくさん出してくれていますが、その総まとめの壁新聞で

すね。そのなかでも、ソテツの葉やサンゴなど、沖縄らしい材料もあって、地域

の自然を知ることにもつながったと思います。それぞれに、材料や作り方がて

いねいに書いてあって、読む人もイメージがしやすいです。また、むずかしか

ったことや感想がしっかり書いてあります。楽しいだけでなく、充実した体験だ

ったからこそ、こうやってしっかり文章が書けたのではないかなと思います。 

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

いろいろな工作をしたので、ぜひ一年間のまとめも書いてみるといいですね。 

工作をして、自然について考えたことや、普段の生活で物をどう大切にするか、

考えてアイディアを書いてみると、みなさんの体験がさらに充実したものになる

と思いますよ。 

 

沖縄県竹富町 西表ヤマネコクラブ 

壁新聞のタイトル：西表山猫新聞       文部科学大臣賞 47-02 

 

西表ヤマネコクラブのみなさんへ 

師範から一言━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─━─━─━━─━─━─━─ 

西表ヤマネコクラブのみなさん、またまた素晴らしい壁新聞を制作し、送ってくれました

ね！とにかく素晴らしいの一言です。 

イリオモテヤマネコ発見 50 周年、おめでとうございます。50 周年を記念してクラブの代表 6

名が対馬環境スタディーツアーに参加して、対馬野生生物保護センターを見学し、ツシマ

ヤマネコについていろいろと学んできたのですね。 

イリオモテヤマネコとツシマヤマネコについて、まとめてくれ、現状はどうなっているかも詳

しく書いてくれました。どちらもベンガルヤマネコの亜種と同じですが、エサ、骨格、毛、しっ

ぽ、産む頭数などを比較して書いてくれました。とっても良く分かりやすいです。これは記事

を書いた人達が、イリオモテヤマネコとツシマヤマネコのことをしっかりと理解し、且つ新聞

を読む私たちが何を知りたいかを十分に理解して書いたからだと思います。 

＜これからの保全＞の記事を読んで、非常に感心しました。何が感心したかと言うと、これ

からイリオモテタマネコをどう保全したら良いか？をツシマヤマネコの実情を見学して来て、

自分たちの問題としてとらえて、しっかりと議論したことです。そして西表の自然や環境など

をしっかりと把握して、対馬のやり方をそのまま持ち込めないと考えました。でも、何とかイ

リオモテヤマネコを保護、増やしたいと頭をしぼりました。結論がすぐ出るわけではないと

考え、これからも検討していこうとしました。素晴らしい議論が出来ていることに本当に感心

しました。自然と人間とヤマネコが共存できるには、どうしたら良いか？自分たちができるこ

とは何か？をこれからも模索してください。 

イリオモテボタルとオオシママドボタルを長年観察していますね。工事が終わって、ようやくホタルがもどってきて、増えて来てよ

かったですね。前にも書きましたが、9 月中旬から 1 月中旬の冬にホタルに会えるのは、うらやましいです。私は、ホタルは夏

の風物詩として、こどもの時から教え込まれていましたので、冬に見られるとはおどろきでした。 

12 月 12 日から 12 月 18 日まで毎日、欠かさず丹念に観察をしましたね。天気、気温、風向、風速そしてホタルの数を調べまし

た。えらい！イリオモテボタルが毎日、増えていったのはうれしかったでしょう。オオシママドボタルは数多く発見できて良かった

ですね。 

 



 

沖縄県竹富町 西表ヤマネコクラブ 

壁新聞のタイトル：西表山猫新聞        

 

ところで 12 月でも沖縄は 20℃くらいあって温かいのですね。でも雨や曇りでこの 1 週間は晴れなかったのですね。それでも

20℃ということは、晴れれば 25℃位にはなるのでしょう。私の住んでる川崎とは全く違います。だから生き物の宝庫なのでしょ

う。 

サバイバルキャンプは今年で 5 回目だそうで、ようやくメンバーだけでテントを張ることができて、おめでとうございます。去年も

試みたけれど、最後は大人の人に助けてもらったと書いてありました。これまでの反省を活かして、今回は何と無事にメンバー

だけでできたとのこと。ここでもみんなの素晴らしさが書いてありました。これまでの反省を踏まえて、どうしたら倒れないように

するかを図解をして説明、実行しました。自分たちで問題を解決した経験をしました。これからいろいろ問題や課題が出てくると

思いますが、今回の経験を活かして解決できるでしょう。 

料理作りは、自分たちで料理をして食べるのですから、楽しいのは当たり前ですが、去年から 2 つのグループで対決するように

したので、楽しさ、面白さが増えて良かったですね。対決の結果はどちらが勝ったのですか？勝ち負けの判定は、時間と美味し

さで決めるのかな？引き分けだったのかな？地元の野菜や魚などを使って料理をしたのですね。いわゆる地産地消でエコな料

理ですね。 

ビーチクリーンで海岸に漂着したごみ拾いをしたのですね。浮き球は漁業で使っていたものですね。発泡スチロールやプラスチ

ック、ペットボトルはいずれも長い間、分解せず、海岸に漂着したものですが、たくさんありましたね。日本の品物だけでなく外国

からの漂着物もあったと思います。どこから来たかなども調べると良いと思います。品物には外国語も書いてあるようですか

ら、どこの国かも予想できるでしょう。 

西表ヤマネコクラブの壁新聞の良さは、全部自分たちのことばで、字で書いてあることです。はではでしさはありませんが、一

生けんめいに製作したことがにじみ出ている新聞です。それと一つ一つの出来事を大きな字でタイトルを書き、色も付けて、枠

で囲み、分かりやすく書いてあるのも大変良かったです。もっと素晴らしいことは、活動した結果だけを書いたのではなく、その

事実をどうとらえ、考え、どうしたら良いかなど、考察をしっかり書いていることです。その意味で私はみんなの壁新聞を高く評

価します。 

 

 

沖縄県竹富町 西表ヤマネコクラブ 

壁新聞のタイトル：西表山猫新聞        

 

とっておきのゴシドウ★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★・・・・・・★ 

オオシママドボタルは日本で最大のホタルのようですね。イリオモテボ タルとオオシママドボタルが復活して、増えた理由をし

っかりと書いてくれました。調査したら増えました、という観察結果だけの報告が多い中で、何故、変化 したのかをいろいろとみ

んなで話し合って、こうだろう！と考え、書いたことがとても素晴らしいです。読んでいて私も納得しました。で も、一つ聞きたい

ことがあります。ほとんど絶滅したようにいなくなったのが、どうして増えたのですか？工事をしても卵が土の中に残っていたの

かな？オオシ ママドボタルのオスは羽があるので別の所へ避難していて、もどってきたのかな？羽のないメスはどうやって過

ごしていたのだろうか？イリオモテボタルは、芋 虫のようだからどこかに移動するのは大変ですね。工事中でも少しはそばに

生き残っていたのかな？そして工事が終わり、枯葉・腐った植物と湿地がよみがえり ヤスデが増えて、イリオモテボタルもエサ

にありついて繁殖したのかな？ 

水質調査を 3 つの川で行いました。川の様子とＣＯＤのパックテストの結果が必ずしも合っていないようですね。ナガレ川は、ど

うも汚れているようですので、 ＣＯＤの数値も高いですが、浦内川は水はきれいだがＣＯＤは 8 以上、野崎川は腐卵臭がする

が、ＣＯＤは低くてきれいとなっています。野崎川は海水が入り込 んでいるようですので、海のにおいかな？海藻などがあるの

で海独特のにおいがありますので、腐卵臭と表現したのかな？浦内川のＣＯＤが 8 以上ですが、ナガ レ川より８になる時間が

おそいと書いてあります。ＣＯＤは色から数値を出しますが、ＣＯＤパックテストでは温度によって色の付き具合が変化します。

色の判 別は 30℃位では、4 分後に調べなさいとなっていると思います。時間が過ぎていくと全て濃い色になるので注意が必

要です。使っているＣＯＤパックテストは 最大の数値が 8 以上のようですから、水につけて取り出し、長い時間経つとみな 8 以

上になりますので、時間には気を付けてください。ＣＯＤのパックテストは 低濃度用 0~8mg／Ｌと高濃度用 0~100mg／Ｌがあり

ますので、8 以上になってしまう場合は、高濃度用のパックテストで調べるのも良いかもしれません。 

ところで西表島は石灰岩の島ではありませんか？私は石垣島に行ったことがあります。石垣島は石灰岩の島で、海岸には海

藻類が無かった、少なかったようで す。海の独特のにおいはありませんでした。海の独特のにおいは海藻などが腐った臭いだ

そうです。西表島はどうなっているのだろうか？ 

毎年、継続して活動を進めています。後輩を育てることと共に自分たちも成長していることが読み取れます。来年も、また楽し

い、感心する記事の壁新聞を待っています。 


